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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

徳山工業高等専門学校 

（２）所在地 

山口県周南市 

（３）学科等構成 

学 科： 

機械電気工学科，情報電子工学科， 

土木建築工学科 

専攻科： 

機械制御工学専攻，情報電子工学専攻， 

環境建設工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成18年５月１日現在） 

学生数：学 科 645名 

    専攻科  48名 

教員数：66名（校長含む） 

２ 特徴 

・伝統，建学の精神，理念など 

本校は，３つの複合学科および専攻より成り，それぞ

れの境界領域を含めた専門分野において基礎理論の習熟

とともに実験実習に重点をおいた教育を行い，実技に明

るく，総合判断力に優れた実践的技術者の養成をめざし

ている。開学（昭和４９年）当初から，開発型教育に力

を注いできており，ロボコンを始めとする各種コンテス

トや創造教育に係る受賞などで多くの実績を有している。 

なお，本科低学年は混合学級制度が採用され，得意とす

る技術分野の異なる学生同士が交流し易い環境にある。 

平成６年に「テクノ・リフレッシュ教育センター」を，

さらに平成９年には高専と地場の企業との連携を行う

「徳山高専テクノ・アカデミア」を創設し，地域の企業

との共同研究などを通じ，実際の現場の問題を解決する

ことによって，実践力のある技術者の育成に努めてきた。 

・創造教育 

 高専が早期創造教育の可能な高等教育機関であるとの

認識から，創造性育成のための教育方法の開発と実践を

積極的に進めている。平成７年度からは機械電気工学科

で，平成８年度からは情報電子工学科および土木建築工

学科で創造演習の時間を新設し，学生の自発性，創造性

育成の取り組みを開始した。創造教育では，自分自身で

課題を見出し，自らの発想により答えをみつけ，新しい

ものを生み出す力を養成することを目的としている。 

・専攻科教育 

平成７年度に，専攻科を設置した。修了に際しては，

研究の成果をまとめ，世に問う経験を積むため，特別研

究の成果について，設置当初から，学協会での発表を修

了要件として義務づけている。国際会議を含め毎年３０

件程度の発表があり，優秀講演表彰なども受けてきてい

る。さらに平成１２年度から，ＴＯＥＩＣスコア４００

以上の取得を，また平成１４年度から，情報関連等外部

資格の取得も修了要件としている。平成１５年度には工

学（融合複合・新領域）関連分野でJABEE 認定の本審査

を受審し，プログラム認定された。カリキュラム上の特

色は，情報技術，英語力およびプレゼンテーション能力

の向上に力を注いでいること，ならびに高専教育の特色

である実践的な開発型教育の充実にある。なかでも，専

攻科１年次前期のインターンシップ（約３ヶ月）期間中，

実務経験のなかから発掘した課題に関する特別研究の例

や，知的財産管理，経営管理の授業など，地元企業との

協力による教育に特色がある。 

・新しい取り組み 

英語力の向上に資するため，平成１４年度に開始した

海外研修助成制度により，シドニー工科大学などにおい

て，毎年，十数名の学生が語学研修に参加している。ま

た，平成１４年度には，英語のネットワーク・ラーニン

グ・システム(e - Learning)も導入し，学生の自主的な

学習を促進している。さらに，ＵＣＳＤはじめ海外の大

学と学術交流協定も締結している。 

本校の活動について地域の理解を深め，同時に広く意

見を求めるために，チャレンジショップ「高専夢広場」

を平成１４年度に開設した。その企画・運営には学生も

参画している。さらに，平成１７年度の周南市「ひと・

輝きプロジェクト」においては，公募により採択された

１０件のうち，過半数に本校教職員が関与している。 

平成１５年度に徳山高専および周南市を舞台に制作さ

れた映画「ロボコン」では，高専の教育活動や周南市の

国内への広報役を担った。さらに，平成１７年度には山

口県東部で初の国際会議「第３回構造工学と建設に関す

る国際会議(ISEC-O3)」を本校において開催し，世界に通

用する教育研究機関の一端を世界に発信した。 
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Ⅱ 目的   

徳山工業高等専門学校の使命 

学習・教育目標 

世界に通用する実践力のある開発型技術者をめざす人材の育成 

１ 教育理念 

○ 準学士課程の学習・教育目標と具体的到達目標 

（Ａ）「世界に通用する」技術者をめざすために 

（Ａ１）複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること 

・数学・自然科学・基礎工学の科目を修得する 

（Ａ２）国際理解を深め，技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと 

・国際文化・技術者倫理・日本語・外国語の科目を修得する 

・自らの目標を定め，外部試験を活用して，英語力のステップアップを図る 

（Ｂ）「実践力のある」技術者をめざすために 

（Ｂ１）情報技術をベースに，実体験を通して表現力を身につけること 

・情報関連・実験の科目を修得する 

（Ｂ２）自主性と自立性を養うこと 

・卒業研究の科目を修得する 

（Ｃ）「開発型」技術者をめざすために 

（Ｃ１）複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること 

・メカトロ技術・情報電子技術・社会環境整備技術のうち，ひとつの分野の定められた科目を修得する 

（Ｃ２）課題を把握し解決する力を身につけ，感性・創造性を磨き養うこと 

・創造系の科目を修得する 

・創造演習発表会，卒業研究発表会などで発表を行う 

○ 専攻科課程の学習・教育目標と具体的到達目標 

（Ａ）「世界に通用する」技術者をめざすために 

（Ａ１）複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること 

・数学・自然科学・基礎工学の科目を修得する 

・学士を取得する 

（Ａ２）国際理解を深め，技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと 

・国際文化・技術者倫理・日本語・外国語の科目を修得する 

・ＴＯＥＩＣにおいて４００以上のスコアを取得する 

（Ｂ）「実践力のある」技術者をめざすために 

（Ｂ１）情報技術をベースに，実体験を通して表現力を身につけること 

・情報関連・実験の科目を修得する 

・情報関連等外部資格を取得する 

（Ｂ２）自主性と自立性を養うこと 

・卒業研究の科目を修得する 

（Ｃ）「開発型」技術者をめざすために 

（Ｃ１）複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること 

・メカトロ技術・情報電子技術・社会環境整備技術のうち，ひとつの分野の定められた科目を修得する 

    ・総合科目（２科目以上）及び総合演習の科目を修得する 
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（Ｃ２）課題を把握し解決する力を身につけ，感性・創造性を磨き養うこと 

・インターンシップ及び特別研究の科目を修得する 

・国内外の学協会で発表を行う 

２ 養成しようとする技術者像 

情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生かして，設計・開発を行う素養をもつ技術者 

○本科卒業生のめざす技術者象と到達目標 

       自らの業務における技術的課題を解決できる技術者 

○専攻科修了生のめざす技術者象と到達目標 

 自らの専門分野に関連する技術的課題に幅広く対応できる技術者 

３ 各学科／専攻で修得する技術 

 準学士課程と専攻科課程が１対１で対応しているため，双方のめざす技術者像も踏まえて，学科／専攻を通

して修得する技術を明確に定めている。 

○機械電気工学科／機械制御工学専攻 

「コンピュータで制御する機械を設計・製作する技術」／ 

「コンピュータで制御する機械を設計・開発する技術」 

○情報電子工学科／情報電子工学専攻 

「コンピュータ技術をベースに電子情報通信システムを設計・構築する技術」／ 

「コンピュータを核とする多用なシステムを設計・開発する技術」 

○土木建築工学科／環境建設工学専攻 

「情報技術を活用し社会基盤や建築空間を設計・施工する技術」／ 

「情報技術を活用し社会基盤や建築空間を設計・開発する技術」 

 

教育活動等の基本的な方針，教育目標等 

１ 教育，研究，社会との連携，国際交流等に関する目標 

既成概念にとらわれずチャレンジ精神をもって教育・研究に取り組むとともに，地域に根ざした高専づくりを

推進し，世界に認められる個性をもった教育界のオンリーワンをめざす。 

２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

情報収集・分析，学校運営の企画・総合調整を行う「総合企画室」を設置し，学内運営の円滑化，効率化を行

う。地域協力を発展させるために，「テクノ・リフレッシュ教育センター」の見直しと，知的財産に関する業

務の強化を行う。「学習・教育レビュー室」を設置し，業務の持続的発展を可能とする評価改善システムを構

築する。 

３ 財務内容の改善に関する目標 

国立高等専門学校機構の定めた中期計画による効率化を踏まえ，従来業務に係る経費の削減を行うとともに，

新規業務に対する戦略的な資金投入を行う。また，外部資金の積極的な導入を進め，総経費の５％程度を外部

資金（知的財産の活用に伴う資金も含む。）により確保する。 

４ 社会への説明責任に関する目標 

ウェブサイトの充実などによる可能な限りの情報公開，授業や卒業研究の成果の公開，シラバスの内容，授業

評価の内容などの公開，教員の研究成果などの開示を通して，社会に対する説明責任能力を高める。 

５ その他業務運営に関する重要目標 

日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を継続するとともに，本校教育の高度化と教員の業績向上により国際

的同等性を確保し，専攻科修了生の学位授与を実質的に可能とする。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，昭和４９年の開学時に「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を養い，有為の

人材を育成する」ことを目的に掲げ（資料１－１－②－１），教育を行ってきていたが，平成５年，

教育目標として次のことを掲げ，めざすべき教育のねらいを明示した。   

世界に通用する実践力のある開発型技術者をめざす人材の育成 

平成１４年度にはそのねらいをより明確にするため，「世界に通用する」「実践力のある」「開

発型」という３つの理念をそれぞれ２つに具体化し，学習・教育目標（資料１－１－①－１）とし

た。それと同時に，養成しようとする技術者像を次のように定めた（資料１－１－①－２）。 

     情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生かして， 

設計・開発を行う素養をもつ技術者 

これらは本校の伝統や実績ならびに社会の要求等を考慮しており，準学士課程と専攻科課程に共

通した本校全体でめざすべき目標である。 

  平成１７年度には，準学士課程卒業生と専攻科課程修了生のめざす技術者像や到達目標をさらに

明確にした（資料１－１－①－２）。自然科学系科目や基礎工学科目などの基本的素養や自主性・

自立性の到達度は準学士課程卒業生も専攻科課程修了生も変わりがなく，両者の差は，技術的課題

への対応経験や訓練が社会でなされるか在学中になされるかの違いと位置づけている。 

これらの内容を，学習・教育目標に沿ってより具体的に定めたものを（資料１－１－①－３）に

示す。準学士課程卒業時の到達目標のうち，（Ａ２）に関する次の項目「自らの目標を定め，外部

試験を活用して，英語力のステップアップを図る」に対し，各学年に所属する学生の６０％以上が

達成することをめざした到達目標を平成１７年度に具体的に定め，指針を与えるとともに，平成１

８年度から英語能力検定テスト「ＡＣＥ」を導入し，準学士課程在籍者全員が受験すること，なら

びにＴＯＥＩＣ－ＩＰテストを実施し，準学士課程４・５年生全員が受験することも併せて決め，

便宜を図ることとした（資料１－１－①－４）。また，専攻科課程修了時の到達目標では，「学士

の取得」「ＴＯＥＩＣにおいて４００以上のスコアの取得」「情報関連等外部資格の取得」「国内

外の学協会での発表」との外部評価項目をもって３つの理念ごとに総合評価し，達成度をより客観

的に評価できるようにしている点が大きな特徴である。 

なお，この具体的到達目標は，準学士課程と専攻科課程を終えるとき，全員が到達する内容を示

している。また，そのイメージを，（資料１－１－①－２）に併せて示した。 

  さらに，本校は準学士課程と専攻科課程が１対１に対応しているため，各学科／専攻を通し，修

得すべき複合技術を定めている。また，準学士課程卒業生と専攻科課程修了生のめざす技術者像を

踏まえ，学科と専攻でそれぞれ修得する技術も明確にしている（資料１－１－①－５）。 

以上述べたように，学習・教育目標と養成しようとする技術者像，それらを実現すべき具体的到

達目標，ならびに各学科／専攻で修得する技術の相互関係を（資料１－１－①－６）に示した。 
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資料１－１－①－１ 学習・教育目標 

 

出典：学校要覧 
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資料１－１－①－２ 養成しようとする技術者像 

 

出典：学校要覧 
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資料１－１－①－３ 具体的到達目標 

 

出典：学校要覧 
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資料１－１－①－４ 学年ごとの英語資格スコア・到達目標と外部試験実施内容 

 
TOEICｽｺｱ 実用英検 工業英検 ＡＣＥ 

専攻科2年 470 2級 2級 参考(590)

専攻科1年 400 2級 3級 参考(540)

5年 350 2級 3級 480 
4年 330 準2級 3級 440 
3年 310 準2級 4級 400 
2年 (290) 準2級 4級 360 

 

1年 (250) 3級 4級 320

 

出典：学生便覧 

 

資料１－１－①－５ 各学科／専攻で修得する技術 

 

出典：学校要覧 
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資料１－１－①－６ 教育目標，養成しようとする技術者像および具体的到達目標の相互関係 

 

出典：学校要覧 

 

（分析結果とその根拠理由） 明確に定められている。 

昭和４９年の開学以来，教育の基本方針は一貫して変わっていないが，平成５年に現在の教育目

標を掲げることでめざすべき教育のねらいを定め，以後学習・教育目標，養成しようとする技術者

像，各学科／専攻で修得する技術ならびに準学士課程卒業時と専攻科課程修了時の具体的到達目標

などその内容をより明確に示してきており，平成１８年度に全体像が定まった。 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況）  

学則第１章 目的 第１条（資料１－１－②－１）において定められている本校の教育目的は，

学校教育法第７０条の２を踏まえて規定されたものであり，本校の学習・教育目標を始めとする一

連の教育方針がその延長上にあることは，観点１－１－①ですでに述べたとおりである。 

 

資料１－１－②－1 学則第１章 目的 第１条   

 

出典：学生便覧 
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学校教育法第７０条の２には「深く専門の学芸を教授」し，「職業に必要な能力を育成」すると

いう二つの具体的な目的が規定されているが，本校の学習・教育目標や養成しようとする技術者像

は，これらとの関連を明確に意識して定められている。その対応を示すと，次のようになる。 

  「深く専門の学芸を教授」 

 学習・教育目標：（Ａ１）複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること 

         （Ｃ１）複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること 

 養成しようとする技術者像： 

         ・・・，それぞれ得意とする専門技術を生かして，・・・ 

「職業に必要な能力を育成」 

学習・教育目標：（Ａ２）国際理解を深め，技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養

うこと 

（Ｂ１）情報技術をベースに，実体験を通して表現力を身につけること 

（Ｂ２）自主性と自立性を養うこと 

（Ｃ２）課題を把握し解決する力を身につけ，感性・創造性を磨き養うこと 

養成しようとする技術者像： 

         情報技術をベースに，・・・，設計・開発を行う素養をもつ 

 

（分析結果とその根拠理由） 目的からはずれるものではない。 

本校の教育目的は，学校教育法の目的を踏まえて規定されたものであり，その延長上にある学習

・教育目標や養成しようとする技術者像も，そこに示された二つの具体的な目的との関連を明確に

意識して定められている。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

学習・教育目標，養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術は，本校が作成する

多くのパンフレット類に明示されている。代表的なものとして学生便覧（資料１－２－①－１）や

シラバス（資料１－２－①－２）があり，全学生と非常勤を含む教職員全員（ただし，職員は基本

的には各係に１冊）に，毎年配布されている。また，専攻科履修要覧（資料１－２－①－３）や専

攻科学生募集要項（資料１－２－①－４）にも同様に記載がされており，関係者にはすべて，これ

らも配布している。一方，平成１５年度に広報活動の効率化を図るための見直しが行われた結果，

電子媒体としてのウェブサイトを本校の中心に据えた広報活動が展開されており，そのなかにもこ

れらの目的が掲載されている（資料１－２－②－１）。なお，準学士課程卒業時ならびに専攻科課

程修了時の具体的到達目標は平成１８年５月に決定されたため，学校要覧（資料１－１－①－３）

およびウェブサイトのみに記載・掲載されている。 

これらの目的は，教職員（非常勤を含む）に対しては配布するパンフレット類やウェブサイトに

より周知しており，新たに定められた内容に関しては，会議等を通じて周知を図っている（資料１

－２－①－５）。なお，平成１６年度からは新任転任教職員を対象とした研修会（資料１－２－①

－６）も開催され，重点的に説明が行なわれている。 

学生に対しては，新年度当初に配布するパンフレット類をもとに，周知に努めている。新入学生
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に対しては，入学時のオリエンテーションにおいて，本科は教務主事，専攻科は専攻科長が周知を

図っている（資料１－２－①－７）。また，在学生に対しては，毎年度，始業式に行う学年別オリ

エンテーションならびに学科ＨＲにおいて，教務主事室および学科主任が周知をはかっている(資

料１－２－①－８)。なお，学年別オリエンテーションと学科ＨＲには教員も参加することになっ

ており(資料１－２－①－８)，ここでも周知を図っている。 

さらに，日頃から学習・教育目標に触れる機会をもつため，すべての教室に，目標と時計とが一

体になった本校オリジナルのパネル（資料１－２－①－９）を掲示している。さらに教職員は，裏

に学習・教育目標が印刷されている顔写真入りの名札（資料１－２－①－10）を付けており，必要

に応じて利用している。 

 

資料１－２－①－１ 養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術 

 

出典：学生便覧 
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資料１－２－①－２ 養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術 

 

出典：シラバス 
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資料１－２－①－３ 養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術 

 

出典：専攻科履修要覧 

 

資料１－２－①－４ 専攻科学生募集要項（目的部分） 

 

出典：専攻科学生募集要項 
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資料１－２－①－５ 目的の周知 

 

出典：運営委員会６／１３議事録 

 

資料１－２－①－６ 新任者研修プログラム 

 

出典：庶務課人事係文書 
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資料１－２－①－７ 新入学生オリエンテーション実施要領 

 

出典：教務係資料 
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資料１－２－①－８ 学年別オリエンテーション実施要領 

 
出典：教務係資料 

 

資料１－２－①－９ 目標と時計とが一体になった本校オリジナルの各教室掲示板 

 

出典：教務係資料 
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資料１－２－①－１０ 裏に学習・教育目標が印刷されている顔写真入りの教職員名札 

　 「世界に通用する」技術者

　・複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること

　　ＡＭＡＮＯ　ＴＯＲＵ 　・国際理解を深め、技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと

　 「実践力のある」技術者

　・情報技術をベースに、実体験を通して表現力を身につけること

　・自主性と自立性を養うこと

　 「開発型」技術者

　・複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること

　・課題を把握し、解決する力を身につけ、感性・創造性を磨き養うこと

  天　野　　　徹

　校　　長

徳山工業高等専門学校 　　　徳 山 高 専 の 教 育 目 標　　

世界に通用する実践力のある開発型技術者を目指す人材の育成

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 周知されている。 

本校が作成する多くのパンフレット類やウェブサイトに，学習・教育目標を始めとする一連の教育

目的が記載・掲載され，本校の構成員に対してさまざまな方法で周知に努めており，周知されている

と認識しているが，アンケート等による確認は，いまのところ行っていない。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

本校が作成する多くのパンフレット類に記載しているが，代表的なものとして，主として学外に対

しては学校要覧（資料１－１－①－１～３，５）がある。その他，主として中学生を対象とした学校

案内（資料１－２－②－１）や準学士課程学生（資料１－２－②－２）や編入学生（資料１－２－②

－３），専攻科学生の各募集要項にも入学案内として記載している（資料１－２－②－４）。 

これらの情報は，すべて本校のウェブサイトにも公表されているが，そのアクセス数は毎日平均

700件以上（最近６ヶ月平均実績，資料１－２－②－５）と増加の傾向を示しており，本校に関する

さまざまな情報を通じ，本校のめざしている教育目的が広く伝わっていることが予想される。 

また，高専夢広場を活用しての各種情報発信によっても広く市民に公表されている。平成１６年度

には，国立高等専門学校機構の中期目標・中期計画を踏まえ，徳山高専独自の中期計画（資料１－２

－②－６）を策定し，顧問会議（資料１－２－②－７）及び運営委員会の審議を経て，高専夢広場に

おいて記者発表した。 
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資料１－２－②－１ 学習・教育目標 

（１）学校案内（目的部分） 

 

 

出典：学校案内 
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（２）ウェブサイト 

 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/what_is/goal.html 
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資料１－２－②－２ 準学士課程募集要項（目的部分） 

 

出典：学生募集要項 

 

資料１－２－②－３ 編入学生募集要項（目的部分） 

 
出典：編入学生募集要項 
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資料１－２－②－４ 専攻科生募集要項（目的部分） 

 

出典：専攻科生募集要項 

 

資料１－２－②－５ 本校ウェブサイトアクセス数 

 

出典：本校ウェブサイト 
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資料１－２－②－６ 徳山工業高等専門学校中期計画（平成１６年５月２５日策定）（抜粋） 

 

中期計画 

教育に関する事項 

１．教育の成果に関しての達成すべき内容・水準（徳育，創造教育を含む） 

（１）教養教育 

○実践的技術者として備えるべき人文・社会系，体育ならびに理数系を含む教養教育や外国語能力の内容・水準 

国際的に通用する日本語・英語能力，コミュニケーション能力，歴史，政治・経済，文化的素養を身につける。特

に，英語能力においては，低学年のできるだけ早い時期に実用英検準 2 級(同等レベルの工業英検)，高学年では，

TOEIC スコア 400（同等レベルの実用英検，工業英検）の取得を目標とする。なお，学生の英語能力を飛躍的に高

めるには，英語科の教員に依存するだけでなく，全学的な取り組みが必要であり，専門技術に関する英語情報の提

供，専門講義における英語の利用を増やす。 国際的に通用する理数能力を身につけ，技術士第 1 次試験に合格す

る水準を確保する。体育では，運動について科学的理解を深め，健康の増進と体力の向上を図り，生涯を通して運

動を実践できる能力と態度を育てる。 

（２）専門教育 

○  実践的技術者として備えるべき内容・水準（学科ごとに記載） 

本科において，技術士１次試験の合格水準を有する専門的知識を修得する。 

1) 機械電気工学科 

「コンピュータで制御する機械を設計・開発する技術」を修得する。 

国際社会においてメカトロニクス技術を駆使するための自主・自立性及び基本的素養を身につける。先端技術を教

授し，また，国際協調が可能となる技術者倫理観，コミュニケーション能力を修得し，国際理解の深い技術者をめ

ざす人材を育成する。機械設計技術者 3 級，ディジタル検定 1 級・2 級及びＣＡＤ利用技術者試験１級・2 級の取

得をめざす。 

2) 情報電子工学科 

「コンピュータを核とする多様なシステムを設計・開発する技術」を修得する。 

コンピュータシステムのハードウェア・ソフトウェア技術，電気電子・通信技術に関する基礎知識を学ぶととも

に，情報処理システム，情報通信システム，コンピュータ応用機器システムの設計・開発技術を修得する。情報処

理技術者資格，電気通信工事担任者資格などの取得をめざす。 

3) 土木建築工学科 

「コンピュータを活用し社会基盤や建築空間を設計・開発する技術」を修得する。 

土木及び建築技術の基礎理論を修得するとともに，コンピュータを活用した専門技術を身につける。同時に，地球

規模から生活空間に至るまでの社会基盤整備や環境技術を修得する。国家公務員試験Ⅱ種，県市などの地方公務員

試験の合格をめざす。また，土木施工技術者や建築施工技術者などの資格を取得する。 

（３）専攻科教育 

○ 高度な実践的技術者として備えるべき内容・水準 

社会（企業）とともに次世代の技術者を育成するために，3 ヶ月の長期インターンシップや開発型の特別研究など

を実施し，国際的に活躍できる技術及び能力の高度化を図る。具体的には，英語能力において 1 年で TOEIC スコア

450，2 年で TOEIC スコア 500 をめざす。同時に，各種技術者資格の取得，特別研究の成果を学会で発表する。こ

れらを通じて，大学院修士課程 1 年生相当の実力を養成する。 

1) 機械制御工学専攻 

コンピュータシステム技術を基盤とした各分野でのより高度な技術を修得する。本科よりも上位の資格取得をめざ

し，ディジタル技術検定 1 級・2 級，CAD 利用技術者試験１級・2 級などを取得する。同時に，全国・国際レベル

での学会発表をめざす。 

2) 情報電子工学専攻 

コンピュータシステム技術を基盤とした各分野でのより高度な技術を修得する。本科よりも上位の資格取得をめざ

し，情報処理技術者資格，電気通信工事担任者資格などを取得する。同時に，全国・国際レベルでの学会発表をめ

ざす。 

3) 環境建設工学専攻 

コンピュータシステム技術を基盤とした社会基盤整備にかかわる各分野でのより高度な技術を修得する。本科より

も上位の資格取得をめざし，二級建築士，土木施工技術者，福祉住環境コーディネータなどを取得する。同時に，

全国・国際レベルでの学会発表をめざす。  

 

２．教育内容・水準を達成するための教育指導等 

（１）入学者選抜 

○ 独立行政法人国立高等専門学校機構にふさわしい者を選抜するための入試方法に関する具体的方策 

県内外からの優秀な入学志願者を確保するため，入学試験場の拡大，中学校への説明会の充実，推薦枠の拡大など

を行う。また，学科を越えた一括入学試験と，その後の進路教育の整備を行うことを検討する。 

○ 各年度の学生収容定員 

本科の収容定員は６００人とし，専攻科の収容定員は本科の入学定員の 10％程度とする。 
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（２）教育課程，教育方法，成績評価等 

○ 教養教育，専門教育，専攻科教育ごとに，Ⅱの１に掲げた内容・水準を達成するための効果的な教育課程の編

成方針の設定をはじめ，授業形態，学習指導方法等の改善の具体的方策 

1) 教養教育 

（教育課程） 

教養教育では，教育目標を基本に，個性豊かな文化を創造し，進んで国際社会に貢献できる，主体性のある調和の

とれた人間形成を目標として，長年の「混合学級制」の特徴を生かしながら，人文・社会科学系領域，数学・自然

科学系領域，外国語の３領域における均衡のとれたカリキュラムで教育を行う。 

（教育方法及び成績評価） 

課題研究や選択科目の導入で主体性や個性化を図る。 

マルチメディアを活用した授業を拡大するとともに，「学習シート」などを活用した双方向の指導形態を採用す

る。学科の枠を越えた授業の展開を充実させるとともに，達成度や習熟度に応じた授業クラス編成を行う。成績評

価法はシラバスに明示し，その適正化，透明性の確保を図る。 

2）専門教育 

（教育課程） 

・機械電気工学科 

材料技術，エネルギー技術，情報技術を軸とし，設計・加工技術を加えたメカトロニクス技術の基本を修得する。

さらに，創造製作・演習，インターンシップなど，実践教育を通して知識の融合を行い，ものづくりに必要な感性

を磨き，創造性を鍛えることにより，知識を知恵に変える。 

・情報電子工学科 

低学年では，コンピュータを核とする応用システムの基盤をなすコンピュータのハードウェアとソフトウェア両面

の技術と電気電子・通信技術の基礎，及びそれらの技術を支える数理的基礎を系統的に習得する。高学年では，よ

り高度なコンピュータシステム技術の修得，さらにコンピュータを核とする応用システムの設計・開発に関連する

専門技術を修得する。そのため，各科目に関連した実験・実習を多く取り入れ，また総合的応用力を養う総合科

目，総合実験を開設する。 

目標達成型の集団教育システムである「プロジェクト・ベースド・ラーニング」や実験・実習をリンクした授業形

態を確立する。「理解させる」指導方法の確立として，コンピュータのハードウェアとソフトウェア教育の一体

化，教育用コンピュータによる情報技術教育の導入，ハードウェアとソフトウェアを統合したコンピュータシステ

ム実験の導入，コンピュータシステム関連テキストの編集・出版，実験指導の充実（一斉テーマの導入，インタビ

ューによる個別指導），能力別指導体制の確立（チームティーチング），科目内容検討会の制度化， 資格試験補

講と実力テストの実施などを行う。 

・土木建築工学科 

構造力学，土質力学，水理学などの力学基礎の修得を基本とし，4 年生からは，土木系と建築系のコースに分かれ

て多様な選択科目を学ぶことによって，専門知識の修得に努める。 

集中測量合宿など実践的な実験実習を重視する。学生の自発性を基礎とした「創造演習」や建築模型づくりなど土

木建築に関するものづくり教育を通じて，実践的技術を修得する。 

（教育方法及び成績評価） 

学生の主体的な参加を可能とする授業の確立，ミニ実験を多用する体験型学習の実践を行う。学習指導方法として

は，学生の理解度，到達度を踏まえた「学習シート」を活用した指導法を確立する。成績評価法はシラバスに明示

し，その適正化，透明性の確保を図る。 

3）専攻科教育 

（教育課程） 

・機械制御工学専攻 

機械工学系及び計測制御工学系に共通する自然科学，英語講読，実験，演習及び特別研究を必修とし，さらに専門

性を高めるため各系に対応した選択科目を開設し，時代に対応しうる機械設計技術あるいはメカトロニクス技術を

修得する。これらを通して，より高度な機能と知能を有する機械・機器を開発しうる能力を有する実践力のある開

発型技術者をめざす。 

・情報電子工学専攻 

本科で修得した知識・技術をもとに，コンピュータ技術，電気電子・通信技術の基礎となる数理科学系の科目に加

え，英語講読，実験，演習及び特別研究などの実践教育に重点をおくことにより，自ら新分野を開拓できる研究開

発能力を養う。また，高度化する情報化社会に対応するために，コンピュータを核とする情報処理システム，通信

システム，コンピュータ応用機器システムなどの融合システムに関連する選択科目を開設し，これらを通して実践

的総合情報システムの設計開発能力を有する技術者をめざす。 

・環境建設工学専攻 

建設工学系に共通する自然科学，英語講読，実験，演習及び特別研究を必修とする。さらに，優れた専門性を身に

つけるために，幅広い選択科目を開設し，高度化する情報化社会，地球環境時代に対応しうる建設技術を修得す

る。これらを通して，自ら新分野を開拓できる能力を有する実践力のある開発型技術者をめざす。 

（教育方法及び成績評価） 

専攻科生の主体性を重視した双方向型の授業を行う。その際，専攻科生の自主的な学習や調査研究を柱とした自発
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性を引き出す指導法を強化する。また，開発型教育の柱として，現実の問題解決や課題を探求するテーマの選択や

考察を深めさせ，実践力を養成する。さらに学習成果については，プレゼンテーションで発表する方式を採用す

る。成績評価については，シラバスに明記する。 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/what_is/aim_plan.html 

 

資料１－２－②－７ 顧問会議（目的部分の承認） 

 

平成１６年度第１回顧問会議日程表 

日 時 平成１６年 ５月１９日（水） １４：００～１６：3０ 

場 所 徳山工業高等専門学校 メディアホール 

 開 会   ・司 会：事務部長 

 議 事 

  ● 14:00 学校紹介ＤＶＤ上映  

  ● 14:15 独立行政法人国立高等専門学校機構の中期目標及び中期計画について【資料１】 校 長 

  ● 14:25 徳山工業高等専門学校の中期計画（案）について 【資料２】  総合企画室長 

  ● 14:50 ＪＡＢＥＥ技術者教育プログラムの認定について 【資料３】  教務主事 

  ● 14:55 高等専門学校機関別認証評価（試行的評価）の受審について 【資料４】 自己評価委員長 

  ● 15:05 学習・教育レビュー室について 【資料５】   学習・教育レビュー室長 

    15:15 ～ 15:25 《 休憩 》 校長室 

  ● 15:30 意見交換 （パネルディスカッション）※顧問及び本校関係者の紹介 司 会 総合企画室長    

  ● 16:25 閉会挨拶  16:30 《 終了 》 

出典：庶務課資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 公表されている。 

目的は，本校のさまざまな情報発信手段を通して広く公表されている。本校独自の中期計画も各種

広報媒体や報道機関を通じ，広く紹介されている。顧問会議においても，教育理念や中期計画などに

ついての審議を行い，肯定的な評価を受けた。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・学習・教育目標，養成しようとする技術者像，各学科／専攻で修得する技術や準学士課程卒業

時と専攻科課程修了時の具体的到達目標など，めざしている教育方針が明確で具体性があり，

それらの間に整合性がとれている。また，学校内外に対して，意識的に発信されている。 

（改善を要する点） 

   該当なし 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校は，学則第１章第１条において，その目的を明文化している。平成５年度以来掲げてきた教育

目標を，引き続き本校の学習・教育目標とするにふさわしいと確認し，そのねらいをより明確にする

ため，最終的には平成１４年度にこれを教育理念とし，それに基づく６つの目標を設定した。そのめ

ざすべきところは，情報技術をもとに，それぞれが得意とする複合分野で具体的なモノを設計・開発

できる能力を養うことにある。これらは本校の伝統や実績ならびに社会の要求等を考慮しており，外

部の客観的な評価も可能な具体性のあるものとなっている。すなわち「世界に通用する」「実践力の

ある」「開発型」という３つの理念がそれぞれ２つに具体化され，それを達成するために，開設され
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るすべての科目との関連がシラバス等で明示されている。また，これらはＪＡＢＥＥ基準にも対応し

ている。 

また，平成１６年４月の独立行政法人化に伴い，国立高等専門学校機構の中期目標，中期計画を踏

まえ，徳山高専独自の中期計画を策定し，顧問会議および運営委員会の審議を経て，公表した。この

なかには，本校の使命，教育理念，教育目的，教育目標および学科等ごとの教育目標はすべて明確に

定めてある，さらに，平成１７年度には，準学士課程および専攻科課程での目標のさらなる明確化に

取り組み，教育目標，養成しようとする技術者像および具体的到達目標の相互関係を明らかにした。 

これらの教育理念および教育目的は学校要覧やウェブサイト等によって公開され，本校教職員や学

生，社会一般に対して周知されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

本校の準学士課程における学科は学則に定められており，機械電気工学科，情報電子工学科，土

木建築工学科の３つの複合学科で構成されている（資料２－１－①－１）。 

機械電気工学科は「コンピュータで制御する機械を設計・製作するメカトロ技術」の修得をめざ

しており，それを実現するため，材料・エネルギー・情報・設計加工の４つの分野に実験・実習な

らびに創造性を養う科目でカリキュラムを構成している（資料１－１－①－５、資料２－１－①－

２）。 

情報電子工学科は「コンピュータ技術をベースに電子情報通信システムを設計・構築する情報電

子技術」の修得をめざしており，それを実現するため，ソフトとハードのコンピュータ教育をベー

スに，情報処理システム・コンピュータ応用機器システム・情報通信システムの３つの分野に実験

・実習ならびに創造性を養う科目でカリキュラムを構成している（資料１－１－①－５、資料２－

１－①－２）。 

土木建築工学科は「情報技術を活用し社会基盤や建築空間を設計・施工する社会環境整備技術」

の修得をめざしており，それを実現するため，都市交通系・防災系・環境系・建築系の４つの分野

に実験・実習ならびに創造性を養う科目でカリキュラムを構成している（資料１－１－①－５、資

料２－１－①－２）。 

本校で養成しようとする技術者像は，「情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生

かして，設計・開発を行う素養をもつ技術者」であり，学科の構成は，教育の目的を達成するため

に適切なものとなっている。 

 

資料２－１－①－１ 学科の構成 

 

出典：本校学則 
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資料２－１－①－２ 授業科目系統図 

教 養 科 目 カ リ キ ュ ラ ム 系 統 図

数 学

数学ⅠA

ベクトル解析

1年 2年 3年 4年 5年 専攻科1年 専攻科2年
前期 前期後期 後期

課
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把
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決

能
力

複
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野
の
基
礎
と
な
る
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本
的
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養

国
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を
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、
技
術
者
と
し
て
の
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理
観
と
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ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

自然科学

基礎工学

数学ⅠB

数学ⅡA

数学ⅡB 数学ⅢB

数学ⅢA 微分方程式

科 学 基 礎

化 学 Ⅰ

基礎物理Ⅱ

地球的視点

で考える
能力

技術者倫理

発表、コミュ

ニケーション
能力

国語総合Ⅰ

英会話

国語総合Ⅱ 国語総合Ⅱ

地 理

歴 史 歴 史

倫 理

政治・経済

英会話英会話

健康科学

保 健

基礎英語

生物学 ◎生命科学

◎一般化学

◎物理科学力 学

微分積分学

線形代数

電磁気学

西洋史

世界思想史

世界経済

技術者倫理 技術者倫理

◎技術者の倫理

心理学

総合英語Ⅰ

日本語コミュ
◎日本語表現法

総合英語Ⅱ
総合英語
演習Ⅰ

総合英語 演習Ⅱ

英語特別演習

ド イ ツ 語 ドイツ語

中国語

英 語 講 読

◎科学英語表現法

専攻英語講読

総合英語

英 会 話

統計学確率・統計

数値解析

応用数学

応用統計学

工学解析

Engineering
Mathematics

確 率

数値計算

芸 術

体 育 体 育 体 育 体 育総 合

経営工学

基礎物理Ⅰ

◎国際比較文化論

Ａ１：複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること Ａ２：国際理解を深め、技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと

Ｂ１：情報技術をベースに、実体験を通して表現力を身につけること

Ｃ１：複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること

Ｂ２：自主性と自立性を養うこと

Ｃ２：課題を把握し解決する力を身につけ、感性・創造性を磨き養うこと

必修科目

選択科目

総合科目

◎学習･教育目標
達成度評価の
主要な科目

力 学 一般物理

工業英語Ⅰ

工業英語Ⅱ

離散数学

中 国 語

関数論

物理化学

環境科学

英語特別 演習

言語学概論

環境設計論
環境衛生工学

環境リサイ クル論

社会情報 シス テム

特別講義

確率・統計

化学Ⅱ

化学Ⅲ

フーリエ変換

自然科学特講

中 国 文 学

人文社会特講 人文社会特講

 
メカトロ技術（機械電気工学科／機械制御工学専攻）カリキュラム系統図

複

合

分

野

の

設

計

能

力

情報系

材料系

エネルギ系

設計・加工系

電気の基礎

機械の基礎

コンピュータ基礎

実験・演習

工作実習Ⅰ

基礎設計製図Ⅰ

技術発達史論

プログラミング基礎

工作実習Ⅱ

基礎設計製図Ⅱ

創造製作Ⅰ

機構学

加工学

電気回路Ⅰ

電子回路Ⅰ

アクチュエータ

電気回路Ⅱ

（電磁気学）

電子回路Ⅱ

制御工学Ⅰ

数値計算

計測工学

制御工学Ⅱ

材料学Ⅰ

材料力学Ⅰ

材料学Ⅱ

材料力学Ⅱ

機能材料

弾塑性論

有限要素法

水力学Ⅰ

熱力学Ⅰ

ターボ機械

熱力学Ⅱ

流体力学

伝熱工学

工業力学 機械設計 論Ⅰ

機械力学Ⅰ

機械設計論Ⅱ

機械力学Ⅱ

設計製図Ⅰ 設計製図Ⅱ

コンピュータ制御 創造製作Ⅱ

創造演習Ⅱ

工学実験Ⅰ 工学実験Ⅱ

計算力学

知能情報 工学

1年 2年 3年 4年 5年 専攻科1年 専攻科2年
前期 前期後期 後期

回路応用設計

応用計測工学

ロボット制御工学

システム
制御工学

システム
設計工学

自動加工学

生体機械力学

Ｃ Ａ Ｅ

弾性力学
材料強度学 材料設計工学

流体制御工学

環境設計論

熱流体工学

◎機械制御工学
専攻総合実験

コンピュータ
総合演習

◎機械制御工学
専攻総合演習

課題の把握と
解決能力 総合実地演習 校外実習１

校外実習２

◎卒業研究工学セミナー ◎特別研究

産業財産権

ベンチャー
ビジネス論

産業論

◎インターン
シップ

創造演習Ⅰ

総合

Ａ１：複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること Ａ２：国際理解を深め、技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと

Ｂ１：情報技術をベースに、実体験を通して表現力を身につけること

Ｃ１：複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること

Ｂ２：自主性と自立性を養うこと

Ｃ２：課題を把握し解決する力を身につけ、感性・創造性を磨き養うこと

必修科目

選択科目

総合科目

◎学習･教育目標
達成度評価の
主要な科目

経営管理

プログラミ

ング応用

水力学Ⅱ
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情報電子技術（情報電子工学科／情報電子工学専攻）カリキュラム系統図

複

合

分

野

の

設

計

能

力

情報処理

システム系

コンピュータ

応用機器

システム系

情報通信

システム系

コンピュータ

演習

基礎コンピュータ工学

総合

実験・演習

データ構造の基礎

電子工学概論

電気回路

アルゴリズムとデータ構造

システム
プログラ

ミングⅠ

（電磁気学）

システム

プログラ
ミングⅡ

データ通信

システム数理工学

ディジタル回路

アナログ回路
画像工学

計測工学

集積回路設計

マイコン応用

制御工学

電子工学実験

創造演習

コンピュータシステム実験

1年 2年 3年 4年 5年 専攻科1年 専攻科2年
前期 前期後期 後期

知識データベース

認識工学

オートマトンと
計算論

ディジタル制御

画像処理応用

コンピュータ
構成学

ディジタル回路応用

論理設計

システム計測工学

◎情報電子工学
総合実験

◎情報電子工学
総合演習

課題の把握と
解決能力

校外実習１

校外実習２

◎卒業研究工学セミナー

産業論

◎インターン

シップ

コンピュータ

の基礎知識

基礎プログラミング
プログラミング

コンピュータ
工学

コンピュータ
システム概論

基礎電気回路

ソフトウェア工学

データベース

ネットワーク
アーキテクチャ

Ⅰ

オペレーティング
システムⅠ

コンピュータアーキテクチャ

情報理論

ディジタル

信号処理

情報数学

情報通信工学

ネットワーク
アーキテクチャ

Ⅱ

オペレーティング
システムⅡ

知的情報処理

電子通信システム実験

情報システム実験

集合と論理

複素数・
ベクトル

フーリエ・
ラプラス変換

図形処理

オブジェクト指向
プログラミング

言語処理
自然言語処理

ロボット制御工学

通信ネットワーク
工学

コンピュータ
ネットワーク
プロトコル

光情報処理

電子材料工学

生体情報工学

必修科目

選択科目

総合科目

◎学習･教育目標
達成度評価の
主要な科目

Ａ１：複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること Ａ２：国際理解を深め、技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと

Ｂ１：情報技術をベースに、実体験を通して表現力を身につけること

Ｃ１：複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること

Ｂ２：自主性と自立性を養うこと

Ｃ２：課題を把握し解決する力を身につけ、感性・創造性を磨き養うこと

経営管理

◎特別研究

 

 

社会環境整備技術（土木建築工学科／環境建設工学専攻）カリキュラム系統図

複

合

分

野

の

設

計

能

力

防災系

環境系

建築系

総合

実験・演習

工学デザイン基礎Ⅰ

1年 2年 3年 4年 5年 専攻科1年 専攻科2年
前期 前期後期 後期

◎環境建設工学
総合実験

◎環境建設工学
総合演習

課題の把握と
解決能力

校外実習１

校外実習２

◎卒業研究 ◎特別研究

建設マネジ
メント

産業論

◎インターン
シップ

Ａ１：複合分野の基礎となる基本的素養を身につけること Ａ２：国際理解を深め、技術者としての倫理観とコミュニケーション能力を養うこと

Ｂ１：情報技術をベースに、実体験を通して表現力を身につけること

Ｃ１：複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力を身につけること

Ｂ２：自主性と自立性を養うこと

Ｃ２：課題を把握し解決する力を身につけ、感性・創造性を磨き養うこと

創造演習

建設材料

創造演習

工学デザイン基礎Ⅱ

情報処理 情報処理 情報処理

創造演習

測量実習

水理学基礎

建築概論

工学デザイン基礎Ⅲ

基礎工学実験

CAD基礎 CAD応用

測量学

＊造 形

＊建築環境工学

＊建築史

都市計画

工学デザインⅠ

工学実験Ⅰ

＊建築構造設計

＊水理学

＊道路工学

集中測量実習

測量実習

工学デザインⅡ

測量学特論

応用プロ
グラミング

工学実験Ⅱ

＊河海工学

＊建築設備

＊火薬学

＊建築施工法

＊土木法規

＊建築法規

＊建築計画

＊建築設計
演習Ⅳ

＊建築設計
演習Ⅲ

＊建築設計
演習Ⅱ

＊建築設計
演習Ⅰ

都市環境
計画学

環境システム
工学

応用水理学

構造力学基礎 構造力学 応用力学
基礎

構造力学
基礎

応用力学

水理科学

住宅計画学

耐震基礎
構造学

測量学 測量学

土質工学基礎 地盤工学 土質力学

＊特別講義

建設プログ
ラミング

都市・交通系

計算工学

鉄筋コンクリート工学 PCコンク
リート工学

建設先端
材料

＊機械電気
工学概論

鉄筋コンク
リート構造学

連続体力学

振動工学
＊鋼構造学Ⅰ ＊鋼構造学Ⅱ

リモートセン
シング工学

建築一般
構造

＊土木
施工法

基礎
構造学

必修科目

選択科目

総合科目

＊選択必修科目

◎学習･教育目標
達成度評価科目

経営管理キャリアガイダンス

＊環境衛生工学

 

出典：シラバス，本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/syllabus/syllabus.html 
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資料２－１－①－３ 平成１４年度企業アンケート調査結果 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/survey2003/index.html 

 

（分析結果とその根拠理由） 適切なものになっている。 

産業技術が高度かつ複雑になり，あらゆる分野で複合化や融合化が進んでいることを背景に，本

校では，昭和４９年，時代を先取りし，我が国の国立高専・大学で最初の複合学科制を採用した。 

平成１４年度に実施した企業（１６５社）のアンケート調査結果（資料２－１－①－３）によれ

ば，本校の学習・教育目標のうち(Ａ１)，(Ｂ２)，(Ｃ２)について，３分の１以上の企業が特に重

要と考えている。また，準学士課程卒業生に対するアンケート結果では，専門科目教育，卒業研究，

情報処理関連教育に対する満足度が高い。本校の学習・教育目標に関して，企業からみた卒業生の

達成度は(Ｃ２)，(Ｂ２)において高いと評価されており，学生の満足度や自己評価結果と同じ傾向

を示している。これらの項目は企業の要求とも合致しており，本校の学習・教育目標が社会の要求

も考慮したものになっていることを裏づけている。本校で行っている複合教育については，本校か

ら学生を採用している企業の９０ ％が適切と評価している。複合技術を身につけた人材を社会が

求めていることは，本校が複合教育を始めて以来，全国の高等教育機関においてさまざまな複合学

科が着実に増え続けていることでも明らかである。また，本校の卒業生に対する仕事の満足度（勤

務成績）について，およそ６０ ％の企業が満足していると回答している。なお，本校に対する求

人倍率は５倍以上あり，就職希望者の就職率は１００ ％である。また，入学志願者については，

少子化の影響はあるものの，３倍を越える倍率を維持している。これらのことは，本校準学士課程

で行ってきた複合教育が社会の要請に応えていることを裏付けている証左であるといえよう。 
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観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

本校の専攻科課程における専攻は学則に定められており，機械制御工学専攻，情報電子工学専攻，

環境建設工学専攻の３つの複合分野で構成されている（資料２－１－②－１）。 

機械制御工学専攻は「コンピュータで制御する機械を設計・開発するメカトロ技術」の修得をめ

ざしており，それを実現するため，材料・エネルギー・情報・設計加工の４つの分野に総合的な実

験や演習ならびに長期インターンシップや特別研究などの科目でカリキュラムを構成している（資

料１－１－①－５、資料２－１－①－２）。 

情報電子工学専攻は「コンピュータを核とする多様なシステムを設計・開発する情報電子技術」

の修得をめざしており，それを実現するため，ソフトとハードのコンピュータ教育をベースに，情

報処理システム・コンピュータ応用機器システム・情報通信システムの３つの分野に総合的な実験

や演習ならびに長期インターンシップや特別研究などの科目でカリキュラムを構成している（資料

１－１－①－５、資料２－１－①－２）。 

環境建設工学専攻は「情報技術を活用し社会基盤や建築空間を設計・開発する社会環境整備技

術」の修得をめざしており，それを実現するため，都市交通系・防災系・環境系・建築系の４つの

分野に総合的な実験や演習ならびに長期インターンシップや特別研究などの科目でカリキュラムを

構成している（資料１－１－①－５、資料２－１－①－２）。 

本校で養成しようとする技術者像は，「情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生

かして，設計・開発を行う素養をもつ技術者」であり，本校ではそれぞれの複合技術に関して学科

と専攻が１：１に対応して設置されており，準学士課程で培った複合技術をそのまま継承発展させ

ることができる体制となっていることから，専攻科の構成は，教育の目的を達成するために適切な

ものとなっている。 

 

資料２－１－②－１ 専攻科課程における専攻の構成 

 

出典：本校学則 
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（分析結果とその根拠理由） 適切なものになっている。 

観点２－１－①で述べたように，平成１４年度に実施した企業（165社）のアンケート調査結果

（資料２－１－①－３）によれば，本校の学習・教育目標のうち，(Ａ１)，(Ｂ２)，(Ｃ２)につい

て，３分の１以上の企業が特に重要と考えている。また，専攻科修了生に対するアンケート結果で

は，専門科目教育，特別研究・卒業研究，情報処理関連教育に対する満足度が高い。本校の学習・

教育目標に関して，企業からみた卒業生や修了生の達成度は(Ｃ２)，(Ｂ２)において高いと評価さ

れており，学生の満足度や自己評価結果と同じ傾向を示している。これらの項目は企業の要求とも

合致しており，本校の学習・教育目標が社会の要求も考慮したものになっていることを裏づけてい

る。本校で行っている複合教育については，本校から学生を採用している企業の９０％が適切と評

価している。専攻でいくぶん差はあるが，修了生の６０％程度の者が，本校の複合教育が就職して

役立ったと回答している。この傾向は最終学歴が上がるほど顕著であり，大学院後期課程進学者で

は，８５％の者にとって有益だったことがわかる。また，本校の卒業生・修了生に対する仕事の満

足度（勤務成績）について，およそ６０％の企業が満足していると回答している。これらのことは，

本校専攻科で行ってきた複合教育が社会の要請に応えていることを裏付けている証左であるといえ

よう。 

 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

全学的なセンターとして，情報処理センター，教育研究支援センターおよびテクノ・リフレッシ

ュ教育センターが設置されている。 

情報処理センター（資料２－１－③－１）は，全学生にアカウントを発行し，情報処理教育のた

めに学生が自由に利用できるネットワーク端末を用意するなど，本校教育の基幹をなす情報処理技

術の教育環境を提供している（資料２－１－③－２）。また，学内ＬＡＮの充実や情報セキュリテ

ィの確保，各種ソフトウェアの開発などにより，全学的に利用しやすい情報管理システムの構築も

行っており，情報処理教育環境の整備にも力を注いでいる。 

教育研究支援センター（資料２－１－③－３）は，工作実習や工学実験，創造演習や創造製作，

ロボコンや各種コンテスト，あるいは卒業研究や特別研究に欠かせない実験装置の製作など，本校

教育の基幹をなす実践教育を支援しており，そのことを通して学生の技術レベルの向上や自主性を

育てることに貢献している（資料２－１－③－４）。 

テクノ・リフレッシュ教育センター（資料Ａ－１－①－１）は，地域企業との共同研究や地域社

会への学習支援などを行っているが，このセンターは，さらに徳山高専テクノ・アカデミア（地元

企業の本校への支援組織）（資料Ａ－１－①－３）とも協調し，各種講習会や研究会，共同研究企

画などの推進を図っている。このテクノ・アカデミア事業において，学生は実践的な内容をもつ人

材養成講座や技術研修会に参加することができ（資料２－１－③－５），テクノ・リフレッシュ教

育センターはそれを支援する役割を果たしている。 
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資料２－１－③－１ 情報処理センター規則（抜粋） 

 

     徳山工業高等専門学校情報処理センター規則 

 

  （設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校における電子計算機による情報処理を推進することを 目的として、徳山工業高等

専門学校情報処理センター（以下「センター」という。） を置く。 

 （業務） 

第２条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

 (1) 情報処理教育の充実 

 (2) センターの管理運営 

 (3) 校内ネットワークの管理運営 

 (4) センターの予算の執行 

 (5) その他必要な事項 

 （センター運営会議） 

第３条 センターの運営を円滑に行うため、センター運営会議を置き、次に掲げる事項を審議する。 

 (1) 情報処理教育に関する基本的事項に関すること 

 (2) センターの管理運営に関する基本的事項に関すること 

 (3) 校内ネットワークと関連機器の管理運用に関すること 

 (4) センターの予算に関すること 

 (5) その他必要な事項 

出典：本校規則集 

 

資料２－１－③－２ 情報処理センターパソコン室の利用状況（授業） 

情報処理センター パソコン室の利用状況（授業） 

2006 年度 前期 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
出典：情報処理センター資料 

 

資料２－１－③－３ 教育研究支援センター規則（抜粋） 

 

      徳山工業高等専門学校における技術職員の組織に関する規則 

 

  （目的） 

第１条 この規則は、徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）における技術専門員、技術専門職員及び技

術職員（以下「技術職員等」という。）の技術に関する専門的業務を組織的かつ効率的に行うとともに、その能

力、資質等の向上を図り、優れた人材を確保するため、技術職員等の組織に関し必要な事項を定めることを目的 

とする。 

 （センター等） 
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第２条 前条の目的を達成するため、本校に「教育研究支援センター」（以下「センター」という。）を設置す

る。 

２  センターは、第一技術室（機械工作部門）、第二技術室（計測制御部門）及び第三技術室（ネットワーク部

門）の３室で構成する。 

３ センターにおいては、技術職員等の勤務部署との連絡を緊密に図り、技術職員等の研修、実験・実習室及び工

場の設備及び備品の維持管理並びに地域社会との連携及び技術協力を行うとともに、各室においては、次表に掲げ

る業務を行う。 

 
 （センター長） 

第３条 センターにセンター長を置き、テクノ・リフレッシュ教育センター長をもって充てる。 

２ センター長は、センターの業務を統括する。 

 （技術長等） 

第４条 センターに、次の各号に掲げる職員を置き、本校の技術職員等の中から校長が任命する。 

 (1)  技術長 

 (2) 技術室長 

 (3)  技術室員 

２ 技術長は、センター長を補佐し、各技術室の業務を統括するとともに技術室長及び技術室員の技術的な指導・

助言並びに技術業務を行う。 

３ 技術室長は、技術室の業務を整理するとともに技術室員の技術的な指導・助言並びに技術業務を行う。 

４ 技術室員は、技術業務を行う。 

 （事務） 

第５条 技術職員等の組織に関する事務は、学生課において処理する。 

 （雑則） 

第６条 この規則に定めるもののほか、技術職員等の組織に関し必要な事項は、別に定める。 

 

出典：徳山工業高等専門学校における技術職員の組織に関する規則 

 

資料２－１－③－４ 実習工場の利用状況（加工依頼，工作機械利用状況） 

実習工場利用状況  

村上洋士、西山芳明、中村金良、石川善丈、板谷年也  
実 習 工 場は 、 全学 の共 同利 用 施 設で あ りそ の管 理 運 営 は 機械 電 気工 学科を中 心 に 行わ れ

ている。現在 5 名の技術職員が各研究室の実験設備、 試験片等の製作、学生の工作実習、

創造製作、卒業研究等における工作技術の指導 、製作依頼等に携わっている。  
 
工場使用時間は卒研、高専祭、創造製作等で平成 1７年度３６３時間  
製作依頼は平成 1７年度１３２９時間  
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出典：教育研究支援センター資料 

 

資料２－１－③－５ テクノ・アカデミア事業への学生の参加状況 

事 業 名 講 座 等 名
本 科 生
参 加 者

専 攻 科 生
参 加 者

平成１２年度　テクノ・アカデミア人材養成講座 ２級建築士基礎講座 1

工業所有権セミナー 6

環境水理講座 3 1

平成１４年度　テクノ・アカデミア技術研修会 インターネットセキュリティとビジネス 1

企業戦略とプロジェクトマネージメント 34 18

　　　　　　　　　テクノ・アカデミア人材養成講座 技術士１次試験受験講座 10

平成１５年度　テクノ・アカデミア技術研修会 特許セミナー＝研究者向け基礎セミナー＝ 20

特許セミナー＝明細書作成セミナー＝ 5 1

アイディア創成塾 2 2

　　　　　　　　　テクノ・アカデミア人材養成講座 建築学基礎講座 3

解析を主とした破壊力学入門講座 2

平成１６年度　テクノ・アカデミア技術研究会 コンクリートよろず研究会・第１回講習会 1 4

　　　　　　　　　テクノ・アカデミア技術研修会 知的財産制度と企業活動 5

　　　　　　　　　テクノ・アカデミア人材養成講座 ＰＩＣ初級講座 1

コミュニケーション・センス講座 8

建築学講座 2 1

　　　　　　　　　テクノ・アカデミア交流会 アカデミア共同研究発表会 4

　　　　　　　　　周南サテライトカレッジ 機械設計技術者試験対策講座 19

　　　　　　　　　特別研究促進費研究成果報告会 22

平成１７年度　テクノ・アカデミア交流会 アカデミア共同研究発表会 3

　　　　　　　　　特別研究促進費研究成果報告会 7

合 計 135 51

平成１１～１７年度　学生参加（受講）状況

 

出典：テクノ・アカデミア資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

３つのセンター活動につき，教育の目的に照らし合わせて分析する。 
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情報処理センターは，情報処理教育のために学生が自由に利用できるネットワーク端末の提供を

通して目標（Ｂ１）の実践力とｅ－Learningを通して目標（Ａ２）のコミュニケーション能力を，

教育研究支援センターは，日々の活動を通して目標（Ｂ１）の実践力と（Ｂ２）の自主性・自立性

を養うことを，テクノ・リフレッシュ教育センターは，地域との関わりを通して目標（Ｃ２）の開

発力に主として関与している。以上のべたように，センターなどが適切なものとなっている。 

 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況）  

本校における教育課程を検討する組織の相互関係は，教育点検システムとして概観できる（資料

９－１－①－６）。このなかで，教育課程全体を企画・調整する役割は「Ｐｌａｎ」に含まれる

「総合企画室」が主として担っており，「将来計画委員会」と「ＦＤ委員会」が役割を一部分担し

ている。また，その運営の方向づけと最終決定は，「運営委員会」が担っている。 

そこでの「Ｐｌａｎ」を受け，実際にどうするか審議する「Ｄｏ」に該当するのが準学士課程は

「教務委員会」，専攻科課程は「専攻科委員会」で，二つに共通する話題は「教務・専攻科合同委

員会」ならびに「科目間調整会議」で検討が行われる。 

さらに，それを有効に展開するため「Ｃｈｅｃｋ」機関をもっており，学内では「学習・教育レ

ビュー室」が、学外関係者では「顧問会議」がそれにあたる。また，「教育モニター制度」も定め

ている。 

それぞれの委員会等の主な役割ならびに委員構成を，委員会規則とともにまとめて次に示す。 

また，平成１７年度における主な会議開催回数を｛ ｝付き数字で示す。 

学内組織 

• 「運営委員会」（教員１７名，事務職員４名，｛１７｝，資料２－２－①－１） 

  学校全体の運営の方向づけ 

• 「総合企画室」（教員５名，事務職員２名，｛６３｝，資料１１－１－①－３） 

  学校運営・教育研究に係る総合的な企画・調整 

• 「将来計画委員会」（教員８名，事務職員３名，｛４｝，資料２－２－①－２） 

  長期的な観点での中期計画やキャンパスプラン策定 

• 「ＦＤ委員会」（教員１９名，事務職員４名，｛３｝，資料２－２－①－３） 

  JABEE受審後，平成１６年に「技術者教育認定対策会議」を発展改組 

  教職員のＦＤ活動を日常的に発展させる 

• 「教務委員会」（教員９名，事務職員１名，｛８｝，資料２－２－①－４） 

  教務に関する事項を審議 

• 「専攻科委員会」（教員８名，事務職員１名，｛６｝，資料２－２－①－５） 

  専攻科に関する教務・厚生補導・入学試験に関する事項を審議 

• 「科目間調整会議」（資料２－２－①－③） 

  科目間の内容・系統の整合性の確保 

  一般科目担当教員とその応用専門科目担当教員の連携の緊密化 

• 「学習・教育レビュー室」（教員５名，事務職員１名，｛１０｝，資料２－２－①－７） 
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  教育内容の点検評価，水準の向上提案        

学外の有識者の意見を学校の運営に反映させるための具体的方策 

• 「顧問会議」（８名，資料１１－２－①－１，資料２－２－①－８） 

  教育研究活動等の状況について本校が行う自己点検・評価の結果について提言を受ける 

• 「教育モニター制度」（８名，資料２－２－①－９） 

  公開授業の評価 

 

なお，各種委員会等会議開催回数一覧を資料２－２－①－１０に示す。また審議の内容はすべて

議事録として保管しており，ここへの掲載は省略するが，閲覧可能である。 

 

資料２－２－①－１ 運営委員会規則（抜粋） 
 

徳山工業高等専門学校運営委員会規則 

制定昭和５２年４月１日 

最終改正平成１８年４月１日 

（設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という）に運営委員会（以下「委員会」という。）を置く 

（目的） 

第２条 校長は，本校の運営に関する重要事項について委員会の意見を聴く。 

（構成） 

第３条 委員会は，次の委員をもって構成する。 

(1) 教務主事 

(2) 学生主事 

(3) 寮務主事 

(4) 専攻科長 

(5) 各学科主任 

(6) 一般科目主任 

(7) 図書館長 

(8) テクノ・リフレッシュ教育センター長 

(9) 情報処理センター長 

(10) 総合企画室長 

(11) 学習・教育レビュー室長 

(12) 学生相談室長 

(13) 進路支援室長 

(14) ｅラーニング推進支援室長 

(15) 将来計画委員長 

(16) 自己評価委員長 

(17) 事務部長 

(18) 各課長 

 

（以下略） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－２ 将来計画委員会規則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校将来計画委員会規則 

  （設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に将来計画委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （任務） 

第２条 委員会は，校長の諮問に応じ，本校の充実発展を図るための将来計画に関する次の事項を調査・検討す

る。 
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  (1) 学科・学級の増設及び学科の改組に関する事項 

  (2) 共同利用教育・研究施設・講堂等の新設に関する事項 

  (3) 施設・設備の整備・充実に関する事項 

 (4) 施設・設備の点検・評価及び有効活用に関する事項 

  (5) その他校長が諮問する事項 

 （構成） 

第３条 委員会は，次の委員をもって構成する。 

 (1) 一般科目及び各学科の教員のうちから各２名 

  (2) 事務部より若干名 

２ 前項に定める委員のほか，諮問事項に応じ，校長が必要と認めた者を加えることができる。 

 

（以下略） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－３ ＦＤ委員会規則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校ＦＤ委員会規則 

 （設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校に，教職員の資質・職務能力の向上及び教育システム の改善を行うこと（以下

「ＦＤ活動」という。）により，教育水準の質的向上を図 ることを目的として，ＦＤ委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。  

 （任務）  

第２条  委員会は，次の事項を審議し，実施する。 

 (1) ＦＤ活動の企画に関すること。 

 (2)  ＦＤ活動の実施に係る総合調整に関すること。 

 (3)  ＦＤ活動における対外的な連携に関すること。 

 (4)  その他前条の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる職員をもって組織する。 

 (1) 教務主事及び教務主事補 

 (2)  専攻科長，専攻幹事及び教養・専門基礎科目担当幹事 

 (3) 学習・教育レビュー室長及びエグザミナー 

 (4)  事務部長及び各課長 

 (5) その他校長が指名する者 

 

（以下略） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－４ 教務委員会規則（抜粋） 

 

                  徳山工業高等専門学校教務委員会規則 

 

  （設置） 

第１条  徳山工業高等専門学校に、教務委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

  （任務） 

第２条  委員会は、校長の命を受け、教務に関する次の事項を審議する。 

  (1)  教育課程に関すること。 

  (2)  授業及び試験実施に関すること。 

  (3)  学校行事に関すること。 

  (4)  入学、進級、休学、復学、退学、再入学、転校及び卒業に関すること。 

  (5)  学生指導要録に関すること。 

  (6)  学生の課外教育に関すること。 

  (7)  学外実習に関すること。 

  (8)  見学旅行に関すること。 
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  (9)  その他教務に関すること。 

 （構成） 

第３条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

 (1)  教務主事 

  (2)  教務主事補 

  (3)  一般科目及び各学科の教員のうちから各１名 

  (4)  学生課長 

 

（以下略） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－５ 専攻科委員会規則（抜粋） 

 

   徳山工業高等専門学校専攻科委員会規則 

 

  （設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校に専攻科委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は、専攻科における次の各号に掲げる事項を審議する。 

 (1) 教務に関すること。 

 (2) 厚生補導に関すること。 

 (3) 入学試験に関すること。 

 (4) その他専攻科に関すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 (1) 専攻科長 

 (2) 各専攻幹事 

 (3) 教養・専門基礎科目担当幹事 

 (4) 各専攻の教員のうちから各１名 

 (5) 学生課長 

 

（以下略） 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－６ 科目間調整会議 

 

科目間調整会議の設置について 

教務・専攻科合同委員会 

 

１．設置目的（資料１「科目間の整合性を確保するための組織について」参照） 

（１）科目間の内容の整合性の確保 

（２）科目間の系統の整合性の確保 

（３）一般科目担当教員とその応用専門科目担当教員の連携の緊密化 

 

２．今年度の設置 

（１）数学関連科目 

（２）物理関連科目 

 

３．構成員 

・数学または物理それぞれに関連する科目の担当教員全員 

  ※構成員の選任は合同委員会で行う。 

その他調整会議の運営に必要な事項は合同委員会で定める。 

 

 ○ 数学（主査：原田幸雄） 

・一般科目： 秋吉、原田、長廣 
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・機械電気： 山田英、長山 

・情報電子： 義永、小林 

・土木建築： 橋本、日南住 

・教務・専攻科合同委員会： 田村教務主事補 

・事 務 局： 吉井教務係長 

 

 ○ 物理（主査：室長大應） 

・一般科目： 室長、長廣 

・機械電気： 石田、兼重 

・情報電子： 池田信、神田 

・土木建築： 日南住、工藤 

・教務・専攻科合同委員会： 長山専攻幹事 

・事 務 局： 西村専門員 

 

出典：教務係資料 

 

資料２－２－①－７ 学習・教育レビュー室規則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校学習・教育レビュー室規則 

 （設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に学習・教育レビュー室（以下「レビュー室」とい

う。）を置く。 

  (目的) 

第２条 レビュー室は，本校の教育内容，教育手段及び学習環境等について恒常的に 点検・評価し，その結果に

基づく継続的な教育改善を行うことにより，本校教育の質の向上を図ることを目的とする。 

 （業務）  

第３条  レビュー室は，次の業務を行う。   

 (1)  シラバスの内容及び活用状況の評価に関すること。 

 (2) 学習シートの活用状況の評価に関すること。 

 (3)  公開授業に関すること。 

 (4)  試験等学習・教育目標の達成度評価方法の点検・評価に関すること。 

 (5)  その他前条の目的を達成するために必要な業務。 

   （組織） 

第４条 レビュー室は，次の各号に掲げる職員をもって組織する。 

 (1) 室長 

 (2)  エグザミナー   若干名 

 (3) 事務主査 

 

（以下略） 

 

出典：本校規則集 

 

資料２－２－①－８ 顧問会議議事録 

 

平成１７年度 第１回顧問会議議事概要 

 日 時  平成１８年 ３月 ７日（火） １４：００～１６：３０ 

 場 所  徳山工業高等専門学校メディアホール 

 司 会  総合企画室長：佐賀孝徳 

 出席者  小野 英輔  徳山高専テクノ・アカデミア会長 

       柏原 伸二  柏原塗研工業(株）代表取締役社長 

      小泉 達也  （社）山口県技術交流協会会長 

            松為 宏幸  豊橋技術科学大学副学長 

      三池 孝道  (社)周南青年会議所直前理事長 

      村中 民義  徳山地区中学校長会代表 岐陽中学校長 

 欠席者 

          三木 俊克  山口大学工学部長 
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            和田 卓也  山口県商工労働部長  

  

 ○会議進行概要（別紙予定表） 

【顧問からの意見・コメント】 

地元企業との交流について（原 隆） 

小泉氏 

 私は，企業の立場で大学等との共同研究を行ってきたが，一番最初の問題は企業との付き合い方だと思う。何か

良いことをしようと思って始めるとほとんどが良い結果になっていない，適当に酒でも飲んで情報交換をしている

時に良いテーマが出てくるといったことが多かったように思う。あまり，効率ばかり追い求めるのではなく，無駄

を覚悟で望むことも必要だと思う。 

原 

 まさにその通りだと思います。 

小野氏 

 テクノ・アカデミアの会長の立場としてお話しさせていただきます。の活性化は，難しいと思いながら今までや

ってきたことが，成功しているのか，失敗しているのかよく分からないが，少なくとも企業が高専に来はじめたと

いうことは事実だと思う。 

 もう少し活発化させるには何が必要か，皆さんからも是非お知恵を拝借したいと思っている。工学系の研究機関

は，山口県の東部にはここしかないのだから，この近隣の産業の活性化に何とか活かして行きたいと思っている。

（以下，省略） 

出典：庶務課資料 

 

資料２－２－①－９ 教育モニター制度 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/review/index.html 
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資料２－２－①－１０ 各種委員会等会議開催回数一覧 

連絡会・委員会名等 Ｈ１６ Ｈ１７ 備　　　　考
教務主事（連絡会） 37 27

学生主事（連絡会） 35 34

寮務主事（連絡会） 38 32

専攻科（連絡会） ？？ 36 H16も多数開催している模様

学科会議（一般科目） 18 20

学科会議（機械電気） 25 19

学科会議（情報電子） 21 21

学科会議（土木建築） 30 31

図書館（連絡会等） 5 6

ﾃｸﾉ･ﾘﾌﾚｯｼｭ教育ｾﾝﾀｰ運営会議 31 28

情報処理ｾﾝﾀｰ（連絡会等） 11 16

総合企画室（コアタイム） 28 29

総合企画室（ミーティング） 41 34

学習・教育レビュー室（連絡会等） 17 10

学生相談室（連絡会等） 12 14

進路支援室（連絡会等） 11 21

ｅ－ﾗｰﾆﾝｸﾞ推進支援室（連絡会等） － 4 H18.1発足

運営委員会 15 17

教員会議 7 11

教務委員会 12 8

専攻科委員会 7 6

厚生補導委員会 8 15

学寮運営委員会 4 3

自己評価委員会 16 10

将来計画委員会 4 4

情報ｾｷｭﾘﾃｨｰ委員会 0 1

紀要編集委員会 5 5

ＦＤ委員会 0 3

知的財産委員会 3 1 H16に事前検討会を2回開催

安全衛生委員会 5 0 安全点検は随時実施

ｾｸｼｭｱﾙ・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止委員会 0 0 委員への個別相談は有

サテライト運営委員会 10 7

ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃｽﾄ実行委員会 0 0 実働部隊の会合は多数

広報ﾒﾃﾞｨｱ管理委員会 1 0 実働部隊の会合は多数
 

出典：総合企画室資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教育課程全体を企画調整し，有効に展開するための検討を行うために，「総合企画室」や，「将

来計画委員会」，「ＦＤ委員会」などが機能しており，その運営の方向づけと最終決定は，「運営

委員会」が担っている。実際の運用にあたっては，「教務委員会」や「専攻科委員会」が審議し，

そのチェック機能を「学習・教育レビュー室」や「顧問会議」などが担っている。 

以上のように，各種委員会などが適切に整備され，機能している。 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

科目間の連携は，まず，カリキュラムの設計にあたって「系統図」を作成することから始まる。

そのためには，それぞれの科目の学習・教育目標に対する位置づけおよび相互の関連を明確にする

必要がある。その検討は，大きなコンセプトを[教務委員会]ならびに[専攻科委員会]で決め，その

後，各学科で詳細を検討し，再度それを前述の委員会に持ち寄り，整合性をとる作業を数回繰り返
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して決定している。それをシラバスの冒頭に掲載（資料２－１－①－２）するとともに，各科目の

シラバスにも関連科目の欄を設けて示した（資料５－２－②－１）。 

その系統図をベースに，各教員が具体的な授業内容を組み立てる。その際，公開されたシラバス

も参考にし，連携がスムーズにかつ教育効果が上がるよう，授業内容の改善を図っている。平成１

４年度からは公開授業（資料９－１－④－４，５）も実施されており，指導状況についても，教員

相互が直接確認できるシステムもある。 

また，各教員は，定期試験が終わるごとに担当科目の「学習指導連絡票」（資料７－１－①－

６）を教務係経由で学級担任に届け，学級担任はそれらを参考に学生の指導を行うとともに，日常

の指導を通じて得られた情報などを，月２回，定例的に開かれる各学科の教室会議で適宜報告して

いる。必要な場合は週１回行われる「教務連絡会」あるいは「専攻科幹事会」で取り上げ，全学的

な検討が必要な場合は「教務委員会や専攻科委員会で審議・検討するなど，改善のための検討が日

常的に行われている（資料２－２－①－10）。 

非常勤教員については，常勤教員と同レベルの教育に対する意識で授業に臨めるように毎年，

「懇談会」（資料３－１－①－３）を開催して，本校の教育点検システム等を説明し，継続的な教

育改善が行えるよう話し合いを行っている。 

また，カリキュラム改訂等の必要がある場合は「教務委員会」（資料９－１－⑤－４）において

検討することとしている。なお，特別な検討が必要とされる場合，アドホックなタスクフォースを

設けることもある。平成１５年度は｢英語力向上タスクフォース｣が設けられ，平成１７年度には

「英語教育に関する懇談会」が各学科主任と専攻科長，英語科教員で構成され（資料２－２－②－

１），そこでの答申を受け，「教務・専攻科合同委員会」の審議を経て，平成１８年度から行われ

る英語教育の指針を定めるに至った（資料２－２－②－２，資料１－１－①－４）。 

さらに，教養科目や専門科目の科目間相互の内容や年次配当のさらなる整合性をとることを念頭

に，平成１５年１１月，「科目間調整会議」を「教務・専攻科合同委員会」のもとに新たに設置し

（資料２－２－②－３），一般科目と各専門学科の教員で構成するメンバーで数学と物理に関して

検討を行い，成案を得た（資料３－１－①－４）。平成１７年度には数学，物理に加え，化学・生

物，国語，英語，創造系科目についても「科目間調整会議」（資料５－１－①－２）が開かれ，成

案を得た。この結果は「系統図と講義内容」としてシラバスに記載され（資料５－１－①－４，資

料５－２－③－１），個々の科目はその内容に従ってシラバスを作成し，授業がなされている。 

このような教員間連絡ネットワーク組織は資料９－１－④－１に示される。年５回程度開催の

「教員研修会」（資料９－２－②－１）においても意見交換がなされ，教員間の連携が図られてい

る。 
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資料２－２－②－１ 英語教育に関する懇談会 

 
出典：英語教育に関する懇談会議事録 

 

資料２－２－②－２ 教務委員会・専攻科委員会の審議結果 

 

2006.2.8 

教務・専攻科合同委員会 答申（2005.5.18）に対する 

教務委員会・専攻科委員会の審議結果 
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（審議結果はゴチック体で示す） 

 

諮問事項：本校の全学生が「世界に通用する」技術者をめざすためには 

英語教育をどのように改善すればいいか、検討願いたい。 

････････････････････････････････････････････････ 

 以上のことから、次の２点を本校の英語教育を改善するための柱とする。 

１．国際的に活躍できる技術者を育成するため、異文化を理解して英語で意思を伝えあうことができる学生の育成

をめざす科目を新設する。 

具体的答申内容： 

・「異文化理解セミナー（仮称）」を新設する。 

＜審議結果＞ 

○平成 18 年度から一般科目で新たに設けられる「人文社会特講」として、適宜開講する。 

 

２．いわゆる「中だるみ」を解消する仕組みを考え、英語力の順調な養成を促すこと。卒業、修了時まで継続的・

計画的に学生の英語力を捉えるため、低学年の時期から定期的・継続的にデータを収集し、学生の指導に生か

せるシステムを構築すること。 

具体的答申内容： 

・学年進行とともに合理的に難化・高度化する教育課程を策定する。 

＜審議結果＞ 

○平成 18 年度より実施することで、策定済み。 

 

・特に４・５年の英語授業単位を見直し、大学単位科目を決定する。 

＜審議結果＞ 

○４・５年の英語授業単位は、すべて修得単位（大学単位）とすることでカリキュラム改正済み。ただし、実際には平成１９年

度から修得単位として実施する。 

 

・専攻科修了要件として TOEIC スコア以外の基準として、実用英検 2 級、工業英検 2 級を加える。（ただし、これ

については、従来通り、TOEIC テストスコアのみを要件とするという意見もあった。）  

＜審議結果＞ 

○専攻科修了要件は、現行どおり、ＴＯＥＩＣ４００以上のスコア取得のみとする。 

 

・TOEIC 賛助会員となり、学生の TOEIC 受験料の負担を軽減する。 

＜審議結果＞ 

○ＴＯＥＩＣ賛助会員となる。 

 

・低学年のうちから専攻科修了要件の TOEIC スコアを見据えてスコアアップを 

めざさせる尺度となる ACE を導入し、年１回、本科生全員に受検させる。 

＜審議結果＞ 

○平成１８年度からＡＣＥを導入し、本科生全員に受験させる。実施時期は後期中間試験の第１日第１限目とする。受験料

は個人負担とする。なお、その様子をみて、平成１９年度に、再度実施内容を検討する。 

 

・定められた目標のいずれかを達成した学生が、その学年全体の少なくとも 60％以上を占めることが可能な学年

目標を設定する。（次頁「学年ごとの英語資格スコア・取得目標（要 60％以上達成）」参照。） 

        （なお、この学年目標のうち、専攻科２年生の「スコア 470」は、既に専攻科自 

体が独自に定めた数値に従った。なお、徳山高専中期目標では、「スコア 500」を目標として掲げている。） 

＜審議結果＞ 

○原案どおり、設定された目標を「学年ごとの英語資格スコア・取得目標（要 60％以上達成）」として認める。 

 

・本科の４年生に「学年修了要件」を追加する。修了要件は前学年である３年次のスコア・取得目標とする。

（「実用英検準 2 級以上・工業英検 4 級以上の取得、TOEIC 310 以上・ACE 400 以上のスコア獲得のいずれか 1

つを満たすこと」） 

（ただし、本科の修了要件については、「4 年次でなく、３年次に同じ基準で設定し、要件を満たさない者には、

４年への仮進級を認めて、必要な級の取得、スコアの獲得を促す。」という意見もあった。） 

＜審議結果＞ 

○平成１８年度に実施するＡＣＥならびにＴＯＥＩＣ等の結果を分析し、再度検討する。 

 

・本科４・５年に対しては、TOEIC IP（または SP）を少なくとも 1 年に１回は受験することを原則とする意見が

委員会で出されて、強く支持された。 

 ＜審議結果＞ 
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○本科４・５年生全員に、ＴＯＥＩＣ ＩＰを受験させる。実施時期は英語科に一任する。受験料は個人負担とする。なお、その

様子をみて、平成１９年度に、再度実施内容を検討する。 

 

○ＡＣＥとＴＯＥＩＣの受験料の集金方法については、英語科に検討を依頼する。 

 

 

 

出典：教務委員会・専攻科委員会議事録 

 

資料２－２－②－３ 教務・専攻科合同委員会資料 

2003.11.27 

科目間調整会議の設置について 

教務・専攻科合同委員会 

 

１．設置目的（資料１「科目間の整合性を確保するための組織について」参照） 

（１）科目間の内容の整合性の確保 

（２）科目間の系統の整合性の確保 

（３）一般科目担当教員とその応用専門科目担当教員の連携の緊密化 

 

２．今年度の設置 

（１）数学関連科目 

（２）物理関連科目 

 

３．構 成 員 

 ・数学または物理それぞれに関連する科目の担当教員全員 

  ※構成員の選任は合同委員会で行う。 

その他調整会議の運営に必要な事項は合同委員会で定める。 

 

 ○ 数 学（主査：原田幸雄） 

 ・一般科目： 秋吉、原田、長廣 

・機械電気： 山田英、長山 

・情報電子： 義永、小林 

・土木建築： 橋本、日南住 

・教務・専攻科合同委員会： 田村教務主事補 

・事 務 局： 吉井教務係長 

 

 ○ 物 理（主査：室長大應） 

 ・一般科目： 室長、長廣 

・機械電気： 石田、兼重 

・情報電子： 池田信、神田 

・土木建築： 日南住、工藤 

・教務・専攻科合同委員会： 長山専攻幹事 
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・事 務 局： 西村専門員 

 

今年度の検討内容など 

 

（１） 中学校における新教育課程の内容を踏まえ、本校とのスムーズな移行も配慮し、その上で、本科と専攻

科の７年間を見通し、本校の卒業・修了生として確実に身につけさせたい学科・専攻に共通な内容を定める。その

際、どの学年で何をどこまで教え、身につけさせるか、用いる教科書の選定も含め、内容を定める。 

 

（２） 学習・教育内容は、学年間の連続性を考慮するとともに、専門科目との整合性も配慮する。その際、現在

開設されている専門科目への対応に固執することなく、来年度のカリキュラムの改善見直し(マイナーチ

ェンジ)を念頭におき、検討する。 

※ 専門科目の内容が難しすぎるのではないか、過密すぎるのではないか、学生が不消化をおこしている科目が見

受けられるのは、それらも一因ではないかとＪＡＢＥＥ審査員から多くの指摘あり。 

→ 学習・教育内容の見直しは、来年度から改善できる点はさっそく改善し、カリキュラムを見直す必要がある科

目については、来年度検討 

 

（３） 全校で共通科目として取り上げるには無理があると判断される科目は、各学科の専門科目として扱う。 

 

（４） 専攻科の数学では、英語で教える科目（本科で教えた内容をまとめ直したものなど）を２科目程度、導

入する。 

 

（５） 数学は、本科４年以上で、最低４科目は修得できるようにする。 

 

（６） 各学年の単位数は、現行のものを目安とする。 

○ 数 学 

 本科１年：６単位、２年：６単位、３年：４単位、４年：４単位、５年：２単位 

専攻科１年：４単位、２年：２単位 

 

 （７） 数学・物理系科目のカリキュラムは今年度改定し、来年度からの適用をめざす。 

 

（８） シラバスに、本校における７年間の学習・教育内容を、各科目ごとに１ページにまとめ、掲載する。 

 

（９） 「科目間調整会議」の第１次とりまとめは、１月下旬を目途に教務・専攻科合同委員会に対して行い、合同委員

会は２月下旬までに最終報告をまとめる。 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教養科目や専門科目の科目間での整合性をとるための「科目間調整会議」をはじめ，各会議が機能

的に働き，教員間の連携が適切に行われている。非常勤教員と常勤教員の連携のための懇談会や，公

開授業制度など，教員間連絡ネットワーク組織が整備され，機能している。 

 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況）  

まず，学級担任および専攻幹事の教育活動を円滑に実施するための支援体制について述べる。本科

生における学習指導上の問題およびＨＲ運営計画に対しては，教務主事を中心とした「教務委員会」

が，専攻科生については，専攻科長を中心とする「専攻科委員会」が専攻特別研究指導教員と協力し

ながら，学級担任や専攻幹事の支援を行っている（資料２－２－③－１，２，資料５－４－①－１）。

また，学級担任については学年主任を中心とする「学年担任連絡会議」（資料２－２－③－３），３

～５年生については学科主任を中心とする「学科会議」も教育活動を円滑に実施するための支援体制

として機能している（資料２－２－③－４）。なお，学生課教務係によって学生連絡網も整備され，
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学級担任や専攻幹事から学生への連絡手順も明示されている（資料２－２－③－５）。 

次に，生活面に関する問題では，本科生の場合，学生主事室または学生主事を中心とした「厚生補

導委員会」が，専攻科に関する問題は「専攻科委員会」が統括している（資料２－２－③－６，７）。

なお，寮生の生活指導については，寮務主事を中心とした「学寮運営委員会」が機能しており，実務

的には寮務係が学級担任と連絡を保ちながら，学生指導を支援している（資料２－２－③－８）。さ

らに，学生の精神衛生上の問題や個人的な問題に対する相談を行なう組織として，「学生相談室」が

設置されている（資料７－２－①－１）。その他，学生の進路を支援する全学的組織として，「進路

支援室」が平成１７年度に設置された。本科生から専攻科生まで各学年に応じた，進路支援プログラ

ムが年度始めに策定され，実行されており，就職・進学に関する情報の提供や指導に役立っている

（資料７－２－④－２）。進路支援室が設置されたことにより，全学年にわたり学級担任の負担が軽

減された。 

 

資料２－２－③－１ 教務主事室によるＨＲ指導マニュアル 

学級担任の手引き

はじめに

高専の５年間は、中等教育から高等教育にわたり、学生の心身の発達 変化が著しい時代である。・

青年期から成熟した大人へと発達するこの時期は、身体的発達は最高の段階に達し、精神的な面でも、

抽象的 論理的思考の発達が進み 社会的関心も本格的なものとなる 抽象的思考は内省的傾向や社会関・ 、 。

心と結びつき 人生論的な思索や社会現象の理論的な把握へと関心が向いてくる また 具体的な状況、 。 、

に束縛されることなく 自由に論理を展開し みずみずしい感受性や憧れ 理想などを強く示し 自己、 、 、 、

の判断と責任で行動しようとする傾向が強いが 期待と不安 自信と劣等感 自己主張と自己批判とい、 、 、

った矛盾した感情をもつ学生も少なくないので 指導にあたってはこの点を十分配慮することが必要で、

ある 学生の自己矛盾や欠陥の意識は 新しい自己の生き方を確立しようとする動きの現れであり こ。 、 、

のような動きなしには人格の発達は不可能であることを理解して その発達を支援するという姿勢で指、

導にあたることが望まれる。

学生の学校生活は、課外活動や学生会活動を除けば、ほとんどがクラスを単位として行われる。

本校では １～２学年は学科の枠を取りのぞいた混合学級を編成するこにより学生の学校への適応を、

図り ３～５学年は学科ごとのクラス編成を採っているが いずれの学年においてもそれぞれのクラス、 、

の雰囲気が個々の学生に及ぼす影響は大きく、クラス運営が教育活動の根幹をなすものである。

クラス運営の中心となる学級担任は、学生にとって最も身近な教員であり、最も頼れる指導者 助言・

者 相談相手でもある また 学校からの連絡や学生指導も学級担任を通じてなされることが多い 担任・ 。 、 。

は学生に対する影響力が極めて大きいことを認識して指導にあたるべきである 学級担任 クラス 学生。 ・ ・

それぞれに個性があるが 指導は学校の指導方針や諸規則の一定の枠の中で 適宜適切に行われなけれ、 、

ばならない。

担任の任務の範囲に限界を設けることは難しいが ここでは 学級担任の仕事として 本校で従来な、 、 、

されてきたことのうち基本的なものを列挙して参考に資することにする。なお、学級担任以外の教員も、 

出典：教務係資料 

 

資料２－２－③－２ 教務主事室によるＨＲ担任支援例（各クラスで問題点の把握） 

（クラス名および担任名は伏せて掲載） 

年間 2 回，保護者会の後に各クラス担任へ報告を依頼し報告書を３主事へ知らせている。 

 

クラスの現状ならびに問題点（１０月２９日保護者会終了時点） 

担当クラス名  XXXX             担任名 XXXXXXXX 

○ クラスの現状 

• １年次からリーダーがいなかったため，クラスのまとまりはない。 

• 勉学意欲の高い学生と，低い学生にはっきりわかれている。特に，意欲の低い学生がめだっているため，クラス

全体の勉学意欲も低くなってしまっている。 

• 試験の平均点をグラフにすると，正規分布になっているが，平均点が低い側の裾野に，もう一山あるのがクラス

の特徴である。 
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• 人柄はたいへんよい。 

• XXX 名という人数の熱気と，教室の位置の関係から全く風がとおらず，7 月・9 月は教室が蒸し風呂状態だっ

た。Ｍｙ扇風機をもってくる学生が４～５名いた。教室にクーラーはつかないものでしょうか。 

 

・・・・・・   平常のクラス運営ならびに保護者会等で感じられた問題点 ・・・・・・・・・・ 

○ 教 務 関 連 

• 資格試験には積極的に挑戦している。 

• 進級がきわどい学生が２名いる。 

• 留学生を除く XX 名中 XX 名が，保護者会に来られた。就職・進学に対する保護者の興味が高い。 

 

○ 学 生 関 連  

• XXX が主事訓告を受けたりと，クラスのモラルが少し低い。 

• ノーズピアスをしたり，ハングル能力検定を受けたり，個性的な学生がいる。 

 

○ 寮 務 関 連 

• 後期，編入生も一人部屋となり，喜んでいる。 

 

○その他 

• 前期中間試験中には工業英検があり，後期中間試験中には工事担任者の国家試験があり，学生は大変苦労してい

る。中間試験の日程を再考していただきたい。 

 

--------------------------- 

>                           平成１７年１１月１７日 

> 

> クラス担任の先生方 

>                           教務主事 森野数博 

>                           学生主事 上 俊二 

>                           寮務主事 室長大應 

> 

>   常日頃よりクラス運営にご尽力いただき，ありがとうございます。 

>   前期中間試験終了時点でお願いしました，クラスの現状ならびに問題 

> 点について，今回は１０月２９日の保護者会終了後の現状として，保護者会 

> での意見及びクラスの現状を，添付しましたファイルにご記入いただき， 

> ご報告いただきたいと考えています。 

>   先生方にはお忙しいところを恐縮ですが，１１月３０日（水）までに 

> ファイルを坂本教務係長（h-sakamo@tokuyama.ac.jp）まで，ご提出 

> いただきたく，よろしくお願いいたします。 

 

出典：教務係資料  

 

資料２－２－③－３ 学年担任連絡会によるＨＲ活動支援例 

 

平成１８年度第４学年担任連絡会開催日と議事内容 

 

目的：学生指導の共通点，問題点を情報交換し，学生指導に生かす（その他メールでの情報交換も行う） 

担当：ＭＥ４担任兼重，ＩＥ４担任杉村，ＣＡ４担任佐賀（学年主任） 

 

第１回 平成１８年３月２９日（水）９時から（総合企画室） 

学級運営について 

考慮すべき指導事項，予測される問題点 

研修旅行，校外実習 

第２回 平成１８年４月 ６日（木）１３時半から（杉村教員室） 

学級運営 

学生の違反行為 

研修旅行，校外実習 

第３回 平成１８年４月２０日（木）１１時から（兼重教員室） 

学級運営について 
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研修旅行，校外実習 

問題点 

第４回 平成１８年５月１８日（木）１３時半から（兼重教員室） 

学級運営について 

定期試験前の指導 

研修旅行，校外実習 

第５回 平成１８年５月３０日（火）１３時から（兼重教員室） 

学級運営について 

試験明けの指導 

校外実習 

第６回 平成１８年６月１５日（木）１３時半から（予定：兼重教員室） 

学級運営について 

保護者会 

校外実習（マナー教育） 

研修旅行 

出典：平成１８年度第４学年担任連絡会資料 

 

資料２－２－③－４ 学科会議による学級担任支援例 

 

出典：平成１８年度機械電気工学科４年担任資料 

 

資料２－２－③－５ 教務係による学生連絡網の整備 

 
（４）情報の伝達について 

１．掲 示 

 学生に対する各種通知や呼出は，学生昇降口や各棟の掲示板で行われます。毎日見るように心がけ，重要な掲示を見逃して不

利益な結果を招かないようにしてください。 

 外部からの電話は緊急の場合以外は取り次ぎをしません。また，校内から外部への連絡は学生談話室の公衆電話を利用するこ

ともできます。 
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２．校内放送 

 昼休み等休憩時間に学生への諸連絡・呼出の放送がされることがあります。 

放送があったら静かに聞き，すみやかに対応してください。  

 

３．緊急連絡網 

 毎年，学期始めに，電話による緊急連絡網をクラスごとに作成し，全員に配布しています。災害等で休校などになる場合は学

級担任から連絡がありますので，連絡網に従い，順次連絡してください。電話番号が変更になった場合は，担任及び自分に連絡

する同級生への連絡も忘れずにしてください。 

 

４．携帯メール 

 徳山高専では，学生が所有する「携帯電話のメール」に緊急連絡等の送信を行うシステムの運用を行っています。 

 緊急連絡は，原則として緊急連絡網により自宅に電話連絡することにしていますが，通学時間帯等は電話による連絡が難しい

ため，携帯メールへの送信サービスを行います。 

 携帯電話を所持している学生は，下記の登録方法を確認の上，速やかに登録手続きを行ってください。メールアドレスの登録

は強制ではありませんが，システムを有効に利用するため，できるだけ多くの学生が参加することを期待しています。 

 なお，このサービスは，携帯電話を購入することを強要するものではありません。 

 

【携帯メールアドレスの登録，変更，確認方法】 

 １ 「登録」方法 

登録する携帯電話から下記の要領で送信してください。携帯電話からアクセスすることによりアドレスが自動的に登録されま

す。登録が正常に終了した場合は，送信した携帯のメールアドレスと学校のあなたのメールアドレスの両方に登録完了のメッセ

ージが届きます。登録できなかった場合は，送信した携帯のメールアドレスに登録できなかった旨のメッセージが届きます。  

 

   宛先メールアドレス： ksinki@tokuyama.ac.jp 

   件名：        なし 

   メッセージ：     #学校のあなたのメールアドレス  例 #m05yama  

  （@tokuyama.ac.jp は不要です。#を忘れないようにして半角英数字で入力してください。） 

（中略） 

 ※ 本件について不明な点がありましたら，学生課に問い合わせてください。 

出典：平成１８年度学生便覧 

 

資料２－２－③－６ 厚生補導委員会による学級担任支援例 

 

           厚 生 補 導 委 員 会 議 事 録 

 

１．開催日時  平成１８年６月５日（月）１７：１５～１８：２０ 

２．開催場所  管理棟２階会議室 

３．出 席 者    上，齊藤，森﨑，力，島袋，桂，原田耕，渡辺，池田，神田，重松，学生課長，学生係長 

４．欠 席 者    伊藤 

５．議事要旨 

（１）学生の処分について 

・主事より６名の行為について審議提案がなされた。 

（２）齊藤主事補より事件の概要について説明（別紙資料） 

（３）内容について質問 

特に無し 

（４）各担任より現状説明 

（省略） 

（５）厚生補導委員の意見 

   ・前例としては，      補導された件がある。 ・処分内容は信用失墜行為で無期停学 

   ・信用失墜行為には間違いない。     ・嘘をついている。 

   ・土足で立ち入った。      ・ピアス，茶髪で   に怖がられた。 

   ・威嚇行為はあったのか。---威嚇行為はなし。 

   ・無期停学にしないのであれば別の名目にしないといけなのではないか。 

   ・普通は家庭謹慎であるが，別に指導が必要である。 ・自分達から自主してきたので反省点も。 

   ・新しい案件のため教員会議に諮るのが良い。    ・     無期亭学は重い３日程度 

   ・        〃      ４日程度     ・           〃   ４日程度 

   ・        〃      ４日程度     ・     無期停学で反省点を見て解除する 

   ・     該当行為は他に無いのであれば無期停学に相当 

   ・     無期停学        ・     社会通念上無断で立入るのは良くない。 
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厚生補導委員会の見解 

・               信用失墜行為の本校の名誉を著しく傷つけたとまでは行かないため，無期停学

には相当しない。しかし，「他校への迷惑行為」で停学４日で教員会議に諮ることとする。また，厚生補導委員及

び担任で毎日家庭訪問をするなどの指導を行う。喫煙した学生には処分を加算する。 

出典：厚生補導委員会資料 

 

資料２－２－③－７ 学生主事室による担任支援例 

平成 17 年 10 月 22 日 

クラス担任 各位 

学生主事 

 

ゴミの分別収集について（依頼） 

 

 このことについて，会計課から全教職員・学生宛にゴミの分別についての協力依頼を行っておりますが，混在の

まま集積場に持ち込まれる状況が続いております。このままで推移しますと，引取処理経費の倍増が避けられない

状況にあります。そこで，教室でのゴミの減量化へのお願いと分別を徹底していただくため，ゴミ箱が４個そろっ

ていない教室には補充し，分別種類についても説明の表示（別表）を行いますので，ご協力の程よろしくお願いい

たします。準備ができ次第，学生係から配付します。 

 なお，ゴミ箱の数を減らしている特別な理由（例えば，クラスの方針として，ペットボトルは個人処理とし，教

室では回収しないなど）により現在の数で分別を行う場合は，10 月 21 日までに学生係宛その旨をご連絡下さい。 

 また，各クラスでは当番制などにより，責任を持って分別を確認のうえ集積場へ持ち込むよう，運用方法につい

てもご検討下さるよう，併せてお願いします。 

 

※一方でゴミ減量化や売店への返却を求めながら，教室でペットボトルや缶の収集を行うことは相反するとのご指

摘もあろうかと思いますが，一気に問題解決を計るにはそれなりの準備期間と労力を必要としますので，当面は分

別用のゴミ箱を揃え，分別種類を明記することで対応しようとするものです。 

燃えるゴミ 飲料缶 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

１ー１ ○ ● ● ● 4 燃えるゴミ以外はいろいろ混在

１ー２ ○ ○ ● 3 Pﾎﾞﾄﾙとビニール類の混在

１ー３ ○ ○ ● 3 Pﾎﾞﾄﾙとカップ麺容器の混在

2ー1 ○ ○ ● 3 Pﾎﾞﾄﾙと缶の一部混在

2ー2 ● ● 3 分別されていない

2ー3 ○ ○ ● ○ 4 Pﾎﾞﾄﾙとカップ麺容器の混在

ＭＥ３ ●●●3連結 ○ ○ 3 燃えるゴミにカップ麺容器の混在

ＩＥ３ ○ ● 2 缶とビニールの混在

ＣＡ３ ●●２個 ● ● ● 5 分別されていない

ＭＥ４ ○ ● ● ○ 4 Pﾎﾞﾄﾙと缶の混在

ＩＥ４ ○ ○ ● 3 不燃物にPﾎﾞﾄﾙの混在

ＣＡ４ ○ ○ 3 Pﾎﾞﾄﾙと缶の混在

ＭＥ５ ● ● ● 3 分別されていない

ＩＥ５ ○ ○ 2

ＣＡ５ ● ● 2 分別されていない

●●●3連結

●●２連結

各クラスゴミ箱の設置及び分別状況について

クラス
ゴミ箱の種類

設置数 教室での分別状況

 

出典：学生主事室資料 
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資料２－２－③－８ 寮務係による学級担任支援例 

 

─────── 2006 年 4 月 26 日付けメール ─────── 

From: 寮務係 <gakuryou@tokuyama.ac.jp> 

To: kimura@tokuyama.ac.jp, n-ikeda@tokuyama.ac.jp, 

Subject: 欠席の報告 

Date: Wed, 26 Apr 2006 08:43:19 +0900 (JST) 

 

下記の学生は今日【 2006/04/26(水) 】 

  

   【風邪】 のため 【欠席】 します。 

  

    3-CA :          

  

                                      寮務係 

出典：寮務係メール 

 

課外活動については，原則として全教員が顧問を務めており，必要に応じて，学生主事が中心とな

り，課外活動の指導に関する意見交換や調整を行なうためのクラブ顧問会議（資料２－２－③－９）

や，クラブリーダー研修会（資料７－１－⑥－10）などを通して，顧問教員の支援を行っている。な

お，主に後援会費によって，顧問教員の時間外指導従事手当や引率旅費についての財政支援も行われ

ている（資料２－２－③－10）。また，平成１７年度からはクラブ活動引率のためのレンタカー利用

（資料７－１－⑥－５）も可能となり，顧問教員の便宜が図られている。 

 

資料２－２－③－９ クラブ顧問会議による顧問支援例 

 
クラブ顧問会議事録 

 

１．開催日時  平成１７年７月４日（月） １６：３０～１７：２０ 

２．開催場所  管理棟２階大会議室 

３．出 席 者    上，室長，小田，齊藤，原田徳，山田，佐賀，石田，原田幸，兼重，柏倉，島袋，守川，藤田，義永，池田

光，櫻本，杉村，藤本，学生課長，学生係長，坂本，金子，田中 

４．欠 席 者     

５．議事要旨 

（１）クラブ活動におけるレンタカーの使用要領について 

   ・島袋主事補より資料に基づいて説明が行われた。 

     ・１０月頃の使用状況を見て調整を行う。 

   ・プリウスを使用した場合の高速料金は後援会が支払う。 

   ・ロボコン等には使用出来ない。 

   ・休業補償の負担もありうる。（確認中） 

（２）第４１回中国地区高専体育大会（大島，米子，広島会場）について 

      ・別添資料により説明が行われた。 

・共通事項を説明した後，各会場に分れて打合わせが行われた。 

（３）全国高専体育大会について 

   ・どこまで前々泊を認めるのか。（卓球） 

     東京以北は前々泊を認める。 

     東京都内は前々泊を認めない。 

   ・勝ち上がるにつれて宿泊日数が多くなるため補助をして欲しい。 

    （サッカー） 

        後援会の予算等の兼ね合いがあるため検討する。 

      ・雨天時で試合が延びた場合の負担はどうなるのか。（ソフトテニス） 

前例としては硬式野球では全額負担であった。 

 

    クラブ顧問会議（案） 

 

１．開催日時  平成１７年２月２日（水） １７：２５～１８：２０ 
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２．開催場所  管理棟２階大会議室 

３．出 席 者    上，和田，小田，原田徳，佐賀，石田，原田幸，兼重，桑嶋，島袋，守川，藤田，義永，池田光，櫻本，学生

課長，学生係長，学生係 田中 

４．欠 席 者    山田健 

５．議事要旨 

 

（１）中国地区大会運営委員会議題の確認について 

・和田体育教員より別添資料に基づいて説明 

 剣道，陸上，硬式野球，ソフトテニス部の顧問教員に別添資料の各競技の議題について確認を行った。 

       その他の全クラブに共通する議題についても全クラブ顧問教員に確認を行った。 

（２）中国地区大会の宿泊費について 

 ・上学生主事より説明 

 前回の中国地区大会運営委員会で各高専に宿泊費の検討を依頼したところ，各高専で意見が様々であった。 

      各高専の意見が統一され低料金になるように運営委員会に諮りたい。 

      サッカー部顧問より参加校で独自に宿舎を選択できるようにしたらどうかという提案があった。 

（温泉地で宿泊費７，０００円は可能である。） 

 （３）専体協競技運営委員会の報告 

 ・和田教員より説明 

    経費削減について 

  １８年度の全国大会より予算額を１０％減額する。 

 体育大会の見直しについて 

出典：学生係資料 

 

資料２－２－③－10 後援会によるクラブ顧問教員支援実績（顧問名は伏せて掲載） 

 

予算額 支出済額

         円          円

コ－チ謝金  600,000

　 ク ラ ブ 活 動 援 助 費 3,850,000 4,167,122 各協会連盟登録料及び参加料 1,199,090

ク クラブ指導費 2,236,032

ラ 合宿指導費 132,000

ブ 全国高専体育大会参加費補助 3,338,986

関 体 育 大 会 6,222,000 6,949,957 中国地区高専体育大会参加費補助 2,129,834

係 中国地区高専文化連盟行事参加費補助 828,584

経   　　　　 西日本地区高専大会参加費補助 247,870
費 中国・全国高体連参加費補助 404,683
　

　 会 費 及 び 分 担 金 651,000 651,840 全国高専体育大会分担金補助 231,840

中国地区高専体育大会分担金補助 420,000

　 小 計 10,723,000 11,768,919

目             摘　　　　　　　要

 

 

                             クラブ指導費支給内訳
                            　　　（平成１７年４月～平成１７年６月  校外指導分）
　校外指導手当は８割支給を行う。
　なお、クラブ指導費の予算額１８０万円に残額が生じた場合は、最終支払で調整を行う
　また、クラブ指導費のクラブ毎の上限額を３０万円とする。（校外・校内指導手当の合
クラブ名 受給者氏名 ク ラ ブ 指 導 従 事 日 等 計算額 ２割減額 支給額

陸　　上 5/3,5/4 6,400 1,280 5,120

4/10,5/3,5/4,5/20-22,5/22,6/25 43,040 8,608 34,432

5/14 1,300 260 1,040

4/10,5/14,6/25 7,700 1,540 6,160

ﾊﾞｽｹｯﾄ 4/16,4/17,5/8,6/4,6/5 21,949 4,389 17,560

　 4/16 2,863 572 2,291

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 4/9,4/16-17,5/14,6/4-5 26,380 5,276 21,104

5/14,6/4-5 13,120 2,624 10,496

4/16-17 11,500 2,300 9,200

卓　　球 4/29,5/1,5/3,5/4,5/5,5/6-8,5/8 58,300 11,660 46,640

6/4,6/5,6/6,6/12,6/26  

出典：学生係資料 

 

 これらの支援体制には，事務職員および技術職員４５名も含まれており，教員と緊密な協力体

制を取りつつ，全校一体となって運営されている。 
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（１）学生課には以下の組織を置き，教育活動への支援を行っている。 

学生係，教務係および寮務係（資料１１－１－②－２） 

（２）「教育研究支援センター」の３技術室において，機械工作部門に４名（含む技術長），計測

制御部門に３名，ネットワーク部門に２名の技術職員を配置し，「実験」「実習」および

「研究」等を支援している。その内訳を以下に示す（資料２－２－③－11）。 

・授業に用いる設備・装置の維持管理と授業の補佐 

・授業時間内外における学生・教職員に対する技術的な支援 

・ロボコン，高専祭，創造演習等，学生の創造活動具現化の支援 

・「テクノ・リフレッシュ教育センター」資料はテクノセンターレポートに記述 

（３）学生相談室を設置し，４人の常勤教員の相談員に加えて，常勤の看護師および非常勤のカウ

ンセラーを配している（資料７－２－①－１）。 

（４）進路支援室を設置し，室長ほか，４名のキャリアアドバイザー（教員）および事務職員を配

置し，学級担任の進路指導の支援および学生に対する進路等（就職・進学の相談，情報の提

供等）の指導を行っている（資料７－２－④－１）。 

（５）学習・教育レビュー室を設置し，教員のほかに室員として事務職員を配置して支援している

（資料２－２－①－７）。 

 

資料２－２－③－11 教育研究支援センターの詳細 

教育研究支援センター組織図

センター長

技 術 長

第一技術室 第二技術室 第三技術室

機械工作制御部門 計測制御部門 ネットワーク部門

（実習工場） （電算機センター）

室 長 室 長 室 長

室 員 室 員 室 員

室 員 室 員
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（ 原 隆センター長 土木建築工学科教授）

（実習工場：技術専門員） 村上洋士技 術 長

（実習工場）【第一技術室】

室 長（技術専門職員） 西山芳明

室 員（技術専門職員） 中村金良

室 員（技術職員） 石川善丈

【 】第二技術室

室 長（情報電子工学科：技術専門職員） 山本孝子

室 員（土木建築工学科：技術専門職員） 福田 靖

室 員（情報電子工学科：技術職員） 寺西 信

（電算機センター）【第三技術室】

室 長（技術専門職員） 鳥居惠子

室 員（技術職員） 林 嘉雄

 

第一技術室 

 業  務  内  容 

工 作 実 習 

 内容立案 

 備品・材料の選定 

 計画集・安全手帳作成 

 ＭＥ１・ＭＥ２・ＣＡ４及び留学生の指導 

 レポート点検 

卒業研究及び教官研究等の支援 

 安全点検 

 切削工具等選定 

 各種機械操作指導 

 実験用装置および実験用試験片製作 

 実験用装置製作指導 

 実験用試験片製作指導 

創造製作 

 ＭＥ２・ＭＥ３の設計・製作指導 

 材料・使用工具選定 

 備え付け部品・工具の補充と管理 

 切削工具の修理・管理 

 精密部品製作 

定期自主点検 
シャー切断機・油圧プレス・クレーン等特殊機械 

 実習工場各機械保守点検 

安全資格 
ガス溶接，アーク溶接，玉掛け，危険物取扱，研削と

いし取扱，プレス機械取扱 

安 

全 

管 

理 
危険物等管理 

切削油・潤滑油・灯油 

 Ｃ２Ｈ２・Ｏ２・Ａｒ・ＣＯ２  等ボンベの保管 

ジュニア科学教室 教材製作・製作指導 

技術相談 地場企業からの技術相談 

テ 

ク 

ノ 
夢広場 支援および主催 

Ｎ Ｈ Ｋ 

設計製作指導 

適正部品選定 

精密部品の製作 

ロ 

ボ 

コ 

ン 学  内 

設計製作指導 

適正部品選定 

製作用工具管理 

研究発表及び研修等 

研究紀要論文発表 

高専教育論文発表 

電気学会研究発表 

技術研究会発表（国立研究機関，国立大学） 

中国地区国立高等専門学校技術職員一般研修 

西日本地区国立高等専門学校機構職員特別研修会 

  

出典：教育研究支援センター資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 機能している。 

教員が行う教育活動を支援するため，人的・物的・経済的な面からさなざまな方策が採られてお
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り，支援体制は十分に機能している。これらの体制の目的や組織規定は運営組織規則に定められて

いる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・時代に適合した複合学科を採用している。 

・準学士課程と専攻科課程が１：１に対応している。 

・教育課程全体を企画・調整する役割を総合企画室が主として担っている。 

・科目間調整会議が効果的に機能している。 

・全学的に英語の資格試験を導入した。 

・教育制度改善に係るさまざまな試みや，JABEE認定にともなう質的保証の積極的な取り組みが

なされている。 

（改善を要する点） 

 該当なし 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

準学士課程は，機械電気工学科，情報電子工学科，土木建築工学科の３つの複合学科で構成されて

おり，専攻科課程は準学士課程と１：１に対応する３つの専攻，機械制御工学専攻，情報電子工学専

攻，環境建設工学専攻で構成されている。本校の教育の目的は，「情報技術をベースに，それぞれ得

意とする複合技術を生かして，設計・開発を行う素養をもつ技術者」であり，学科／専攻の構成は，

教育の目的を達成するために適切なものとなっている。 

本校には，これらの教育を支援する全学的な施設として「情報処理センター」「教育研究支援セン

ター」および「テクノ・リフレッシュ教育センター」が設置されており，本校の教育の目的を達成す

る上でそれぞれが重要な役割を果たしている。 

教育課程全体を企画・調整する役割は総合企画室が主として担っており，将来計画委員会とＦＤ委

員会が役割を一部分担している。また，その運営の方向づけと最終決定は，運営委員会が担っている。

実際にどうするか審議するのが準学士課程は教務委員会，専攻科課程は専攻科委員会で，二つに共通

する話題は教務・専攻科合同委員会ならびに科目間調整会議で検討が行われる。さらに，それを有効

に展開するため，学内では学習・教育レビュー室が、学外関係者では顧問会議がそれにあたっている。 

教育活動を支援する体制としては，学級担任の学生指導の支援を学生相談室や進路支援室が担って

いる。また，各学年の学級担任のなかに代表をおくことにより，各学年担任の意見交換のできる場を

設けている。これらの事務的な裏づけとして，事務部学生課が大きな役割を果たしている。 
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基準３ 教員及び教育支援者  

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況） 

・  一般科目は主として，教養科目としての国語や英語の語学，数学，物理，化学，生物学などの

理科系科目や地理，歴史，政治経済学などの社会科学系科目によって構成され，それぞれの専門

分野を担当する専任教員１４名および非常勤教員２２名が，学習・教育目標に沿って，各分野に

適切に配置されている（資料３－１－①－１，２）。 

・  「世界に通用する実践力のある開発型技術者をめざす人材の育成」の教育目的を達成するため，

学生の国際感覚を養い，視野を広げるためにも選択科目の幅を広げ，２年生では，書道，工芸，

美術，音楽などの芸術分野が選択できるように，また４，５年生では，西洋史，心理学，言語学

概論，ドイツ語，中国語などの幅広い人文系や言語などの選択科目，専門科目の基礎をつかさど

る生物，物理，化学，環境科学，健康科学などの科目を配し（資料２－１－①－２），そのため

の教員が配置されている（資料３－１－①－１）。 

・  英語教育においては，平成１８年度から英語教員の１人が人事交流（資料３－１－②－３）に

よる出向で研修を積んでいる常勤の不足を補い，世界に通用する人材の育成として，国際感覚あ

る英会話教育のために，ネイティブスピーカー３名の非常勤教員による英会話教育等を実施して

いる。 

・  国語については，教育目的の達成のために実践力のある技術者としての素養を養い，コミュニ

ケーション能力を高めるために，４年生で日本語コミュニケーションの授業が行われている（資

料５－２－①－１）。 

・  常勤教員と非常勤教員の教育連携を図るため懇談会（シラバスの書き方，成績評価資料のまと

め方，学生による授業アンケートの方法等）を行っている（資料３－１－①－３）。 

・  実践力のある開発型技術者の育成のためには，基礎科目として数学や物理学の充実が重要であ

り，それらに関して，平成１５年に「科目間調整会議」（資料５－１－①－１，２）を設置し，

一般科目の教員と専門科目の教員が相互に乗り入れ，系統的な授業がなされる工夫をしている。

その一例として，数学および物理のカリキュラム系統図と講義内容を資料３－１－①－４に示す。 
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資料３－１－①－１ 一般科目担当教員配置 

（１）常勤教員 

一般科目
吉田   輝 西洋哲学 倫理、ドイツ語、世界思想史

柏倉 知秀 歴史 歴史、世界経済、西洋史
秋吉 康光 数学、数理物理学 数学ⅠＡ、数学ⅢＡ、ベクトル解析
原田 幸雄 数学 数学ⅡＡ、数学ⅢＢ、微分方程式、微分積分学
長廣 恭子 物理、数学 数学ⅠＢ、数学ⅢＢ、微分方程式

室長 大應
科学教育(物理)、教
育工学

力学、基礎物理Ⅰ、基礎物理Ⅱ

大橋 正夫 固体化学 化学Ⅰ、化学Ⅱ、物理化学

天内 和人 発生遺伝学 科学基礎、生物学、化学Ⅲ

国重   徹 英語 言語学概論、基礎英語Ｒ、英語特別演習

桂   哲男 英語 総合英語ⅡＲ、英語特別演習（１）、総合英語演習Ⅰ、総合英語演習Ⅱ

谷本 圭司 中国文学 国語総合Ⅱ、中国文学

一色 誠子 日本近代文学 国語総合Ⅰ、国語総合Ⅱ、日本語コミュニケーション

加田謙一郎 近世国文学
国語総合Ⅱ、人文・社会特講Ⅰ（日本文学）、人文・社会特講Ⅱ（日本
現代文学）

保健体育 齊藤 一彦
スポーツ教育学、国
際教育協力学

保健、体育

社会

数学

理科

英語

国語

 

 

（２）非常勤教員 

 平成 18年度非常勤講師 

番

号 
氏名 期間 学科等 本務 

1 田中数恵 通年 英語（公募） 私立大学教員 

2 中光義亮 通年 英語（公募） 私立大学教員 

3 北野弘子 通年 英語 なし 

4 ﾄﾆｰ･ﾙｰﾄﾞｳｯｸ 通年 英語 民間等 

5 ﾍﾟﾘｰ・ﾁｬｲﾝﾊﾞｰｽ 通年 英語 民間等 

6 ﾊﾞｰﾆｰ・ｵﾏﾆ 通年 英語 民間等 

7 谷國晶洋 通年 英語 なし 

8 山本博徳 通年 体育 元高校教員 

9 田中富美子 通年 体育 元高校教員 

10 和田實 通年 体育（公募） 元高専教員 

11 大竹義則 通年 地理 私立大学教員 

12 佐伯喜誠 通年 芸術（公募） なし 

13 山田哲生 通年 芸術 民間等 

14 藤川文子 通年 芸術 元中学教員 

15 古川昭夫 通年 芸術（公募） なし 

16 好村友江 通年 国語 元私立大学教員 

  好村友江 通年 日本語 元私立大学教員 

17 徳永彩理 通年 中国語 なし 

18 渡邉基 通年 歴史 元高校教員 

19 小川礼子 通年 政治・経済 なし 

20 光本容子 通年 心理学（公募） なし 

21 池川哲治 通年 健康科学（公募） 私立大学教員 

22 小田宮章夫 通年 環境科学 元高専教員  

出典：庶務課資料 
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資料３－１－①－２ 一般科目教員の専門分野一覧 

職名 氏名 研究テーマ 専門分野 校務 

教授 吉田  輝 
相互主観性の問題点 

超越論的領域における理性と現実 
西洋哲学  

教授 秋吉 康光 
超準測度論 

反強磁性体の２次元長周期構造モデル 

数学 

数理物理学 
1 年 2 組担任 

教授 室長 大應 
英国におけるゼネラルサイエンス運動に関する研究 

物理教育の組織化に関する研究 

科学教育(物

理) 

教育工学 

e ラーニング推進支援室

長 

情報処理センター参事 

1 年 1 組担任 

教授 原田 幸雄 
退化型の楕円および放物型偏微分方程式の解の正則性につ

いて 
数学 一般科目主任 

教授 

理学博士 
大橋 正夫 二次電池正極活性物質の合成と特性 固体化学 専攻科長 

教授 国重  徹 文法カテゴリーのメタファーによる拡大について 英語 
将来計画委員長 

学生相談室相談員 

助教授 桂  哲男 ユージーン・オニール研究・アメリカ演劇 英語 
テクノ・リフレッシュ教

育副センター長 

助教授 

学術博士 
天内 和人 生物の発生に関わるシグナル伝達系の機能解析 

発生情報遺伝

学 

発生工学 

図書館長 

寮務主事補  

助教授 谷本 圭司 中国宋代文学研究 中国文学 1 年 3 組担任 

助教授 一色 誠子 室生犀星作品研究 日本近代文学

進路支援室キャリアアド

バイザー 

図書館参事 

助教授 加田 謙一郎 近世から近代への移行期における小説作品研究 
近世・近代国

文学 
総合企画室主務 

助教授 齊藤 一彦 
アラブ諸国のスポーツ教育システムに関する研究 

開発途上国への教育協力方策に関する研究 

スポーツ教育

学 

国際教育協力

学 

学生主事補 

e ラーニング推進支援室

インストラクター 

講師 長廣 恭子 
開水路流れの可視化法を用いた流況解析 

物理教育における数学的概念の導入 
物理，数学 教務主事補 

講師 柏倉 知秀 西洋中世史 歴史 

専攻科教養・専門基礎科

目担当幹事 

学習・教育レビュー室エ

グザミナー 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/introduction/staff.html 
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資料３－１－①－３ 常勤教員と非常勤教員の懇談会資料 

 

平成１６年５月１８日 

 

非常勤講師 各位 

徳山工業高等専門学校長  天 野  徹 

【公印省略】 

非常勤講師との懇談会への参加について（依頼） 

 

 謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は，本校の学修教育に関しまして熱心なご指導を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて，本校ではＪＡＢＥＥ認定校として恥ずかしくない教育水準を維持し続けていくため教育改革及び教授方法

等の改善を行っておりますが，この度，非常勤講師の先生方との懇談会を下記のとおり開催することとなりまし

た。 

 この会では，学校の現状報告及び授業等に対するご意見をお伺いし，教育方法の改善を図ることを目的に開催い

たします。 

 ついては，ご多忙のところとは存じますが是非ともご出席くださいますようお願いいたします。 

 なお，旅費等の支払い準備のため，ご出欠について５月２４日(月)までに電話・ＦＡＸ又は返信用封筒でご回答

願います。 

敬具 

記 

日 時：平成１６年５月２６日(水) １６：１０～１８：００ 

        場 所：本校 管理棟２階会議室 

        参加者：非常勤講師および本校教員 

           本件の連絡先   学生課教務係 

           電話      ０８３４－２９－６２３２ 

           ファックス   ０８３４－２９－６１６１ 

        メールアドレス kyoumu@tokuyama.ac.jp 

 

 

平成１６年５月１８日 

     非常勤講師 各位 

徳山工業高等専門学校 

教務主事 森 野 数 博 

【公印省略】 

 

アンケート調査実施のご協力ついて（お願い） 

 

 非常勤講師の先生方には日頃より本校教育指導にご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて，本校では授業中における修学態度が目に余る学生も見受けられるとの指摘が従来から寄せられており，教

育方法改善の一環として別添のアンケート調査の実施を計画しました。 

 ついては，非常勤講師の先生方には外部識者からみた本校の学生に対するご意見及び本校に対する忌憚のないご

意見を別紙のアンケートによりお聞かせ願いたいと存じます。 

 なお，アンケート用紙は同封の返信用封筒にて５月２４日（月）までに学生課教務係へ送付願います。 

また，別途ご案内しました懇談会へご出席の際は，旅費等の支払いのため印鑑をご持参願います。 

 

出典：教務係資料 
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資料３－１－①－４ 数学及び物理のカリキュラム系統図と講義内容 

 

徳山高専数学系統図と講義内容（平成１８年度）

数学のバックボーン

必修科目
選択科目

各学科ごとの数学（数学のリブ）
ME

関数論
[１単位]

ME・IE
ﾍﾞｸﾄﾙ解析
[１単位]

必修科目
選択科目
選択必修科目

数学ⅠＡ
通年3単位

数学ⅠＢ
通年3単位

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 専攻
１年

専攻
２年

数学ⅡＡ
通年3単位

数学ⅡＢ
通年3単位

数学ⅢＡ
通年2単位

数学ⅢＢ
通年2単位

確率・統計
後期１単位
MEは４年，IE

は３年で実
施

離散数学
前期2単位

Engineering
Mathematics
前期2単位

微分積分学
前期１単位

微分方程式
後期１単位

ベクトル解析
ME・IE前期１単位

応用統計学
後期2単位

工学解析
後期2単位

講義内容 （抜粋、詳細はシラバス参照）

基礎数学
（大日本図書）

教科書

数学ⅠＡ

1.関数の極限
2.導関数の公式
3.三角関数の導関数
4.対数関数の導関数
5.平均値の定理
6.関数の最大・最小
7.接戦と法線
8.曲線の凹凸
9.定積分と不定積分

微分積分Ⅰ・Ⅱ
（大日本図書）

1.置換積分・部分積分
2.分数・無理関数の積分

3.三角関数の積分
4.面積・立体の体積
5.曲線の長さ
6.広義積分
7.多項式による近似
8.級数
9.テイラー展開

微分積分Ⅱ
（大日本図書）

微分積分学

1.偏導関数
2.高次偏導関数・全微分

3.２変数関数の極値
4.陰関数の極値
5.２重積分
6.極座標による２重積分

7.２重積分の変数変換
8.２重積分の広義積分
9.２重積分の応用

微分方程式

基礎数学･線形代数

（大日本図書）

1.三角関数の加法定理
2.円･楕円の方程式
3.不等式と領域
4.順列･組合せ
5.等差数列､等比数列
6.漸化式と数学的帰納法

7.平面ﾍﾞｸﾄﾙ
8.空間ﾍﾞｸﾄﾙ
9.直線･平面･球の方程式

線形代数
（大日本図書)

1.行列とその演算
2.転置行列、逆行列
3.掃き出し法
4.行列式の性質と展開
5.クラーメルの公式
6.線形変換
7.固有値、固有ベクトル
9.対称行列の対角化

ベクトル解析

1.空間のベクトル
2.ベクトル関数
3.曲線
4.曲面
5.スカラー場とベクトル場
6.発散と回転
7.グリーンの定理
8.面積分
9.ガウスの発散定理
10.ストークスの定理

学科別：
シラバス参照

確率・統計

1.順列・組合わせ
2.確率・条件付き確率
3.確率変数･平均･分散
4.２項分布･分布

5.連続型確率変数
6.正規分布
7.資料の整理
8.母集団と標本
9.母平均の区間推定

数学ⅡＡ 数学ⅢＡ

数学ⅠＢ 数学ⅡＢ 数学ⅢＢ

1.微分方程式の意味
2.変数分離形
3.同次形
4.１階線形微分方程式
5.完全微分方程式
6.１階微分方程式の応用

7.２階線形微分方程式

8.定数係数２階微分〃

9.線形でない２階微分〃

担 当 秋吉康光

微分積分Ⅰ
（大日本図書）

教科書

担 当 原田幸雄

教科書 教科書

担 当 藤田･秋吉･日南住

基礎数学
(大日本図書)

教科書

担 当 長廣恭子

教科書 教科書

担 当 日南住 博 担 当 原田･義永･長廣

担 当 飛車･原田･橋本

微分積分Ⅱ
(大日本図書)教科書

担 当 原田・長廣･重松

応用数学
(大日本図書)教科書

担 当 秋吉康光

Engineering  Mathematics

1.Fundamental concepts
2.Ordinary differential equations
3.Applications of differential equations

4.Linear differential equations
5.Applications
6.Multiple,line and surface integrals

and integral theorems
7.Matrices

Advanced Mathematics for Engi-
neering and Scientists (McGraw-Hill)教科書

担 当 飛車来人

1.関数とグラフ
2.行列とその応用
3.多項式とその応用
4.FFTとその応用
5.常微分方程式の解法
6.偏微分方程式とその

応用
7.ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝと制御入門

工学解析

Octaveを用いた

数値計算入門
教科書

担 当 原 隆

1.度数分布
2.相関係数と回帰直線
3.確率分布
4.正規分布
5.Χ2分布､ｔ分布など
6.標本分布
7.区間推定
8.仮説検定
9.母相関係数の推定

応用統計学

新統計入門
(裳華房）

教科書

飛車来人

教科書

担 当 飛車･池田･日南住

担 当

1.２次関数のｸﾞﾗﾌ
2.分数関数､無理関数
3.分数不等式､無理不等式

4.逆関数
5.指数関数､対数関数
6.三角比
7.三角関数のｸﾞﾗﾌ
8.加法定理
9.三角方程式､不等式

1.整式
2.因数分解
3.分数式、比例式
4.実数、複素数
5.２次方程式の解
6.分数方程式･無理方程式

7.等式の証明
8.２次不等式
9.不等式の証明

1.基本的証明法
2.整数の基本的性質
3.合同式
4.整数の暗号への応用
5.有限体と拡大体
6.符号
7.有限体の誤り訂正符

号への応用

離散数学

情報数学の基礎
（サイエンス社）

教科書

担 当 義永常宏  
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４年

専攻科

１年

必修科目
選択科目

物理のステップ

＊電磁気学はＭＥ
とＩＥは２単位

基礎物理Ⅰ
（２単位）

基礎物理Ⅱ
（２単位）

力学 電磁気学
（１単位） （１単位）

物理科学
（２単位）

２年

３年

４年

専攻科

１年

必修科目
選択科目

物理のステップ

＊電磁気学はＭＥ
とＩＥは２単位

基礎物理Ⅰ
（２単位）

基礎物理Ⅱ
（２単位）

力学 電磁気学
（１単位） （１単位）

物理科学
（２単位）

２年

３年

徳山高専
物理系統図と講義内容

（平成１８年度）

講義内容 （抜粋、詳細はシラバス参照）

新物理学（学術図書）教科書

基礎物理Ⅰ

1.速度・加速度
2.自由落下運動
3.放物運動
4.力の合成・分解
5.運動の法則
6.剛体にはたらく力
7.運動量保存の法則
8.仕事
9.運動エネルギー

10.位置ｴﾈﾙｷﾞｰ
11.ｴﾈﾙｷﾞｰ保存の法則
12.ﾎﾞｲﾙ･ｼｬﾙﾙの法則
13.熱と仕事
14.波の伝わり方
15.重ね合わせの原理
16.波の反射･屈折･回折
17.音と音波
18.光と光波

新物理学（学術図書）

基礎物理Ⅱ

1.電場と導体
2.電位
3.コンデンサー
4.オームの法則
5.直流回路
6.ジュールの法則
7.電磁誘導
8.交流
9.相互誘導･自己誘導

10.交流回路
11.電気振動
12.真空放電と陰極線
13.光電効果
14.Ｘ線とその粒子性
15.原子の構造
16.水素原子のｴﾈﾙｷﾞｰ準位

17.放射線とその性質
18.核反応と核ｴﾈﾙｷﾞｰ

教科書

担 当 室 長 大 應 担 当 室長大應・石田浩一

力学とは何か（裳華房）

力学

1.ﾆｭｰﾄﾝの運動の法則
2.運動の表し方（座標系）

3.運動方程式
4.いろいろな運動
5.運動量・角運動量
6.仕事とエネルギー
7.剛体と回転運動
8.連続体の力学
9.運動法則の一般化

教科書

担 当 石田･室長

基礎電磁気学(電気学会)

電磁気学

1.ガウスの定理
2.電界と電位
3.静電容量
4.誘電体
5.電流と抵抗
6.ビオ・サバールの法則
7.電磁誘導
8.インダクタンス
9.マクスウェルの方程式

教科書 基礎電磁気学(電気学会)

電磁気学

1.ガウスの定理
2.電界と電位
3.静電容量
4.誘電体
5.電流と抵抗
6.ビオ・サバールの法則
7.電磁誘導
8.インダクタンス
9.マクスウェルの方程式

教科書

担 当 逆瀬川･重安･武平

現代物理学（裳華房）

物理科学

1.現代物理学の業績
2.科学･技術･社会(STS)
3.特殊相対性理論(1)
4.特殊相対性理論(2)
5.原子核と素粒子
6.一般相対性理論
7.量子力学(1)
8.量子力学(2)

教科書

担 当 室長大應  

出典：本校シラバス 

 

（分析結果とその根拠理由） 

・教育目的に沿って，担当する授業科目を研究テーマとする常勤教員と経験豊かな非常勤教員が適切

に配置されている。 

・常勤と非常勤教員との連絡会や科目間の連絡調整会議により教育連携が図られている。 

・改善点として，教育目的からすれば国際的に通用する英語教育のいっそうの充実が望まれ，英語教

育専門のネイティブスピーカーの常勤教員としての採用が望まれる。 

 以上のことから，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている。 
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

・  本校は「情報技術をベースに，それぞれ得意とする複合技術を生かして，設計・開発を行う素

養をもつ技術者」を養成する複合学科を有するため，専門学科の定員が，通常の他高専における

単独学科の５割増である17名となっており，３学科で専任教員42名（他に助手９名），非常勤教

員12名（平成１８年度前期）が配置され，充実している（資料３－１－②－１，２）。それぞれ

の学科においては，学科を構成する各分野に教員が適切に配置されている。 

・  目的のうち，「実践力のある開発型技術者の育成」に対しては，各専門科目に該当する専任教

員が授業を担当しており，博士42名のほか，技術士３名，一級建築士３名，APECエンジニア１名

などの技術者資格を有するか，民間企業で技術開発に従事していた経歴をもつ常勤教員が１４名，

在籍している（資料３－１－④－２）。 

・  非常勤教員については，実務や開発に詳しいテクノ・アカデミア会員，技術士，一級建築士な

どの資格をもつ非常勤教員２５名（平成１７年度）が専門授業科目を担当しており，常勤との連

携により専門教育が行われている。 

・  全国に先駆け，平成１６年度から１７年度にかけて，専門科目担当教員の教員人事交流を呉高

専と実施した。 

・  平成１８年度からは高専機構の人事交流が開始され，今年度は一般科目英語１人の出向に対し

て，一般科目国語，情報電子工学科，機械電気工学科に他高専から３人の教員を迎えた。なお，

長岡技術科学大学にも機械電気工学科から１人出向している（資料３－１－②－３）。 
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資料３－１－②－１ 専門科目担当教員配置 

 



徳山工業高等専門学校 基準３ 

- 65 - 

 



徳山工業高等専門学校 基準３ 

- 66 - 

 

出典：庶務課資料 
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資料３－１－②－２ 専門分野との適合性を示す専任教員・非常勤教員別配置状況一覧表 

機械電気工学科 

職名 氏名 研究テーマ 専門分野 校務 

教授 

博士(工学) 
門脇 重道 

地球環境と共存しうる技術システムの検討 

3 次元 CAD/CAM ｼｽﾃﾑによる製図･実習教育の検討 

環境技術論 

ＣＡＤ教育 
ME5 担任 

教授 

工学博士 
藤満 達朗 

金属材料の疲労強度特性 

微小疲労き裂の発生と成長挙動 
機械材料 図書館参事 

教授 

博士(工学) 
森野 数博 

低サイクル疲労に関する研究 

プラズマによる表面改質材の開発研究 
材料力学 教務主事 

教授 

博士(工学) 
伊藤  尚 

セラミックス材の急速凝固処理による材質改善 

自然エネルギーを利用したものづくり教育 
材料工学 

自己評価委員長 

テクノ・リフレッシュ教育セ

ンター参事 

教授 

工学博士 
藤田 重隆 

三次元自由噴流のパッシブコントロール 

有限長十字形ノズルから流出する三次元自由噴流 

流体工学 

流体機械 
学科主任 

助教授 

博士(工学) 
櫻本 逸男 

人工関節の機械高度化に関する研究 

軟組織用試験機の開発 

機械力学 

電子制御 

学生相談室長 

学習・教育レビュー室エグ

ザミナー 

助教授 

博士(工学) 
兼重 明宏 

搬送システムのモーションコントロールに関する設計と応用 

離散事象システムの設計と解析 

システム制御

工学 

ME4 担任 

ロボコン実行委員長 

総合企画室主務 

助教授 

理学博士 
飛車 来人 

弾性体と流体の数値的なシミュレーション 

等角写像とリーマンの関数論 
理論物理 情報処理センター参事 

助教授 

博士(工学) 
小田 和広 

表面き裂の同定に関する研究 

体積力法による応力解析 
材料力学  

助教授 

博士(工学) 
池田 光優 ＬＰＧ混入ディーゼルエンジンの燃料特製 熱工学 

2 年 1 組担任 

e ラーニング推進支援室イ

ンストラクター 

助教授 

博士(工学) 
張間 貴史 複数円形噴流の流れ場の制御 流体工学 寮務主事補 

講師 森   徹 データベース技術について，画像処理解析 
データベース 

信号処理 

テクノ・リフレッシュ教育セ

ンター参事 

進路支援室キャリアアドバ

イザー 

講師 石田 浩一 
ＳＴＭを用いた超微細加工に関する研究 

計算機ホログラムの光学情報処理への応用 
応用物理 教務主事補 

助手 藤本  浩 画像処理に関する研究 電子制御 ロボコン実行副委員長 

助手 

博士(工学) 
森崎 哲也 損傷検知技術とヘルスモニタリングシステムの開発 メカトロニクス 

学生主事補 

ME1 副担任 

助手 

博士(工学) 
逆瀬川栄一 誘導電動機の速度センサレスベクトル制御 電気機器 

機械制御工学専攻幹事 

情報処理センター参事 

ME2 副担任 

  

 

情報電子工学科 
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職名 氏名 研究テーマ 専門分野 校務 

教授 

博士 

(情報工学) 

神田 徳夫 論理回路の最適設計に関する研究 計算機工学 
2 年 2 組担任 

IE2 副担任 

教授 

工学博士 
重安 邦之 マイクロコンピュータを応用した機器の開発 計測制御 

テクノ・リフレッシュ教育センタ

ー参事 

教授 

博士(工学) 
江口 賢和 データベースシステムに関する研究 情報工学 学科主任 

教授 

工学博士 
池田 信彦 ニューラルネットワーク理論 情報工学 寮務主事 

教授 

博士(工学) 
百田 正広 動画像処理による粒子像解析に関する研究 画像工学 総合企画室長 

教授 

博士(工学) 
山田 健仁 

画像処理による認識の研究 

サーボ系に関する研究 
制御工学 学習・教育レビュー室長 

助教授 守川 和夫 教育用マイクロプロセッサに関する研究 計算機工学 

教務主事補 

進路支援室キャリアアドバイ

ザー 

助教授 小林 明伸 楽器演奏時における楽譜情報処理に関する研究 情報工学 

IE3 担任 

留学生担当 

IE1 副担任 

助教授 

博士(工学) 
義永 常宏 オートマトン理論 情報工学 

情報処理センター長 

テクノ・リフレッシュ教育センタ

ー参事 

助教授 

博士(工学) 
奥本  幸 パターン認識 情報工学 IE5 担任 

助教授 

博士(工学) 
原田 徳彦 FD-TD 法による電磁界解析 応用物理 

情報電子工学専攻幹事 

学生相談室相談員 

助教授 

博士(経済学） 
松野 成悟 企業間連係における情報共有のモデル分析とその応用 

経営学 

経営情報論 

図書館長補 

学習・教育レビュー室エグザ

ミナー 

講師 杉村 敦彦 画像処理（２次元巡回型フィルタ） 
デジタル信号

処理 
IE4 担任 

講師 重村 哲至 計算機アーキテクチャ 計算機工学 総合企画室主務 

助手 

博士(学術) 
原田 耕治 

Idiotype ネットワーク仮説の検証及び，免疫機能メカニズムの

解明 

リカレントニューラルネットワークにおける学習ダイナミクス解

析 

マルチエージェントシステムにおける協調学習理論と大域特

性解析 

生体情報 

システム学 
 

助手 力  規晃 
モデル生成型定理証明に基づく分散知識処理システムの研

究 
情報工学 

学生主事補 

情報処理センター副センター

長 

e ラーニング推進支援室イン

ストラクター 

助手 

博士(工学) 
新田 貴之 教育支援システムに関する研究 計算機工学 

寮務主事補 

情報処理センター副センター

長 

e ラーニング推進支援室 

インストラクター 
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土木建築工学科 

職名 氏名 研究テーマ 専門分野 校務 

教授 木村 武馬 
地域生産材による木造建築の振興方策 

伝統的居住および集落の保存・再生計画 
建築計画 

CA3 担任 

留学生担当 

教授 

工学博士 
藤原 東雄 

粘土の繰返し圧密特性 

粘性土の応力・変形・せん断強度特性 
地盤工学 CA5 担任 

教授 日南住 博 Phase Transitions in Dielectrics 固体物理 

学習・教育レビュー室エグ

ザミナー 

学生相談室相談員 

教授 

工学博士 
重松 恒美 

構造物の動的安定解析 

構造物の静的耐荷力 

土木建築構造

工学 
2 年 3 組担任 

教授 

工学博士 
大成 博文 

壁乱流の秩序構造とその制御 

閉鎖水域における水質浄化 

水理学 

流体力学 

テクノ・リフレッシュ教育セ

ンター参事 

CA2 副担任 

教授 

工学博士 
工藤 洋三 

岩石の力学的異方性と岩石内構造の関連 

岩石試験におけるばらつきに関する研究 

岩石力学 

土木材料学 

学科主任 

サテライト運営委員長 

教授 

博士(工学) 
原   隆 

構造物の動的耐荷力解析 

鉄筋コンクリート構造の有限要素解析 

構造力学 

計算力学 

テクノ・リフレッシュ教育セ

ンター長 

教授 

博士(工学) 
上  俊二 

擬似過圧密粘土の力学的性質に関する研究 

繰返し荷重を受ける粘土の力学的性質に関する研究 
土質工学 学生主事 

教授 

博士(工学) 
佐賀 孝徳 

乱流境界層の組織構造に関する研究 

乱流に形成される二次流れに関する研究 
水工学 CA4 担任 

教授 

博士(工学) 
橋本 堅一 圧縮荷重下のき裂の進展挙動，応力集中と部材の破壊 応用力学 

環境建設工学専攻幹事 

e ラーニング推進支援室イ

ンストラクター 

助教授 

博士(工学) 
古田 健一 

公的賃貸住宅利用システムに関する研究 

大都市圏における持家需要特性に関する研究 
建築計画 教務主事補 

助教授 

博士(工学) 
田村 隆弘 

軸力と曲げを受ける鉄筋コンクリート部材のせん断耐力 

ひび割れを有する鉄筋コンクリート部材のせん断耐力 

鉄筋コンクリー

ト構造工学 
進路支援室長 

助教授 

博士(工学) 
熊野  稔 

中心市街地の再整備計画に関する研究 

都市計画におけるポケットパーク，景観および都市緑化に関

する研究 

都市計画 

環境デザイン 
図書館参事 

助教授 

博士(工学) 
渡辺 勝利 

縦桟粗度を有する開水路流れの乱流構造に関する研究 

開水路乱流に形成された大規模組織構造に関する研究 

水理学 

流体力学 

テクノ・リフレッシュ教育副

センター長 

助教授 

博士(学術) 
佐々木伸子 

高齢期のグループリビングに関する研究 

まちづくりにおける女性の視点に関する研究 

建築計画 

住宅問題 

総合企画室主務 

進路支援室キャリアアドバ

イザー 

助手 桑嶋 啓治 
破砕性の卓越した土の力学特性 

破砕性の卓越した地盤における杭の支持力 
土質力学 

寮務主事補 

情報処理センター参事 

CA1 副担任 

助手 

博士(工学) 

太田(中川) 明

子 

古代ギリシア建築の施工技術に関する研究，歴史的建造物

の保存修復活用に関する研究 

西洋建築史 

歴史的建造物

の保存活用 

 

助手 

博士(工学) 
島袋  淳 

コンクリート及び鉄筋コンクリートの破壊メカニズムに関する

研究 
土木材料学 学生主事 

  

出典：本校ウェブサイト 
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非常勤教員一覧 

 

平成 18年度非常勤講師 

番

号 
氏名 期間 学科等 本務 

1 田中数恵 通年 英語（公募） 私立大学教員 

2 中光義亮 通年 英語（公募） 私立大学教員 

3 北野弘子 通年 英語 なし 

4 ﾄﾆｰ･ﾙｰﾄﾞｳｯｸ 通年 英語 民間等 

5 ﾍﾟﾘｰ・ﾁｬｲﾝﾊﾞｰｽ 通年 英語 民間等 

6 ﾊﾞｰﾆｰ・ｵﾏﾆ 通年 英語 民間等 

7 谷國晶洋 通年 英語 なし 

8 山本博徳 通年 体育 元高校教員 

9 田中富美子 通年 体育 元高校教員 

10 和田實 通年 体育（公募） 元高専教員 

11 大竹義則 通年 地理 私立大学教員 

12 佐伯喜誠 通年 芸術（公募） なし 

13 山田哲生 通年 芸術 民間等 

14 藤川文子 通年 芸術 元中学教員 

15 古川昭夫 通年 芸術（公募） なし 

16 好村友江 通年 国語 元私立大学教員 

  好村友江 通年 日本語 元私立大学教員 

17 徳永彩理 通年 中国語 なし 

18 渡邉基 通年 歴史 元高校教員 

19 小川礼子 通年 政治・経済 なし 

20 光本容子 通年 心理学（公募） なし 

21 池川哲治 通年 健康科学（公募） 私立大学教員 

22 小田宮章夫 通年 環境科学 元高専教員 

23 武平信夫 通年 電子回路・計測工学・電磁気学 元高専教員 

24 河村次男 前期 弾塑性論（公募） なし 

25 坂本修 通年 建設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 民間等 

26 福山和子 通年 日本語 元高校教員 

27 琴山素行 通年 日本語 民間等 

28 田口琢也 前期 火薬学 民間等 

29 右田正和 前期 産業論 民間等 

30 野田泰典 前期 建築施工法 民間等 

31 岩崎豪人 前期 技術者倫理 なし 

32 小野英輔 前期 産業論 民間等 

33 平原克己 前期 産業論 民間等 

34 池高聖 前期 産業論 民間等 

35 丹羽啓一 前期 経営工学 私立大学教員 

36 高橋宏二 前期 特別講義 民間等 

37 近文彦 通年 カウンセラー 民間等 

38 星山春香 通年 カウンセラー なし 
 

出典：人事係資料 
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資料３－１－②－３ 他高専との人事交流の実績資料 

 
高専間教員交流制度実施要項 

平成１７年４月１８日 

一部改正 平成１７年６月２０日 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長裁定 

 

１．趣旨 

  各国立高等専門学校の教員を，教員交流派遣者（以下「派遣者」という。）として他校へ一定期間派遣し，他校

において教育研究活動に従事させることにより，教員の力量を高め，各学校における教育及び研究の向上を図

り，もって国立高等専門学校全体の活性化及び人事の流動性の確保に資するため，高専間教員交流制度を設け

る。 

２．派遣方法等 

（１）派遣は，他校への配置換により行うものとする。 

（２）派遣期間は原則１年以上とし，派遣の開始時期は４月とする。 
３．派遣者の推薦 

（１）各学校の校長は，原則毎年１名づつ，派遣の前年の８月３１日までに派遣者を理事長へ推薦するものとする。 

（２）派遣者は，原則５０才未満で，かつ高専教員として５年以上の経験を有する者とし，専門分野は問わない。 

 

（中略） 

 

９．日程 
   ５月３１日  各学校から機構へ大型委託研究等調書を提出 
   ６月２０日    機構から各学校へ全学校の大型委託研究等調書を送付 
     ８月３１日  各学校から機構へ派遣者推薦調書を提出 
   ９月２０日  機構から各学校へ派遣者名簿を送付 
  １０月１０日  各学校から機構へ受入れ希望調書を提出 
  １０月３１日  機構において派遣者の受入れ校を決定 
      ３月 中旬  意見交換会を開催 
   ４月     派遣開始   
     派遣終了後    受入れ校から機構及び派遣校へ実施報告書を提出 
 
 
（受入校への通知） 

 

１７高機総第 ２６６ 号 

平成１７年１０月３１日 

徳山工業高等専門学校長 殿 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

理事長 河 野 伊 一 郎 

（公 印 省 略） 

平成１８年度高専間教員交流制度による受入れ者の決定について 

標記のことにつきまして，高専間教員交流制度実施要項（平成１７年４月１８日 理事長裁定）４．（３）に基づ

き，貴校の受入れ者を下記のとおり決定しましたので，お知らせします。受入れに伴い，必要となる措置について

は，追って，連絡します。 

記 

学校  受入れ者 受入れ期間 

鶴岡工業高等専門学校  加田 謙一郎 平成１８年４月１日 ～ 平成１９年３月３１日 

和歌山工業高等専門学校  森 徹 平成１８年４月１日 ～ 平成１９年３月３１日 

宇部工業高等専門学校  松野成悟 平成１８年４月１日 ～ 平成１９年３月３１日 

 

【担当】機構事務局総務課人事第一係 

電 話：０４３（３５１）５０５５ 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 

１７高機総第 ２６４ 号 

平成１７年１０月３１日 
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徳山工業高等専門学校長 殿 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

理事長 河 野 伊 一 郎 

（公 印 省 略） 

平成１８年度高専間教員交流制度による推薦者の派遣決定について 

標記のことにつきまして，高専間教員交流制度実施要項（平成１７年４月１８日 理事長裁定）４．（３）に基づ

き，貴校からの推薦者については，下記のとおり派遣が決定しましたので，お知らせします。派遣に伴い，必要と

なる措置については，追って，連絡します。 

記 

派遣先派遣者     派遣期間 

明石工業高等専門学校  長戸 喜隆 平成１８年４月１日 ～ 平成２０年３月３１日 

 

【担当】機構事務局総務課人事第一係 

電 話：０４３（３５１）５０５５ 

 

出典：人事係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

・  高等専門学校設置基準に定められた相当数の専任の専門科目担当教員が適切に配置されている。 

・  教育目的に沿って実践的な開発型技術者の育成のために，博士はもとより，技術士，一級建築

士などの技術者資格を有する者や民間企業で実務や技術開発に従事していた者などの教員が適切

に配置されている。 

・  常勤および非常勤教員の連絡会や人事交流などが適切に行われ，機能している。 

以上のことから，専門科目担当教員が適切に配置されている。 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

・  教員の専門研究分野と専攻科授業科目とは合致しており，必要な専攻科の授業科目が適切に配

置されている（資料３－１－③－１，２）。 

・  教育目的に沿って教育課程を遂行するため，専攻科授業を担当する教員と特別研究を担当する

教員の研究業績の基準を設けており（資料３－１－③－３），基準をクリアした教員が４２名配

置されている。 

・  非常勤教員においては民間の実務者・技術者を中心に２０名が配置されている（資料３－１－

③－１）。 

・  教員の専門学会での学術講演数は過去５年間の平均で１年あたり 60 件，同様に学術論文数は

42 編（和文論文：20 編，英文論文：22 編）あり，インパクトファクターのある論文数も過去３

年間で上昇傾向にある（資料Ａ－1－②－１，２)など，教員は，専門性能力の研鑽および研究能

力水準の維持向上に努めている。 

・  「世界に通用する人材の育成をめざす」教育目的のためにも，平成１７年度に機械電気工学科

／機械制御工学専攻助教授として，ドイツ人教員を採用した（資料３－１－③－４）。専攻科に

おける応用数学授業を英語で行い，国際感覚の環境づくりに寄与している。 
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資料３－１－③－１ 専攻科専任教員・非常勤教員別配置状況一覧 

所属 官職 氏名 授業科目 科目 

専任教員 

一般科目 助教授 一色誠子 教養科目 日本語表現法 

一般科目 教授 国重 徹 教養科目 科学英語表現法 

     教養科目 総合英語 

     教養科目 英会話 

一般科目 講師 柏倉知秀 教養科目 国際比較文化論 

一般科目 教授 大橋正夫 専門基礎科目 一般化学 

     情報電子工学専攻専門科目 電子材料工学 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合演習 

一般科目 教授 室長大應 専門基礎科目 物理科学 

一般科目 助教授 天内和人 専門基礎科目 生命科学 

  
機械電気工学科 教授 門脇重道 

機械制御・環境建設・工学専攻

専門科目 
環境設計論 

機械電気工学科 教授 藤満達朗 機械制御工学専攻専門科目 機械制御工学総合実験 

     機械制御工学専攻専門科目 特別研究 

機械電気工学科 教授 森野数博 教養科目 産業論 

     機械制御工学専攻専門科目 材料設計工学 

     機械制御工学専攻専門科目 機械制御工学総合演習 

     機械制御工学専攻専門科目 特別研究 

     機械制御工学専攻専門科目 機械制御工学専攻英語講読 

機械電気工学科 教授 伊藤 尚 機械制御工学専攻専門科目 自動加工学 

     機械制御工学専攻専門科目 コンピュータ総合演習 

     機械制御工学専攻専門科目 機械制御工学総合演習 

機械電気工学科 教授 藤田重隆 機械制御工学専攻専門科目 流体制御工学 

     機械制御工学専攻専門科目 機械制御工学総合実験 

     機械制御工学専攻専門科目 特別研究 

機械電気工学科 助教授 櫻本逸男 機械制御工学専攻専門科目 生体機械力学 

     機械制御工学専攻専門科目 機械制御工学総合実験 

     機械制御工学専攻専門科目 特別研究 

機械電気工学科 助教授 兼重明宏 機械制御工学専攻専門科目 システム制御工学 

     機械制御工学専攻専門科目 システム設計工学 

     機械制御工学専攻専門科目 機械制御工学総合実験 

     機械制御工学専攻専門科目 機械制御専攻英語講読 

機械電気工学科 助教授 飛車来人 専門基礎科目 応用統計学 

     専門基礎科目 Engineering Mathematics 

機械電気工学科 助教授 小田和広 機械制御工学専攻専門科目 弾性力学 

     機械制御工学専攻専門科目 CAE 

     機械制御工学専攻専門科目 特別研究 

機械電気工学科 助教授 池田光優 機械制御工学専攻専門科目 燃流体工学 

     機械制御工学専攻専門科目 機械制御専攻英語講読 

     機械制御工学専攻専門科目 特別研究 

機械電気工学科 講師 石田浩一 機械制御工学専攻専門科目 応用計測工学 

機械電気工学科 助手 逆瀬川栄一 機械制御工学専攻専門科目 インターンシップ 
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情報電子工学科 教授 神田徳夫 情報電子工学専攻専門科目 論理設計 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合演習 

情報電子工学科 教授 重安邦之 
機械制御・情報電子・工学専攻

専門科目 
ロボット制御工学 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合実験 

情報電子工学科 教授 江口賢和 情報電子工学専攻専門科目 知識データベース 

     情報電子工学専攻専門科目 自然言語処理 

     情報電子工学専攻専門科目 特別研究 

情報電子工学科 教授 池田信彦 情報電子工学専攻専門科目 生体情報工学 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合実験 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子専攻英語講読 

     情報電子工学専攻専門科目 特別研究 

情報電子工学科 教授 百田正広 情報電子工学専攻専門科目 画像処理応用 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合実験 

情報電子工学科 教授 山田健仁 情報電子工学専攻専門科目 ディジタル制御 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合演習 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子専攻英語講読 

     情報電子工学専攻専門科目 特別研究 

情報電子工学科 助教授 守川和夫 情報電子工学専攻専門科目 コンピュータ構成学 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合実験 

情報電子工学科 助教授 義永常宏 専門基礎科目 離散数学 

     情報電子工学専攻専門科目 オートマトンと計算論 

情報電子工学科 助教授 奥本 幸 情報電子工学専攻専門科目 認識工学 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合演習 

     情報電子工学専攻専門科目 特別研究 

情報電子工学科 助教授 原田徳彦 情報電子工学専攻専門科目 通信ネットワーク工学 

     情報電子工学専攻専門科目 光情報処理 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子専攻英語講読 

     情報電子工学専攻専門科目 特別研究 

     情報電子工学専攻専門科目 インターンシップ 

情報電子工学科 講師 杉村敦彦 情報電子工学専攻専門科目 システム計測工学 

     情報電子工学専攻専門科目 情報電子工学総合演習 

情報電子工学科 講師 重村哲至 情報電子工学専攻専門科目 コンピュータネットワークプロトコル 
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土木建築工学科 教授 藤原東雄 環境建設工学専攻専門科目 耐震基礎構造学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

土木建築工学科 教授 重松恒美 環境建設工学専攻専門科目 振動工学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設工学総合演習 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科   橋本堅一 環境建設工学専攻専門科目 連続体力学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 教授 大成博文 環境建設工学専攻専門科目 環境システム工学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 教授 工藤洋三 環境建設工学専攻専門科目 建設プログラミング 

     環境建設工学専攻専門科目 リモートセンシング工学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設工学総合実験 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 教授 原 隆 専門基礎科目 工学解析 

     環境建設工学専攻専門科目 応用力学 

     環境建設工学専攻専門科目 計算工学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 教授 上 俊二 環境建設工学専攻専門科目 土質力学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設工学総合実験 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 教授 佐賀孝徳 環境建設工学専攻専門科目 水理科学 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 助教授 古田健一 環境建設工学専攻専門科目 住宅計画学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設工学総合演習 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 助教授 田村隆弘 環境建設工学専攻専門科目 鉄筋コンクリート構造学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設工学総合実験 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 助教授 熊野 稔 環境建設工学専攻専門科目 都市環境計画学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 助教授 渡辺勝利 環境建設工学専攻専門科目 応用水理学 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設工学総合実験 

     環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

土木建築工学科 助教授 佐々木伸子 環境建設工学専攻専門科目 環境建設専攻英語講読 

     環境建設工学専攻専門科目 特別研究 

  
非常勤講師 

非常勤 講師 岩崎豪人 教養科目 技術者の倫理 

非常勤 講師 坂本 修 教養科目 産業論 

非常勤 講師 小野英輔 教養科目 産業論 

非常勤 講師 右田正和 教養科目 産業論 

     教養科目 経営管理 

非常勤 講師 平原克己 教養科目 産業論 

     教養科目 経営管理 

非常勤 講師 池高 聖 教養科目 産業論 

非常勤 講師 米田千里 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 上田和宏 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 田辺正雄 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 溝国暢久 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 野村史郎 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 池田祥人 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 森重勝文 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 西 祐司 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 徳原靖子 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 武波秀直 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 西村浩二 教養科目 経営管理 

非常勤 講師 丹羽啓一 教養科目 経営工学 

非常勤 講師 河村次男 機械制御工学専攻専門科目 材料強度学 

非常勤 講師 武平信夫 機械制御工学専攻専門科目 回路応用設計 

  
出典：専攻科資料 
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資料３－１－③－２ 本校専攻科特別研究担当教員の主な研究テーマ 
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出典：専攻科資料 

 

資料３－１－③－３ 専攻科の授業科目及び特別研究を担当する教官について 

 

１．専攻科を担当する教官は，大学設置基準による教授，助教授又は講師の資格を有し，かつ，専攻科の学生を指

導するに十分な資格・業績等があると認められる者の中から，専攻科長が推薦し，校長が指名する。 

 

２．専攻科長は，推薦しようとする教官から次の書類を提出させるものとする。 

    (1) 専攻科担当教官に係る資格審査について（申請）別紙 

  (2) 専攻科の授業科目を担当する教員の履歴書（様式１） 

    (3) 教育研究業績書（様式２） 

    (4) 職務調書（様式３） 

 

３．校長は，新たに専攻科を担当する教官の指名を行う場合は，専攻科委員会の意見を徴し，これを行うものとす

る。 

 

４．専攻科の開設授業科目を担当する教官は，次の一に該当する者とする。 

    (1) 開設授業科目（特別研究を除く。）と密接な関連がある研究業績を有し，推薦日現在において過去５年間
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で２編以上の学術論文がある者。 

    (2) 民間等において優れた研究歴等がある者。 

 

５．専攻科の特別研究を担当する教官は，次の一に該当する者とする。 

    (1) 博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有し，推薦日現在において，過去

５年間に３編以上の学術論文がある者。 

    (2) 推薦日現在において，過去３年間に３編以上の学術論文がある者。 

    (3) 民間等において優れた研究歴等がある者。 

 

６．上記５の基準の一に該当する助手は，指導教官の責任の下に特別研究の指導を分担することができる。 

 

 注１ 学術論文とは，当該分野を代表する主要な学協会誌で，査読（員）が付いている論文あるいはこれに準ず

る論文とする。 

  注２ 上記４及び５にいう「研究歴等」とは， 

        (1) 技術士の資格（これに相当する資格を含む。） 

        (2) 特許 

        (3) 高度な経営経験 

        (4) 海外での業務経験 

       をいう。 

 

    附 則 

   この基準は，平成１４年７月９日から施行し，平成１４年４月１日から適用する。 

出典：専攻科資料 

 

資料３－１－③－４ 外国人教員採用記事 

 

出典：日刊新周南新聞 平成１７年４月１日 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教員の専門研究分野に対応して専攻科の授業科目が適切に配置されている。 

 専攻科授業の担当教員基準（開設授業科目と密接な関係がある研究業績を有し，５年間に２編以

上の学術論文がある者）と特別研究担当教員の研究業績の基準（博士号を所有し５年間に学術論文

３編以上）を設けて，教員の専門性能力の研鑽と研究能力水準の維持向上に努めている。 

 以上のことから，専攻科の授業科目担当教員が適切に配置されている。 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況） 

・  教員年齢構成表（資料３－１－④－１）によれば，40歳代が一番多く，次に50歳代と中高年層

に偏っており，20歳代はいない。若手人材の確保の課題は残るものの教育と研究の経験豊富な教

員が多く，比較的均衡はとれている。全学科を通して，５人の女性教員がおり，この３年間で２

人の教員が採用された。女性教員を積極的に採用することは本校中期計画（資料１－２－②－

６）にも述べられており，さらなる均等化が求められる。 

・  現在，学位取得者は42名であり，全教員の３分の２である。そのうち，一般科目教員では２名，

専門科目教員では40名である。また，若い教員のほとんどが取得をめざしており，そのための研

修を許可している。技術者資格としては，技術士３名，APECエンジニア１名，１級建築士３名が

いる（資料３－１－④－２）。 

・  国際情勢や国際感覚を身につけるため，国際会議の参加や，海外在住の経験をもつ教員も多い

（資料３－１－④－３，４）。 

・  企業経験者は1４名いる（資料３－１－④－５）が，比較的年齢の高い人が多く，若い人は少

ない。他大学および研究機関に勤務経験のある人は，現在の出向中あるいは受け入れ中の教員を

含めて28名である。これも，比較的年齢の高い人が多いが，若手に機会を与えるべく人事交流に

努めている。現在，明石高専，長岡技術科学大学に２名出向，米国カリフォルニア大学へ１名留

学しており，鶴岡，和歌山および宇部高専からの教員３名を本校に受け入れている（資料３－１

－②－３）。 

・  教員の教育や研究などの能力開発や改善については，１年単位でその年度の自己評価（年間職

務の自己評価）を行っており（資料９－１－①－２），よい点は伸ばし改善すべき点は反省する

ことで，教員の自己研鑽に努めている。また，その結果はウェブサイト上に公表している。 

・  学習教育レビュー室が主体となって教員の公開授業を実施しており（資料９－１－④－５），

教員相互の評価によって，より良い授業をめざして教員の自己研鑽に努めている。 

・  平成１８年度より成績評価資料は学習レビュー室だけでなく，教員相互によりチェックするこ

とを予定しており，教育の連携や教員同士の研鑽に役立つことが期待される。 

・  国立高等専門学校教員顕彰の選考方法は教員の自己申請書の内容40点，当該教員の教育業績自

己採点20点，教員の相互評価結果20点，学生の評価結果20点の計100点であり，平成１４年度に

国立高等専門学校協会会長賞１名，同１５年度に国立高等専門学校協会会長奨励賞を１名が受賞

した。同１６年度には，独立行政法人国立高等専門学校機構が初めて行った教員顕彰制度により

高専機構理事長奨励賞を１名受賞し（資料３－１－④－６，７），３年連続して受賞している。 
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・  「開発型」教育を行うため，多くの教員が地域からの依頼による各種委員や講師の経験を積ん

でおり，共同研究や受託研究を行っている（資料３－１－④－８）。 

 

資料３－１－④－１ 教員の年齢構成表（平成１８年４月） 

教員　年齢構成表

0

17

21
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10

0

5

10

15

20

25

20代 30代 40代 50代 60代

人数

 

出典：人事係資料 

 

資料３－１－④－２ 技術士取得者一覧（平成１８年２月１日現在） 

常勤教員（３名） 

氏  名 年齢 所属学科 職名 取得部門 取得年 

原  隆 ５１ 土木建築工学科 教 授 建設部門 2002.4 

田村隆弘 ４７ 土木建築工学科 助教授 建設部門 2003.5 

熊野 稔 ４６ 土木建築工学科 助教授 建設部門 2003.5 

  

非常勤教員（５名） 

氏  名 年齢 担当科目 職名 取得部門 取得年 

河村志朗 ５０ 技術者倫理 非常勤講師 建設部門 1987.3 

山本美子 ５１ 技術者倫理 非常勤講師 

水道部門 

環境部門 

建設部門 

1985.2 

1999.2 

2001.3 

吉永文雄 ５８ 技術者倫理 非常勤講師 
機械部門 

総合技術監理部門 

2001.2 

2003.4 

大原 守 ６２ 技術者倫理 非常勤講師 総合技術監理部門 2003.4 

目山直樹 ４２ 技術者倫理 非常勤講師 建設部門 1998.3 

  

出典：人事係資料 
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資料３－１－④－３ 常勤教員の国際会議等への参加状況（平成１６～１７年度） 

氏  名 
所  属 

職  名 
国際会議等名 開 催 地 期  間 

長山 暁子 
機械電気工学科 

助手 

第１回マイクロ・ナノテクノロジーに関

する国際シンポジウム 
アメリカ（ハワイ） 

H16. 

3/14～19 

兼重 明宏 
機械電気工学科 

助教授 

2004 International Symposium on 

Industrial Electronics 

アジャクシオ（フラン

ス）マンハイム（ドイ

ツ） 

H16. 

5/2～9 

原   隆 
土木建築工学科教

授 

５th International Symposium on 

Natural-Draught Cooling Towers 
トルコ共和国 

H16. 

5/19～26 

原田 徳彦 
情報電子工学科助

教授 
IEEE Conference CEFC 2004 大韓民国 

H16. 

6/5～9 

原   隆 
土木建築工学科 

教授 

CONSEC’04（第４回コンクリート 

構造に関する国際会議） 
大韓民国 

H16. 

6/27～7/2 

兼重 明宏 
機械電気工学科 

助教授 

５thASCC 

（Asian Control Conference） 

メルボルン（オースト

ラリア） 

H16. 

7/19～26 

森野 数博 
機械電気工学科 

教授 
FDAM2004（国際会議） 中華人民共和国 

H16. 

8/10～15 

小田 和広 
機械電気工学科 

助教授 
FDAM2004（国際会議） 中華人民共和国 

H16. 

8/10～15 

池田 光優 
機械電気工学科 

助教授 
ILASS-ASIA2004 中華人民共和国 

H16. 

8/22～25 

原   隆 
土木建築工学科 

教授 
ASEM`04 および WCCMVI 

大韓民国 

中華人民共和国 

H16. 

9/1～12 

原田 耕治 
情報電子工学科 

助手 
KES２００４ ニュージーランド 

H16. 

9/18～26 

長山 暁子 
機械電気工学科 

助手 
6th KSME/JSME 大韓民国 

H17. 

3/20～24 

藤田 重隆 
機械電気工学科 

教授 
国際会議(ETMM6) ミラノ（イタリア） 

H17. 

5/21～29 

張間 貴史 
機械電気工学科 

助教授 
国際会議(ETMM6) ミラノ（イタリア） 

H17. 

5/21～29 

原   隆 
土木建築工学科 

教授 
第４回鋼構造国際会議 上海市 

H17. 

6/12～16 

兼重 明宏 
機械電気工学科 

助教授 

The5thInternational Conference on 

Control & Automation 

ブタペスト（ハンガリ

ー），ミュンヘン（ド

イツ） 

H17. 

6/21～7/1 

原   隆 
土木建築工学科 

教授 

The Tenth International Conference on 

Civil, Stuctual and Environmental 

Engineering Computing (CC2005) 

ローマ（イタリア） 
H17. 

8/29～9/2 

原田 耕治 
情報電子工学科 

助手 
KES2005 

メルボルン（オースト

ラリア） 

H17. 

9/12～18 

  

出典：庶務係資料 

 

資料３－１－④－４ 常勤教員の海外在住経験者一覧 

所 属 

職 名 

   氏 名 滞 在 地 

研究機関等 

滞在期間 

米国ジョンホプキンス大学研究員 H. 5. 9. 1～H.11.11.31 一般科目 

助教授 
天内 和人 

米国テキサス大学研究員 H.11.12. 1～H.14. 8.31 

一般科目 

助教授 

齊藤 一彦 シリア・アラブ共和国 

青年海外協力隊員陸上競技・体育実技指導 

H. 5. 7.13～H. 7. 9.12 

機械電気 

助教授 

飛車 来人 

 

ドイツ，複合システム・マックス・プランク研究

所研究員 

H. 3.10. 1～H. 9.10.31 
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２．留学経験者（３名） 

所 属 

職  名 

   氏 名 滞 在 地 

研究機関等 

滞在期間 

一般科目 

助教授 

 谷本 圭司 中華人民共和国 武漢大学普通進修生  S.62.9～S.63.8 

機械電気 

助  手 

 逆瀬川栄一 ドイツ ブッパータール大学研究室  H.14.4～H.15.3 

土木建築 

助 手 

太田 明子 

 

フランス ストラスブール・マーク・ブロック大

学高等専門研究課程 

H.12.11～H.13.10 

 

  

３．文部科学省在外研究員（６名） 

 

所 属 

職 名 

氏 名 派遣の 

種 類 

主たる滞在地・国 

主たる研究機関 

研究題目 派遣期間 従たる滞在地 

機械電気 

助教授 

武平 信夫 

S.16. 9.23 

      39才 

長期 

（甲種） 

ノックスビル市 

アメリカ 

テネシー大学 

うず電流の諸応用に関する

研究 

S.56.10.15 

～ 

S.57. 8.14 

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ工科大学 

ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ大学 

土木建築 

教 授 

大成 博文 

S.23. 8.15 

      45才 

長期 

（甲種） 

ゲッチンゲン市 

ドイツ 国立流体力学

研究所 

壁乱流の秩序構造に関する

研究 

H. 6.10. 1 

～ 

H. 7. 7.31 

南ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ大学 

情報電子 

教 授 

池田 信彦 

S.27. 1.14 

      44才 

長期 

（甲種） 

デトロイト市 

アメリカ 

ウェーン州立大学 

ニューラルネットワークに

関する研究 

H. 8.10. 1 

～ 

H. 9. 7.31 

 

機械電気 

教 授 

山田 英巳 

S.27. 4.16 

      45才 

長期 

（甲種） 

メルボルン市 

オーストラリア 

メルボルン大学 

非定常近傍後流場の制御に

関する研究 

H. 9. 7. 7 

～ 

H.10. 3.23 

 

土木建築 

教 授 

原   隆 

S.29. 9.13 

      44才 

長期 

（甲種） 

セントルイス市 

アメリカ 

ワシントン大学 

鉄筋コンクリートシェル構

造の耐荷力特性の研究 

H.10.10. 7 

～ 

H.11. 8. 6 

イリノイ大学 

 ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅ州立大学

 ヒューストン大学

機械電気 

助教授 

伊藤  尚 

S.29. 9.11 

      47才 

長期 

（甲種） 

キャニオン市 

アメリカ 

ｳｴｽﾄﾃｷｻｽA＆M大学 

自然エネルギー利用および

地球環境教育に関する研究

H.14. 8. 1 

～ 

H.15. 5.31 

オレゴン州立大学 

 

４．国立高等専門学校機構在外研究員（１名） 

所 属 

職 名 
氏 名 取組名称 

滞 在 地 

研究機関等 
滞在期間 

機械電気 

助教授 
小田和広 界面強度評価に関する数値解析的研究 

アメリカ ﾘﾌｫﾙﾆｱ大学アーバ

イン校 
H.18. 3.18～H.18. 9.29

  

５．長期海外研修者（１名） 

所 属 

職 名 

氏 名 滞 在 地 

研究機関等 

滞在期間 

一般科目 

助教授 

国重 徹  アメリカ ハワイ州立大学マノア校 

   （応用言語学研究） 

H.10. 7.15～H.11. 8.15 

 

６．海外先進教育研究実践支援プログラム派遣（１名） 

所 属 

職 名 
氏 名 事業名称 

滞 在 地 

研究機関等 

滞在期間 

土木建築 

教授 
原  隆 

産学連携による国際性

をもつ実践教育の推進

アメリカｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ校 

オーストラリア グリフィス大学 

〃  ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ工科大学 

〃  シドニー工科大学 

〃  ワランゴン大学 

〃  メルボルン工科大学 

〃 ジ ムスク ク大学

H.16.11. 1～H.17. 1.29 

H.17. 1.31～H.17. 2. 6 

H.17. 2. 7～H.17. 2.13 

H.17. 2.14～H.17. 2.26 

H.17. 2.27～H.17. 3. 5 

H.17. 3. 6～H.17. 3.13 

H 17 3 14 H 17 3 26
 

出典：人事係資料 
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資料３－１－④－５ 民間の職歴を有する教員一覧（平成１８年５月１日現在） 

 

常勤教員(14 名) 

氏  名 年齢 所属学科 職 名 経験年数(年月) 

藤満 達朗 ６０ 機械電気工学科 教 授 １年 ４月 

伊藤  尚 ５１ 機械電気工学科 教 授 ２年 

飛車 来人 ４０ 機械電気工学科 助教授 ４年 ５月 

森   徹 ４４ 機械電気工学科 講 師 ６年 

藤本  浩 ４５ 機械電気工学科 助 手 ３年１０月 

森﨑 哲也 ３０ 機械電気工学科 助 手 ２年 

神田 徳夫 ６０ 情報電子工学科 教 授 ５年 

重安 邦之 ６０ 情報電子工学科 教 授 ５年 

松野 成悟 ３６ 情報電子工学科 助教授 ２年 ６月 

山田 健仁 ４９ 情報電子工学科 助教授 １４年 

藤原 東雄 ６１ 土木建築工学科 教 授 ４年 

日南 住博 ６０ 土木建築工学科 教 授 ３年 

重松 恒美 ６０ 土木建築工学科 教 授 ４年 

古田 健一 ４７ 土木建築工学科 助教授 ２年１１月 

  

非常勤教員(９名) 

氏  名 年齢 担 当 科 目 職  名 経験年数(年月) 

琴山 素行 ６７ 日 本 語 非常勤講師 ３２年 ８月 

井上  浩 ４７ 産業財産権 非常勤講師 １１年１０月 

山田 哲生 ４０ 工   芸 非常勤講師 １５年 

佐伯 喜誠 ６４ 書   道 非常勤講師 ４年 

河村 次男 ６２ 弾 塑 性 論 非常勤講師 ３５年 ９月 

野田 泰典 ６６ 建築施工法 非常勤講師 ３９年 

田口 琢也 ３６ 火 薬 学 非常勤講師 １３年 

坂本  修 ５１ 産 業 論 非常勤講師 ２８年 

Ludwig Blayne Anthony ４８ 英   語 非常勤講師 １４年１１月 

  

出典：人事係資料 

 

資料３－１－④－６ 国立高等専門学校教員顕彰実施要項（抜粋） 

 

１．教員の教育業績等評価の趣旨 

 

  言うまでもなく，高専は深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的としている。そしてこの目的達成

のために，常に教育水準の維持向上に努めるとともに，教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研究が行われるよう努

めなければならない。 

  一方，高専には後期中等教育相当の学生を受入れ５年（専攻科進学の場合は７年）の長期間にわたる教育を行うため，学生生

活指導は極めて重要な役割をもつ。さらに，学校運営においても教員の役割が強く求められる。 

  このように，高専教員は主として教育者の面を持ち，一方で研究者の面を持つとともに高専の管理運営にも果たすべき役割が

ある。 

  高専教員個々に対する業績評価は，これらを総合して行われるべきものであるが，現状においては，ともすれば専門の研究業

績のみが重視され，教育や管理運営に係る業績が適正に評価されていない恐れがある。 

  この教育業績等評価案は，このような観点から研究業績以外の業績評価を定量的に行おうとするものである。敢えて定量的に

評価するのは，評価に透明性があること，短期間に実施が可能なこと，一高専内のみならず全高専の中での相対的位置を示す参

考資料となることからである。 

  この教育業績等評価を一つの資料として，学生教育を中心とする分野において顕著な業績を上げている教員を顕彰するととも

に，そのことを通じてひいては高専における教育の充実・向上を目指すものである。 

  この教育業績等評価案は，第１部教員による自己採点，第２部教員による相互評価及び第３部学生による教員の評価から成

る。今回は，この方法で実施するが，将来的にはさらに多角的な評価も必要であろう。 

  本案は，言うまでもなく完璧なものではなく，将来にわたり適切な修正・改善を経てより良いものになることを期待する。 
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２．教員の教育業績等評価 

                                                                               

第１部  教員の自己採点 

 

自己評価項目についての留意事項 

  (1) 多くの項目は５年間の平均値を書いてください。 

  (2) 着任後５年未満の教員は，その年数の平均値を書いてください。 

  (3) 完全にあてはまらないような設問，回答に対しては適宜判断して答えてください。 

  (4) 小数点が出るような場合，四捨五入してください。 

 

                                                                            配点 

Ａ．授業等の担当                                                       [４９] 

１．授業について                                                            ［６］ 

  （１）週当たりの授業単位時間数はどれだけですか？ 最近５か年の平均値で答えてください。（１単位時間；約 50 分。実

験，実習等を含む。専攻科の授業を含む。卒業研究は含まない。） 

      １）１５単位時間以上：[３点] 

      ２）１２～１４単位時間：[２点] 

      ３）１１単位時間以下：[１点] 

  （２）正規の授業のほかに補習授業をやっていますか？（不定期に実施しているものを含む。） 

      １）進学・就職希望者，資格試験受験者および達成度の低い学生に実施している： 

          [３点] 

      ２）進学・就職希望者および資格試験受験者について実施している：[２点] 

      ３）達成度の低い学生についてのみ実施している：[２点] 

      ４）正規の授業で十分理解されていると自信をもっているので，補習授業は行っていない：[１点] 

      ５）補習授業をまったく考えていない：[０点] 

２．授業内容・方法                                                         ［１１］ 

  （１）シラバスはありますか？また，有効に利用していますか？ 

      １）シラバスの内容を学生によく説明し，講義や成績判定に利用している：[３点] 

      ２）シラバスはあり，およその目安としている：[２点] 

      ３）シラバスはあるが，あまり利用していない：[１点] 

       ４）シラバスはまだ作成配布していない：[０点] 

（略）  

出典：人事係資料  

 

資料３－１－④－７ 優秀教員評価制度の表彰実績 

 

田村隆弘先生「国立高等専門学校機構理事長奨励賞」を受賞 

 
 本校の 田村 隆弘 助教授 が，国立高等専門学校機構の行う初めての教員顕彰制度により，「独立行政法人国立高等専門

学校機構理事長奨励賞」を贈られました。 

 この教員顕彰制度は，全国の高等専門学校において，教育や学生生活指導などの分野で，顕著な成果をあげている教員を，顕

彰しようというもので，昨年度までは，国立高等専門学校協会の顕彰制度として行われていました。今年度，独立行政法人国立

高等専門学校機構が発足したことに伴い，同機構の顕彰制度となったものです。教員自身の自己評価と学生及び教員相互の投票

による評価，さらに，第三者による業績評価を総合して，優秀な方に，「文部科学大臣賞」「国立高等専門学校機構理事長賞」

及び「国立高等専門学校機構理事長奨励賞」が授与されます。 

（中略） 

 なお，今回の顕彰の判断材料となった，「学生による教員の評価」，「教員の自己採点」，「教員相互評価」の，本校におけ

る結果は，以下のとおりでした。 
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１．学生投票学科別上位得票者（五十音順） 

一般科目 機械電気工学科 情報電子工学科 土木建築工学科 

柏 倉 知 秀 池 田 光 優 池 田 信 彦 上   俊 二 

国 重   徹 小 田 和 広 杉 村 敦 彦 佐 賀 孝 徳 

谷 本 圭 司 櫻 本 逸 男 新 田 貴 之 島 袋   淳 

原 田 幸 雄 西 村 太 志 守 川 和 夫 田 村 隆 弘 

和 田   實 藤 田 重 隆 義 永 常 宏 渡 辺 勝 利  

２．自己採点高得点者（得点１００点以上，五十音順） 

秋 吉 康 光 池 田 光 優 一 色 誠 子 伊 藤   尚 

大 成 博 文 大 橋 正 夫 門 脇 重 道 兼 重 明 宏 

国 重   徹 熊 野   稔 佐 賀 孝 徳 櫻 本 逸 男 

重 松 恒 美 重 安 邦 之 田 村 隆 弘 長 戸 喜 隆 

長 廣 恭 子 原     隆 原 田 幸 雄 藤 田 重 隆 

藤 満 達 朗 藤 本   浩 室 長 大 應 森 野 数 博 

山 田 健 仁 吉 田   輝   

  

（昨年度の高得点者（１００点以上）は２１人） 

３．教員相互評価上位得票者（五十音順） 

上   俊 二 国 重   徹 佐 賀 孝 徳 重 村 哲 至 

田 村 隆 弘 西 村 太 志 新 田 貴 之 原 田 徳 彦 

藤 本   浩 室 長 大 應   

  

出典：本校ウェブサイト 

 

資料３－１－④－８ 共同研究や技術相談，地域委員などの常勤教員の実績 
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出典：庶務課資料 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の教育目標を達成するため，目的に適った教員の配置がなされている。すなわち，「世界に通

用する」教育を行うため，基本的素養を兼ね備えておく必要があることから，学校全体で学位の取得

をめざしており，全教員の２／３である４２名が取得している。 

また，世界のレベルを知り，国際情勢や国際感覚を身につけるため，国際会議の参加や，海外在住

の経験をもつ教員も多い。「実践力のある」教育を行うため，２３名の企業経験者（常勤１４名，非

常勤９名（平成１８年度前期））や，技術士（常勤３名，非常勤５名（平成１７年度））および各種

術者資格取得者がいる。「開発型」教育を行うため，多くの教員が地域からの依頼による共同研究や

受託研究を行っている。ただし年齢構成のバランスからいえば，20歳代の若手が不足している課題が

ある。また，若い教員に他の機関を経験した数が少なく，さらに人事交流を促進すべきである。 

以上のことから，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられている。 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況） 

・  常勤教員の採用及び承認に関する選考については，公募を原則とする教員選考規則（資料３－

２－①－１）が定められており，所定の書類と面接結果をもとに，校長が指名した委員若干名に

より構成した委員会で審議し，校長が決定することになっている。資料３－２－①－２に平成１

７年度の教員採用の手続き例を示す。なお，教員の採用基準，昇格基準（資料３－２－①－３）

も明確に定められており，公表されている。 

・  非常勤教員の採用についても任用に関する内規（資料３－２－①－４）が定められており，平

成１７年度からは公募が行われた（資料３－２－①－３）。 

・  助教授から教授への昇任についても昇任基準が定められている。 

・  助教授，助手は公募とし民間企業における経験（５年以上），海外在住（２年以上）または同

程度以上の語学力を有する者を優先するとしている（資料３－２－①－３）。 

・  平成１６年度は，生命科学担当教員，通信ネットワーク担当教員及び機械電気工学科教員(外

国人)が公募により採用された。平成１７年度は，保健体育教員，機械電気工学科教員が公募に

より採用された。 

 

資料３－２－①－１ 徳山工業高等専門学校教員選考規則 

 （趣旨） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教員の採用及び昇任に係る選考（以下「選考」とい

う。）については，法令等に定めるもののほか，この規則の定めるところによる。 

 （選考方針） 

第２条 校長は，定年退職(辞職を含む。)又は転任等により，欠員が生じる見込みとなったときは，本校の将来計

画及び各学科の意向を踏まえ，運営委員会の議を経て，当該欠員の補充に係る教員の選考について，方針を定め

る。 

 （選考） 

第３条 教員の選考は，原則として，公募とし，教員選考委員会（以下「委員会」という。）を開催しその結論を

踏まえて，これを行うものとする。ただし，昇任については，本校内に適任者がいる場合は，これによらないこと

ができる。 

２ 選考にあたっては，候補者の人格，健康，教授能力，教育業績，研究業績，学会活動及び社会的活動等を総合

的に勘案するものとする。 

３ 選考に必要な書類は，次に掲げるものとする。 
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  (1) 履歴書 

 (2) 著書・論文等一覧 

 (3) 著書・論文等の概要 

 (4) 著書・論文等の別刷 

 (5)  教育，学生指導及び管理運営事項等の業績調書 

 (6)  高専の教育，研究及び学生指導等に関する抱負 

 (7) 推薦書 

 (8)  その他必要とする書類 

 （委員会） 

第４条 委員会は，校長及び選考の都度校長が指名する委員若干名をもって組織する。 

２ 委員会は，校長が主催する。 

３ 委員会の委員の任期は，当該選考の審議が終了するまでとする。 

 （事務） 

第５条 この規則に係る事務は，庶務課において処理する。 

 （その他） 

第６条 この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し，必要な事項は別に定める。 

 附 則 

 この規則は，平成１４年７月９日から施行する。 

出典：人事係資料 

 

資料３－２－①－２ 平成１７年度教員採用および昇任の流れ 

 

平成１７年度における教員の採用及び昇格に係る選考について 

採用について（平成１７年度採用） 

１． 平成１６年９月 

   「平成１７年度教員選考方針（案）」が運営委員会において協議され，承認された。 

２．平成１６年９月 

   上記教員選考方針をもとに，教員公募を行った。 

 （１）保健・体育担当教員 

   １１月３０日 公募締切 

   １２月 ９日 教員選考委員会（第一次選考） 

   １２月２０日 面接審査実施（第二次選考） 

           教員選考委員会において，採用者決定。 

３．平成１６年９月 

   教員の公募を行った。 

 （１）機械電気工学科助教授 

   １０月２９日 公募締切 

   １１月 ５日 教員選考委員会（第一次選考） 

   １１月１２日 面接審査実施（第二次選考） 

           教員選考委員会において，採用内定。 

 

昇任について（平成１７年昇任） 

１．平成１６年１２月 

   各学科主任から推薦された候補者の中から，選考方針に従い，教授に昇格する者を選考した。 

出典：人事係資料 

 

資料３－２－①－３ 教育上の能力を含む教員の採用基準，昇格基準 

 

（１）教員選考方針 

 

平成１７年度教員選考方針 

平成１６年９月１４日 

天 野   徹 

１．教員の公募 

  保健・体育分野の助教授について，公募を行う。 

  他機関における指導経験(５年以上)を有する者を優先する。 
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  公募期間は，２ヶ月間とする。 

 

２．助教授の教授への昇任 

   各科から推薦のあった者の中から，以下の４点を均等に評価して，総合評価の高い者から１人を昇任させ

る。なお，それぞれの項目の評価に当たっては，本校の中期計画に掲げられている数値的な目標達成への貢献

度(平成 15 年度)を加味する。 

 

○ 教育 

学生による授業評価結果(過去 3 年間) 

専攻科特別研究指導(過去 3 年間) 

教育に関する表彰(助教授在任中) 

○ 教務，クラブ活動 

主事補，専攻科幹事，委員会委員，学級担任，学生相談室員(過去 3 年間) 

クラブ活動の指導(3 年以上継続したものすべて) 

指導クラブの受賞，入賞歴(指導期間中) 

○ 研究 

教育論文，研究論文，特許，著書(過去 5 年間) 

学会発表，学術講演(過去 5 年間) 

外部競争的資金の導入(助教授在任中) 

学術表彰 

○ 社会貢献 

外部団体の委員(1 年以上継続したものすべて) 

公開講座，招待講演(過去 3 年間) 

テクノ委員・参事(過去 3 年間) 

共同研究，受託研究，奨学寄付金(助教授在任中) 

なお，一級建築士，技術士，弁理士など特別な資格を有する者，大臣表彰級以上の表彰を受けた者については，さ

らに評価する。 

出典：人事係資料 

 

（２）非常勤講師公募 

徳山高専では来年度の非常勤講師を公募します。募集する科目は以下の 9 科目です。 

 

科目名学科・学年勤務形態 

本科 

基礎英語 W 全 1 年  1 週 3 時間 公募要領(PDF 形式) 

総合英語 IR 全 2 年  1 週 6 時間 公募要領(PDF 形式) 

体育   全 1~4 年  1 週 8 時間 公募要領(PDF 形式) 

健康科学  全 4，5 年 1 週 1 日 1 時間 公募要領(PDF 形式) 

芸術（書道） 全 2 年  1 週 1 日 2 時間 公募要領(PDF 形式) 

芸術（音楽） 全 2 年  1 週 1 日 2 時間 公募要領(PDF 形式) 

心理学  全 5 年  1 週 1 日 1 時間 公募要領(PDF 形式) 

弾塑性論 機械電気工学科 5 年  1 週 1 日 2 時間公募要領(PDF 形式) 

専攻科 

材料強度学 機械制御工学専攻 2 年 1 週 1 日 2 時間公募要領(PDF 形式) 

 

教 員（本科非常勤講師）公募要領 

１．公募人員 １名 

２．担当科目 基礎英語Ｗ（１年生通年） 

３．勤務形態 １週３時間 

４．勤務手当 １時間５，０００円 

５．応募資格 年齢満７０歳未満で以下のいずれかに該当する者 

(1)博士の学位を有する者 

(2)修士の学位を有する者 

(3)大学又は高等専門学校において教授，助教授，専任の講師又は助手の経歴がある者 

(4)高等学校において教諭の経歴がある者 

(5)学校，研究所，試験所，調査所等に在職し，教育若しくは研究に関する実績を有する者 

(6)工場その他の事業所に在職し技術に関する業務についての実績を有する者 

(7)担当科目について優れた知識及び経験を有すると認められる者 

６．応募期限 平成１８年２月６日（月）必着 
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７．選考方法 書類審査 

８．雇用期間 平成１８年４月から平成１９年２月まで 

９．提出書類 

(1)履歴書（市販の履歴書に自筆で記入し，写真を貼付する。） 

(2)教育・研究業績一覧表（博士論文，口頭発表等を含む。） 

(3)志望の動機（履歴書に記入も可） 

10．提出先及び問い合わせ先 

（中略） 

学校紹介については，以下の URL にてご覧ください。http://www.tokuyama.ac.jp/ 

出典：人事係資料 



徳山工業高等専門学校 基準３ 

- 91 - 

 

資料３－２－①－４ 非常勤講師の任用に関する内規 

 

徳山工業高等専門学校非常勤講師の任用に関する内規 

 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）における非常勤講師の任用については、この内規の定め

るところによる。 

第２条 非常勤講師は、次の各号のすべてに該当する者とする。 

（１）高等専門学校設置基準（昭和３６年８月３０日文部省令第２３号）に定められた講師以上の資格を有する者 

（２）優れた見識を持ち、本校の教育方針に添った教育指導のできる者 

（３）任用時において、年齢満７０歳未満の者 

（４）健康で勤務に支障がない者 

第３条 任用の期間は、１年以内とする。ただし、校長が必要と認めたときは、任用を更新することができる。 

第４条 非常勤講師が担当できる授業時数は、週８時間以内とする。 

第５条 非常勤講師（第３条ただし書きに定めるところにより更新しようとする者を除く。）の選考は、原則とし

て公募によるものとし、選考委員会（以下「委員会」という。）が、これを行うものとする。 

２ 選考にあたっては、候補者の人格、健康、教授能力、教育業績、研究業績及びその他の活動等を総合的に勘案

するものとする。 

第６条 委員会は、校長及び校長が指名する委員若干名をもって組織する。 

２ 委員会は、校長が主宰する。 

３ 委員の任期は、当該選考の審議が終了するまでとする。 

第７条 特別な事情により、この内規により難い場合には、校長は別段の取扱いをすることができる。 

出典：庶務課資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

常勤教員はもとより非常勤教員に関しても教員採用や昇格等に関する規定等や内規が明確に定めら

れており，適切に運用されている。採用や昇格等に関する規定が設置基準に外れていないこと，およ

び教育面に関する考慮や評価も行っており，教育上の能力も判定されている。 

改善点として，本校中期計画でも触れているように，人事システムの流動性向上のために任期つき

採用制度についても今後検討する余地がある。 

以上のことから，教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用が

なされている。 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 

（観点に係る状況） 

・  教員の教育活動に関する定期的な評価体制の１つとして，「学習・教育レビュー室」がある。

年 4 回の授業アンケートが実施されており，授業改善の方向に向かっているといえる（資料９－

１－①－１）。なお，平成１８年度からはオンライン授業アンケートシステムを導入し，さらな

る改善をはかることになっている（資料９－１－①－２）。さらに，公開授業（資料９－１－④

－４，５）が毎年，計画的に行われており，各教員の教育活動の評価に役立っている。 

・  教員は年間職務の自己評価（資料９－１－①－２）により，授業アンケート結果なども含めた

教育活動の評価と改善を行っている，「自己評価委員会」（資料３－２－②－１）による５年間

のまとめによれば，授業評価アンケートの効果も明らかである（資料３－２－②－２）。 
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資料３－２－②－１ 徳山工業高等専門学校自己評価委員会規則（抜粋） 
 

  （設置） 

第１条  徳山工業高等専門学校学則第１条の２の規定に基づき，自己点検・評価を行うため自己評価委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。 

  （任務） 

第２条  委員会は，運営委員会の付託を受け，自己点検・評価に関する具体的事項を検討する。 

２  委員会は，自己点検・評価に関する専門的事項を検討するため，関連する各種委員会等に付託することができる。 

 （組織） 

第３条  委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

  (1)  教務主事補のうちから選出された者  １名 

  (2)  学生主事補のうちから選出された者  １名 

  (3)  寮務主事補のうちから選出された者  １名 

  (4)  各学科及び一般科目の教員のうちから選出された者  各１名 

  (5)  庶務課長 

２  前項に定める委員のほか，校長が必要と認めた者を加えることができる。 

出典：本校規則集 

 

資料３－２－②－２ 年間職務の自己評価－５年間のまとめ－ 

 

平成 16 年度前期末から授業アンケート総合評価が 3.2 以上かつすべての項目で 2.9 以上の科目に対して授業アン

ケートの免除科目が設定されて，評価の高い科目数がわかるようになった（表 1 参照）。同一時期の免除科目数を

比較すると，平成 17 年度には前期末，後期中間，後期末のいずれの場合においても 16 年度の免除科目数を上回

り，授業の改善傾向が窺える。 

表 1 授業アンケート免除科目数 

前期末 後期中間 後期末 前期中間 前期末 後期中間 後期末
一般科目 8 5 15 9 21 8 20
機械電気 6 0 11 6 14 11 11
情報電子 3 0 5 3 5 7 7
土木建築 5 0 9 7 19 11 11
専攻科 0 0 13 9 8 0 6

計 22 5 53 34 67 37 55
数字は同一科目に複数教員が担当する場合を区別して集計した値

平成16年度 平成17年度

 

出典；自己評価委員会資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員の教育活動に関する定期的な評価は，学習・教育レビュー室と自己評価委員会により行う体制

が整備され，授業アンケートや公開授業，年間職務の自己評価などを通して適切に行われている。 

以上のことから，教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われている。 

 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 事務職員，技術職員等の教育支援者の配置状況（組織，人数，支援内容など）については，学生課

に専門員１名，教務係４名，学生係に４名が配置されている（資料１１－１－②－２）。図書館に３

名の職員，情報処理センターに２名の職員(第三技術室と兼務)，教育研究支援センターに９名の技術

職員が学生の勉学や実習等の支援を行うために配置されており，学生の教育を支援し教員を補佐する

体制が整備されている（資料１１－１－②－３）。また，平成８年度から専攻科生によるＴＡ（ティ
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ーチング・アシスタント）制度を設け，低学年の１年生では数学を，２年生では物理の演習授業を放

課後に行っている(資料７―１―①－19)。 

（分析結果とその根拠理由） 

事務職員，技術職員等の教育支援者が，図書館や情報処理センター，教育研究支援センター等に適

切に配置されている。専攻科生によるＴＡ制度も平成８年度から行われており，低学年の数学と物理

演習で教育支援の一翼を担っている。 

以上のことから，事務職員，技術職員等の教育支援者が適切に配置されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 非常勤教員についても公募を行っている。 

・ 専攻科授業および特別研究を担当する教員に研究業績の基準を設け，教員の専門性能力の研鑽と

研究能力水準の維持向上に努めている。  

・ 授業アンケートを実施し，授業改善に取り組んでいる。 

・ 人事交流や教員の自己評価などが定期的に行われ，適切に機能している。 

（改善を要する点） 

・ 該当なし 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

養成しようとする技術者教育を行うため，各学科／専攻のカリキュラムを構成する３～４の分野別

担当者は，いずれの学科／専攻においてもほぼバランスがとれており，教員が適切に配置されている。

一般科目では「世界に通用する」分野を担当しているが，それを構成する各分野に教員が適切に配置

されている。 

専攻科では，専攻科を担当できる資格基準が明確に定められており，４３名の常勤教員がこの基準

を満たしている。また，養成しようとする技術者教育が行えるよう，各分野の教員も適切に配置され

ている。 

本校の教育目標を達成するため，目的に適った教員の配置がなされている。すなわち，「世界に通

用する」教育を行うため，学位を取得し，国際会議に参加したり，海外在住の経験をもつ教員も多い。

「実践力のある」教育を行うため，企業経験者や技術士および各種技術者資格取得者が揃っている。

「開発型」教育を行うため，多くの教員が地域からの依頼による各種委員や講師の経験を積んでおり，

共同研究や受託研究を行っている教員も多い。 

教員採用は公募方式により基準を設けて適切に行われ，昇格の基準も明確になっている。非常勤教

員についても同じく公募が行われている。また，高専間人事交流，内地，外地留学などさまざまな制

度を活用し，教員のブラッシュアップをめざし，積極的に交流を進めている。 

教員の教育活動に関する定期的な評価は，学習・教育レビュー室と自己評価委員会により行う体制

が整備され，授業アンケートや公開授業，年間職務の自己評価などを通して適切に行われている。こ

のようなことも反映し，３年連続して，国立高等専門学校機構から，教員顕彰の表彰を受けた。 

事務職員，技術職員等の教育支援者が，図書館や情報処理センター，教育研究支援センター等に適

切に配置されている。専攻科生によるＴＡ制度も平成８年度から行われており，低学年の数学と物理

演習で教育支援の一翼を担っている。 
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

（観点に係る状況）  

（ａ）アドミッション・ポリシーの設定 

本校の各種募集要項（準学士課程学生、編入学生、専攻科学生）のなかに，次のように定め 

られている（資料４－１－①－１）。 

「入学者選抜の基本方針（アドミッションポリシー）は，本校の学習・教育目標（後の頁の

入学案内を参照する旨，明記している）を達成できる能力をもった学生を入学させることで

ある」 

   木で鼻をくくったような表現ではあるが，入学案内に，本校の概要，学習・教育目標，養成し

ようとする技術者像などを募集対象に合わせて記載しており，特に学習・教育目標が明確である

ことから，十分ではないものの，本校の求める人物像は定められていると考えている。 

（ｂ）アドミッション・ポリシーの周知・公表 

アドミッション・ポリシーは，学生募集要項，編入学生募集要項，専攻科学生募集要項に記載

している（資料４－１－①－１）。それらに加え，本校のウェブサイト（入試情報）にも掲載し，

公開している（資料４－１－①－２）。 

教職員にはそれらの募集要項を配布するとともに，教員会議や各学科教室会議等により，随時

周知している。 

社会に対しては，準学士課程と専攻科課程の入試を主たる対象に，下記のように多くの機会を

利用して，学生の受け入れ方針を説明している。なお，４年次への編入学に関しては特別のＰＲ

を行っておらず，希望者に資料を配付するにとどまっている。 

①準学士課程入試関係 

   1)中学校訪問（中学校前年度進学担当者等が対象） 

• 前期の中間試験結果が出揃った7月上旬前後に，学生の出身中学校を教務主事および主

事補の教員が訪問する。 

• 入学後の学習状況やクラブ活動等の状況をもとに前年度進学担当者等と懇談を行う。 

• 中学校側の進路指導や本校での学習・生活指導に役立てている（資料４－１－①－３）。 

2)徳山高専現状説明会（中学校校長が対象） 

• ８月上旬に，在学生出身中学校の校長等を対象に本校の教育方針や現状説明を行う（資

料４－１－①－４）。 

 3)進学説明会（中学校進学担当者が対象） 

• 本校ならびに県内，県外の中学校を会場（約２０会場）とし，本校の概要や学生募集要

項の説明，入学までの諸手続き等の説明を行っている（資料４－１－①－５）。 

4)中学校主催高校説明会（中学生，保護者，中学校教員が対象） 

• 中学校からの要請により近隣高校と合同で開催される。 

• ３年生や保護者等に学校の概要や入試の状況等の説明を行っている（資料４－１－①－
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６）。 

 5)校内見学会（中学生，保護者，中学校教員が対象） 

• ８月と１１月の年２回，中学生を対象とした校内見学会を実施している（資料４－１－

①－７）。 

②専攻科入試関係 

 1)専攻科入試説明会（準学士課程学生対象） 

• ５月下旬に，準学士課程学生を対象に専攻科入試説明会を開いている（資料４－１－①

－８）。 

2)専攻科説明会（保護者対象） 

• １１月上旬の保護者会で，保護者を対象に約１時間，専攻科の説明会を開いている。 

• 配付資料をもとに，専攻科の概要や現況を中心に専攻科の紹介をしている（資料４－１

－①－９）。 

• 例年，２０～３０名の保護者が参加している。 

3)専攻科説明会（準学士課程学生対象） 

• １１月中旬に，準学士課程学生を対象に約１時間，専攻科の説明会を開いている。 

• 配付資料をもとに，専攻科の概要や現況，ＪＡＢＥＥや入学試験と専攻科の紹介をして

いる（資料４－１－①－８）。 

• 例年，４年生を中心に４０～５０名の学生が参加している。 

（ｃ）アドミッション・ポリシー公開資料 

• 学生募集要項・入学案内 

• 編入学生募集要項・入学案内 

• 専攻科学生募集要項 

• ウェブサイト 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 募集要項に，アドミッション・ポリシーが明確に示されている。 

• 教員に対する周知は，募集要項の配布や教員会議，各学科教室会議により随時行われている。 

• 学校要覧，学生募集要項・入学案内は中学校を中心に配布されているが，ウェブサイト，校

内見学会等を通じて社会に対しても公表している。 

 以上のことから，適切に対処されている。 

 

資料４－１－①－１ アドミッション・ポリシー 

 

出典：募集要項 
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資料４－１－①－２ アドミッション・ポリシー 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/entrance/departments/outline.html 

 

資料４－１－①－３ 中学校訪問記録 

 

出典：教務係資料 
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資料４－１－①－４ 中学校校長への徳山高専現状報告会案内 

 

出典：教務係資料 
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資料４－１－①－５ 進学説明会資料（抜粋） 

 

出典：教務係資料 
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資料４－１－①－６ 中学校主催高校説明会日程表 

 

出典：教務係資料 
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資料４－１－①－７ 校内見学会案内 

 

出典：教務係資料 
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資料４－１－①－８ 専攻科入試説明会（学生用）資料（抜粋） 

 

出典：説明会資料 
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資料４－１－①－９ 専攻科入試説明会（保護者用）資料 

 

出典：教務係資料 
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観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校のアドミッション・ポリシーは，「本校の学習・教育目標を達成できる能力をもった学生を

入学させること」である。そこで，６つの学習・教育目標（Ａ１）～（Ｃ２）と推薦選抜ならびに

学力選抜ごとに，準学士課程ならびに専攻科課程においてどのように選抜方法を対応させているか，

まとめたものを資料４－２－①－１に示す。また，それらの詳しい実施状況を以下に示しているが，

実際の入学者選抜はアドミッション・ポリシーを反映して，適切に行われている。 

 (a)準学士課程１年次への入学試験 

①推薦による選抜 

• 中学校長から推薦のあった者に対して一般面接，適性面接及び作文を課し，推薦書ならび

に調査書を併せて評価し，入学試験委員会で合格者を決定する。（禁帯出：推薦書，調査

書の配点の総合得点の表） 

• クラブ活動等の特別活動を積極的に行い，活躍している者については，優先的に選抜して

いる。なお，推薦基準は学生募集要項に明記している。 

②学力検査による選抜 

• 学力検査による選抜は，学力試験の成績と調査書の成績の合計を基本データとして，入学

成績総合で判断している。 

• 数学の試験成績は２倍，英語と国語はそれぞれ１.５倍の傾斜配点を行っている。このこと

は，進学説明会等で説明することで，受験生及び中学校に周知している。 

（資料４－１－①－３，５，６，７） 

(b)準学士課程４年次への編入学試験 

学力検査及び面接を課し，入学試験委員会で合格者を決定している。（禁帯出：編入試試験 

入試委員会議事録） 

(c)専攻科課程への入学試験 

① 推薦による選抜 

• 高等専門学校長や短期大学長，専修学校長から定められた基準に基づいて推薦のあった者

に対して行っている。 

• 卒業研究のねらいもしくは各専攻が別に定めたテーマによるプレゼンテーションならびに

それをもとにした口頭試問及び面接を行い，推薦書・調査書・成績証明書と併せて総合評

価を行っている。 

• 合否の判定は，校長，専攻科長，教務主事，専攻幹事，学科主任による入試選考会議で行

っている。（禁帯出：専攻科推薦入試選考会議議事録） 

② 学力検査による選抜 

• 学力検査（数学，英語，専門科目（６科目から３科目を選択））及び面接を行い，調査書

・成績証明書と併せて総合評価を行っている。 

• 合否の判定は，合格最低基準を設定し，入試選考会議で行っている。（禁帯出：学力入学

試験 入試委員会議事録） 

③ 社会人特別選抜 

• 企業の推薦を受けた者は企業からの推薦内容を重視し，選抜は主に面接により行っている。 
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• 合否の判定は入試選考会議で行うこととしている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 入学者の選抜は，準学士課程ならびに専攻科課程とも推薦および学力試験で行っており，ア

ドミッション・ポリシーである学習・教育目標の６項目とそれらの選抜方法を対応させ，入

学者を選抜している。 

 以上のことから，適切に行われている。 

 

資料４－２－①－１ 学習・教育目標（Ａ１）～（Ｃ２） 

 学習・教育目標と入試選抜方法の対応  
ア ドミッシ ョン ・ポ リシ ー  

本 校 の 学 習 ・教 育 目 標 を 達 成 で き る能 力 を もった 学 生 を 入 学 させ る こ と  

 

○ 準学士課程  
学習・教育目標  推薦選抜  学力選抜  

（Ａ１）複合分野の基礎となる基
本的素養を身につけること  

推薦基準を高レベルに設定  
調査書で評価し、適性面接でも
数学・理科により評価  

専門科目の基礎とな
る数学を２倍に傾斜
配点  

（Ａ２）国際理解を深め、技術者
としての倫理観と ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力
を養うこと  

技 術 者 と し て 考 え て 欲 し い テ
ー マ で 書 か れ た 作 文 に よ り 評
価  

国語と英語を１．５
倍に傾斜配点  

（Ｂ１）情報技術をベースに、実
体験を通して表現力を身につける
こと  

推 薦 書 で 各 種 資 格 や 表 彰 実 績
により評価  

特になし  

（Ｂ２）自主性と自立性を養うこ
と  
 

推 薦 書 で 特 別 活 動 や ク ラ ブ 活
動により評価し、一般面接でも
評価  

特になし  

（Ｃ１）複合分野にわたる知識を
有機的に結びつける設計能力を身
につけること  

推 薦 書 で 各 種 コ ン テ ス ト で の
表彰により評価  

特になし  

（Ｃ２）課題を把握し、解決する
力を身につけ、感性・創造性を磨
き養うこと  

推 薦 書 に 書 か れ た 志 望 学 科 へ
の 適 性 や 意 欲 を 一 般 面 接 で 確
認・評価  

特になし  

※推薦選抜評価方法：推薦書、調査書、一般面接、適性面接、作文の５項目の合計点で評
価  
 

○ 専攻科課程  
学習・教育目標  推薦選抜  学力選抜  

（Ａ１）複合分野の基礎となる基
本的素養を身につけること  

推薦基準を高レベルに設定  
 

試験科目に数学及び
専門基礎科目を課す  

（Ａ２）国際理解を深め、技術者
としての倫理観と ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力
を養うこと  

卒 業 研 究 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ
ン能力で評価  

試験科目に英語を課
す  

（Ｂ１）情報技術をベースに、実
体験を通して表現力を身につける
こと  

卒 業 研 究 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ
ン に 用 い る パ ワ ー ポ イ ン ト 等
で評価  

特になし  

（Ｂ２）自主性と自立性を養うこ
と  
 

推 薦 書 と 面 接 に よ り 特 別 活 動
やクラブ活動を評価  

特になし  

（Ｃ１）複合分野にわたる知識を
有機的に結びつける設計能力を身
につけること  

卒 業 研 究 の 発 表 内 容 と 質 疑 応
答で評価  

特になし  

（Ｃ２）課題を把握し、解決する
力を身につけ、感性・創造性を磨
き養うこと  

卒 業 研 究 の 発 表 内 容 と 専 攻 科
での特別研究内容などで評価  

特になし  

※推薦選抜評価方法：卒業研究のプレゼンテーション及びそれをもとにした口頭試問なら
びに調査書への記載事項などを参考にした面接を行い、研究面における基礎的素養ならび
に研究への意欲あるいは人物面について３段階で総合評価する。  

 

出典：教務係資料 
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観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況）  

• アドミッション・ポリシーという表現は使っていなかったものの，その趣旨に沿った選抜は，

現在の教育目標（６項目の学習・教育目標は平成１４年度制定）が掲げられた平成５年度（専

攻科課程は平成７年度）以来，続けられている。その目標のもとで学生を受け入れ，教育を行

ってきた。 

平成８年度以降の準学士課程と専攻科課程の入試倍率などのデータを資料４－２－②－１に

示す。準学士課程では倍率が次第に低下しているが，この傾向は山口県における１５歳人口

の減少傾向とほほ似かよっており，それが原因と考えられるが，依然として３倍を維持して

いる。そのなかにあって，推薦志願者は約８０名（定員は１２０名）と高レベルを維持し続

けており，推薦基準が比較的高い（２・３年次の９教科または５教科の平均が４．０以上）

ことを併せ考えると，受験者のレベルは相対的には上がっているとも考えられる。また専攻

科課程では，年度によって変動があるものの，ほぼ２．５倍を上回っている。このことは，

間接的ではあるが，アドミッション・ポリシーに沿った本校の選抜方法が適切であったこと

のひとつの傍証にはなる。 

• 準学士課程における留年者数は，平成８～１７年度まで順に１２，１０，１０，１２，１０，

８，１９，１４，１３，１４名と平均１２名となり，平均留年率は約２％ときわめて低いレベ

ルにある。このことも，学生が本校の教育方針に合致し，適応していることを示しているひと

つの傍証にはなる。専攻科課程の留年は，ほとんどいない。 

• 現在行っている選抜方法で特に不都合も起こっていないことから，特に検証は行っていないも

のの，現行の方法を変更する必要性をいまのところ認めていない。 

 

資料４－２－②－１ 準学士課程と専攻科課程の入試倍率などのデータ 
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出典：教務係資料 
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（分析結果とその根拠理由）  

• 実際に入学した学生がアドミッション・ポリシーに沿っていたか，直接的に検証することは難

しい。そのため，実質的に現在と教育方針や入学者選抜方法が変わっていない過去１０年間の

入学試験志願状況ならびに留年率を追跡したところ，大きな変化はみられなかった。これらの

ことは，間接的ではあるが，アドミッション・ポリシーに沿った本校の選抜方法が適切であっ

たことを示しており，従来の入学者選抜方法を継続している。 

• 今後入学者の追跡調査等を実施し，その結果を入学者選抜の改善に役立てる必要がある。 

以上のことから，適切に行われている。 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

（ａ）入学定員と実入学者数 

• 準学士課程においては過去５年間大幅に定員を超える，又は下回る状況にない（資料４－

３－①－１）。 

• 専攻科においては，定員の２倍近い数の入学者を受け入れている（資料４－３－①－２）。 

 

（ｂ）専攻科において，入学者が多いことに対する状況 

①施設・設備 

• 専攻科棟の講義室（２４名収容）３室に加え，テクノ・リフレッシュ教育センター多目的

研修室，中講義室，情報処理センターなど，大人数収容の施設が利用可能。 

• 専攻科棟内の学生研究室には，自由に使用できる机やパソコンなどがあり，学習環境を整

備。 

• 特別研究は，各指導教員のもとに配属され，教員とコミュニケーションがとれる形で実施。 

②教員数等 

• 専攻科生は現在１・２年生合わせて４８名（定員は２４名）在籍しているが，専攻科の授

業を担当する資格のある常勤教員は５４名（指導補助教員（助手）５名を含む）であり，

特別研究を指導する資格のある常勤教員も４３名（指導補助教員（助手）５名を含む）と

十分な教員数を確保しており，教員の負担が過重になることはない。 

• ③修了要件と学位取得者 

• 専攻科のプログラムは４年間に相当する学習・教育で構成され，１２４単位以上修得し，

学士の学位を得た者を修了生としている（資料５－７－①－２）。 

• 専攻科生のほとんどすべてが大学評価・学位授与機構から学士の認定を受けている（資料

４－３－①－４）。 
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資料４－３－①－１ 学科別志願者状況の推移 

 

出典：教務係資料 

 

資料４－３－①－２ 専攻科志願者状況の推移 

 

出典：教務係資料 

 

資料４－３－①－３ 専攻科修了要件 
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出典：学生便覧 

 

資料４－３－①－４ 学位取得者数の推移 

 

出典：教務係資料 

 

（分析結果とその根拠理由） 

準学士課程 

• 入学者定員と比して過不足のない優秀な学生が志願し，入学している。 

専攻科課程 

• 入学者数が定員の約２倍となってはいるが，施設・設備面，教員数等の面で支障はなく，学

生の学業に対する不利益はない。なお，定数改定の概算要求を，数年来，行っている 

• 専攻科課程の学生のほとんどが学士を取得しており，十分な教育が行われている。 

以上のことから，適切に行われている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 該当なし 
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（改善を要する点）  

・ 該当なし 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

アドミッション・ポリシーは，入試関係資料に示されている。教員に対する周知は，教員会議，各

学科教室会議により随時行われており，中学校および社会一般に対しては，学校要覧，学生募集要項，

入学案内の配布，学校訪問，ウェブサイト，校内見学会の開催を通じて公表している。 

入学者の選抜は，準学士課程ならびに専攻科課程とも推薦および学力試験で行っており，アドミッ

ション・ポリシーである学習・教育目標の６項目とそれらの選抜方法を対応させ，入学者を選抜して

いる。 

入学者数については，準学士課程において，定員に比して過不足のない優秀な学生が入学している。

同時に，１５歳人口の減少に対して，志願者数の急激な変化はなく，優秀な学生が志願している。専

攻科課程において，入学者数が定員の約２倍となってはいるが，学生の学業に対する不利益はまった

くなく，専攻科課程の学生のほとんどが学士を取得しており，十分な教育が行われている。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況）  

(a) カリキュラムの設計 

• カリキュラムの設計にあたっては，特に本校の場合，すべての学科で準学士課程と専攻科

課程が１：１に対応していることから，準学士課程における５年間の一貫性や整合性に留

意するとともに，専攻科課程の２年間も視野に置きつつ，それぞれの学科／専攻で得意と

する複合技術をどのように修得させるか，それを念頭に置きつつ教育課程を編成し，併せ

て学習・教育目標の実現をめざしている。 

• 学習・教育目標の具体的到達目標を念頭におき，科目を厳選している。 

• 平成１５年度には科目間調整会議を設置し（資料２－２－①－６），数学と物理の調整が

行われ，教養科目と専門科目との整合性に留意して一貫した教育課程とした（資料５－１

－①－１）。 

• 平成１７年度には英語，国語，化学･生物，創造系科目についても整合性がとれるように

科目間調整会議を設置し，系統図および講義内容を作成した（資料５－１－①－２）。 

• 平成１７年度に４・５年次の学修単位導入に向けてカリキュラムを検討し，授業時間割も

念頭に置きつつ，平成１８年度から一部変更した（資料５－１－①－３）。なお，学修単

位については，平成１９年度から，上限の６０単位を目安に導入する予定である。 

(b)カリキュラムの体系 

• 全学の共通科目である数学，物理，化学･生物，国語，英語，創造系科目の系統図と講義内

容を示し，それぞれの科目ごとに，各学年で学習する内容を分かりやすく示した（資料５－

１－①－４）。 

• 学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れを教養科目，および学科ごとに作成

し，計４枚の系統図にまとめた（資料２－１－①－２）。その際，専攻科課程も含めて作成

し，それぞれ得意とする複合技術を修得する流れをわかりやすく示している。 

• それぞれ得意とする複合技術は３～４つの分野で構成されており（資料１－１－①－５），

その分野ごとに学年進行にしたがって開設科目を定めている。その際，数学や物理など関連

する共通科目や他の分野の専門科目の開設状況との整合性に留意している。 

• 各科目に対し，６つの学習・教育目標ごとに色分けもしており，その特徴がわかるように配

慮している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• カリキュラムの内容は，それぞれ得意とする複合技術の修得と，６つの学習・教育目標を満足

するよう設計されており，具体的到達目標が達成できるように工夫されている。 
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• 教養科目とそれぞれ得意とする複合技術ごとに計４枚の系統図を作成し，全体の流れのなかで

各科目の果たす役割を横に並べたり色分けしたりすることにより，分かりやすく示している。 

以上のことから，授業科目は本校の教育目的に添って適切に配置されており，体系性が確保される

とともに，教育の目的を達成するために適切なものとなっている。 

 

資料５－１－①－１ 平成１６年度数学，物理科目間調整会議 

 

出典：科目間調整会議議事録 

 

資料５－１－①－２ 平成１７年度数学，物理，化学・生物，国語，英語，創造系科目間調整会

議 

 

平成１７年度 第４回科目間調整会議事概要 

 

   ① 日  時   平成１７年 ６月２９日（水） １６：１５～１７：２０ 

   ② 場  所   管理棟２階 会議室 

   ③ 出席者   主事，石田，杉村，谷本，学生課長，教務係長 

        数学（原田幸），物理（室長），化学・生物（大橋） 

        国語（一色），英語（長戸），創造教育（義永） 

   ④ 欠席者   古田 

 

   内容要旨メモ                                                  

   

１）検討状況の最終報告について 

  各主査より，下記のとおり最終報告を行う。 

 数学）前回報告どおり変更はない。 

 物理）変更は，専攻科２年物理化学を１年の後期で実施。 

 化学生物）変更は，専攻科２年生命化学を１年でに実施。 

     別紙，系統図添付 

 国語）前回報告に変更はない。 

     別紙，系統図添付 

 英語）専攻科２年で実施の総合英語を現行前期２単位を通年で実施。 
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     別紙，系統図添付 

    「英語に関する答申への対応」は引き続き教務・専攻科合同委員会で審議する。 

 創造教育）別紙資料により経過の説明。 

     別紙，系統図添付 

出典：科目間調整会議議事録 

 

資料５－１－①－３ 平成１８年度前期時間割 

 

出典：教務係資料 
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資料５－１－①－４ 共通科目の系統図と講義内容（英語を例示） 

教科書大学用科学英語テキスト

文科省検定「英語Ⅰ」

徳山高専 英語系統図と講義内容 (平成18年度）

基礎的英会話能力と
文法力の基礎を養う。

英 会 話 (１年）

1. 文のいろいろ
2. ５文型
3. 現在完了形
4. 助動詞
5. 受動態
6. 不定詞
7. 分詞
.

基礎英語Ｗ

担当

教科書

基礎英語Ｒ

総合英語ⅠＷ

田中数恵担当

文科省検定「英語Ⅱ」

「World Trek English 
Course Ⅱ」をテキスト
に1年次にめざしたコ
ミュニケーション能力と
意欲を更に発展させる。

総合英語ⅠＲ

総合英語ⅡＷ

桂哲男

担当

文科省検定「英語Ｒ」

物語や論説文など様々
な英文を英語と日本語
の違いに留意しながら
読み進み、読解力の養
成に努める。テキストは
EXCEED English Reading。

総合英語ⅡＲ

日常の様々な場面で相手の英語が
理解でき、それに対して自ら英語で
応答できるようにするための訓練を
行う、英語による授業。

英語特別演習 (４年）

講義内容
黒字は一般科目 緑字は専門科目
赤字は選択科目

教科書

担当 担当

教科書

中光善亮

英文法文科省準教科書 文科省準教科書継続

英 会 話 (２年） 英 会 話 (３年）

教科書 教科書 教科書

教科書 教科書 教科書

Chatterbox

教科書 大学用総合教材

担当 担当

担当 担当

担当

北野弘子

i Think 

大学用英作文テキスト

i Talk

Tony, Perry Bernie, Tony

All Talk 1

Tony, Perry

谷國昌洋

1. 動名詞 2. 分詞
3. 接続詞 4. 比較
5. 関係詞 6. 仮定法
7. 接続詞 8. 話法
9. 名詞・冠詞・代名詞
10. 形容詞・副詞など
11. 構文

.

文科省検定教科
「Power On English Ⅰ」を
テキストに英語によるコ
ミュニケーション能力と
意欲を身につけること
を目標とする。

聴き取り能力と発話能
力の養成に加えて、実
際に会話で使える文法
力の基礎的知識を与
える。

TOEICテストに備えるた
めの基本的なポイントを
マスターする。聴き取り
と発話の基礎練習と文
法項目の修得もめざす。

１・2年次にした習得した文法
力・構文力を復習しつつ、そ
れらを実際に使って英文を書
く訓練を行う。使用するテキ
ストはEasy Everyday English 
Through Sentence Patterns(北野) / 
Commucative English Composition
(谷國)

言語学概論

担当

桂哲男担当

総合英語演習Ⅱ

教科書

教科書

国重徹

比較的難易度の高い英
文テキストを用いて、
言語学の知識、英語の
語彙力・表現力を身に
つける。半期完結。
前後期同内容。

英文作法入門教科書

担当

教科書

Tony

桂哲男

担当

科学英語作文

文学作品テキスト

アメリカ文学の短編を
読んで、英語の読解力
を養うと共に、秀逸な
文学作品に触れること
で豊かな人間性を育む。
今年度は「The Happy 
Prince」を読み、味わう。

総合英語演習Ⅰ

TOEIC対策テキスト

桂哲男

「TOEIC対策トレーニン
グ」を用いてスコア500を
目標に文法、語法、熟語、
構文の演習をする。
e-learningも活用する。

英語言語学テキスト教科書

担当

英会話中級

英語特別演習 （5年）

担当

教科書

担当

Basic Grammar

配布プリント

英会話上級

Bernie

科学的Reading中心の総合教
材を用いて英語力を伸ばす。

11年年 ２年２年 ４年４年 専攻科２年専攻科２年

基礎英語Ｗ 総合英語ⅠＷ

英会話

２単位

２単位

基礎英語Ｒ

２単位

１単位(後期）

１単位

総合英語ⅠＲ

総合英語ⅡＷ

総合英語ⅡＲ

英会話
１単位(前期）

英会話
１単位(前期）

２単位１単位

２単位

英語特別演習

総合英語演習Ⅱ
1単位(前期）

英語特別演習

３年３年 ５年５年

２単位

英会話言語学概論

１単位(前・後）

総合英語

２単位（前期）

専攻科専攻科11年年

（後期２単位）

専攻英語講読

総合英語演習
Ⅰ 1単位(後期）

科学英語表現法

２単位

異文化理解セミナー（「人文社会特講」の1科目として全学年対象・適宜開講）

１単位(後期）

大学生用テキストである
「General Science」を
用い、科学技術関係の仕
事をするのに必要なコミュ
ニケーション能力の基礎
を身につける。

科学英語表現法

担当

教科書 教科書

担当担当

On the Go

少人数で専攻に関する
英文を輪読し、特別研
究論文執筆に役立つ
よう専門的な論文の詳
読を心がける。合わせ
てプレゼン能力の養成
も図る。

「世界に通用する」技
術者に必要なコミュ
ニケーション能力、と
りわけ聴き取り能力
の養成に力を入れる。

英会話

国重徹 担当

総合英語

教科書TOEIC対策テキスト

全員が修了要件のスコア
400をクリアできるように、
リスニング力、文法力、
速読力を総合的にレベル
アップするためのトレーニン
グをする。テキストは

「Total Strategy for the 
TOEIC Test」を使用。

専攻英語講読

論文指導教員

専攻論文各種

国重徹

国重徹

国重徹北野弘子・谷國晶洋

国重徹

 

出典：シラバスより英語を抜粋 
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観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

学生の多様なニーズに対応するために以下のことを行い，学外での教育機会を与えている。 

• 徳山大学，カリフォルニア大学サンディエゴ校，フィティレイア・コミュニティ・ポリテクニッ

クと協定を締結（資料５－１－②－１～３） 

• 徳山大学との単位互換制度の実施（資料５－１－②－４） 

• 外部資格取得など，特別学修による単位認定（資料５－１－②－５） 

• ２年次および４年次でのインターンシップの実施と単位認定（資料５－２－③－４） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 学生の多様なニーズに対応するため，他大学との協定や単位互換，外部資格取得などによる単位

認定やインターンシップを行うことで，教育の幅を広げている。 

• 実践力を身につけるため，学生の外部資格の取得が増えている。 

以上のことから，本校では学生の多様なニーズを配慮し，それに対応している。 
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資料５－１－②－１ 徳山大学との協定書 

 

出典：協定書より抜粋 
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資料５－１－②－２ カリフォルニア大学との協定書 

 

出典：協定書より抜粋 
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資料５－１－②－３ フィティレイア・コミュニティ・ポリテクニックとの協定書 

 

出典：協定書より抜粋 
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資料５－１－②－４ 徳山大学との単位互換協定 

 

出典：協力協定運営会議議事録 
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資料５－１－②－５ 外部資格単位認定状況 

 

出典：教務係資料 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

(a)授業形態のバランス 

本校の学習・教育目標は（Ａ１）～（Ｃ２）と６項目あり，それを実現するため，次のような授

業形態をとっている。その際，４枚にまとめられた系統図（資料２－１－①－２）をみれば，色分

けされた（Ａ１）～（Ｃ２）がどの学年においてどの分野で開設されているか鳥瞰することができ，

カリキュラムに果たす役割を容易に理解することができる。 

（Ａ１）の「複合分野の基礎となる基本的素養」に関連する科目は，教養科目の全学年と専門学

科の主として低学年において，修得する技術を構成する３～４分野すべてにおいて同様に開設され

ており，講義形式で行われている。 

（Ａ２）の「国際理解や技術者倫理とコミュニケーション能力」に関連する科目は，教養科目の

全学年で開設されており，講義や演習形式で行われている。 

（Ｂ１）の「情報技術をベースに，実体験を通しての表現力」に関連する科目は，どの学科も全

学年で開設されており，多くが実験・演習の形式で行われていることが，系統図にも示されている。 

（Ｂ２）の「自主性・自立性」に関連する科目は，工学セミナーと卒業研究が該当しており，実

験・演習科目である。 
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（Ｃ１）の「複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力」に関連する科目は，専門学

科の主として高学年において，修得する技術を構成する３～４分野すべてにおいて同様に開設され

ており，講義形式で行われている。 

（Ｃ２）の「課題を把握し解決する力」に関連する科目は，創造演習や校外実習などが該当して

おり，多くは演習科目である。 

これらをまとめると，次のようになる。 

• 学習・教育目標に適した授業形態がそれぞれとられている。 

• 専門科目ではどの学科も，実験・演習形式で行っている科目の割合が約４割を占めている。 

• 実験・演習形式で行っている科目は，どの学科も全学年でまんべんなく開設されている。 

(b) 学習指導法の工夫 

（Ａ１）複合分野の基礎となる基本的素養の涵養 

• 専攻科生がＴＡ（ティーチング・アシスタント）として１年生に数学，２年生に物理の演習

を担当。初期段階でのつまずき防止と授業で学習したことを演習で定着させることを目的と

して，平成８年度より実施。学習者の視点により近いレベルでの指導は，学生の素朴な質問

を促し，技術者教育の基礎としての数学，物理の基礎学力充実に貢献している（資料７－１

－①－18，19）。 

（Ａ２）コミュニケーション能力の向上 

• 平成１４年度より学生の英語学習支援のため， e - Learning を導入。初年度はＴＯＥＩＣ

学習プログラム，次年度は科学技術英語学習プログラムを追加。学内のどの端末からでも利

用可能。受講者は多い（資料７－１－②－８，９）。 

• 日本語コミュニケーションでは，実践・実作を通して，各自がコミュニケーション能力を向

上させるための授業を実施（資料５－２－①－１）。 

（Ｂ１）情報技術をベースに，実体験を通しての表現力の涵養 

• 機械電気工学科では，電気・電子・情報系の科目に使用するＰＩＣ演習ボードを製作

（資料５－２－①－２）。 

• 情報電子工学科では，低学年からのコンピュータ教育に利用するための教育用コンピュー

タを開発。また，教育用コンピュータを用いたコンピュータシステム実験を提案し，実践

（資料５－２－①－３）。 

• 平成１７年度よりｅラーニング推進支援室が設置され，ｅラーニングを推進中（資料５－

２－①－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 学習・教育目標に適した授業形態がとられ，カリキュラムが編成されている。専門科目では

どの学科も，実験・演習形式で行っている科目の割合が約４割を占めており，また，実験・

演習形式で行っている科目はどの学科も全学年でまんべんなく開設されており，特に実践力

を身につけることに重点が置かれている準学士課程では，望ましい形になっている。 

• 学習・教育目標（Ａ１）（Ａ２）（Ｂ１）に関し，学習指導上の工夫がなされている。 

以上のことから，教育の目的に照らして授業形態のバランスは適切であり，学習指導法の工夫も 

なされている。 
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資料５－２－①－１ 日本語コミュニケーションの授業 
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出典：日本語コミュニケーション授業資料 
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資料５－２－①－２ 機械電気工学科のＰＩＣボード概要図 
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資料 PIC16F873ボード回路図 2002/07/10
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出典：機械電気工学科資料 
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資料５－２－①－３ 教育用コンピュータの概要 
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出典：教育用コンピュータシステム資料 
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資料５－２－①－４ ｅラーニング推進支援室規則（抜粋） 

 

出典：本校規則集 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

(a)シラバスの作成 

• 準学士課程のシラバスは平成５年度に初版が発行され，平成1５年度から準学士課程と専

攻科課程を一体とした学科／専攻ごとの３分冊の構成とした。 

• 学習・教育目標や養成しようとする技術者像，具体的到達目標や各学科／専攻で修得する

技術など，本校の教育理念をシラバスの前半にまとめて示している。 

• 学習・教育目標を達成し，各学科／専攻でそれぞれ得意とする複合技術を修得するため，

それぞれの科目がどのように関係しているか明らかにすることをねらいとして，準学士課

程１年次から専攻科課程２年次まで，７年間を通したカリキュラム系統図を作成した。 

• 学科／専攻に共通する基礎科目に関しては，一般科目と専門科目の教員で構成する科目間

調整会議で検討された結果を，各科目の系統図と講義内容として記載した。これは，学科

／専攻に関係なく全員が学ぶ内容であり，使用する教科書も定めている。そのため，非常

勤を含め担当者が変わっても，教える内容は変わらない。 

• 各科目のシラバスは，それぞれの科目が果たす役割を十分認識した上で，統一された書式

に必要事項を記入しており，見やすい形式に整えられている。 

• 記入した内容は学習・教育レビュー室によりチェックを受け，どの科目も教育目的に合致

し，必要な事項が記入されていることを確認している。 

• シラバスの解説を付け，学生に内容を詳しく説明することで利用を促している。 
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• 各試験結果を記入する欄を設けたり，資格への道しるべやＪＡＢＥＥに関する内容，授業

時数や年間行事予定表など，役立ちそうな内容を付録として付け，学生に活用を促す工夫

も行っている。 

• これらのシラバスは，ウェブサイト上でも公開している。 

(b)シラバスの活用 

• 年度当初の学年ごとに行われるオリエンテーションにおいて，当日配布するシラバスを用

いてその使い方について解説を行い，利用を促している（資料５－２－②－１）。 

• 授業科目の第１回目には，担当教員がシラバスを用いてコースガイダンスを行う。 

• 答案返却の際，シラバスを持参させ，問題解答のあと試験結果の書き込みを促し，現在の

進捗状況について確認を行う。 

• 学生は，さまざまな機会にシラバスを活用するよう指導を受けているが，必ずしも十分活

用されている状況にはない（資料５－６－③－２）。 

• 教員は，作成したシラバスを学習・教育レビュー室でチェックを受け，また，学生への説

明も随時行うことになっていることから，アンケートはとっていないものの，活用されて

いると認識している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 学習・教育目標を始めとする本校の教育理念を実現するため，シラバスのあり方が検討され，

種々の工夫がなされている。 

• 学習・教育レビュー室でシラバスに関する種々のチェックが行われており，改善されてきている。 

• 全学生に，毎年シラバスを配布し，シラバスの活用を促す種々の工夫や随時説明を行うなど啓蒙

に努めているが，必ずしも十分活用されている状況にはない。これは，準学士課程に特有の現象

で，ほとんどの科目が必修であることから科目を選択する必要がほとんどないこと，多くの科目

で学習シートを毎回配っており，授業内容を改めて確認し直す必要性が薄いことなどに原因があ

るものと考えられ，学習を進める上で，実質的に支障は生じていない。 

以上のことから，本校のシラバスは教育の理念に従って作成されており，教員には活用されている 

が，学生の活用は必ずしも十分でないものの，実質的に支障は生じていない。 
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資料５－２－②－１ シラバスの解説 

 
シラバスの解説 

 

授
業
で
め
ざ
す
目
標
や
概
要
が
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
科
目
で
め
ざ
す
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
授
業
の
進
め
方
を
示
し
て

い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
や
学
習
シ
ー
ト
の
使
い
方
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
ま
す
。 

専
攻
科
で
は
，
自
学
自
習
を
含
め
授
業
の
進
め
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

各回の授業項目を示

しています。目次の

役割を果たしており、

全体の流れがわかり

ます。 

それぞれの試験で確認する内容を示し
ています。 

毎回の授業内容と学習の目標が要

約して示されています。目標達成の

ために集中して授業を受け、分から

ないところは質問し、予習や復習も

しっかり行って下さい。 

授
業
を
受
け
た
学
生
が
、
こ
の
科
目
に
つ
い
て 

最
終
的
に
到
達
す
べ
き
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。 

自分の成績の確認用に使ってください。試験欄は試験成績、成績欄は評価法による点数です。

この科目が対応する「徳山高専の学習・教育目標（A1）～（C2）」を示しています。 

この科目が対応する「JABEE の認定基準」を
示しています。

ここに記載された方法で、最終評価がなされます。 

【学修の進め方】（専攻科）

15 
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出典：シラバス 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）  

(a) 創造教育 

• 高専の特徴は高校年齢段階から自由度の高い，かつレベルの高い専門教育を行えることにあ

る。この特質を最大限に活かした教育として創造教育を提起し，平成７年から取り組みを進

めてきている。 

• 平成９年には高専における第１号の創造教育推進校に選ばれ，全国高専におけるパイオニア

的な存在として活動を進めてきた。 

• 機械電気工学科では，創造演習，創造製作，総合実地演習（２年次のインターンシップ），

自己提案型卒業研究を創造系の科目と位置づけて，学年ごとに学生が発想する時間を設け，

これを途切れなく行わせることで，発想力の向上に努めている（資料５－２－③－１）。 

• 情報電子工学科では，プログラミング（プログラミングコンテスト）を中心に位置づけ，学

年ごとに創造演習，プログラミング演習，コンピュータ実験を途切れなく行わせることで，

発想力の向上に努めている（資料５－２－③－１）。 

• 土木建築工学科では，デザインコペティションを中心に据え，低学年での創造演習，高学年

での実験・実習を行わせることで，発想力の向上に努めている（資料５－２－③－１）。 

• 各学科の体系化を行うとともに，学科を越えて創造教育の理念の体系化を行っている（資料

５－２－③－２）。 

• 平成１５年度からは知的財産権，ベンチャービジネスについても実践的に取り組む科目を開

設し，発想を実用化するための方策も行っており，学生が学生時代に新たな価値づくりまで

が可能となるカリキュラムとなっている。 

• 全国レベルの各種コンクールにおいて準学士課程在籍の学生が大学生，大学院生に混じって

入賞したり，特許を出願したりするなどの成果を納めている（資料５－２－③－３，Ａ１－

②－９）。 

• 特許では，取得した例や地場産業振興センターのものづくり支援事業に選定され，商品化の

ための試作を開始するなどの例もみられている（Ａ１－②－１０，１１）。 

(b) インターンシップ 

• 全学において，４年次にインターンシップを実施している（資料５－２－③－４）。 

• 機械電気工学科においては，準学士課程の２年次にも実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 創造教育は平成７年度から取り組みを始めた。 

• その成果を対外的なコンクールに応募したり，創造教育の成果として生まれるアイデアを実

用化する上で必要な特許の教育を組み込んだりした結果として，それぞれ成果がみられる。 

• 創造教育の成果として，学生が新たな価値づくりを学校時代に達成可能なことが実証されて

おり，優れた成果をあげていると判断できる。 
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 以上のことから，創造性を育む教育方法の工夫やインターンシップの活用は十分行われている。 

 

資料５－２－③－１ 創造教育系統図 

 

出典：シラバス 
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資料５－２－③－２ 創造教育体系図 

 

出典：教務係資料 

 

資料５－２－③－３ コンクール受賞状況，特許出願状況 

 

出典：教務係資料より作表 
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資料５－２－③－４ インターンシップ実施状況 

 

出典：教務係資料 

 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

(a) 評価・認定の規定と学生への周知方法 

• 成績評価や進級・卒業認定規定は教務規則として定められており，学生便覧，ウェブ

サイトに開示されている（資料５－３－①－１）。 

• 学生には毎年学生便覧が配布され，新入生には入学時のオリエンテーションで，学生

便覧をもとに，これらの評価や規定について説明がなされている。 

• 各科目の成績評価法はシラバスに明記されており（資料５－３－①－２），学生には授

業開始時に，シラバスをもとに各科目の評価法について説明がなされている。 

(b) 成績評価，進級認定，卒業認定 

• 各科目の最終成績は，シラバスに記載された評価法により評価される（資料５－３－①

－２）。 

• 評価に用いた資料は，例えば定期試験の答案だと原則としてすべての試験について全

員分，レポートだと代表的なものをファイルに保存し，第三者にも評価の状況がわか

るよう，最近の３ヶ年分を学習資料室に保管している（資料９－１－④－６）。 

• 再試験で評価を変更した場合も，その都度成績評価資料の中身を追加・変更している。 

• 成績評価資料は，学習・教育レビュー室エグザミナーにより，シラバスに記載された

評価法どおりに整えられているか，すべての科目についてチェックを受けている。 

• 学生には，原則として試験が終了した翌週に答案が返却され，解答が示されることでチェッ

クの機会が与えられ，まちがっている場合は変更している。このシステムは，後期末も変わ

らない（資料５－３－①－３）。 

• 単位認定，進級認定は，学生便覧等に示された規定に従い，全教員が出席する学年修了
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認定会議で審議の上，校長が行う（禁帯出：修了認定会議議事録）。卒業認定も同様に，卒

業認定会議で審議の上，校長が行う（禁帯出：卒業認定会議議事録）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価や進級・卒業認定規定は教務規則に明確に定められており，学生便覧やウェブサ

イトに明記され，学生にも周知されている。各科目の最終成績はシラバスに記載された評価

法で行われ，評価に用いた資料は，学習・教育レビュー室のレビューを受けた後，成績評価

資料として学習資料室に保管されている。これらの成績をもとに，規定に従い，学年修了認

定，卒業認定が当該認定会議において審議の上、決定される。 

以上のことから，成績評価や進級・卒業認定規定が定められ，学生に周知されるとともに，

規定に従い適切に実施されている。 

 

資料５－３－①－１ 教務規則（課程の修了）（抜粋） 

 （履 修） 

第６条  各科目について，原則として 20 時間／単位以上の出席をもって履修したものと認定 

 する。 

２  履修と認定された科目について学年評価を行う。 

 （評 価） 

第７条  学期又は学年における学業成績は，その期間中の試験成績及び学習状況等を総合して 評価する。 

第８条  評価は，優・良・可・不可をもって，次の評点区分による。 

              優    ８０点－１００点 

              良    ６０点－７９点 

              可    ５０点－５９点 

              不可    ０点－４９点 

２  各科目毎に欠課時数が６時間／単位をこえる者の学年評価は原則として不可の評価とす 

 る。 

第９条  やむを得ないと認められる理由により試験を受けられなかった者については，平常 

 成績，出席状況及び他の学期の成績等を考慮して評価することができる。 

第 10 条  答案を提出しなっかた者，また停学中のため試験を受けることができなかった者の 

 当該時間の試験成績は，０点とする。 

２  試験中不正行為をした者に対しては，当該時間以後の試験を受けさせず，またその試験 期間の全科目の試験

成績は，０点とする。 

 （課程の修了） 

第 11 条  各学年における課程の修了の認定は，修了認定会議において審議のうえ，校長が行 

 う。 

２  次の各号のすべてに該当する者は，原則として課程の修了を認める。 

  (1) 学則に定める当該学年の所定の科目をすべて履修している者。 

  (2) 各学年末における累積不可単位数が 10 単位以内の者。 

    ただし，第５学年については修得した単位数の合計が 167 単位以上（そのうち，一般科 

  目については 75 単位以上，専門科目については 82 単位以上とする。）であること。 

      累積不可単位数とは，当該学年までに履修すべき単位数から当該学年までに修得した 

  単位数を差し引いた単位数をいう。 

  (3) 学年評価における全科目の平均点が５０点以上である者。 

  (4) 第３学年以下については，特別活動を履修した者。 

  (5) 第５学年については，卒業研究を修得した者。 

  (6) 欠席日数が原則として年間 25 日以内の者。ただし，遅刻及び早退２回を欠課１時間に， 

  欠課７時間を欠席１日に換算して取り扱う。 

３  学則に定める単位数をこえて修得した選択科目の単位数は，専門科目の不可単位数を補 

 うことができる。 

（留 年） 

第 12 条  学年の課程修了を認定されない者は，原学年に留まる。この場合において，原学年 

 で修得した単位はすべて無効となり，原学年の課程の再履修を必要とする。ただし，特別 

 に認められた科目については単位の修得を認め，再履修を免除することができるものとす 
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 る。 

２  休学の場合を除き，引き続き２回原学年に留まることはできない。 

（卒 業） 

第 13 条  卒業の認定は，卒業認定会議において審議のうえ，校長が行う。 

２  第５学年までの各学年の課程を修了した者で，授業科目を 167 単位以上（一般科目につい 

 ては 75 単位以上，専門科目については 82 単位以上とする。）修得した者は，原則として卒 

 業を認める。 

出典：学生便覧 

 

資料５－３－①－２ 到達目標と成績評価法（シラバスから抜粋：熱力学Ⅰ） 

 

出典：シラバス 

 

資料５－３－①－３ 試験日程 

  

出典：年間予定表 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

• 特別教育活動として，準学士課程１～３年生は毎週１回，ホームルームを行っており
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（資料５－１－①－３），年間３０回（１回は１単位時間）の授業回数を確保していること

から，設置基準で定められている９０単位時間を満足している。 

• ホームルームの実施にあたっては担任が中心になって運営するが，各担任に一任する

のではなく，進路支援室や学生相談室が人間性を涵養する上で各学年にふさわしい活

動を盛り込んでおり，ホームルーム運営に関しても全学的に取り組んでいる（資料５－

４－①－１，２，７－２－④－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程の１～３年生では，特別教育活動としてホームルームを年間３０単位時間行っており，

そのなかで，進路支援室や学生相談室が年度当初に各学年にふさわしい諸活動を盛り込んでおり，人

間性の涵養に全学的に取り組んでいる。 

 以上のことから，人間の素養の涵養に関する取り組みがなされている。 

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

- 136 - 

資料５－４－①－１ ＨＲ予定表 

１　組 ２　組 ３　組 １　組 ２　組 ３　組 Ｍ　Ｅ Ｉ　Ｅ Ｃ　Ａ

室長大應 秋吉康光 谷本圭司 池田光優 神田徳夫 重松恒美 藤満達朗 小林明伸 木村武馬

6

13
ＨＲ実施
計画決定

面談調査 自己紹介
担任の話

作文

合宿研修
ガイダン

ス
担任企画

１年ＨＲ
終了後

心電図検査

20
４～５年
含む

27 担任講話 自己紹介 担任の話
担任の話
席替え

合宿研修 クラス企画

11 席替え 個人面談 個人面談

18

25

1

8

15

22 席替え
クラス企

画
担任の話
席替え

29 工場見学 クラス企画創作活動Ⅰ

6
クラス企
画（読
書）

クラス企画 個人面談
担任の話
席替え

クラス企画創作活動Ⅱ

13

20 終　業

1 始　業

7

21

ｸﾗｽ企画
（ﾋﾞﾃﾞｵ鑑
賞・ﾒﾃﾞｨ

ｱ）

前期を終
えて

担任の話
席替え

担任の話 クラス企画 担任企画

クラス

担任

９月

夏休みの総括と前期末試験に向けての諸注意

前　　期　　末　　試　　験

キャリアガイダンス③
社会の求める人材
（進路支援室）

前期中間試験に向けての諸注意

クラス企画

奉仕活動（ゴミ拾い）

クラス企画（席替えなど）

※上記の計画は，日程を変更する場合があります。

平成１８年度　前期ＨＲ実施計画表

６月

特別時間割　（ＨＲは実施しません）

７月

夏休みに向けての心構え

セクシュアルハラスメント防止
講習会（学生相談室・ﾒﾃﾞｨｱﾎｰﾙ）

キャリアガイダンス④－１
進路適性検査とｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝの作成

（進路支援室）

講話③ 高専生活のすごし方
講師：専攻科生
（進路支援室）

５月

学年

前　　期　　中　　間　　試　　験

４月

新入生オリエンテーション クラス別ＨＲ(生活指導) クラス別ＨＲ(生活指導)

交　通　安　全　指　導　講　話　　（15:15～）

進路支援室紹介(メディアホール)

１　　　　　年 ２　　　　　年

備　　考

キャリアガイダンス④－２
進路適性検査とｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝの作成

（進路支援室）

講話① 高専生活のすごし方
講師：４年生
（進路支援室）

クラス役員割り当て

クラス企画
（アンケート,席替えなど）

個人面談

生活指導（メディアホール）

クラスマッチ１
グランド、第１，第２体育館

学科別ＨＲ

ビデオ鑑賞１
(メディアホール)

学科対抗スポーツマッチ
グランド、第１，第２体育館

奉仕活動

３　　　　　年

 

出典：ＨＲ予定表 
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資料５－４－①－２ 進路支援室によるＨＲ支援 

進路支援室初年度の活動（平成１６年１２月～平成１８年３月）を振り返る （執筆中 H18.5.22） 
（アンケート結果の分析による報告）  

徳山高専 学生課 専門員 野頭克己

序文  
 徳山高専のある山口県周南地方は山口県内では工業地域として位置付けられている。特に戦前に海軍の

燃料省等の軍事施設もあり、出光徳山精油所、新日鐵光製鉄所はその跡地に建設されたものである。さら

に東ソー、トクヤマの化学メーカーがあり、コンビナート群のまちである。山口県は人口１５０万人弱の

県であるが、県庁所在地の山口市に主要産業が無く、県内に１０万人から２０万人の小都市が散在してい

る。そのため、高専も宇部および大島（商船高専）と３箇所に分散し、新幹線の駅も県内５箇所に散在し

ている。 
 
（中略） 
  
アンケート対象学生数 
本科１年生 １２６名、２年生 １２４名、３年生 １２４名、 
４年生 １２０名（うち就職 ７２名、進学 ４３名、未定 ５名） 
５年生 １１５名（うち就職 ７５名、進学 ４０名） 
専攻科１年生 ２４名（うち就職 １３名、進学 ８名、未定 ３名） 
専攻科２年生 ２０名（うち就職 １０名、進学 １０名） 
 
本文 
平成１８年３月に実施したアンケートの結果を参考として、支援室の活動を振り返る。学年毎に解説する。

アンケートⅠ（プログラムへの感想） 
１．低学年 
（１） １年生 

① 進路支援室（プログラム）の紹介（実施日 平成１７年５月１２日） 
支援室スタッフにより、①本校の就職・進学状況と社会状況（就職環境）の説明を交えながら解説

し、②高専生活（学ぶことの楽しさ等）の過ごし方のアドバイス、③支援プログラムの説明を行った。

アンケート結果；理解できた学生１４％、に対して覚えてない学生が３４％、一部理解できた学生

が４５％という結果であった。 
かたどおりの説明で、浸透度はもう一つであるという反省もあり、１８年度は講話方式をやめて、

具体的な作業方式を取り入れることし、各自に履歴書を作成させ、今後の５年間で、空白の部分をど

う埋めるかを考えさせた。（実施日 平成１８年４月２７日）  

出典：進路支援室資料 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

(a) 学生相談室の設置 

• 主として学生のメンタル面での問題に対応するため，平成１１年度に学生相談室を設けた。 

• メンバーは教員４名と専任の看護師１名，および外部の専門カウンセラー２名から構成さ

れ，その成果は学生相談室報として２年に１度まとめられている（資料５－４－②－１，

２）。 
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(b) クラブ活動状況 

• 教員には毎週木曜日をクラブ指導の日と定め，できる限りクラブ指導が行えるように配慮

している。クラブ顧問の決定に際しては，学生，教員ともに希望を募り，マッチングを行

うようにしている（資料５－４－②－３）。 

(c) 高専夢広場 

• 街中に開設している高専夢広場においては，イベントを通じ，学生と地域の人々との交流

が図られ，人間性の涵養にも役立っている（資料５－４－②－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 学生相談室による学生の指導・支援が，メンタル面において十分になされている。 

• クラブ顧問は学生とのマッチングにより決めており，人間性の涵養に，より効果を上げている。 

• 高専夢広場で地域との連携を図り，人と人との交流から素養の涵養に努めている。 

 以上のことから，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図られている。  

 

資料５－４－②－１ 学生相談室人員表 

 

出典：学生相談室案内 
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資料５－４－②－２ 学生相談室報目次 

 

出典：学生相談室報 
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資料５－４－②－３ クラブ顧問希望調査書 

 
出典：顧問教員依頼希望書一覧 
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資料５－４－②－４ 高専夢広場活動資料 

 

出典：高専夢広場ウェブサイト資料 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

本校の場合，準学士課程と専攻科課程が１：１に対応しており，それぞれ得意とする複合技術は，

専攻科課程と準学士課程で共通である（資料１－１－①－５）。そのため，専攻科課程では準学士課

程で修得した基礎知識を踏まえつつ，さらに発展的な内容を修得したり知識の総合化を図ることによ

り，専攻科でめざす技術者像（資料１－１－①－２）を実現することができる。すでに準学士課程か

ら専攻科課程に至る７年間のカリキュラム系統図ができあがっており（資料２－１－①－２），教育

課程は準学士課程との連携を十分考慮したものとなっている。 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の場合，準学士課程と専攻科課程が１：１に対応しており，それぞれ得意とする複合技術は

専攻科課程と準学士課程で共通である。そのため，カリキュラムも７年を見通して設計されている。 

以上のことから，専攻科課程は準学士課程との連携を考慮した教育課程となっている。 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。ま

た，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を

達成するために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況）  

• 学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れを教養科目，および学科／専攻ごと

に７年間を通した形で作成し，計４枚の系統図にまとめた（資料２－１－①－２）。その際，

それぞれ得意とする複合技術を修得する流れをわかりやすく示している。 

• それぞれ得意とする複合技術は３～４つの分野で構成されており（資料１－１－①－５），

その分野ごとに学年進行にしたがって開設科目を定めている。その際，数学や物理など関連

する共通科目や他の分野の専門科目の開設状況との整合性に留意している。 

• 専攻科修了生のめざす技術者像と到達目標（資料１－１－①－２）を実現するため，特に専

門科目については選択科目を広く開設し，必修科目は１年次の基礎的な教養科目と総合実験

・総合演習ならびにインターンシップと特別研究に限定した（資料１－１－①－５）。 

• 学習・教育目標（Ｃ１）の「複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力」を身に

つけるため，複合技術を構成する分野ごとにそこでの内容を総合的にまとめ，理解する科目

として，二重枠で囲った「総合科目」（資料５－５－②－１）を主として２年次後期に開設

している（資料２－１－①－２）。 

• （Ｃ１）と同じ趣旨から，それぞれ得意とする複合技術に関し，準学士課程を含めた７年間

にわたるすべての学習・教育の成果をまとめ，何らかの形に結実させる科目として，２年次

前期に「総合演習」（資料５－６－①－１）を開設している。 
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資料５－５－②－１ 「総合科目」のシラバス（一例） 

 

出典：シラバス 
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（分析結果とその根拠理由）  

• カリキュラムの内容は，それぞれ得意とする複合技術の修得と，６つの学習・教育目標に沿っ

て設計されており，具体的到達目標が達成できるよう工夫されている。 

• 教養科目とそれぞれ得意とする複合技術ごとに計４枚の系統図を作成し，全体の流れと科目ご

との位置づけを横に並べたり色分けしたり工夫することにより，分かりやすく示している。 

以上のことから，授業科目は本校の教育目的に沿って適切に配置されており，準学士課程との一

貫性が確保されるとともに，教育の目的を達成するために適切なものとなっている。 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イ

ンターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮し

ているか。 

（観点に係る状況）  

(a) 他の教育施設における単位の履修方法について，規則が定められている（資料５－５－③－１，

２）。 

(b) 学生の多様なニーズに対応するために以下のことを行い，学外での教育機会を与えている。 

• 徳山大学との協力協定に基づく単位互換制度の実施（資料５－１－②－４，資料５－５－③－３，

資料Ｂ－１－①－１１） 

• 長岡技術科学大学と本校との連携教育に基づく学生の派遣（資料Ｂ－１－①－１２，１３） 

• ワーラゴン大学への長期インターンシップの派遣（資料５－６－②－２） 

• 海外語学研修の実施（資料７－１－④－７） 

• フィティレイア・コミュニティ・ポリテクニックとの協力協定に基づく語学研修の実施（資料５

－１－②－３，資料７－１－④－７） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 学生の多様なニーズに対応するため，他の教育施設における単位の履修方法について諸規則が定

められている。 

• 他大学等と協力協定や連携を行い，積極的に単位互換や学生の派遣，長期インターンシップや語

学研修への派遣を行うことで，教育の幅を広げ，効果を上げている。 

 以上のことから，本校では学生の多様なニーズを配慮し，それに対応している。 

 

資料５－５－③－１ 専攻科の授業科目の履修等に関する規程（抜粋） 
 

徳山工業高等専門学校専攻科の 

授業科目の履修等に関する規程 

 

 （趣 旨） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）学則第37条第３項及び第39条の規 

 定に基づき，本校専攻科（以下「専攻科」という。）の授業科目の履修方法及び成績の評 

 価並びに修了の認定に関し必要な事項を定める。 

 （単位の計算方法） 

 

（中略） 

 

 （成績の評価） 
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第８条 授業科目の評価は，原則として当該科目担当教員が，定期試験の成績及び出席状況 

 等平素の学業成績を総合して行うものとする。 

２ 特別研究の評価は，特別研究論文を提出し，特別研究発表会で発表を行った者に対して 

 行う。 

３ 前項の特別研究論文に関しては，原則として，学会又は協会における発表を前提とする 

 ものとする。 

第９条 成績の評価は，優，良，可及び不可の評語をもってし，次の評点区分による。ただ 

し，特別研究は評価区分を行わない。 

 

  評語  評 点 区 分  

   優    １００～８０ 

   良     ７９～７０ 

   可     ６９～６０ 

   不可      ５９～ ０ 

 

第10条 各授業科目とも欠課時数が授業時数の１／５を超えるものに対しては，評価は行わ 

 ない。この場合において，遅刻及び早退は，３回をもって欠課１回とする。 

 （単位の認定） 

第11条 第９条の規定に基づき，優，良及び可に評価された授業科目については，当該科目 

 を修得したものとして，単位を認定する。 

２ 不可科目については，当該学期内に再試験を実施することができる。ただし，評点の最 

 高は６０点とする。 

  （他専攻の授業科目履修） 

第12条 他の専攻で開設されている科目の履修を希望する学生は，あらかじめ指導教員の許 

 可を得たうえで受講届（別紙様式第１号）を学生課へ提出しなければならない。これによ 

 り修得した単位は10単位を限度で当該専攻における単位として認定することができる。 

出典：学生便覧 

 

資料５－５－③－２ 他の教育機関において修得した単位の取り扱い規定（抜粋） 

 

  他の教育機関において修得した科目及び単位の取扱いについて 

 

１ 科目及び単位の取扱い 

  専攻科に在籍する者が他の教育機関において修得した科目及び単位については，本取扱い の定めるところに

より，「設計情報工学」プログラムの修得科目及び修得単位と見なすこと 

 ができる。 

 

２ 申 請 

  １の取扱いを受けようとする者（以下「申請者」という。）は，様式１により，学校長に 

 申請しなければならない。 

 

３ 対象となる科目及び単位 

  対象となる科目及び単位は，本科４年に相当する学年以上の学年において修得したものの 

 うち，「優」又は「良」の成績をもって修得したものとする。 

 

４ 取扱いの手順 

  １の取扱いは，専攻科委員会の審議を経て，学校長が行う。 

  専攻科委員会は，審議に当たって，必要と認める場合には，委員以外の者の出席を求めて， 

 意見を聴することができる。 

  専攻科委員会は，審議に当たって，必要と認める場合には，申請者に対し，資料の提出， 

 口頭若しくは筆記による試験の受験等を求めることができる。 

 

５ 結果の通知 

  学校長は，１の取扱いを行った場合には，その旨を，また，１の取扱いを行わない場合に 

 はその理由を，申請者に通知しなければならない。 

 

出典：学生便覧 
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資料５－５－③－３ 徳山大学との単位互換制度の新聞記事 

 

出典：中国新聞（平成１７年１０月２０日） 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされてい

るか。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型

授業，情報機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況）  

 (a)授業形態のバランス 

本校の学習・教育目標は（Ａ１）～（Ｃ２）と６項目あり，それを実現するため，次のような授

業形態をとっている。その際，４枚にまとめられた系統図（資料２－１－①－２）をみれば，色分

けされた（Ａ１）～（Ｃ２）がどの学年においてどの分野で開設されているか鳥瞰することができ，

カリキュラムに果たす役割を容易に理解することができる。 

（Ａ１）の「複合分野の基礎となる基本的素養」に関連する科目は，１年次に教養科目の必修と

して物理科学，一般化学，生命科学が開設されており，数学は４科目が選択で開講され，講義形式
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で行われている。 

（Ａ２）の「国際理解や技術者倫理とコミュニケーション能力」に関連する科目は，主として１

年次に教養科目の必修として国際比較文化論，技術者倫理，国語と英語の科目が開設されており，

重視されている。また英語は２年間にわたり開設され，より重点が置かれている。講義や演習形式

で行われている。 

（Ｂ１）の「情報技術をベースに，実体験を通しての表現力」に関連する科目は，どの専攻も１

年次後期に総合実験とコンピュータ関連科目として開設されている。 

（Ｂ２）の「自主性・自立性」に関連する科目は，準学士課程ですでに身につけたとして，特に

は科目を開設していない。 

（Ｃ１）の「複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力」に関連する科目は，専門科

目がほとんどそれに該当しており，専攻科の中核を担っている。総合科目や総合演習もこれに含ま

れており，講義形式が多いが，演習を取り入れている科目も見受けられる（資料５－５－②－１，

５－６－①－１）。 

（Ｃ２）の「課題を把握し解決する力」に関連する科目は，インターンシップや特別研究などが

該当し，専攻科の特徴を形づくる科目となっており，演習科目が多い。 

これらをまとめると，次のようになる。 

• 学習・教育目標を達成すべく，それらの科目が２年間にわたりバランスよく開設されている。 

• 専門科目では，実験・演習形式で行っている科目はどの専攻もほぼ共通であり，必修となっ

ており，その割合は約５割を占めている。 

• 実験・演習形式で行っている科目は，どの学科も全学年でまんべんなく開設されている。 

 

(c) 学習指導法の工夫 

（Ａ２）コミュニケーション能力の向上 

• 平成１４年度より，英語能力の向上をめざし，まず専攻科生と教員を対象にＴＯＥＩＣ学習

用のeラーニングシステムを提供。利用した専攻科生が利用前に比べて平均８０点，スコア

アップしていることを確認している（資料７－１－②－８）。 

• 少人数教育であり，どの科目もコミュニケーションをとりながら授業を進めることができ，

好評。 

授業アンケートでも，準学士課程に比べると満足度の高い科目が多い。 

（Ｂ２）自主性・自立性の向上 

• 専攻科生が本科学生の指導の補助をするＴＡに携わることにより，さらに向上している。 

（Ｃ１）複合分野にわたる知識を有機的に結びつける設計能力 

• 各専攻で少人数，対話・討論型の授業として総合演習を実施している（資料５－６－①－

１）。 

（Ｃ２）課題を把握し解決する力 

• 特別研究では密度の濃い個人指導を行っており，能力の向上に寄与している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 学習・教育目標に適した授業形態がとられ，２年間でバランスよくカリキュラムが編成され

ている。特に必修科目が効果的に開設されており，実験・演習科目の割合もおよそ５割と，
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高度な実践力をもつ開発型能力を養うために，望ましい形になっている。 

• 学習・教育目標（Ａ２）（Ｂ２）（Ｃ１）（Ｃ２）に関し，学習指導上の工夫がなされてい

る。 

以上のことから，教育の目的に照らして授業形態のバランスは適切であり，学習指導法の工夫も 

なされている。 
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資料５－６－①－１ 総合演習シラバス 
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出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/syllabus/syllabus.html 
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観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）  

(a) 長期インターンシップ 

 ・「実践力」のある「開発型」技術者として大きく成長するためには，現実の課題に取り組む訓練

を積むことがきわめて重要だとの認識から，１年次の前期に，必修科目として，約３ヶ月の長期

インターンシップを行っている（資料５－６－②－１）。 

 ・平成１３年度に約４週間の日程で始めたが，平成１５年度からこれを約３ヶ月（最低２ヶ月）に

延長した。 

 ・受け入れ先は多岐にわたっており，企業ばかりではなく，官公庁や大学，中学校，最近は海外へ

も出かけている（資料５－６－②－２，３）。 

 ・インターンシップ報告集を刊行し，報告会も学外で行っており，多数の方々の参加をいただき，

好評を博している（資料５－６－②－４）。 

 ・受け入れ先を始め，学生の満足度がきわめて高い。  

(b) 総合演習 

・「高度なものづくり」をなし得る能力を養うには，さまざま知識と経験が必要であり，特に本校

がめざしている複合技術分野ではその必要性が大きいとの認識から，２年次の前期に，必修科目

として総合演習を開設している（資料２－１－①－２）。 

・実施の内容は，各専攻でいろいろと工夫している（資料５－６－①－１）。 

・機械制御工学専攻では，企画から設計・製作までの一連の流れを主体的に体験しながら，ワンチ

ップコンピュータＰＩＣを用いたメカトロニクス製品をつくることを通じ，多岐にわたる専門知

識や技術を駆使しつつ，それらを有機的に結びつける体験を通じてメカトロ技術を総合的に理解

し，体得する。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 長期インターンシップは平成１３年度から約４週間の日程で始め，平成１５年度からは必修

科目として約３ヶ月に延長した。 

• インターンシップは積極的に行われており，学生の満足度がきわめて高い。 

• 総合演習を通じ，多岐にわたる知識や技術を有機的に結びつけ，それぞれ得意とする複合技

術を総合的に理解し，体得している。 

 以上のことから，長期インターンシップの活用や知識の総合化をめざす工夫は十分行われてい

る。 

 

資料５－６－②－１ 専攻科インターンシップ実施概要 

 

専攻科インターンシップ実施概要 

徳山工業高等専門学校 

 

目  的 

 企業などでの長期にわたるさまざまな就業体験を通し，現実の課題に取り組む訓練を積むことにより，高専本科

までに身につけた知識を確かめるとともに，それまでに学んだことを生かしつつさらに発展させ，課題を把握し解
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決する能力を身につけ，感性・創造性を養うことをめざす。また，社会が要求し期待する人物像を具体的に把握す

るなど，職業人としての技術者の心構えについても学ぶ。  

実 施 内 容  

対象学年：専攻科１年（機械制御工学専攻，情報電子工学専攻，環境建設工学専攻）  

実施時期 ：５月12日(月)～８月８日(金)の３ヶ月の間に実施  

実施期間：約３ヶ月を基本とする（最低２ヶ月は確保すること） 

なお，７月中旬から約１ヶ月の海外研修を行う場合は，前半の２ヶ月と併せ３ヶ月のインターンシップとみなす  

科目の位置づけ：必修６単位  

インターンシップ先： 

・企 業：徳山高専テクノ・アカデミアに加盟している企業をベースとし，地元企業を中心に 

・官公庁・大学等： 市役所，県庁，山口県産業技術センター，文科省関連，大学等 

・中学校： 情報技術の提供，技術教育の補助，授業の資料作成，課外活動の指導，等 

・海 外： 語学研修も含む  

担 当：受け入れ先への打診や依頼，調整や学生指導は，主として各専攻の幹事が行う 

なお，全体のとりまとめは学生担当幹事が行い，実施責任者は専攻科長とする  

テーマ：受け入れ先から提示されたものをもとに，学生と受け入れ先でつめる  

巡回指導：実習期間中は当該学生の所属する専攻の幹事ならびに特別研究担当教官が分担して，ひと月に1回程度

巡回し，状況を把握するとともに，改善点があれば是正に努める  

報告書：インターンシップ報告書と日誌を作成し，受け入れ先と学校に提出  

受け入れ先からの評価：学生の実習状況につき，評価書（別紙参照）を学校に提出  

評価法：本人の報告書と企業からの評価書をあわせて行う  

報 酬：原則として，無報酬  

保  険 （参加学生は全員加入） 

・ 学生自身の事故：「高等専門学校学生傷害保険」「日本体育・学校保険センター共済」 

・ 実習企業の備品等の破損：「インターンシップ保険」  

日  程 

・１月上旬：実施要領の検討，学生へ内容説明，インターンシップ保険への加入手続き 

・１月上旬：受け入れ先へ協力依頼の打診，協力依頼，（各種資料の作成） 

・１中旬～３月下旬：テーマの交渉，配属先調整，（受け入れ先と学生の事前打ち合わせ） 

・４月上旬～中旬：配属先・テーマの最終決定，受け入れ先へ依頼状発送 

・４月上旬～５月上旬：学生に対する各種ガイダンス，マナー講習会の実施 

・５月中旬～８月上旬：インターンシップ実施，学生は終了後，指定日までに報告書提出 

・８月下旬：受け入れ先からインターンシップ評価書受け取り 

・９月下旬～10月上旬：報告集発行，全体報告会開催 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/internship/ 

 

資料５－６－②－２ オーストラリアのインターンシップレポート 

 

インターンシップレポート 

 専攻科１年生では，６月上旬より８月下旬までの３ヶ月間，学生が企業において実習を経験するインターンシッ

プが行われます。これは，実際の仕事を通して，課題を把握し解決する能力を身につけることを目的としている本

校の特色あるカリキュラムの一つです。 

 学生が事前研修を受け，学校から企業に飛び出してはや一ヶ月，第１回は，オーストラリアWollongong大学で実

習を行っている環境建設工学専攻１年    君の報告です。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

インターンシップ近況報告 

  

実習先概要 

 

実習場所：オーストラリアWollongong大学 

実習期間：2005年6月1日～8月31日 

 

近況報告 
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 下の写真はホームステイさせてもらっている家族の写真です。現在，この人たちと片言の英語で会話しながら楽

しく生活しています。食事など未知の領域のものが多いため驚いてばかりです。 

 

    
この日は，親戚一同が集まってのパーティでした。   実験直前の打ち合わせ中（左・ルーク  右・英一郎） 

 

 本題の研究の方はというと，英一郎という日本人と中国人のルークとの共同研究です。内容は，コンクリートス

ラブにsteel fiberと polypropylene fiber を混ぜ，挙動などを観察するというものです。Fiber を混ぜることで

柔軟性が生まれ，引張力に強くなります。しかし，コンクリート自体の強度が若干低下します。これは，改善の必

要ありです。  

 これらの特徴は実験によって実際に確認することができました。 

 

 実験は，前期期末試験との兼ね合いもあり，２週間かけて行われました。その割には，良い結果に恵まれません

でした。実験中の挙動では理想的な違いが確認できましたが装置の故障が完全には直っていなかったみたいで意味

不明な数値が記録されています。現在，データ整理に悪戦苦闘中です。 

 

      
          四隅をローラーで支持し，中心に集中荷重をかけます。 問題の測定用PCと測定中のIAN 

BRIDGE教授  

 

出典：本校ウェブサイト 

http://info.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/internship/hasimoto2005.html 

 

資料５－６－②－３ カナダのインターンシップレポート 

 

インターンシップレポート 

  

 専攻科１年生では，５月中旬より８月中旬までの３ヶ月間，学生が企業において実習を経験するインターンシップが行われま

す。これは，実際の仕事を通して，課題を把握し解決する能力を身につけることを目的としている本校の特色あるカリキュラム

の一つです。 

 第3回は，インターンシップを利用してカナダに語学留学している機械制御工学専攻１年の    君の報告です。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

インターンシップ実習概要 

  

実習概要 

 

報告者：機械制御工学専攻1年      

実習先，実習期間： 

  Pacific Language Institute（2004年5月16日～7月2日） 

  Novax Industry Corporation（2004年7月5日～8月16日） 

 

実習報告 
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 専攻科の必修科目でもある３ヶ月のインターンシップを利用して語学留学をしようと決めたのは，去年の秋のおわりごろのこ

とです。兼ねてから交流のあった専攻科の先輩や，英語科の国重教官のアドバイスをもとに，じっくりと計画を煮詰めていきま

した。バンクーバーは高層ビル群が林立する大都市にもかかわらず，海に面し，何本もの川が流れる美しい街です。いくつかの

語学学校を調べてみた後に，企業研修プログラムを持つ学校PLI; Pacific Language Instituteに問い合わせ，勉強を６週間，

企業研修を６週間の計１２週間の日程で留学することに決めました。 

 

 
アメリカのシアトルへ日帰り旅行したときのものです。 

ワシントン大学近郊のグリーン湖で撮影しました。 

 

 PLIは，非常に洗練された教育プログラムと実績をもつ学校で，リーディングや文法，ビジネス英語，TOEIC・TOEFL・IELTS対

策コースなどさまざまなクラスを受講することができます。入学テストで得たランキングも考慮し（生徒の能力に応じて２４段

階のランキングが与えられます），テレビ番組や映画を題材にリスニングや英単語を勉強するAOL; Advanced Oral Listening 

and Presentation と，英語コミュニケーションを中心に勉強するCS; Conversation Skill を受講しました。授業内容も面白

く，楽しみながら語学力を伸ばすことができたように思います。また，PLIの授業は１クラス２時間の計４時間が基本なので，

午後や夕方は別の語学学校に通ったり，友達と図書館に集まって勉強したりして過ごしました。他の国の生徒とも老若男女問わ

ず仲良くなれたことも留学の大きな魅力です。休日は，海辺や公園でゆっくりと過ごしたり本を読んだり，小旅行に出かけたり

と，私生活も充実しています。 

 

         
             ＰＬＩのクラスメートと撮ったものです。  台湾人・韓国人・日本人の友達とバンクーバー島の

リゾート地Tofinoへ 

                                  週末旅行に行ったときのものです。 

 

 ７月上旬には６週間の勉強を終え，バンクーバー南東に位置するNovax Industry Corporation での企業研修を始めました。

Novaxは交通弱者用信号機や，交通規制が必要となる緊急時の信号機官制システムを設計・製造している会社です。新製品の点

検とテストが主な仕事ですが，日本の関連企業のホームページの英訳や，製品のマニュアル作成なども行っています。工学系の

みならず会計・在庫管理など幅広く仕事をさせてもらっているので非常に良い勉強になりますが，うまく物事が伝えられず困っ

てしまうことも多く，まだまだ勉強と経験が必要だなと痛感しています。 

 

 
バンクーバーの美術館前でのストリート・ライブの写真です。 

週末は美術館前の広場でライブやパフォーマンスが常時行われていて， 

観光客で賑わっています。 

 

 帰国後はTOEIC（あるいはTOEFL）に挑戦しようと考えているので，遊びはもちろん勉強にも余念がありません。この留学を通

じて多くのことを学べればなと思います。 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://info.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/internship/akamatu2004.html 
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資料５－６－②－４ 専攻科インターンシップ報告集 

  

出典：専攻科インターンシップ報告集 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用

されているか。 

（観点に係る状況）  

(a)シラバスの作成 

• 専攻科課程のシラバスは平成１０年度に初版が発行され，平成1５年度から準学士課程と

専攻科課程を一体とした学科／専攻ごとの３分冊の構成とした。 

• 学習・教育目標や養成しようとする技術者像，各学科／専攻のカリキュラム系統図などの

説明は準学士課程と同じなので，説明を省略する。 

• 各科目のシラバスは，基本的には準学士課程のものと同じであるが，１単位の履修時間が

４５時間である学修単位であるため，準学士課程では「授業の進め方」としたところを

「学修の進め方」と区別し，４５時間の学修をどのように行うか，方針を記入するよう心

がけている（資料５－６－③―１）。 

(b)シラバスの活用 

• 始業式に行われるオリエンテーションにおいて，当日配布するシラバスを用いてその使い

方について解説を行い，利用を促している（資料１－２－①－８，資料５－２－②－１）。 

• 授業科目の第１回目には，担当教員がシラバスを用いてコースガイダンスを行う。 
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• 答案返却の際，シラバスを持参させ，問題解答のあと試験結果の書き込みを促し，現在の

進捗状況について確認を行う。 

• シラバスの活用状況については，平成１７年度のアンケート結果が本校ウェブサイトに掲

載されている。専攻科生は，準学士課程の学生に比べると利用度は増えている（資料５－

６－③―２）。 

• 教員は，作成したシラバスを学習・教育レビュー室でチェックを受け，また，学生への説

明も随時行うことになっていることから，アンケートはとっていないものの，活用されて

いると認識している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

• 専攻科のシラバスには，「学修の進め方」の記入欄を設け，１単位４５時間の学修単位に対応す

るよう努めている。 

• 全学生に，毎年シラバスを配布し，シラバスの活用を促す種々の工夫や随時説明を行うなど啓蒙

に努めており，シラバスの活用度は，準学士課程の学生と比べると利用度は増えている。 

以上のことから，本校のシラバスは教育の理念に従って作成されており，教員に活用されると

ともに，学生の活用もなされている。 
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資料５－６－③―１ シラバス例（熱流体工学） 

 

出典：本校シラバス 
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資料５－６－③―２ シラバスアンケート 

 

出典：本校ウェブサイト 

 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられ

る。）が行われているか。 

（観点に係る状況）  

(a) 日誌等により指導教員とのコンタクトタイムを確認している（資料５－７－①－１）。 

(b) 専攻科設置以来，専攻科の修了要件として学協会での発表を義務づけている（資料５－５－③－

１）（資料５－７－①－２）。 

(c) 専攻科１年次修了時点で中間発表を行い，研究の進捗状況を途中の段階でもチェックしている。 

(d) 研究成果は，「特別研究論文集」としてまとめている（資料５－７－①－３）。 

(e) 専攻科設置以来，特別研究の指導はその資格を満たした教員が対応し，テーマも適切である。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 コンタクトタイムの確認等によるきめの細かなチェックと，学協会での発表を義務づけてい

ることにより，一定レベル以上の研究指導がなされ，成果も得られている。 

  以上のことから，専攻科にふさわしい研究指導が行われている。 

 

資料５－７－①－１ コンタクトタイムノートの解説 

 

コンタクトタイムノートの解説 
■ コンタクトタイムとは 

 特別研究や卒業研究は，時間割に組まれている時間帯に所定の研究室で行うことが原則です。しかしながら，研

究には，継続的な測定を伴う実験や，文献の調査，大量のデータ整理等が必要な場合もあり，研究室内や時間割の

時間帯だけで行うことができないものがあります。 

コンタクトタイムは，教員と密接に関わり合いながら研究に従事した時間です。したがって，時間割にある時間

はもとより，それ以外の時間でも教員の指導や指示を受け，報告を行った場合もそれに該当します。その際，必ず

しも教員がそばにいることに限定はされません。 

なお，コンタクトタイムは，学生の特別研究，卒業研究の実質の実施時間を保証するものです。したがって，こ

の時間数が，所定の時間（研究従事時間＆コンタクトタイム集計表参照）を超えていない場合には，単位の修得が

認定されません。 

 

■ 研究従事時間とは 

 特別研究や卒業研究のために費やした時間すべてです。したがって，時間割にある時間も含めて，それ以外の時
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間帯や学校以外の場所での研究時間も記入してください。 

 

■ 研究従事時間＆コンタクトタイム集計表について 

集計表には，毎月の研究従事時間とコンタクトタイムの合計を記入し，それぞれ要修得学習時間に対する実績率

を計算してください。（要修得学習時間は，別に専攻／学科ごとに示します。） 

 

■ 研究日誌＆コンタクトタイム確認表の記入要領 

各ページの確認表には，すでに年月日（曜日）が記入されています。この表に，日記のように毎日の研究従事時

間とコンタクトタイムを両矢印で記入してください。また，研究内容＆コンタクトメモ欄には，その日の研究内容

や教官との打ち合わせの内容をできるだけ具体的にメモしてください。 

 

 各ページの教員チェック欄と指導教員確認印に，教員のチェックと捺印をもらってください。 

 

出典：コンタクトタイムノート 

 

資料５－７－①－２ ＪＡＢＥＥプログラム修了要件 

 

「設計情報工学」プログラム修了要件 

 

 

１ 専攻科において62単位以上，本科４・５年を含めて124単位以上修得すること。ただし，本科の単位は，

「優」又は「良」の成績をもって修得した科目のみを対象とする。 

 

２ 本科４・５年を含めて，数学4科目以上，基礎工学５科目群（設計・システム系科目群，情報・論理系科目

群，材料・バイオ系科目群，力学系科目群，社会技術系科目群）の各群から少なくとも１科目，合計６科目以上，

情報関連科目３科目以上及び各専門工学で定めた科目（総合科目２科目以上を含む。）を修得すること。 

 

３ 本科４・５年を含めて，1800時間以上の学習時間を経ていること。そのうち，250時間以上の人文科学・社会

科学等（語学教育を含む。），250時間以上の数学・自然科学・情報技術及び900時間以上の専門技術に関する学習

時間を含むこと。 

 

４ TOEICにおいて400以上のスコアを取得し，情報関連等外部資格を取得し，学協会での発表を行うこと。 

  なお，情報関連等外部資格とは次に掲げるもの及びこれらと同等以上のものとして特に認められる資格をい

う。 

  情報処理技術者，電気通信工事担任者，ディジタル技術検定２級，CAD利用技術者２級，CGエンジニア検定画

像処理部門２級，機械設計技術者３級，二級建築士，土木施工技術者，建築施工技術者，福祉住環境コーディネー

ター３級，２級土木施工管理技術検定学科試験，２級建築施工管理技術検定学科試験，土木学会認定２級技術者。 

 

５ 学士を取得すること。 

 

６ この修了要件は，平成１８年２月２４日から施行する。 

出典：学生便覧 
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資料５－７－①－３ 特別研究論文集目次 
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出典：特別研究論文集 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が

適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

(a) 専攻科の成績評価基準は学生便覧（資料５－５－③－１）に掲載されている。 

(b) 専攻科の修了要件は学生便覧に掲載されている（資料４－３－①－３）。修了は専攻科担当教員

全員による「修了認定会議」で，校長により認定される。 

(c) 科目ごとの成績評価法はシラバスに掲載されている。 

(d) 成績により単位が認定される。成績は科目の担当教員により決定されるが，その根拠は成績評価

資料として提出・保管される仕組みになっている。これは，準学士課程とまったく同じである。 
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資料５－８－①－１ 専攻科に関する学則（抜粋） 

 

 第６章 専攻科 

 （設 置） 

第29条 本校に専攻科を置く。 

  （目 的） 

第30条 専攻科は，工業高等専門学校等の高等教育機関において基礎的かつ実践的教育を受 

 けた技術者に対し，さらに専門的な分野について精深な教授を行い，自ら新分野を開拓で 

 きる能力を有する実践力のある開発型技術者を養成することを目的とする。 

 （修業年限及び在学期間） 

第31条 専攻科の修業年限は，２年とする。ただし，４年を超えて在学することはできない。 

 （専攻及び入学定員） 

第32条  専攻科の専攻及び入学定員は次のとおりとする。 

 

     専   攻    入学定員  

   機械制御工学専攻    ４名  

   情報電子工学専攻    ４名  

   環境建設工学専攻    ４名  

 

 （教育課程） 

第33条 専攻科の授業科目及びその単位数は，別表第３のとおりとする。 

 （入学資格） 

第34条 専攻科に入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

  (1) 高等専門学校を卒業した者 

  (2) 短期大学を卒業した者 

 (3) 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第82条の10の規定により大学に編 

  入学することができる者 

 (4) 外国において学校教育における14年の課程を修了した者 

  (5) その他専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めたもの 

 （入学者の選抜及び入学の許可） 

第35条 校長は，専攻科の入学志願者について，別に定めるところにより選抜の上，入学を 

 許可する。 

 （休学の期間） 

第36条 専攻科学生の休学期間は，通算して２年を超えることができない｡ 

２ 休学の期間は，第31条に定める修業年限及び在学期間に算入しない。 

 （修 了） 

第37条 専攻科に２年以上在学し，別表第４に定める単位を修得した者には，修了を認定す 

 る。 

２ 校長は，修了を認定した者に対し，所定の修了証書を授与する。 

３ 第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 

 （準用規定） 

第38条 専攻科学生については，第３条から第６条，第12条，第14条の３から第15条，第22 

 条，第24条から第27条の２，第40条から第52条の規程を準用する。この場合において，第14条の３第２項中「30

単位」とあるのは「16単位」と第52条第３号中「第23条」とあるのは「第36条」と読み替えるものとする。 

 （その他） 

第39条 本章に定めるもののほか，専攻科に関する必要事項は，別に定める。 

出典：学生便覧 

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価や修了認定規定は専攻科の授業科目の履修等に関する規定に明確に定められてお

り，学生便覧やウェブサイトに明記され，学生にも周知されている。各科目の最終成績はシ

ラバスに記載された評価法で行われ，評価に用いた資料は，学習・教育レビュー室のレビュ

ーを受けた後，成績評価資料として学習資料室に保管されている。これらの成績をもとに，

規定に従い，修了認定が当該認定会議において審議の上、決定される。 
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以上のことから，成績評価や修了認定規定が定められ，学生に周知されるとともに，規定

に従い適切に実施されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 教育課程の体系性・一貫性を確保する努力が「科目間調整会議」等で行われ，教育課程の編成趣

旨に沿ってシラバスが作成されている。 

（改善を要する点）  

・ 該当なし 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

＜準学士課程＞ 

教育課程は，それぞれ得意とする複合技術の修得と，６つの学習・教育目標を満足するよう設計さ

れており，具体的到達目標が達成できるように工夫されている。教養科目とそれぞれの複合技術ごと

に専攻科課程も含めた系統図が作成されており，全体の流れのなかで各科目の果たす役割を分かりや

すく示している。専門科目では，どの学科も実験・演習形式で行っている科目の割合が約４割を占め，

実践力を養う上で望ましい形になっている。学習指導上では，基本的素養の涵養やコミュニケーショ

ン能力の向上，実体験を通して表現力を養う科目などで工夫がみられる。シラバスは常日頃から検討

がなされ，種々の工夫が盛り込まれており，毎年全学生に配布し，授業のなかで活用している。 

 成績評価や進級・卒業認定規定は明確に定められており，学生便覧に明記するとともに，学

生に周知している。各科目の最終成績は，シラバスに記載された評価法により評価され，評価

に用いた資料は第三者にもその状況がわかるように整理し，学習・教育レビュー室の点検を経

た後，資料室に３ヶ年分を保管している。進級や卒業認定は定められた規則に基づき，当該認

定会議において審議し，決定している。 

 学生指導の中心は学級担任であるが，クラブ顧問に加え，ホームルームの運営には進路支援

室や学生相談室が大きく関与しており，各学年にふさわしい諸活動を年度当初に盛り込むなど，人間

性の涵養に対し，全学的に取り組んでいる。 

 

＜専攻科課程＞ 

 専攻科課程は準学士課程と１：１に対応しており，それぞれ得意とする複合技術は両者で共通であ

ることから，カリキュラムも７年を見通して設計されている。学習・教育目標に対応する具体的到達

目標をクリアするため，教養科目を充実するとともに，基礎学力，特に英語力を充実している。また，

準学士課程で修得した基礎的科目を踏まえ，複合技術を構成する分野ごとに発展的な内容とした科目，

あるいは個々の科目を総合化した科目を開設しており，実践力と結びついた知識の総合化をめざして

いる。さらに，高度な実践力をもつ開発型能力を養うため，約３ヶ月にわたる長期インターンシップ

を１年前期に必修科目として開設するとともに，特別研究を重視・充実している。 

また，学生の多様なニーズに応えるため，他大学等と協力協定を結び，単位互換あるいはインター

ンシップや各種研修へ学生を積極的に派遣することで教育の幅を広げている。 

成績評価や修了認定規定は明確に定められており，学生にも周知されている。成績の評価

法や修了認定の方法は準学士課程とほぼ同じであり，厳密に行われている。



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 165

資料５－６－①－２ 学習シートを用いた教育改善の試み 

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 166

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 167

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 168

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 169

 



徳山工業高等専門学校 基準５ 

 170

付録 学習シートの例 

 

 

付図１ 理解度をチェックする学習シートの例 
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付図２ 演習問題を付加し，レポートを提出する学習シートの例 

出典：高専教育 
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基準６ 基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程 

・平成１８年５月に，６項目の学習・教育目標に対し，具体的到達目標を定めた（資料１－１－①

－３）。 

・具体的到達目標の大部分は従来から行ってきたことを明文化したもので，主として単位の修得を

もって目的の達成度を評価している。 

・目標（Ａ２）に関しては各学年に所属する学生の６０％以上が達成することをめざした到達目標

を定め，より具体性をもたせるとともに，全員が外部試験を受ける機会を定めた（資料１－１－

①－４）。 

・準学士課程卒業時に，本校の教育目標である３項目，ならびに総合的に実力がついたか判断する

ひとつの材料として，「学習・教育レビュー室」により，卒業生に対する学習達成度評価アンケ

ートを実施した（資料６－１－④－１）。 

・本校準学士課程卒業生に対する仕事の満足度（勤務成績）について，企業アンケートを実施して

いる（資料６－１－⑤－３）。 

 

専攻科課程 

・平成１８年５月に，６項目の学習・教育目標に対し，具体的到達目標を定めた（資料１－１－①

－３）。 

・専攻科生は全員がＪＡＢＥＥ対象者であり，「設計情報工学」プログラム修了要件を併せて定め

ている（資料５－７－①－２）。 

・具体的到達目標の大部分は平成１７年５月に定め，実質的には従来から行ってきたことを明文化

したもので，単位の修得と併せ，すべての学習・教育目標に対し，具体的到達目標に外部評価を

取り入れている点で客観性をもっている（資料１－１－①－３）（資料５－７－①－２）。 

・目標（Ａ２）に関しては各学年に所属する学生の６０％以上が達成することをめざした到達目標

を定め，より具体性をもたせるとともに，全員が外部試験を受ける機会を専攻科生についても定

めた（資料１－１－①－４）。 

・専攻科課程修了時に，本校の教育目標である３項目，ならびに総合的に実力がついたか判断する

ひとつの材料として，「学習・教育レビュー室」により，修了生に対する学習達成度評価アンケ

ートを実施した（資料６－１－④－１）。 

・本校専攻科課程修了生に対する仕事の満足度（勤務成績）について，企業アンケートを実施して

いる（資料６－１－⑤－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程では，６項目の学習・教育目標について定めた卒業時の具体的到達目標が主体で

あるが，主として修得単位で判断しており，方向性は定まったものの，具体性にはやや欠け
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る。また，卒業時の学習達成度評価アンケートならびに卒業生に対する企業アンケートによ

り，状況を判断することは可能である。 

 専攻科課程では，６項目の学習・教育目標について定めた修了時の具体的到達目標が明確に

定められている。アンケートおよび単位修得状況に外部資格が加わっていることで，評価法

および評価基準が明確である。 

 以上のことから，教育目的に沿った形で卒業時や修了時に到達すべき目標は定められており，

その達成状況を把握・評価するための適切な取り組みが行われている。 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程 

1. 単位修得，進級，卒業時の成績評価等は適切になされている。 

2. 資格取得については，資格の取得を奨励のため資格取得による単位の認定を行っており，学科ご

とに外部資格の取得を奨励している（資料６－１－②－１）。 

3. 卒業論文は，各学科で論文集を発行している（資料６－１－②－２，資料６－１－②－３，資料

６－１－②－４）。 

専攻科課程 

(a) 単位修得，修了時の成績評価等は，ＪＡＢＥＥに対応した基準も含め，適切になされている。 

(b) 資格取得については，専攻科では修了要件として，TOEICスコア４００，情報関連等外部資格，

学士の取得を取り入れている（資料５－７－①－２）。 

(c) 学協会での論文発表を義務づけている（資料５－７－①－２）。 

(d) 特別研究では，論文集を刊行している（資料５－７－①－３）。 

 

資料６－１－②－１ 資格取得の単位認定に関する規則及び認められる資格取得名 

 
外部修得単位及び資格取得等による学修に係る 

単位修得の認定に関する規則 

 

  （趣 旨） 

第１条  徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）学則第１４条の２及び第１４条の 

 ３の規定に基づき，外部修得単位及び資格取得による学修，ボランティア活動による学修， スポーツ又は文化

に関する分野における活動で顕著な成果をあげたものの学修（以下「特 

 別学修」という。）に係る単位修得の認定に関し，必要な事項を定める。 

 （特別学修） 

第２条  教育上有益と認める特別学修は別表「特別学修による単位の認定について」（以下 

 「別表」という。）のとおりとする。 

 （特別学修の単位認定申請手続） 

第３条 前条に規定する特別学修のいずれかに合格又は該当し，単位の認定を受けようとす 

 る者は，特別学修単位認定申請書（別紙様式１）及び証明書類を校長に提出するものとす 

 る。ただし，別表で定める資格に２以上の級区分等がある場合，上位の資格の単位修得後 

 は，当該資格の下位の資格の単位認定申請はできないものとする。 

２ 前項の申請は，原則として修得又は資格取得認定等の年の12月末までに行うものとする。 

 （特別学修の認定） 
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第４条 前条の規定による単位認定申請があった場合，校長は教務委員会の議に基づき，本 

 校における授業科目等の履修とみなし，特別学修の認定を行う。 

 (1) 大学等の学修による外部修得単位に係る認定単位数は，当該大学等が認定した単位数 

  とし，認定科目は当該大学等が認定した授業科目とする。 

 (2) 資格取得に係る認定単位数及び認定科目は別表に記載のとおりとする。 

 (3) ボランティア活動に係る認定単位数は１単位を上限とし，認定科目は別表に記載のと 

  おりとする。認定に関する事項については別に定める。 

 (4) スポーツ又は文化に関する分野における活動で顕著な成果をあげたものの学修に対す 

  る単位数は１単位を上限とし，認定科目は別表に記載のとおりとする。認定に係る事項 

  については別に定める。   

 (5) 特別学修の認定科目については，本校開設授業科目との科目振替は行わない。 

 （特別学修の単位の取扱） 

第５条 前条の規定により認定された特別学修の単位の取り扱いについては，次のとおりと 

  する。 

  (1) 進級認定及び卒業認定に算入できる特別学修の単位は，30単位を上限とする。 

 (2) 特別学修の単位は，一般科目の選択科目単位又は専門科目の選択科目単位として取り 

  扱う。 

 (3) 認定された特別学修の単位は，特例措置として，原学年に留められた者も単位として 

  認める。 

 （成績評価） 

第６条 認定された特別学修に係る成績の評価は，「認定」とする。 

 （指導要録等の記載） 

第７条 第４条の規定により特別学修を認定された場合，指導要録等の授業科目欄の記載に 

 ついては，特別学修認定科目を記載し，成績評価欄には，「認」と記載する。 

 （その他） 

第８条 この規則によりがたい場合は，その都度教務委員会の議を経て，校長が定める。 

 

 附   則 

  この規則は，平成16年４月１日から施行する。 

 

※以下は別表の一部を抜粋 
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 別表       特別学修による単位の認定について  
 

  認められる外部修得科目名 
  又は資格取得名等 

 認定科目名 
(開設外科目) 

認定 
単位数 

一 
般 
科 
目

機 
械 
電 
気

情 
報 
電 
子

土 
木 
建 
築

 備 考 

準２級 １ ○

   ２級   ２ ○    
 準１級   ３ ○    

 実用英語技能検定(英検) 

   １級   ４ ○    

上位級の 
単位のみ 
認定 

   ３級   ２ ○    
   ２級   ３ ○     工業英語能力検定 

 (工業英検)    １級   ４ ○    

上位級の 
単位のみ 
認定 

 350～399   １ ○    
 400～469   ２ ○    
 470～599   ３ ○    
 600～729   ４ ○    

 ＴＯＥＩＣ 

 730点以上   ５ ○    

上位級の 
単位のみ 
認定 

 準１級   １ ○     日本語漢字能力検定 
   １級   １ ○    

 

 準２級   １ ○     日本語文章能力検定 
   ２級   １ ○    

 

 準２級   １ ○    
   ２級   １ ○    
 準１級   １ ○    

 実用数学技能検定(数検) 

   １級 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 一般特別演習 

  １ ○    

 

   ２級   １  ○    ＣＡＤ検定 
   １級   １  ○   

 

 ボイラー技士    ２級   １  ○    
  ３級   １  ○   
   ２級   １  ○    機械設計技術者 

   １級   １  ○   

 

 情報処理技術者試験 

 
 
 
 
 

 専門特別演習   
    基本情報技術者   １  ○ ○   

ソフトウェア開発技術者   １  ○ ○   
初級システムアドミニストレータ   １  ○ ○   
上級システムアドミニストレータ   １  ○ ○   
テクニカルエンジニア-ネットワーク   １   ○   
テクニカルエンジニア-データベース   １   ○   
アプリケーションエンジニア   １  ○ ○   

 

 

 

 情報セキュリティアドミニストレータ 

 

  １   ○   

 

出典：本校規則集 
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資料６－１－②－２ 平成１７年度機械電気工学科卒業論文集の目次（抜粋） 

 

出典：平成１７年度機械電気工学科卒業論文集 

 

資料６－１－②－３ 平成１７年度情報電子工学科卒業論文集の目次（抜粋） 

 

出典：平成１７年度情報電子工学科卒業論文集 
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資料６－１－②－４ 平成１６年度土木建築工学科卒業論文集の目次（抜粋） 

 

出典：平成１６年度土木建築工学科卒業論文集 

 

（分析結果とその根拠理由） 教育の実績・効果が上がっている。 

 本科・専攻科とも，留年・退学者は少なく，また，概ね全員が就職・進学できている。 

 卒業論文集や特別研究論文集も，高専の卒業研究・制作および特別研究の報告としては一定の

水準に達している。 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程 

(a) 求人倍率は例年高倍率で，就職率は例年ほぼ１００％である（資料６－１－③－１）。 

(b) 進路状況を資料（資料６－１－③－２）に示す。 

(c) 就職先は，それぞれの教育を受けた関連分野にほとんど進んでいる（資料６－１－③－３）。 

(d) 卒業生に対する仕事の満足度（勤務成績）について，６２％の企業が満足していると回答してい

る（資料６－１－⑤－３）。 

 

専攻科課程 

(a) 就職は自由応募が増えているが，就職希望者の就職率は例年ほぼ１００％である。 

(b) 進路状況を資料（資料６－１－③－２）に示す。 

(c) 修了生に対する仕事の満足度（勤務成績）について，６３％の企業が満足していると回答してい

る（資料６－１－⑤－３）。 
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資料６－１－③－１ 求人倍率の推移 

 

出典：学校要覧より集計 

 

資料６－１－③－２ 平成１６年度進路状況 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/support/sinro.html 
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資料６－１－③－３ 就職先の分野 

 

出典：学校要覧 



徳山工業高等専門学校 基準６ 

 180

 

（分析結果とその根拠理由）  

例年求人倍率が高く，ほぼ全員が就職・進学できており，アンケートの結果からも教育の実績・効

果が上がっていると考えられる。また，就職先は，それぞれの教育を受けた関連分野にほとんど進ん

でいる。 

以上のことから，教育の目的において意図している進路に進んでおり，教育の成果や効果が上がっ

ている。 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

（ａ）平成１６年度より，「学習・教育レビュー室」により「学習達成度評価」が組織的・体系的に

行われる体制が整備されており（資料２－２－①－７），平成１７年度の準学士課程卒業者

と専攻科課程修了者に対し，本校の教育目標である３項目，ならびに総合的な学習達成度に

ついてアンケートが行われたその結果は次のとおりである（資料６－１－④－１）。 

準学士課程 

・準学士課程卒業時に，本校の教育目標である３項目，ならびに総合的に実力がついたかとの問

いに対し，８２％の卒業生が「十分な実力がついた」，「実力がついた」と答えており，教育

の成果が上がっていると判断できる。 

・「十分な実力がついた」，「実力がついた」と答えた割合を教育目標別にみると， 

「実践力のある」：８０％  「開発型」：７４％ 

   が高い割合を占め，教育効果が十分上がっていると考えられるのに対し，「世界に通用する」

は５６％で，これは英語を意識し回答しているものと考えられ，英語力に自信をつけるまで

の実力はついていない様子が窺える。 

 専攻科課程 

・専攻科課程修了時に，本校の教育目標である３項目，ならびに総合的に実力がついたかとの問

いに対し，７３％の卒業生が「十分な実力がついた」，「実力がついた」と答えており，教育

の成果が上がっていると判断できる。 

・「十分な実力がついた」，「実力がついた」と答えた割合を目標別にみると， 

「実践力のある」：８０％  「開発型」：７３％ 

   が高い割合を占め，教育効果が十分上がっていると考えられるのに対し，「世界に通用する」

は６０％で，これは英語を意識し回答していることが考えられ，修了生全員がＴＯＥＩＣスコ

ア４００をクリアし，ある程度の力は身につけてきたものの，英語力はこれでは不十分である

とさらに自覚が深まった様子が窺える。 

（ｂ）本校の６項目の学習・教育目標に対し，具体的到達目標を平成１８年５月に定めた（資料１－

１－①－３）。評価は正確にはこれからであるが，準学士課程では基本的に，それに関連し

た単位を修得することで最低限目標が達成できると判断しているが，英語力に関しては新た

な基準が設けられたこともあり，これからいくぶん具体性をもって教育の成果が判断できる

ものと期待できる。 

   専攻科課程では従来の基準と変わりがない。この基準を修了生に適用し始めた平成１５年度以
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降、修了予定者の総計が６２名に対し５６名が修了し，６名が未修了となった。その内訳は

５名がＴＯＥＩＣのスコア不足，１名が学士の不合格が原因で，いずれも「世界に通用す

る」項目が不十分であった。しかしながらその割合は約１０％であり，本校の意図する教育

の成果は，ほぼ上がっていると考えられる。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 卒業生および修了生に対し，学習の到達度に関する意見聴取の取組が行われている。 

 アンケートの結果から，準学士課程卒業生と専攻科課程修了者の教育目標に対する到達度の意

識はほとんど同じであり，「実践力」と「開発力」の実力がついたと回答している者が７０％

を超えており，十分に教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

 英語力を意識してか「世界に通用する」実力がついたと回答する者は６０％程度と低めにとど

まっており，それぞれのレベルで自信をもつまでの実力は身についていないことが窺える。 

 専攻科課程では約１０％の学生が「世界に通用する」能力不足が原因で未修了となっているも

のの，ほぼ意図する教育の成果が上がっていると判断できる。 

 以上のことから，学生の行う学習到達度から判断して，特に「実践力」と「開発力」に対し，十

分に教育の成果や効果が上がっている。 

 

資料６－１－④－１ 平成１７年度学習達成度評価アンケート 
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出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/review/GA/2005/sotugyou_an.pdf 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。
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また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

平成１４年度の修了生・卒業生・企業の３者を対象としたアンケートを行った。その結果は次の

とおりである。 

準学士課程 

・準学士課程卒業生の８４％が高専を選んだことに満足している（資料６－１－⑤－１）。 

・企業からの評価においても，卒業生については６２％の企業が「非常に満足」，「満足」と回

答し，「普通」の回答が約３０％である（資料６－１－⑤－３）。 

専攻科課程 

・専攻科修了生の９０％が高専を選んだことに満足している（資料６－１－⑤－２）。 

・企業からの評価においても，修了生については６３％の企業が「非常に満足」，「満足」と回

答し，「普通」の回答が約３０％である（資料６－１－⑤－３）。 

資料６－１－⑤－１ 徳山高専を選んだことの満足度（準学士課程卒業生） 

 

出典：平成 14 年度専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 
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資料６－１－⑤－２ 徳山高専を選んだことの満足度（専攻科修了生） 

 

出典：平成 14 年度専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 
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資料６－１－⑤－３ 徳山高専の本科卒業生および専攻科修了生の仕事に対する企業の評価 

 

出典：平成 14 年度専攻科修了生・本科卒業生・企業対象アンケート報告書 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 卒業生・修了生や企業について，意見の聴取が不定期ながら行われている。 

 アンケートの結果，卒業生および修了生については高専を選んだことに満足しており，実力が

ついたと考えている。 

 企業からの評価も良好であるといえる。 

 以上のことから，卒業生や修了生が在学時に身につけた資質・能力の聴取に対する取組を実施し

ており，教育の成果や効果が上がっている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

「学習・教育レビュー室」により，卒業生・修了生の学習達成度評価アンケートが組織的・体系的に

行われている。 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士課程卒業時と専攻科課程修了時に学生が身につける学力や資質・能力につき，平成１８年５

月，学習・教育目標に沿って具体的に到達目標を定めた。準学士課程では主として修得単位で判断し

ており，方向性は定まったものの，具体性にはやや欠けるため，単位修得状況やアンケートならびに

就職・進学状況が目標の達成状況を把握・評価する手段となる。専攻科課程ではこれにいくつかの外

部評価が加わるため，評価方法および評価基準が明確であり，教育目標の達成状況を把握・評価する

ために適切な取り組みが行われている。 

成績不振による留年・退学者は準学士課程で約２％，専攻科課程では約１０％と比較的低い水準に

ある。ちなみに，専攻科課程では１名を除く全員がＴＯＥＩＣのスコア不足が原因であった。専攻科

の修了要件はいくぶん高めに設定してあるが，特に本校では特別研究を重視・充実しており，専攻科

設置以来，修了生全員が学協会で発表を行うなど，高いレベルにある。 

卒業生および修了生に対し，教育目標の到達度に関する意見聴取の取り組みが行われている。アン

ケートの結果から，両者の傾向はほとんど変わらず，「実践力」と「開発力」については７３～８

０％の者が実力がついたと回答しており，十分に教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

一方，「世界に通用する」実力がついたと回答した者は６０％程度にとどまっており，先の結果とも

符合しており，それぞれのレベルで自信をもつまでの実力は身についていないことが窺える。 

就職状況や進学状況も順調で，就職先や進学先はそれぞれの教育を受けた関連分野にほとんど進んで

おり，十分に教育の成果や効果が上がっている。
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

(a)学習を進める上でのガイダンスについて 

・準学士課程入学者に対する入学前の修学指導を始めとして，全学生に学年別・学科別・クラス

別という複数のオリエンテーションを行い，学習・教育目標の周知及び自主的学習への方向付

けを促進している（資料７－１－①－１，資料７－１－①－２）。 

・オリエンテーションの欠席者に対しては後日改めて呼び出して実施することにより，ガイダン

スを徹底している（資料７－１－①－３）。 

(b)学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制について 

・準学士課程はクラス担任が（１・２年次は学級担任と学科担当の副担任の２人体制），専攻科

課程は専攻別担任が学生の修学上の相談・助言の中心を担っている（資料７－１－①－４）。 

・相談・助言の方法としては，クラス全体に対する指導だけでなく面談による個人指導も行って

いる（資料７－１－①－５）。 

・この個人面談の基礎資料として，定期試験ごとに教科担当の教員から提出される指導連絡表を

活用している（資料７－１－①－６）。 

(c)「学習シート」やオフィスアワーについて 

 ・各授業で「学習シート」を用い，学生の質問に答えたり授業の進め方に対するフィードバック

に役立てたりしている（資料７－１－①－７）。 

・オフィスアワーを設定し，各教員室の前に表示している。また，ウェブ上にも公開することで，

学生に周知している（資料９－１－②－５）。 

・オフィスアワー以外の時間でも学生の相談や質問を受け付け，助言・指導をを行っている（資

料７－１－①－８）。 

(d)学生相談室の相談・助言体制について 

  ・学生相談室では，準学士課程の新入生に対して「新入生アンケート」を実施し，修学上の相談

も受け付けている（メールによる相談も含む）（資料７－１－①－９）。 

  ・学生相談室では，「新入生アンケート」に基づき，勉強意欲が低い学生や勉強に関する相談の

ある学生を手紙で呼び出し，面談をしたり，「コミュニティワーク」により該当教科担当の教

員と学生の橋渡し役となったりして，学生の不適応予防に努めている（資料７－１－①－10，

資料７－１－①－11，資料７－１－①－12，資料７－１－①－13）。 

  ・学生相談室では，新入生だけでなく全学生からも修学上の相談を受け付けている。また，その

ことを学生相談室案内及び学生便覧で周知している（資料７－１－①－14，資料７－１－①－

15，資料７－１－①－16）。 

  (e)ティーチング・アシスタントによるサポート体制について 

  ・専攻科のティーチング・アシスタント（以下ＴＡ）が準学士課程１年生に対しては数学演習，

２年生に対しては物理演習を担当し，学生の数学・物理の質問に答えることにより自主的学習

をサポートしている（資料７－１－①－17，資料７－１－①－18，資料７－１－①－19）。 
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(f)徳山高専ウェブサイトを通しての相談・助言体制について 

  ・本校ウェブサイト上に「私たちがお答えします」のバナーを設置し，そこから修学上の相談・

質問を受け付けている。また，相談があった場合は，２週間以内に答えている（資料７－１－

①－20，資料７－１－①－21）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

  ・全学生に対して学年別，学科別，クラス別という複数の修学上のオリエンテーションをに整備

・実施している。 

  ・学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制（メールによるものも含む）も担任を

中心に全教員及び専攻科生ＴＡにより整備され，機能している。 

  ・学生相談室が，修学上の相談のある学生と直接面談をするだけでなく，該当教科担当の教員と

学生の橋渡し役となる（コミュニティワークを実施する）ことにより，相談・助言のネットワ

ークを構築している。 

   以上のことから，学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されている。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能している。 
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資料７－１－①－１ 修学指導で配布した資料（一部） 

TOEIC について             別紙（表面） 
 
大学や企業が最も重要視している英語の検定試験は TOEIC です。そこで、徳山高専でも、実用英検・工

業英検はもちろんですが、それだけでなく、TOEIC にも力を入れています。 
 
TOEIC とは、Test of English for International Communication の略称で、英語によるコミュニケーション能

力を幅広く評価する世界共通のテストであり、世界約 60 ヶ国で実施されています。テスト結果は合否では

なく、10 点から 990 点までのスコアで評価されます。テストは英文のみで構成されています。実用英検･

工業英検に見られるような受験級の区分はありません。 
 
平成18 年度は、9 月20 日の午後に 4 年生5 年生全員がTOEIC IP テスト（IP テストとは、徳山高専で実

施する徳山高専の学生だけが受験する TOEIC テストです。一般の人が誰でも受験できる、公開された

TOEIC テストは SP テストと呼ばれます）を受験することが決定しました。 
 
新入生は、4 年生5 年生とは異なり、まだ TOEIC 試験を全員受験することはありませんが、希望者はも

ちろん受験することができます（IP テストは年に 4 回実施しますが、その都度案内をします）。 
 
TOEIC については、以下の役に立つサイトを検索して、よく調べ、各自で問題集や単語・熟語集を購入

し、少しずつ準備を進めておいてください（質問等があれば、いつでも国重まで来てください）。特に、専

攻科に進学を考えている人は、専攻科の修了要件の一つとして TOEIC スコア400 点以上と決められていま

すから、要注意です。これがクリアできない場合は、本当に専攻科を修了することができません。 
 
☆役に立つサイト： 
 

◎TOEIC テストとは？ http://www.toeic.or.jp/toeic/about/index.html 
 
◎初めてTOEIC テストを受ける人へ http://www.alc.co.jp/eng/toeic/first/index.html 

 

【重要】 

 
 新入生は、4 年生5 年生とは異なり、まだ TOEIC 試験を全員受験することはありません、と上に書きま

したが、その代わり、平成18 年度より、TOEIC 換算の仕組みが確立している TOEIC によく似た英語能力

検定テストACE（桐原書店）を、本科生全員（君たち新入生も含めて）が年1 回受験することになってい

ます。 
ACE とは、Assessment of Communicative English の略称で、TOEIC と同様、スコア（0 点～900 点）で評

価されます。自分の英語力がどのくらいあるかを試すための実力試験ですので、毎日しっかり英語を勉強

することが必要です。 
実施時期は後期中間試験の第1 日第1 限目（平成18 年度は11 月30 日（木）です）とします。 
このテストについて詳しく知りたい人は、以下のサイトを参照してください。 

 
◎ACE について http://www.kirihara-kyoiku.net/BACE-ACE/index.html 

  

出典：英語科資料 
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資料７－１－①－２ オリエンテーションで配布した資料（一部） 

 

出典：教務係資料 

 

資料７－１－①－３ 欠席者の扱いに関しての教務主事から学級担任へのメール 

 平成１８年４月１７日 

学級担任各位 

                        教務主事 

 

 ４月５日始業式のオリエンテーション欠席者に対して、下記のとおり 

再度説明を行いますので、学生に周知願います。 

 なお、当日は学生便覧・シラバス・筆記用具を持参するよう併せて 

ご指導願います。 

              記 

 

日 時 ： 平成１８年４月２５日（火） １７時１５分から 

場 所 ： 中講義室  （教務主事より説明） 

 

当日の欠席者は下記のとおりです。 

 

 

 ２年生 ＣＡ２－３ 

 ３年生 欠席なし  

 ４年生 ＭＥ４ 

 ４年生  Ｉ Ｅ４ 

 ４年生  Ｉ Ｅ４ 

 ４年生  Ｉ Ｅ４ 

 ４年生 ＣＡ４ 

 ４年生 ＣＡ４ 

 ５年生 ＭＥ５ 

 ５年生  Ｉ Ｅ５ 

 ５年生  Ｉ Ｅ５ 

 ５年生  Ｉ Ｅ５ 

 ５年生 ＣＡ５ 

 ５年生 ＣＡ５ 

  

出典：教務主事から学級担任へのメール 
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資料７－１－①－４ ＨＲ担任一覧表 

１年学級担任　　　１組 ☆ 桂　哲男 ☆ 吉田　輝 ☆ 吉田　輝 ☆ 吉田　輝 室長大應

　　　　　　　　　　　 ２組 谷本圭司 原田幸雄 長戸喜隆 桂　哲男 ☆ 秋吉康光

　　　　　　　　　　　 ３組 長廣恭子 長廣恭子 長廣恭子 長廣恭子 谷本圭司

　　副担任（機械電気） 小田和広 門脇重道 張間貴史 張間貴史 森崎哲也

　　　　 　　（情報電子） 神田徳夫 杉村敦彦 三木　幸 重村哲至 小林明伸

　　　　 　　（土木建築） 佐賀孝徳 佐々木伸子 佐々木伸子 桑嶋啓治 桑嶋啓治

２年学級担任　　　１組 藤満達朗 池田光優 池田光優 藤満達朗 池田光優

　　　　　　　　　　　 ２組 三木　幸 義永常宏 ☆ 重安邦之 ☆ 守川和夫 ☆ 神田徳夫

　　　　　　　　　　　 ３組 ☆ 木村武馬 ☆ 日南住　博 日南住　博 木村武馬 重松恒美

　　副担任（機械電気） 前園一郎 池田光優 石田浩一 逆瀬川栄一 逆瀬川栄一

　　　　 　　（情報電子） 三木　幸 馬渡賢治 杉村敦彦 杉村敦彦 神田徳夫

　　　　 　　（土木建築） 上　俊二 桑嶋啓治 桑嶋啓治 木村武馬 大成博文

機械電気工学科　３年 石田浩一 藤満達朗 門脇重道 ◎ 池田光優 ◎ 藤満達朗

　　　　　　　　　　　 ４年 ◎ 櫻本逸男 ◎ 小田和広 守川和夫 門脇重道 兼重明宏

　　　　　　　　　　　 ５年 門脇重道 櫻本逸男 木村武馬 兼重明宏 ◎ 門脇重道

情報電子工学科　３年 ◎ 杉村敦彦 ◎ 重村哲至 兼重明宏 神田徳夫 小林明伸

　　　　　　　　　　　 ４年 守川和夫 神田徳夫 池田信彦 奥本 幸 杉村敦彦

　　　　　　　　　　　 ５年 江口賢和 守川和夫 渡辺勝利 池田信彦 奥本 幸

土木建築工学科　３年 熊野　稔 木村武馬 小田和広 重松恒美 木村武馬

　　　　　　　　　　　 ４年 佐賀孝徳 上　俊二 神田徳夫 ◎ 藤原東雄 ◎ 佐賀孝徳

　　　　　　　　　　　 ５年 ◎ 工藤洋三 ◎ 工藤洋三 重松恒美 ◎ 渡辺勝利 藤原東雄

平成１８年度

　　☆　学年主任　　　◎　担任代表

学級担任一覧表

平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－①－５ クラス個人面談の割り振り表 

※学生名の箇所はモザイクがかけてある。 

 

出典：学級担任資料 
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資料７－１－①－６ 学習指導連絡表のサンプル 

※学生個人名は黒塗りにしてある。 

学  習  指  導  連  絡  票 

平成１７年度 第 １ 回    

学 年 
1 年、3 年、

5 年、 
専攻科2 年

 
学 科 

（クラス）

1 組、2 組、

3 組、選択 教 科 名 
基礎英語R、 
総合英語ⅠW、 
言語学概論 総合英語

担 当 者 国重 徹 

授業実施日数 （    ／    ～    ／     ） （   曜日  ・ 時限）  日×  時間 

１． クラス全般について 
（１） 授業態度（雰囲気、意欲など）について 

よい、概ねよい、あまりよくない（  ）、悪い（  ） 
   ※ただし、気を抜くと私語が多くなる傾向にあります。 
 
（２） その他（清掃、黒板消しなど） 

いつもできている、ほとんどいつもできている、時々できていない、できていないことが多い、ほとんどできて

いない、全くできていない 
 
 
 
 
 

２． 個人について 
（１） 授業中の態度が目につく学生（教科書が無、ノートを執らない、無駄話をする、居眠りをするなど） 

特になし 
 
 

（２） レポート、製図、小試験などについて（提出しない、遅れる、成績が芳しくない） 
特になし 
 
 

 
（３） 特に指導の必要があると思われる学生 

前期中間試験欠点者（得点） 
欠点者はいませんが、得点の低かった者は以下の通りです。 

（59）、 （57）、 （56）、 （50）、 （53）、 （56）、 （54） 

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－①－７ 「学習シート」の学生と教員とのやり取りを示すサンプル 

※学生名や学科，番号はモザイクがかけてある。 

 

出典：国語科（一色教員）学習シート 
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資料７－１－①－８ オフィスアワー以外の時間に学生に助言・指導していることを示す資料 

※学生名は黒塗りにしてある。 

                                        Ｎｏ．１ 

２００６年度「履歴書・エントリーシート」「大学・大学院編入学」等に関する指導記録 
（2006年度より予約制を採用／一部予約外の質問もあり） 

2006年１月～       
月 日 氏 名（ 学 科 ）  指  導  時  間 備考 
１月２６日 
  ２７日 

（ＩＥ） 
（ＩＥ） 

 １７：００～１７：５０ 
 １６：１０～１７：１５     

 Ｂ 
 Ｂ 

２月１４日 
１７日 

  ２２日 
  ２３日 
   

２４日 
  ２８日 

（ＩＥ） 
（専攻科） 
（ＩＥ） 
（ＭＥ） 
（ＣＡ） 
（ＣＡ） 
（ＭＥ） 

 １３：３０～１４：００ 
１０：３０～１１：１０ 

 １７：００～１７：２０ 
 １１：００～１２：１０ 
 １３：００～１４：００ 
 １３：００～１４：００ 
 １３：００～１４：００ 

 Ｄ 
Ａ 

 Ｂ 
 Ａ 
 Ａ 
 Ａ 
 Ａ 

3月 １日 （ＭＥ）  １１：００～１２：００  Ａ 
※ ３月１３日～２０日、２７日～３１日 この間 一色不在 

４月 ３日 
   （月） 
 
 

（専攻科） 
（ＩＥ） 
（ＭＥ） 
（ＭＥ） 

 １１：００～１２：００ 
 １２：３０～１３：２０ 
 １４：００～１４：４０ 
 １５：００～１６：００ 

 Ａ 
 Ａ 
 Ａ 
 Ａ 

   ４日 
   （火） 

（ＩＥ） 
（ＭＥ） 

 １３：００～１３；４０ 
 １４：００～１５：００ 

 Ａ 
 Ａ 

   ５日 
   （水） 

（ＩＥ） 
（専攻科） 
（ＩＥ） 

 １２：３０～１３：１０ 
 １５：００～１５：４０ 
 １６：００～１６：３０ 

 Ａ 
 Ａ 
 Ａ 

   ６日 
   （木） 

（専攻科） 
（ＭＥ） 
（ＩＥ） 
（ＭＥ） 

 １０：４５～１１：２０ 
 １２：３０～１３：００ 
 １７：３０～１８：３０ 
 １８：５０～１９：２０ 

 Ａ 
 Ａ 
 Ａ 
 Ａ 

   ７日 
   （金） 

（ＭＥ）  １７：００～１７：４０  Ａ 

  １０日 
   （月） 

（ＭＥ） 
（ＭＥ） 
（ＩＥ） 

 １２：５０～１３：１５ 
 １７：１５～１８：００ 
 １８：００～１８：３０ 

 Ａ 
 Ａ 
 Ａ 

  １１日 
   （火） 

（ＭＥ）  １７：００～１７：３０  Ａ 

  １３日 
   （木） 
 
 

（ＭＥ） 
（ＩＥ） 
（ＭＥ） 
（ＭＥ） 

 １６：３０～１７：１０ 
 １７：２０～１７：５５ 
 １８：００～１８：１０ 
 １８：１０～１８：４０ 

 Ａ 
 Ａ 
Ａ 
Ａ 

  １４日 
   （金） 

（ＭＥ） 
（ＩＥ） 

 １０：３０～１０：４０ 
 １７：１０～１８：００ 

Ａ 
Ａ 

【備考欄】：記号説明／Ａ（履歴書・エントリーシート） Ｂ（就職活動を前提としたインターンシップ申し込み書） 
Ｃ（添え書き・手紙類）  Ｄ（大学編入試小論文・志願書等）   Ｅ（就職試験小論文） 
Ｆ（グループ・ディスカッション） ／ 予約外の質問は、それぞれに（外）と表示  

出典：国語科（一色教員）資料 
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資料７－１－①－９ 新入生アンケート 
平成１８年度新入生対象 学生相談室アンケート 

 このアンケートはあなた方に入学時の状況などをお聞きするものです。今後あなた方が心身共に快適な学生生活を送るこ

とができるようサポートする際の参考資料にするものです。答えたことがあなた方の成績や評価に影響を与えることは決してあ

りませんから，ありのままを答えて下さい。あなた方の答えやプライバシーは，学生相談室が責任を持ってその秘密を守りま

す。 

 なお，このアンケートに答えていて私たち学生相談員，看護師さん，カウンセラーと話をしてみたくなった人はどうぞ遠

慮なく学生相談室に来て下さい。学生相談室は，保健室の奥にあります。面接の予約者がないときには，いつでもすぐに相談を

することができますし，日時を予約していただいて後日改めて会うこともできます。お気軽にどうぞ。 

 また，私たち学生相談員の教官室や看護師さんのいる保健室に直接相談をしに来ていただいても，もちろんかまいませ

ん。 

徳山工業高等専門学校学生相談室 

（管理棟１階保健室奥） 

次の各質問に対して，答えの中から当てはまるものを選んで回答用紙の記号を○で囲んで下さい。その他は，それぞれの指

示に従って回答して下さい。 

 

１．あなたは自宅から通学していますか，それとも寮生ですか。・・・・・・・・・・・・(a) 自宅通学生  (b) 寮生 

 

２．あなたは中学校時代にクラブ活動に参加していましたか。・・・・・・・・・・・・・(a) はい  (b) いいえ 

 

３．あなたが徳山高専に進学を決定したのはいつですか。 

(a) 小学生の頃  (b) 中学１年生の頃  (c) 中学２年生の頃  (d) 中学３年生の頃 

 

４．徳山高専はあなたが第一に志望した学校ですか。・・・・・・・・・・・・・・・・・(a) はい  (b) いいえ 

 

５．あなたは徳山高専の本当に入りたかった学科に入れましたか。・・・・・・・・・・・(a) はい  (b) いいえ 

 

６．あなたが徳山高専に入学した動機は何ですか，次の該当するものすべての記号（回答用紙内）を○で囲んで下さい。 

(a) 入学しやすい  (b) いいところに就職できる  (c) 通学の便がいい  (d) 経済的な理由  

(e) 先生や親にすすめられた  (f) 自由な校風だから  (g) 先輩・知人がいる  (h) 兄弟がいる 

(i) 自分の志望に合っている  (j) 他に入学するところがなかったから  (k) 何となく 

(l) その他（回答用紙の記入欄に具体的に書いて下さい） 

 

７．あなたは中学校時代に満足のいく学校生活が送れたと思いますか。 

(a) とても満足している (b) 一応満足している (c) あまり満足していない (d) 全く満足していない 

 

８．あなたは徳山高専に入学できて満足していますか。 

(a) とても満足している (b) 一応満足している (c) あまり満足していない (d) 全く満足していない 

 

９．あなたが徳山高専に入学した目的は何ですか，次の該当するものすべての記号（回答用紙内）を○で囲んで下さい。 

(a) 専門的な学問・技術を身につけるため  (b) 教養を高め人間的に成長するため 

(c) 先生や友人と交流するため  (d) いいところに就職するため  (e) 学生生活をエンジョイするため 

(f) 専攻科や他の大学に進学するため  (g) 何とはなしに  (h) その他（回答用紙の記入欄に具体的に書いて下さい） 

 

１０．現在，あなたの勉強への意欲は次のどれですか。 

(a) 十分意欲がある (b) 一応意欲がある (c) あまりない (d) 全くない 

 

１１．あなたは徳山高専での勉強についていけるかどうか不安ですか。 

(a) とても不安である (b) 少し不安である (c) あまり不安ではない (d) 全く不安ではない 

 

１２．周りの新入生が自分より勉強面で優れているように思いますか。 

(a) 強くそう思う (b) 少しそう思う (c) あまりそうは思わない (d) 全くそうは思わない 

 

１３．自分には徳山高専で友人ができないのではないかと心配ですか。 

(a) とても心配である (b) 少し心配である (c) あまり心配ではない (d) 全く心配ではない 

 

１４．あなたは徳山高専での学生生活がどのくらい楽しみですか。 

(a) とても楽しみである (b) 少し楽しみである (c) あまり楽しみではない (d) 全く楽しみではない 

 

１５．あなたは自分が将来どんな職業につき，どんな人になりたいか，すでに心の中で決めていますか。 

(a)はい  (b)いいえ 

 

１６．あなたは中学時代に個人的に打ち明け話をしたり，相談に乗ってもらえるような同性の親友がいましたか。 

(a)はい  (b)いいえ 

１７．あなたは徳山高専に知り合いの人がいますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(a)はい  (b)いいえ 
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１８．あなたは徳山高専に個人的に打ち明け話をしたり，相談に乗ってもらえるような同性の親友がいますか。 

(a)はい  (b)いいえ 

 

１９．あなたはある程度親しくつき合っている異性の友人がいますか。・・・・・・・・・・・・(a)はい  (b)いいえ 

 

２０．今までに，反抗して親を手こずらせたことがありますか。・・・・・・・・・・・・・・・(a)はい  (b)いいえ 

 

２１．今までに，失敗や挫折をしてすごく悩んだことがありますか。・・・・・・・・・・・・・(a)はい  (b)いいえ 

 

２２．学生相談室で相談できるとしたら，あなたは次のどのような内容について相談してみたいですか。該当するものすべ

ての記号（回答用紙内）を○で囲んで下さい。 

(a) 勉強のこと  (b) 今まで知らなかった人たちとの出会いに関すること  (c) 家庭のこと 

(d) 自分の性格のこと  (e) 心の健康に関すること  (f) 体の健康に関すること  (g) 性に関すること 

(h) 友人関係のこと  (i) 恋愛に関すること  (j) 徳山高専が自分に合っているかどうかに関すること 

(k) 進学のこと  (l) 就職のこと  (m) その他（回答用紙の記入欄に具体的に書いて下さい） 

 

２３．前問で挙げてある項目の中で，「今すぐ」あなたが相談をしたい事柄があれば，その記号をすべて○で囲み，具対的

に詳しくその相談内容を回答用紙の記入欄に自由に書いてみて下さい。 

 

★相談を希望する人は，ここで回答用紙の記入欄にあなたへの連絡方法（携帯電話の番号，携帯電話のメールアドレスな

ど）を書いておいてもらえるとスタッフから連絡をします。 

 

※以下の質問には，寮生の人だけ答えて下さい。 

 

２４．寮生活全般に関して不安を感じていますか。 

(a) とても不安である (b) 少し不安である (c) あまり不安ではない (d) 全く不安ではない 

 

２５．家族から離れて一人で生活するので寂しく思いますか。 

(a) とても寂しい (b) 少し寂しい (c) あまり寂しくない (d) 全く寂しくない 

 

２６．寮を出て自宅から通学したいですか。 

(a) 是非自宅通学したい (b) 少し自宅通学したい (c) あまり自宅通学したくない (d) 全く自宅通学したくない 

 

２７．現在，あなたは寮生活に関して学生相談室で相談をしてみたいような事柄や悩みがありますか。 

(a)はい  (b)いいえ 

 

２８．（２７．で，「はい」と答えられた方へ）それはどのような事柄や悩みですか，次の該当するものすべての記号（回

答用紙内）を○で囲んで下さい。 

(a) 一人暮らしについて  (b) 寮の施設・設備について  (c) 先輩との関係について  

(d) その他（回答用紙の記入欄に具体的に書いて下さい） 

 

２９．寮生活に関する質問や悩み，訴えたいこと，「今」何となく考えていることなど何でもかまいません。回答用紙の記

入欄に自由に書いて下さい。 

 

どうも有り難うございました。皆さんが，有意義で充実した高専生活を送られるよう願っております。 

出典：学生相談室資料 
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資料７－１－①－10 自主的学習に関する相談内容を示す新入生アンケート結果 

 

出典：学生相談室資料 
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資料７－１－①－11 面談学生一覧（自主的学習に関する相談内容の部分は黄色） 

※学生氏名の部分は空白にしてある。 

面談担当 氏　名　 性別 学科 学年 クラス 相　　談　　内　　容 連絡先（備考）
桜本 男 ME 1 1 相談あり、スキー部がない 寮生
桜本 男 ME 1 1 学生生活＝あまり楽しみでない 通学生
桜本 男 ME 1 1 第一志望でない、入学できてあまり満足していない 通学生
桜本 男 ME 1 1 相談あり＝話をする友達がいない 通学生
桜本 男 ME 1 1 第一志望でない 通学生
桜本 男 ME 1 2 第一志望でない 通学生
桜本 男 ME 1 2 第一志望でない 通学生
桜本 男 ME 3 留学生 寮生
桜本 男 ME 4 編入生 寮生
桜本 男 ME 4 編入生 通学生
桜本 男 ME 4 編入生 通学生
国重 男 CA 1 2 第一志望でない、第一志望学科でない、学生生活＝全く楽しみでない 通学生
国重 男 CA 1 2 学生生活＝あまり楽しみでない 通学生
国重 男 CA 1 3 勉強意欲＝全くない 通学生
国重 男 CA 1 3 第一志望でない 通学生
国重 男 CA 1 1 第一志望でない 通学生
国重 男 ME 1 1 寮生
国重 男 ME 1 2 寮生
国重 男 ME 1 3 寮生
国重 男 ME 1 3 寮生
国重 男 ME 1 2 寮生
原田 男 ＩＥ 1 1 第一志望でない、勉強意欲＝全くない、学生生活＝全く楽しみでない 通学生
原田 男 ＩＥ 1 1 学生生活＝あまり楽しみでない 通学生
原田 男 ＩＥ 1 2 学生生活＝あまり楽しみでない 通学生
原田 男 CA 1 2 寮生
原田 男 CA 1 3 寮生
原田 男 CA 1 3 寮生
原田 男 IE 1 1 寮生
原田 男 IE 1 2 寮生
原田 男 IE 1 2 寮生
原田 男 IE 1 3 寮生

日南住 男 CA 1 3 第一志望でない，第一志望学科でない 寮生
日南住 男 CA 1 1 第一志望でない 寮生
日南住 男 CA 1 1 第一志望でない 通学生
日南住 男 CA 1 1 高専生活が余り楽しみではない 寮生
日南住 男 CA 1 1 寮生
日南住 男 CA 1 1 寮生  

出典：学生相談室資料 

 

資料７－１－①－12 新入生を呼び出す手紙（自主的学習に関する相談のある学生に対して） 

※学習に関する相談内容に触れている部分は黄色でハイライトしてある。 

※学生名は消してある。 

○○君へ， 
 私は学生相談室員の国重（一般科目：英語担当）です。突然のお手紙でびっくりしたかも知れませんが，お許し下さい。 

 先日は学生相談室が実施したアンケートに答えて下さり有り難うございました。 

 ○○君は，「今すぐ」相談をしたい事柄の欄に「勉強のペースや勉強方法」について相談したいという趣旨の内容を書い

て下さいましたね。 

 そこで，もしよかったら○○君の話をもう少しお聞きして，できる限りいろいろと相談にのりたいと思い，この手紙を書

きました。 

 ○○君が少しでも快適に学生生活を送ることができるよう，私達はサポートしていきたいので，もしよかったら下に示し

た日時に私の部屋（管理棟２階，西から２番目の北側の部屋です。工業英検の案内がドアに貼ってあります）に一度話をしに来

ませんか？秘密は厳守します。 

 もちろんこれは強制的な「呼び出し」ではありませんから，無理にとは言いませんし，もし下の日時で都合がつかなけれ

ば，変更することもできます。変更をしたいときは，電話(0834-29-6253)か，直接私の部屋に来て都合のいい日程を教えて下さ

い。メールでの連絡もOKです。アドレスは，kunisige@tokuyama.ac.jpです。 

   日時：５月６日（木） １２：２０～（昼食を食べた後です） 

   場所：国重 教官室（管理棟２階） 

 ○○君が気持ちよく充実した学生生活を送ることができるよう祈っております。 

国重 徹 

出典：学生相談室資料 
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資料７－１－①－13 学生相談室報のコミュニティワークの説明の箇所 
Ⅱ．特集：学生相談室のコミュニティワーク 

１．はじめに 

 学生は，単一の関係の中だけではなく，クラス担任との関係，親子の関係，クラスメートとの関係，教科担任との関係，

クラブ活動のメンバーとの関係など，様々な係わりの中で生活をしている。従って，学生相談室と学生との間だけで悩みが解消

するというケースはまれである。一般的な言い方をすると，一つの側面だけから学生の悩みを捉え，支援をしたとしても本質的

な解決に至らないことが多い。では，どうすれば学生の悩みの本質的な解消に近づけるための支援ができるのであろうか?この

問いに対する答えは，ずばり，コミュニティワークに基づく，協働による援助にある。 

「協働による援助」とは，一つの目的を達成するために，各部署やメンバーが補完・協力し合って援助することであり，

「コミュニティワーク」は，いわばその下地作りのことである。 

現在本校では，学生が属する様々な場・層の人々や，学生が係わりを持つ異なる部署の連携を構築・促進し（＝コミュニテ

ィワーク），複数の関係者もしくは部署が補完・協力して（＝協働）援助を提供することを学生相談室が学生相談活動を行う際

の基本的なアプローチとしている。 

このアプローチは，「学生相談室がコーディネータの役割を担い，必要に応じてそれぞれの相談内容を検討し，分析内容に

基づいて，相談関係者の連携を図り，協力してより良い解決を見出すようにする」という，本校で相談室が開設された当初の方

針が発展・進化したものであり，両者の中心にある考え方は同じである。 

当然のことであるが，学生サポートのために学生相談室だけが動いているわけではないし，逆に，ある学生の悩みに対する

対応を，例えば，クラス担任だけが抱え込む必要もないのである。学生相談・学生援助は，様々な場面で学生と係わりを持つ，

多様な教職員の力を結集させることによって成功させればいいわけである。 

学生相談室開設5年目にして，このコミュニティワークに基づく，協働による援助が，具体的な形として見え始めたので，

本相談室報の中心テーマとして紹介させていただきたい。 

出典：学生相談室報 Vol.2,p.13 

 

資料７－１－①－14 相談件数 

※学習に関する箇所は黄色でハイライトしてある。 

平成17（2005）年度　相談件数（全員分）

面接回数 相談室から 相談件数 人数

相談内容 勉強 進路 家庭 対人 心身 その他 小計 の働きかけ ＊１ ＊２

学生 111 97 19 204 35 78 544 53 519 156
教員 12 14 3 22 23 44 118 14 121 27

保護者 2 2 3 0 0 3 10 2 13 3

小計 125 113 25 226 58 125 672 69 653 186  

相談室から 相談件数 人数

相談内容 勉強 進路 家庭 対人 心身 その他 小計 の働きかけ ＊１ ＊２

学生 89 91 15 170 53 65 483 51 534 173

教員 8 4 1 30 34 7 84 12 96 31

保護者 2 2 0 0 0 2 6 2 8 3

小計 99 97 16 200 87 74 573 65 638 207

　　＊１　相談件数とは、面接回数の和（小計）と学生相談室側からの働きかけ件数の合計

　　＊２　人数とは、面接回数の多少に関係なく学生相談室を利用した人が何人いるかを意味する

平成16（2004）年度　相談件数
面接回数

 

出典：学生相談室資料 
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資料７－１－①－15 学生相談室案内の該当箇所（抜粋） 

 

出典：学生相談室案内 

 

資料７－１－①－16 学生便覧の該当箇所 

※学生相談室が学生の自主的学習を進める上での相談も受け付けていることが分かる箇所は黄色

でハイライトしてある。 

２．学生相談室 

  私たちは毎日の生活の中で，いろいろなことについて悩み，不安を持って暮らしています。

勉学のこと，就職・進学のこと，友人・家族との人間関係，異性との問題，生きる目的など

…。自分で解決することも大切ですが，誰かに話しをするだけで解決の糸口がみつかること

も多いものです。あるいは一つのアドバイスが氷を溶かすきっかけになることもあります。 

悩みごとや困ったことがあるときは，気軽に学生相談室を訪ねてみてください。 

 学生相談室は，図書館棟１階「保健室」の中にあります。担当の先生方が皆さんの気持ち

を親身になって聞き，相談内容については秘密を厳守しています。 

 

  相談室開設時間は次のとおりです。 

 

     毎週  月・火・水・金  昼休み及び放課後 

    また，毎週木曜日の午後には，専門のカウンセラーが相談に応じています。  

出典：学生便覧 

 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 202

資料７－１－①－17 授業時間割（抜粋） 

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－①－18 専攻科ＴＡを示す資料 

※学生名は黒塗りがしてある。 

平成１８年度専攻科生ティーチングアシスタントの実施について 
 
（実施の理由） 
 数学及び物理の２科目は、専門科目の基礎となる極めて重要な科目であり、学生には授業内

容の十分な理解が要求される。理解の手段としては、正規の授業及び学生個々の自習によるこ

とが通常である。しかしながら、授業では時間的制約があり、自習においては問題等を考えて

いくときに、そばに助言、指導するものがいれば、飛躍的に理解度が深まるのは当然のことで

ある。 
 以上のことから、本科１年生に数学及び本科２年生に物理の演習を課し、専攻科生にティー

チング・アシスタント（以下ＴＡと称する）として、助言、指導等に当たらせ、基礎学力の向

上を計るものである。 
  
（実施の内容） 
 １．本科１年生全員に数学の演習を課し，各クラス２名のＴＡを配置する。 
   本科２年生全員に物理の演習を課し，各クラス１名のＴＡを配置する。 
 ２．ＴＡは指導教員の指導のもと， 
  ア．演習問題の準備 
  イ．学生への助言，指導 
  ウ．演習問題の採点，集計及び指導教員への報告を行う。 
 
（ＴＡの勤務態様） 
 １．任  期 〔数学〕平成１８年 ４月１４日から平成１９年 ２月 ２日まで 
        〔物理〕平成１８年 ４月１４日から平成１９年 ２月 ２日まで 
 ２．勤務時間 〔数学〕１６：１０～１７：１０の１時間 
        〔物理〕１５：１０～１６：１０の１時間 
 ３．勤 務 日 〔数学〕１年生担当    毎週金曜日 ８時限 
        〔物理〕２年生担当  毎週金曜日 ７時限 
    行事・後期授業時間割等の都合により変更することがある。 
        
（経  費） 
   学校負担 
（平成１８年度ＴＡ採用予定者） 
 

  クラス                        数 学 担 当 

  １－１    機械制御工学専攻２年   環境建設工学専攻２年 

  １－２    機械制御工学専攻２年   環境建設工学専攻２年 

  １－３    機械制御工学専攻２年  機械制御工学専攻２年 

  クラス                        物 理 担 当 

  ２－１    環境建設工学専攻２年 

  ２－２    機械制御工学専攻２年  

 

  ２－３    環境建設工学専攻２年  

 

   

出典：教務係資料 
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資料７－１－①－19 専攻科ＴＡを実施していることを示す資料（ＴＡ日誌） 

※学生名にはモザイクがかけてある。 

 
資料：教務係資料 

 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 205

資料７－１－①－20 徳山高専ウェブサイト上の「私たちがお答えします」のページ 

 

出典：徳山高専ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/what_is/inquiry.html 
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資料７－１－①－21 「私たちがお答えします」の利用例 

※学生名やメールアドレスは黒塗りにしてある。 

-----Original Message----- 

From: .ne.jp [mailto: .ne.jp] 

Sent: Sunday, November 07, 2004 7:22 PM 

To: oonari@post.tu.tokuyama.ac.jp 

Cc: proffice@post.tu.tokuyama.ac.jp 

Subject: ホームページからの質問です。回答をお願いします。 

 

質問題名：進路・就職について 

 

質問の内容： 

初めまして。私は中学2年の女子です。 

いきなり本題にはいりますが、土木建築工学科に入ると、将来『建築再生プロデューサー』にはなれるでしょうか？ 

お答えお願いします。 

 

名前：  

 

＊＊＊このメールへの返事は到着後2週間以内に以下へお願いします＊＊＊ 

回答方法 

その1：このメールへの返信を用いて回答が行えます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 受信日時：2004/11/7 19:21:43秒 

 ブラウザ：Mozilla/4.0 (compatible; MSIE 5.5; Windows 98; Win 9x 4.90; 

i-NavFourF) 

 

さま 

 

下記のメイルをありがとうございました．土木建築工学科は，4年生で土木コースと建築コースに分かれます．この建築コースを終了しますと，将来建築士の受験資格

が与えられます．建築士になると，ご指摘の建築再生プロデュースの仕事も可能になります．テレビに出る（ビフォーアフターなど）の皆さんは，みな1級建築士のみ

なさんです． 

したがって，「なれる」というのが結論です．建築の勉強をされて，立派な建築士を目指されるのもよい目標といえます．そのような学生が本学科にはたくさんいま

す． 

また，質問がありましたら，遠慮なくどうぞ． 

 

Prof. H. OHNARI (大成博文） 

Tokuyama College of Technology 

3538 Kume Takajo Tokuyama Japan 745-8585 

TEL/FAX:81-834-29-6323 

E-mail:oonari@tokuyama.ac.jp 

  

出典：広報メディア委員会資料 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

(a)自主的学習環境 

・自主的学習や補習の場としてHR教室，図書館，情報処理センター，製図室（機械電気工学科・
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土木建築工学科），電算機室（情報電子工学科），専攻科学生研究室が整備され，効果的に利

用されている（資料７－１－②－１，資料７－１－②－２，資料７－１－②－３，資料７－１

－②－４，資料７－１－②－５，資料７－１－②－６）。 

・特に，図書館は平日には２０時まで開館し，土・日曜日も９時から１３時まで開館することに

より，自主学習の場として機能している（資料７－１－②－７）。 

・２種類の英語e-learningソフト，TOEIC学習ソフト（平成１４年度より）及び科学技術英語学習

ソフト（平成１５年度より）が整備され，効果的に利用されている（資料７－１－②－８，資

料７－１－②－９）。 

・学生談話室が改装・整備され，自主的学習の場として効果的に利用されている（資料７－１－

②－10）。 

(b)厚生施設，コミュニケーションスペース等 

・福利厚生センター，合宿研修所が整備され，部活動の合宿で利用されている（資料７－１－②

－11，資料７－１－②－12，資料７－１－②－13）。 

  ・改装した学生談話室は，コミュニケーションスペースとしても利用されている。 

  ・専攻科学生研究室は，コミュニケーションスペースとしても利用されている。 

 (c)今後の予定 

  ・全施設・設備の効果的な利用をさらに継続・促進するため，「総合企画室」内の効率化ワーキ

ンググループに利用状況の評価・レビューを依頼することが「将来計画委員会」で検討されて

いる（資料７－１－②－14）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  ・各種自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が

整備され，効果的に利用されている。 

   以上のことから，自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス

生活環境等が整備され，効果的に利用されている。 
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資料７－１－②－１ ＨＲ教室が自主的学習や補習の場として効果的に利用されていることを示

す資料（教室で実施している数学の補習の出欠表の一部） 

※学生名の部分は空白にしてある。 

 
出典：数学科(長廣教員)資料 

 

資料７－１－②－２ 図書館のレイアウト図 

※自主的学習用の設備を示す部分は黄色でハイライトしてある。 
 
      キャレル（５台）       キャレル（５台）     キャレル（５台）       AVコーナー  
 

   
 

     閲覧机  
  閲覧机   閲覧机 

       和 雑 誌  
     閲覧机  

  
  閲 
  覧 
  机 

  
  閲 
  覧 
  机 

  
  閲 
  覧 
  机 

  
 閲 
 覧 
 机 
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  机 
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 高専 
 出版 
 物  

 
     外国雑誌     大学研究紀要  

 
 

 
創 
像 
演 
習 
 
 
シ 
ラ 
バ 
ス 

 

      参考図書（工学・産業・芸術）    機械･流体･電気･情報    建築･土木･水理  

  
 参 
 考 
 図 
 書 
 
 
 
 自 
 然 
 科 
 学 
 ・ 
 社 
 会 
 科 
 学  

    大型本 地図  美術全集   新聞縮刷版  

 

地 
形 
図       情報･電子工学       土木･工学一般   
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聞 

 

   金属･産業･芸術･ｽﾎ゚ ﾂー      数学･物理･化学  
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紀 
要 

 

  
 
 閲覧机 

  CD-ROM  
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 鑑    百科事典                                 入退館システム        外国文学        洋 書  

 
 
 
  ブック

ポスト
 

   

出典：図書係資料 
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資料７－１－②－３ 情報処理センター設備説明資料，利用案内，利用状況 

（１）情報処理センター計算機システム一覧（徳山高専ウェブサイト上の資料） 

 

出典：徳山高専ウェブサイト 

URL http://www.tokuyama.ac.jp/home/~center/den03.html 

 

（２）利用案内（徳山高専ウェブサイト上の資料） 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/home/~center/home.html 
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（３）情報処理センター利用状況（プログラム相談員利用状況統計） 

2005 年度までのプログラム相談員利用状況 

 

 

2005 年度までのプログラム相談員利用状況 
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平成１６年度 プログラム相談員勤務報告 

月 勤務日数 利用者人数 質問者人数 利用者人数/日 質問者人数/日 

4月 17 548 18 32 1.1 
5月 17 559 31 33 1.8 
6月 16 678 17 42 1.1 
7月 10 817 8 82 0.8 
9月 8 587 7 73 0.9 
10月 17 635 9 37 0.5 
11月 17 993 11 58 0.6 
12月 10 629 6 63 0.6 
1月 14 881 13 63 0.9 
2月 14 1719 51 123 3.6 
3月 1 203 3 203 3.0 

合計 141 8249 174 59 1.2 
 

 

 

平成１７年度 プログラム相談員勤務報告 

月 勤務日数 利用者人数 質問者人数 利用者人数/日 質問者人数/日 
4 月 18 945 20 53 1.1 
5 月 14 887 9 63 0.6 
6 月 22 1214 32 55 1.5 
7 月 12 937 12 78 1.0 

10 月 17 916 17 54 1.0 
11 月 15 659 5 44 0.3 
12 月 15 934 10 62 0.7 
1 月 15 1468 22 98 1.5 
2 月 4 267 3 67 0.8 
3 月 0 0 0 0 0.0 
合計 132 8227 130 62 1.0 

 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 212

 

出典：情報処理センター資料 

 

資料７－１－②－４ 機械電気工学科製図室利用状況を示す写真 

 

出典：機械電気工学科資料 
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資料７－１－②－５ 2004 年 1 月～2005 年 3 月 31 日の情報電子工学科電算機室時間外利用者人

数（UNIX 利用） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 合計

2004年 1月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 9 24 27 11 12 21 12 4 5 50 9 12 16 4 217

２月 0 38 32 10 17 30 12 10 25 35 0 16 29 9 5 16 31 23 13 25 10 4 19 51 16 8 17 1 1 503

3月 5 5 14 26 5 2 5 6 8 12 14 1 4 0 2 1 3 0 2 0 1 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0 121

4月 0 0 2 0 1 4 6 5 3 2 1 1 1 9 4 4 0 0 4 1 9 4 11 0 0 14 4 52 0 4 146

5月 0 0 0 0 0 8 21 4 3 29 33 22 26 23 1 0 11 11 72 51 16 7 33 40 33 48 7 9 4 6 20 538

6月 13 4 5 2 0 6 0 5 0 9 0 0 0 24 18 5 12 11 1 2 1 21 23 34 19 2 0 19 22 13 271

7月 23 10 23 0 14 8 8 2 7 1 6 13 4 18 5 1 0 1 0 1 2 2 0 12 0 2 3 1 6 3 1 177

8月 0 4 1 2 2 9 5 5 2 5 2 8 3 2 2 6 9 5 3 8 2 4 3 3 7 5 1 9 2 0 4 123

9月 11 9 10 16 8 26 0 0 9 10 2 5 6 2 7 1 3 1 2 4 0 1 0 0 5 0 13 15 18 18 202

10月 14 6 0 2 0 2 1 7 2 7 10 15 7 12 2 4 9 20 11 14 27 37 2 0 4 2 5 7 2 3 0 234

11月 18 6 20 30 17 10 11 0 0 0 0 0 0 0 16 28 8 3 10 27 21 0 35 20 18 19 10 37 7 28 399

12月 5 16 20 35 13 26 36 32 14 6 22 38 20 32 37 34 5 6 20 24 28 12 9 37 17 17 18 0 0 0 0 579

2005年 1月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 20 13 6 8 0 0 30 23 29 7 20 10 7 53 5 20 9 12 16 4 3 305

2月 2 30 16 2 20 10 30 27 31 2 16 7 3 20 7 10 26 20 13 25 10 4 19 0 0 0 0 0 350

3月 0 0 1 6 1 1 6 9 9 9 4 8 7 5 9 4 2 1 9 0 0 4 7 0 9 0 7 6 0 4 9 137

4月 0 0 0 0 3 7 7 5 9 6 2 6 7 4 17 8 9 7 15 15 11 17 5 5 25 10 19 1 8 10 238

5月 0 0 0 0 0 15 0 4 15 11 17 16 7 23 1 3 17 1 18 17 16 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 188

6月 2 4 3 2 0 12 17 17 6 8 0 0 9 25 9 5 2 11 1 0 6 7 4 4 19 2 0 13 9 24 221

7月 0 10 7 5 19 22 8 5 7 1 10 17 0 18 17 1 0 1 17 22 19 2 0 12 29 25 3 22 2 3 1 305

8月 15 19 15 11 17 9 5 2 13 19 12 4 3 2 18 12 18 6 16 8 2 25 24 21 5 20 1 9 15 28 19 393

9月 0 0 0 0 0 0 0 0 11 10 2 0 15 4 22 5 3 1 5 6 21 28 25 0 5 0 0 0 0 0 163

10月 14 6 5 19 24 15 5 7 0 0 21 25 11 2 0 0 13 7 7 1 13 0 0 29 6 26 26 14 0 0 0 296

11月 24 23 15 5 8 4 26 26 11 6 9 3 0 20 5 19 28 24 10 6 12 4 0 0 0 0 0 0 0 0 288

12月 16 18 0 0 15 18 9 15 4 0 0 26 4 20 28 5 0 0 4 29 21 20 13 19 6 28 2 0 0 0 0 320

2006年 1月 0 0 0 0 0 0 5 7 0 8 37 0 0 0 0 38 23 19 38 31 0 0 38 22 3 30 23 0 0 9 8 339

2月 7 9 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 27 0 0 0 0 9 29 35 18 17 0 0 0 0 189

3月 0 5 4 0 0 6 14 1 6 0 0 0 8 5 1 0 11 0 0 11 0 7 1 5 0 0 1 5 7 4 5 107

2004年1月～2005年３月３１日のIE電算機室時間外利用者人数（UNIX利用）

 

出典：情報電子工学科電算機室資料 
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資料７－１－②－６ 学生研究室利用状況を示す資料（専攻科学生研究室の写真） 

 

出典：専攻科資料 

 

資料７－１－②－７ 図書館の利用について（抜粋） 

 

出典：図書館利用案内 
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資料７－１－②－８ e-learning ソフト導入を示す資料 
（１） 

徳山高専におけるイントラネットを活用した英語自習学習ソフトの 

概要・導入・これまでの成果・今後の展望について 

 

英語自習学習ソフトの概要 

徳山高専では，株式会社アルク教育社が開発したALC NetAcademyという，LAN環境で利用できるネットワーク型の英語学習

システムを導入し，全学生がいつでも自由に英語の学習を行えるようになりました。 

これは，本校の学習・教育目標であります「世界に通用する実践力のある開発型技術者をめざす人材の育成」の，特に「世

界に通用する」という部分の達成に必要不可欠な，英語によるコミュニケーション能力の育成のために導入したものです。 

 この学習システムでは，学習教材の置かれた教育用サーバーからイントラネットを通じて学習者に教材が提供されます。

学習者はネットワークにつながった各コンピュータのwwwブラウザ上で学習を行います。 

 文字・音声･画像を同時に扱うという，コンピュータのマルチメディア機能と双方向性が生かされているので，学生は効

果的な英語の自習学習が可能になりました。 

 また，ソフトの管理者（英語科の教員）は，学習者の学習履歴や進度，理解度テストの成績などを随時把握することがで

きます。 

導入 

現在，徳山高専では，ALC NetAcademyの2コースが導入されています。 

まず，平成14年5月より，「初級･中級者のためのTOEICテストスコアアップコース」というTOEICテストのための基礎力強化

を目的とした自習学習ソフトが導入されました。 

 そして，平成15年4月より，「IT時代の技術英語＜基礎＞コース」という基本的な科学技術ライティングや工業英検のた

めの基礎力を身につけることを目的とした自習学習ソフトが導入されました。 

平成14年度には，「初級･中級者のためのTOEICテストスコアアップコース」について専攻科生全員と希望する教職員(計75

人)を受講者登録しましたが，平成15年5月7日には，「初級･中級者のためのTOEICテストスコアアップコース」，「IT時代の技

術英語＜基礎＞コース」のどちらのソフトについても，専攻科および本科の学生全員と希望する教職員（計719人）の登録を完

了しました。 

現在，誰でも情報処理センターのコンピュータからログインして自習学習をすることができます。 

 
情報処理センターで自習学習ソフトを利用して英語の学習をしている専攻科1年生  

（平成15年4月22日撮影） 

 

これまでの成果 

 ここでは，平成14年度に導入した「初級･中級者のためのTOEICテストスコアアップコース」のこれまでの成果の一端を示

します。 

まずは，平成14年度の専攻科2年生について例示します。 

徳山高専では，TOEIC（本試験もしくはIPテストのいずれか）で400点以上を取得することが修了要件の1つとして専攻科生

に課せられています。特に，専攻科2年生は，本校で実施されるIPテストの受験が義務づけられています。 

そこで，平成14年度の専攻科2年生について，本学習ソフト導入後の学習進捗状況（実質的な学習効果が現れると思われる

進捗率50％をグループ分けの境界としました）と，導入の約半年後（平成14年9月4日）に実施されたTOEIC IPテストの結果とを

比較してみました。 

 

・専攻科2年生（平成14年度）の学生数         25人 

・IPテスト（平成14年9月4日実施）の受験者数    24人 

・受験者のうち学習ソフトの進捗率が50％以上の学生   6人・・・・・① 

・受験者のうち学習ソフトの進捗率が50％未満の学生  18人・・・・・② 

 

・IPテスト受験者24人のうち，①のグループの平均点＝453.3点 

・IPテスト受験者24人のうち，②のグループの平均点＝372.8点 

※平均点の差＝80.5点 

 

本学習ソフトの効果以外の要因もありますし，各グループの人数が少ないので，一概には言えませんが，進捗率50％以上の
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学習者の平均点が50％未満の学習者の平均点より80.5点も高かったという事実が得られました。 

次に，平成15年度の専攻科2年生（15名）に関するデータを示します。 

平成15年度の専攻科2年生は，平成14年5月から約1年間本学習ソフトを利用してきたわけですが，彼らがそのソフトを利用

し始める前の平成14年4月17日に初めて一斉に受験したTOEICテストの結果の平均点は，384点でした。それに対して，ソフトの

利用を開始して半年後以降に受験したTOEICテストの結果の平均点は，454点という，利用以前と比較してかなり高いものになり

ました。もちろん，他の要因が関係している可能性もありますが，ソフト利用前と利用後で平均点が70点も上昇したという事実

は，特筆すべきです。 

以上のことから，今後本ソフトによる学習を本格的に推進すれば，学生・教職員の英語力が向上すると予想できます。 

今後の展望 

本ソフトの導入は，教育環境の改善という点で大変意義深いと信じております。 

今後は，「本科（5年次）卒業までにTOEICスコア400（同等レベルの実用英検，工業英検）を取得し，専攻科修了までに

TOEICスコア500を取得する」ことを目標に，本英語自習学習ソフトの利用をさらに強力に推進する予定です。 

出典：英語科資料 

 

（２） 

イントラネットを活用した英語自習学習ソフトについて（お知らせ） 

 

2003年5月13日 

 

学生の皆さんへ， 

 

ネットワーク英語学習ソフト利用のための本科生の皆さんの登録が，教務係の石田さんや総合企画室の協力と尽力のおかげ

で終了しました。 

 

皆さんのメールに，alctoeicという送信者から，登録終了の案内がすでに送られていて，そのメールには，皆さんがそのソ

フトにログインするためのアカウント名とパスワード名が書いてありますので，確認してください。 

 

情報処理センターのパソコン（図書館のパソコンなど，他のパソコンは使えません）を利用して，その案内メールの中に書

いてあるhttp://ippanka.tu.tokuyama.ac.jp/n-acad/bin/le/wletop.asp 

をクリックして直接英語学習ソフトのページに飛び，そこから「ログインする」をクリックした後，アカウントとパスワー

ドを入力して，ログインすることもできますし，本校のホームページを立ち上げ，「リンク集」の下の方にある，「TOEIC学習

ソフト（学内限定）」というところをクリックし，「ログインする」をクリックした後，アカウントとパスワードを入力してロ

グインすることもできます。 

 

ログインすれば，「初級・中級者のためのTOEICテストスコアアップコース」と「IT時代の技術英語＜基礎＞コース」の両

方を学習することができるようになっております。（情報電子工学科の神田先生，土木建築工学科の桑島先生，英語科の長戸先

生，情報処理センターの鳥居さん，林さんの協力と尽力により，情報処理センター内のパソコンでネットワーク英語学習ソフト

を利用することが可能になりました。） 

 

☆英語学習ソフトを利用する際には，以下の点に注意してください。 

 

①本科の学生の皆さんがこのソフトを使って英語学習をするために利用できるのは，情報処理センターのパソコンだけで

す。 

 

②パスワードは学習者側から変更することができますので，変更が必要な人は，ログインをクリックし，メールに送られて

きたアカウントとパスワードを入力した後，新しく表示されるページにある「パスワードを変更する」という箇所から入り，変

更をしてください。（変更したパスワード等を忘れないように注意しましょう。） 

 

③情報処理センターの端末で学習をする場合には，イヤホンを各自で持参し，パソコン本体の後ろ側の差込口に端子を差し

込んでから利用しないと，音声が聞こえませんので，注意してください。また，極端に音量が大きい場合がありますので，耳に

注意してください。 

 

多くの方々の協力で，すばらしい環境が整いました。この英語学習ソフトをどんどん活用して，英語力アップを目指しまし

ょう。 

 

分からない点がありましたら，国重まで質問に来てください。 

 

英語科 国重 徹 

出典：英語科から全学生・教職員への案内 
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資料７－１－②－９ e-learning ソフト利用状況を示す資料（学習進捗率） 

※学生個人名及びアカウント名は，黒塗りにしてある。 

講座名: リスニング力強化コース （初級・中級）
専攻科２年

進捗率
(全20)

CA00 2011/5/6 2005/1/18 2006/2/27 34 10 50%
CA00 2011/5/6 0 0 0%
CA00 2011/5/6 0 0 0%
CA00 2011/5/6 2005/5/13 2005/5/13 2 0 0%
CA00 2011/5/6 2005/4/3 2005/5/7 27 4 20%
CA00 2011/5/6 2005/4/8 2005/4/14 8 1 5%
CA00 2011/5/6 1 0 0%
CA00 2011/5/6 8 0 0%
CA00 2011/5/6 0 0 0%
CA00 2011/5/6 0 0 0%
CA00 2011/5/6 0 0 0%
CA00 2011/5/6 2005/4/6 2005/4/6 2 0 0%
CA00 2011/5/6 2005/10/8 2005/10/8 24 0 0%
IE00 2011/5/6 0 0 0%
IE00 2011/5/6 0 0 0%
IE00 2011/5/6 1 0 0%
ME00 2011/5/6 2005/4/6 2006/4/7 27 10 50%
ME00 2011/5/6 2004/7/7 2006/2/28 13 10 50%
ME00 2011/5/6 2005/6/1 2005/6/1 3 1 5%
ME00 2011/5/6 2005/5/9 2006/5/11 13 9 45%
ME00 2011/5/6 2006/2/15 2006/2/24 3 0 0%
ME00 2011/5/6 2005/4/21 2005/4/21 3 2 10%
ME00 2011/5/6 2005/4/6 2005/10/4 27 10 50%
ME00 2011/5/6 0 0 0%
ME00 2011/5/6 0 0 0%
ME00 2011/5/6 2005/5/10 2005/11/4 12 10 50%
講座名: 技術英語 基礎コース
専攻科２年

学習ポ 受講 受講 進捗率
イント合計 回数 教材数 (全32)

CA00 2011/5/6 2005/5/10 2005/5/12 452 17 9 28%
CA00 2011/5/6 - 0 0 0%
CA00 2011/5/6 - 0 0 0%
CA00 2011/5/6 2005/5/31 2005/5/31 255 11 9 28%
CA00 2011/5/6 2005/4/1 2005/5/27 528 12 8 25%
CA00 2011/5/6 2005/4/8 2005/5/31 753 18 9 28%
CA00 2011/5/6 - 0 0 0%
CA00 2011/5/6 2005/5/10 2005/5/12 471 17 9 28%
CA00 2011/5/6 2005/5/31 2005/5/31 280 9 8 25%
CA00 2011/5/6 2004/10/7 2005/5/18 461 10 8 25%
CA00 2011/5/6 2005/4/6 2005/6/1 35 7 1 0%
CA00 2011/5/6 2004/10/7 2005/4/5 365 31 16 50%
CA00 2011/5/6 2005/5/12 2005/10/8 693 26 8 25%
IE00 2011/5/6 - 0 0 0%
IE00 2011/5/6 2005/8/29 2005/10/14 300 11 8 25%
IE00 2011/5/6 2005/5/23 2005/8/29 331 10 8 25%
ME00 2011/5/6 2005/4/15 2005/5/13 581 21 16 50%
ME00 2011/5/6 2005/5/9 2006/2/9 418 18 8 25%
ME00 2011/5/6 2005/5/9 2005/7/30 464 19 9 28%
ME00 2011/5/6 2005/5/9 2005/8/26 406 12 9 25%
ME00 2011/5/6 2005/4/6 2005/4/12 652 12 9 28%
ME00 2011/5/6 2005/5/13 2005/5/13 480 12 8 25%
ME00 2011/5/6 2005/5/6 2005/5/13 320 9 8 25%
ME00 2011/5/6 2005/5/27 2005/5/27 350 10 9 28%
ME00 2011/5/6 2005/4/22 2005/4/22 417 11 9 28%
ME00 2011/5/6 2005/4/6 2005/5/10 346 19 9 25%

受講者数
単位：人 TOEICコース 科学英語コース

平成１７年度の受講者数 140 140
平成１６年度の受講者数 135 135
平成１５年度の受講者数 313 346
平成１４年度の受講者数 33 未導入

所属1

受講開始日 最終受講日 受講回数所属1

受講開始日 最終受講日氏名 アカウント 受講期限

受講教材数氏名 アカウント 受講期限

 

出典：英語科資料 
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資料７－１－②－10 改装された学生談話室の写真 

 

出典：学生課資料 

 

資料７－１－②－11 福利厚生センターの写真 

 

出典：学生課資料 

 

資料７－１－②－12 合宿研修所の写真 

 

出典：学生課資料 
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資料７－１－②－13 福利厚生センター及び合宿研修所の利用状況を示す資料 

 

出典：学生係資料 

 

資料７－１－②－14 利用状況を評価・レビューする部署として効率化ワーキンググループ 

に依頼する予定であることを示す将来計画委員会の議事録（抜粋） 

 
平成１８年度第１回将来計画委員会議事録 

１．日  時 平成１８年４月２６日（水） １７：１５～１７：４５ 

２．場  所 管理棟２階会議室 

３．出席者等 国重委員長，原田（幸），門脇，池田，山田（健），奥本，大成，森下， 

鈴木，大坪，重松（欠），（兼本），（河上） 

４．配付資料 

 ・資料１   年次計画表１ 

 ・資料２－１ 「大学の活力ある発展と施設運営コストの最適化 地の拠点－大学の施設マ 

ネジメント」について（通知） 

     －２ 大学施設の管理運営をとりまく状況 

     －３ 施設の点検・評価に関する取組状況 

 

５．議  事 

（２）現有施設の効果的な活用方策について 

 施設の活用状況の評価・レビューを効率化WGに依頼し，その結果を基に効果的な活用方策 

を委員会で検討する。 

出典：将来計画委員会議事録 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況） 

  ・授業についての学習支援に関する学生のニーズは，各教科担当の教員が「学習シート」を活用
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することにより，適切に把握している（資料７－１－③－１）。 

  ・毎年英語科では，新入生全員を対象とした英語に関するアンケートを実施し，取得希望の英語 

の資格や，留学希望の有無などを調べることにより，学習支援に関する学生のニーズを適切に

把握している（資料７－１－③－２）。 

  ・専門分野の資格試験や検定試験受講のニーズについても各学科で資格試験受験者数調査などに

より把握している（資料７－１－③－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  ・学習支援に関する学生のニーズを，「学習シート」やアンケート調査によって適切に把握して

いる。 

   以上のことから，学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されている。 

 

資料７－１－③－１ 「学習シート」の学生のニーズと教員の回答が記載されたサンプル 

※学生名や番号は黒塗りにしてある。また，学生のニーズと教員の回答の部分は，黄色でハイラ

イトしてある。 

 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 221

 

出典：情報電子工学科（百田教員）資料 
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資料７－１－③－２ 英語科の新入生を対象としたアンケート 

※学生名にはモザイクがかけてある。 

 

出典：一般科目資料 
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資料７－１－③－３ 専門分野の資格試験や検定試験受講のニーズを把握していることが分かる

資料（各種資格試験受験者数一覧） 

情報処理技術者試験受験者数 
 
              H.17 春  H.17 秋  H.18 春 
基本情報技術者        50     64     45 
 

初級アドミニストレータ         1         1          1 
 

ソフトウェア開発技術者         8        15         10 
 

テクニカルエンジニア                     4 
（ネットワーク NW)  
 
:情報セキュリティ                        1 
アドミニストレータ(SS)  
 

テクニカルエンジニア                                1 
（エンベデッドシステム ES） 
 
電気通信工事担任者試験受験者数 
 
              H.17 春  H.17 秋  H.18 春 
ディジタル第 1 種       18         1 
 
アナログ・ディジタル総合種     2 
 
DD 第 3 種                                1 
 
DD 第 1 種                                6         10 
 
AI 第 3 種                                 1 
 
AI・DD 総合種                            1  

出典：情報電子工学科資料 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

・工業英検，実用英検，TOEICテストのための補習や，専門関係の検定試験のための補習を実施し，

合格率向上に貢献している（資料７－１－④－１，資料７－１－④－２，資料７－１－④－

３）。 

・図書館に資格取得関係の資料や試験問題を一括して集めたコーナーを用意している（資料７－

１－④－４）。 

  ・合格者へのインセンティブとして各種資格取得による単位修得の認定制度を導入している（資

料６－１－②－１）。また，経済的支援の一環として合格者に対する受験料免除制度を導入し

ている（資料５－１－②－５，資料７－１－④－５，資料７－１－④－６）。 
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・毎年実施する海外語学研修では，参加者に対して経済的な支援を行うだけでなく，研修修了者

には「インターンシップ」科目の単位を認定している（資料７－１－④－７，資料７－１－④

－８）。 

  ・カリフォルニア大学サンディエゴ校（以下UCSD）及びフィティレア・ポリテクニックと学術交

流協定を結ぶことにより，海外留学の機会を増やした（資料５－１－②－２，資料５－１－②

－３）。 

  ・徳山高専夢広場において，サテライト委員会の主催で「いんぐりっしゅ☆る～む」を毎週金曜

日の１７時３０分より１時間開催している。これは，徳山高専の学生，教職員，市民が自由に

参加できる英会話の活動であり，英語に関する資格試験や検定試験，外国留学のための支援体

制の一つとして機能している（資料７－１－④－９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

・各種資格試験や検定試験受講及び海外留学のための支援体制が十分整備され，機能している。 

 以上のことから，資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能し

ている。 

 

資料７－１－④－１ 各検定試験の補習案内，教材，受講者数などの資料 

（１）補習案内 

2006 年度 1 回目の工業英検 

（５月２8 日（日）実施）受験者へ 
◎先日締め切られました工業英検の受験者数は、以下の通りになりました。 

4 級＝３６名（うち外部受験者 5 名） 

3 級＝３名（うち外部受験者2 名） 

2 級＝２名（うち外部受験者1 名） 合計４１名 

◎工業英検対策の補習（約 30 分程度）についてお知らせします。 

☆4 級（担当 国重）  

◎日にち：5 月20 日（土）※水曜日課の日です 

◎時間：1 回目（1 年生用）16:1５～   2 回目（2 年生用）17:15～ 

◎場所：メディアホール 

 

※持参するもの：英和・和英辞書、筆記用具（当日都合でどうしても参加できない人は、

補習会場まで行き、プリントをもらって学習してください） 

 

※２、3 級については、国重が個別対応をしますので、受験者は研究室に来てください。 

 

◎５月２8 日（日）検定試験当日の試験場、集合時間をお知らせします。 

4 級 
メディアホール 
集合時間：9 時 20 分までに（試験時間 60 分）  
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（２）補習教材 

２００６年度 （春）工業英検４級補習 （国重）  
 
◎どんな問題が出題されるか？編 
 
 4級は全て記号問題。200点満点で、大体 6割以上できていれば、合格。 
 
Ⅰ 英文の日本語訳として正しいものを選ぶ問題。（1 問 10 点×7 問＝70 点）※配点が高いので、この問題を

全問正解するとたいてい合格します。分かりにくい時は、おかしな箇所のある和訳を消去法で除外するとよい）

例題：Most modern aircraft use jet engines in one form or another. 
1．最新鋭の航空機は、ジェットエンジンをさまざまな形で利用している。 
2．現代の航空機の大半は、さまざまな形式のジェットエンジンを利用している。 
3．最新鋭の航空機が利用しているのは、特殊な形式のジェットエンジンである。 
4．現代の航空機は、1ないし2基のジェットエンジンを利用している。 

 
Ⅱ 工業英単語の和訳選び。（1問2点×15問＝30点）※しっかり単語を覚えておこう。 
例題：(a) figure 1.事実 2.図 3.画面   

(b) waste 1.待機 2.腰部 3.廃棄物   
(c) construct 1. 建設する 2.舗装する 3.計画する 

 
Ⅲ 途中できられた英文を結びつける問題。（1問3点×5問＝15点）※SVOなどの構文を意識して解く。 
例題：(a) When you bend rubber between your fingers   1. are of our own making. 
      (b) The environmental problems we face         2. because it reflects the sun’s light. 
      (c) The moon shines                         3. it changes shape. 
 
Ⅳ （ ）内に適語を入れる問題。（1問3点×5問＝15点） 
例題：(a) Wavelength is the distance (   ) the tops of two waves.            1. population 
      (b) The (   ) of lions and elephants is rapidly decreasing.             2. survive 
      (c) Some desert animals can (   ) intense summer heat and dryness.     3. between 
 
Ⅴ 適語を選ぶ問題。（1 問4点×5 問＝20点）※文法の知識を総動員して解く。 
例題：(a) Many rockets use a liquid fuel, (1. so  2. such  3. as long) as kerosene or alcohol. 
      (b) Rain forests (1. away  2. among  3. along) the equator are getting smaller and smaller. 
 
Ⅵ 日本語のヒントを頼りに英文の（ ）内に適語を入れる問題。（1問4点×5問＝20点） 
例題：(a) Move the screw six centimeters (   ) the right. ネジを右へ 6cm 移動させなさい。 
      (b) Never (   ) water on an organic solvent fire. 有機溶剤の火災には水を使用してはならない。 
      (c) Short radio waves have (   ) frequencies than long waves. 短波は長波より周波数が…。 
 
      1. leave  2. equal  3. for  4. throw  5. same  6. lower  7. using  8. remove  9. to  10. higher 
 
Ⅶ 工業単語の英訳選び。（1問2 点×15問＝30点）※書けないまでも、見たら言えるレベルまで覚えよう。

例題：(a)掘る1.dig  2. deep  3. drain    
(b)連鎖1.chain  2. change  3. block   
(c)含む1. contend  2. contain  3. content 

 

 

（３）受講者数を示すものは訪問調査時に名簿の実物を提示予定。 

出典：英語科資料 
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資料７－１－④－２ 各検定試験の受験者と合格者などの実績を示す資料 

 

出典：英語科資料 

 

資料７－１－④－３ 学科別各検定試験の補習案内，教材，受講者数などのサンプル 

（１）情報電子工学科による基本情報技術者試験のための勉強会案内 

基本情報技術者試験のための 

勉 強 会 
 
実施計画 
 ■ 形態 
   各回の分野について、テキストに沿って事前に自習し、理解できない箇所等を勉強

会で解決する 
 
 ■ テキスト 
   三輪幸市著「基本情報技術者スーパー合格本 2005 秋(ROM 付)」（秀和システム） 
 
 ■ 日程 
日時 場所 分野 ページ 担当 
6／30(木) 15:30-16:30 合併教室 第 1 部 

コンピュータの科学基礎 
pp.  1- 98 力 

山本 
7／ 7(木) 15:30-16:30 合併教室 第 2 部 

コンピュータシステム

pp. 99-221 江口 
 

出典：情報電子工学科資料 
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（２）情報電子工学科による電気通信工事担任者資格春期実力養成講座の教材サンプル 

   
出典：情報電子工学科資料 

 

（３）情報電子工学科による電気通信工事担任者資格春期実力養成講座参加者出席簿 

 

出典：情報電子工学科資料 
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資料７－１－④－４ 図書館内の資格取得関係のコーナーの写真 

  

 

 

出典：図書館内の写真 

 

資料７－１－④－５ 受験料免除の規則 
資格取得奨励制度要項 

                                                          平成１５年７月５日 

                                                          徳山高専後援会 

１． 趣 旨 

 外部資格の取得に挑戦することは，学生が自ら目標を定めて学習する契機になるとともに，自らの学力を客観的に確認で

きるという意味においても有意義である。もちろん，社会に出てから，取得した資格が役立つことも大いに期待される。 

 このような資格取得の意義に鑑み，その促進を図るため，資格取得者に対する報奨金制度を設ける。 

 

２． 対象となる資格及び報奨金の額 
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（１） 下記の資格については，その資格の受験料の全額に相当する額 

実用英語検定２級以上           

工業英語検定２級以上                  

ＴＯＥＩＣ４７０点以上（ＩＰを含む）（１回に限る） 

実用数学技能検定１級                   

日本漢字能力検定１級                   

日本語文章能力検定２級以上       

情報処理技術者（基本情報技術者及び初級システムアドミニストレータを除く。） 

電気通信工事担任者（アナログ・デジタル各１種又は総合種） 

デジタル技術検定１級 

測量士                                

二級建築士               

その他上記と同等以上と認められる資格（ただし，徳山高専の学習・教育目標と関連を有するものに限る。） 

 

（２） 下記の資格については，その資格の受験料の半額に相当する額 

            実用英語検定準２級                    

工業英語検定３級                      

ＴＯＥＩＣ４００点以上４７０点未満（ＩＰを含む）（１回に限る） 

実用数学技能検定準１級       

日本漢字能力検定準１級                  

日本語文章能力検定準２級                

基本情報技術者                         

初級システムアドミニストレータ             

電気通信工事担任者試験（アナログ・デジタル各２種）  

デジタル技術検定２級 

ＣＡＤ利用技術者検定２級以上           

土木施工技術者                        

福祉住環境コーディネータ２級以上         

その他上記と同等と認められる資格（ただし，徳山高専の学習・教育目標と関連を有するものに限る。） 

 

３． 報償金の交付手続き等 

（１） 上記に該当する資格を平成１５年４月１日以降に取得した学生は，徳山高専後援 

  会事務局に所定の様式をもって，報奨金の交付を申請できるものとする。 

（２） 徳山高専後援会事務局は，審査の上，徳山高専後援会長の了承を得て，報奨金を交付する。 

（３）  上記（１）の申請は，随時行えるものとし，異なる資格であれば，申請回数に制限は設けない。 

 

４． その他 

      ２項，３項について，この要項によりがたい事由が生じた場合は，徳山高専後援会事務 

   局は徳山高専後援会長と協議の上，実施するものとする。 

出典：教務係資料 

 

資料７－１－④－６ 受験料免除を行った実績を示す資料 

※学生名は黒塗りにしてある。 

(平成１８年度２月末日現在）

学科 学年 氏名 取　得　資　格　名 取　得　日 備　　考 受験料(円） 金額(円）
支払金額
（円）

受領印

機械電気工学 3 ＴＯＥＩＣ（４７０以上） H18.1.18 スコア595 4,500 全額 4,500 4,500

機械電気工学 4 機械設計技術者試験３級 H18.1 8,000 全額 8,000 8,000

機械電気工学 4 ＴＯＥＩＣ（４００以上４７０未満） H18.1.18 スコア405 4,500 半額 2,250 2,250

機械電気工学 4 ＣＡＤ利用技術者試験２級 H17.7.13 5,000 半額 2,500 2,500

機械電気工学 4 機械設計技術者試験３級 H18.1 8,000 全額 8,000 8,000

機械電気工学 4 機械設計技術者試験３級 H18.1 8,000 全額 8,000 8,000

機械電気工学 4 ＣＡＤ利用技術者試験２級 H17.7.13 5,000 半額 2,500 2,500

機械電気工学 4 ＣＡＤ利用技術者試験２級 H17.7.13 5,000 半額 2,500 2,500

機械電気工学 4 ＴＯＥＩＣ（４７０以上） H18.1.18 スコア475 4,300 全額 4,300 4,300

機械電気工学 5 機械設計技術者試験３級 H18.1 8,000 全額 8,000 8,000

機械電気工学 5 ＴＯＥＩＣ（４００以上４７０未満） H17.10.19 スコア405 4,000 半額 2,000 2,000

機械電気工学 5 ＴＯＥＩＣ（４００以上４７０未満） H18.1.18 スコア425 4,500 半額 2,250 2,250

機械電気工学 5 ＴＯＥＩＣ（４７０以上） H18.1.15 スコア500 4,200 全額 4,200 4,200

機械電気工学 5 機械設計技術者試験３級 H18.1 8,000 全額 8,000 8,000

情報電子工学 2 ＴＯＥＩＣ（４７０以上） H18.1.18 スコア480 4,500 全額 4,500 4,500

情報電子工学 2 実用英語検定準２級 H17年第2回 3,600 半額 1,800 1,800

情報電子工学 3 ＴＯＥＩＣ（４００以上４７０未満） H18.1.18 スコア455 4,500 半額 2,250 2,250

情報電子工学 3 ＴＯＥＩＣ（４７０以上） H18.1.18 スコア580 4,500 全額 4,500 4,500

情報電子工学 3 ＴＯＥＩＣ（４００以上４７０未満） H18.1.18 スコア400 4,500 半額 2,250 2,250

情報電子工学 4 ＴＯＥＩＣ（４７０以上） H18.1.18 スコア545 4,500 全額 4,500 4,500

情報電子工学 4 ＴＯＥＩＣ（４００以上４７０未満） H18.1.18 スコア425 4,500 半額 2,250 2,250

情報電子工学 4 ＴＯＥＩＣ（４７０以上） H18.1.18 スコア495 4,200 全額 4,200 4,200

資 格 取 得 奨 励 制 度 : 申 請 者 一 覧

区　　　分
全額・半額
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出典：教務係資料 

 

資料７－１－④－７ 海外語学研修募集要項 

 

平成１８年度徳山工業高等専門学校海外研修奨学生募集要項 

 

１ 趣旨 

  徳山工業高等専門学校海外研修奨学金取扱要領に基づき，本校の学生がコミュニケーション能力の向上及び国際理解を

深めるため海外研修を行う場合において，その旅行費用の一部を補助する。 

 

２ 応募資格 

  次の各号に該当する者とする。                                                   

（１）徳山工業高等専門学校の本科３年生，４年生，５年生及び専攻科１年生，２年生に在学し，心身ともに健全であり，

学業成績が優秀な者(外国人留学生を除く。) 

 （２）語学力の向上及び国際的教養を体得することに高い関心がある者 

 

３ 採用人員 

  １０名程度 

 

４ 支給金額 

  海外研修奨学金は，１人当たり１０万円程度とする。 

 （旅行費用及びその他諸経費については別紙参照） 

 

５ 研修先及び研修方法 

ニュージーランド国フィティレイア ポリテクニック オークランド校に通学し， 

 基本的にホームステイをしながら，午前中は英語研修を行い，午後は体験学習や見学  会等を研修プログラムに基づき

実施する。 

（研修プログラム等については別紙参照） 

 

６ 研修期間 

  平成１８年７月２３日（日）～８月２０日（日）（２９日間） 

 

７ 応募の受付 

  受付期間 

  平成１８年４月２０日(木)～５月８日(月)〔８：３０～１７：１５〕 

  希望者は，海外研修奨学金申請書及び海外研修計画調書を，学生課教務係に提出する。（申請書等は，学生課教務係で

受領すること。） 

 

８ 選考及び結果通知等 

 （１）選考は，教務委員会が行い，校長が決定する。 

 （２）選考結果は，平成１８年 ５月１２日（金）までに当該者に通知するとともに，別途，決定通知書を交付する。 

（３）海外研修奨学生として決定した者は，決定通知から ７日以内に「誓約書」を校長に提出する。 

 

９ 留意事項 

 （１）この制度は，海外研修を行う者に対して，その経費の一部を補助するものであり，万一，研修中に事故が生じたと

きのことを考慮し，各自必ず海外旅行傷害保険に加入する。 

 （２）海外研修奨学生には，パスポートの取得方法やホームステイにおける注意事項等について，出発までに説明会を開

催する。 

 （３）海外研修終了後，校長あてに海外研修報告書を提出する。また，海外研修報告会を実施することとなった場合に

は，研修成果の発表を行う。 

  （４）海外研修奨学生は，この海外研修を「インターンシップ」科目として申請することができる。 

 

◎ 海外研修の詳細については，学生課にお問い合せください。 

出典：教務係資料 
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資料７－１－④－８ 海外語学研修に行った学生の報告書 

※学生名，学年にはモザイクがかけてある。 

 

出典：教務係資料 
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資料７－１－④－９ いんぐりっしゅ☆る～むの実施を示す資料 

（１）徳山高専ウェブサイト上の案内 

 

（２）徳山高専ウェブサイト上の報告 

 

出典：本校ウェブサイト 

（１）http://www.tokuyama.ac.jp/yumehiroba/e-room.html 
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（２）http://www.tokuyama.ac.jp/yumehiroba/ 

 

観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害の

ある学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

 (a)留学生に対する支援 

  ・学級担任の他，留学生担当教員及び学生のチューターを配置し，授業で分かりにくい箇所を教

えたり，補習を実施したりしている（資料７－１－⑤－１，資料７－１－⑤－２）。 

  ・特別カリキュラム・特別クラス編成の授業を展開している。特別カリキュラムでは，出身国で

履修できなかった科目のうち，徳山高専の教育目標上履修が必要な科目を履修できるだけでな

く，日本語及び日本という異文化に対する理解を深め，日本によりよく適応するための「日本

語」，「日本事情」を履修できる（資料７－１－⑤－３）。 

(b)編入学生に対する支援 

  ・編入学前の学校の教育目標と徳山高専の教育目標のギャップを埋めるため，修学指導を実施し

ている。修学指導では，編入学までに何を学習しておく必要があるかを説明し，数学と英語は

課題を課している。また，編入学生が徳山高専にスムーズに適応できるよう，補習を実施して

いる（資料７－１－⑤－４，資料７－１－⑤－５，資料７－１－⑤－６，資料７－１－⑤－

７）。 

(c)社会人学生に対する支援 

  ・現在受け入れている社会人学生は全て徳山高専を卒業後すぐに企業から専攻科生として入学し

た者なので，特に支援は行っていないが，今後その他の社会人学生が入学する際には，留学生，

編入学生と同様の学習支援を実施する。 

 (d)障害のある学生に対する支援 

  ・平素の学習に支障が出ないよう，学内のバリアフリー化を実施した（資料７－１－⑤－８）。 

  ・特に必要のある場合，障害のある入学生に対して，学生本人，学級担任，学生の所属する学科

の教員，教科担当の教員，学生課の事務職員，中学校の教員，保護者を交えて入学前の特別打

ち合わせ会を実施している。平成１８年３月には，聴力に障害のある新入学生に対して，入学

前特別打ち合わせ会を実施した。また，入学後も，障害のある学生が自立できるよう，担任を

中心に支援を行っている（資料７－１－⑤－９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  ・特別な学習支援が必要な者に対する学習支援体制が整備され，適切に実施されている。 

・事前指導や補習を行い，徳山高専入学前の学校の教育目標と徳山高専の教育目標のギャップを

埋め，スムーズに新しい環境に適応できるようにしている。 

  以上のことから，特別な学習支援が必要な者に対する学習支援体制が整備され，機能してい

る。 
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資料７－１－⑤－１ 留学生指導教員やチューターの配置が分かる資料 

（１）留学生指導事業完了報告書 

※学生個人名や住所にはモザイクがかけてある。 

 

出典：学生課資料 

（２）留学生指導報告書 

※学生個人名にはモザイクがかけてある。 
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出典：学生課資料 

 

資料７－１－⑤－２ 留学生担当教員及びチューターの指導の実際を示す資料 
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出典：学生課資料 

 

資料７－１－⑤－３ 留学生に対する特別カリキュラム表，特別クラス編成状況を示す資料 

（１）留学生特別カリキュラム表 

※留学生名の箇所は黒塗りにしてある。 

 
出典：教務係資料 

（２）特別クラス編成の分かる授業時間割 

※留学生に対する特別授業の箇所は黄色でハイライトしてある。 
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　平成１８年度 前期授業時間割 徳山工業高等専門学校

一 一 一 技術発 一 一 創造 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

年 年 年 達史論 年 年 演習Ⅰ 基礎
一 一 　 一 一 一
組 長廣 国重 組 組 門脇 組 組 門脇・藤満 伊藤：森：森崎 国重 田中数 長廣
一 一 一 一 一
年 年 年 年 年
二 二 　 二 二 二
組 国重 組 国重 組 組 組 田中数

一 一 一 創造 一 一
年 年 年 演習Ⅰ 年 年
三 三 三 　 三 三
組 国重 組 国重 組 大成・熊野 組 組 田中数

二 二 二 二 二
年 年 年 年 年
一 一 一 一 一
組 藤本,櫻本，兼重,逆瀬川 組 組 組 組
二 二 二 二 二
年 年 年 年 年
二 二 二 二 二
組 組 組 組 組
二 二 二 二 二
年 年 年 年 年
三 三 三 三 三
組 組 組 組 組
三 三 三 三 三 創造
年 年 年 年 年 演習Ⅱ
機 機 機 機 機
電 電 電 電 電 門脇,兼重

三 三 三 三 三
年 年 年 年 年
情 情 情 情 情
電 電 電 神田,百田,杉村,原田徳,新田 電 電
三 三 三 三 三
年 年 年 年 年
土 土 土 土 土
建 桂 建 建 桂 建 建 谷國
四 四 四 四 四
年 年 年 年 年
機 機 一色 ﾃｸﾉ多目的 機 機 機
電 電 電 電 電
四 四 吉田 ＭＥ４ 四 四 四
年 年 年 年 年
情 情 柏倉 中講義室 情 情 情
電 電 電 電 電
四 土木施工法 四 谷本 ＩＥ４ 四 四 四 鋼構造学Ⅰ 道路工学
年 年 年 年 年
土 造形 土 加田 ＣＡ４ 土 土 土 建築構造設計 建築環境工学
建 建 建 建 建
五 五 五 五 五
年 年 柏倉 中講義室 年 年 年
機 機 機 機 機
電 電 光本 合併教室 電 電 電
五 五 データ通信 五 制御工学 五 ｼｽﾃﾑ数理工学 集積回路設計 五 電子通信システム実験
年 年 国重 ＩＥ５ 重安△ 原田徳　△ 年 年 小林 △ 神田△ 年
情 情 図形処理 情 情 画像工学 知的情報処理 情 情報システム実験
電 電 吉田 ＣＡ５ 江口△ 守川△ 電池田信△ 電 杉村△ 電
五 五 鋼構造学Ⅱ 環境衛生工学 五 工学実験Ⅱ 五 五 機電工学概論
年 年 徳永 ＭＥ５ 佐賀△ 年 年 大成　△ 年
土 土 建築計画 建築設計演習III 土 土 建築設計演習III 土  
建 建 建 建 建

特別工作実習Ⅰ

伊藤

特別基礎
設計製図Ⅰ

張間

材料学Ⅰ

藤満

構造力学

橋本

工学デザインⅠ
藤原　　△

鉄筋
コンクリート工

日本語

応用力学基礎

原

江口

言語学概論

佐々木　△ 田村琴山

建設先端材料

工藤,田村

創造製作Ⅱ

 門脇,伊藤,逆瀬川

ＣＡＤ基礎

原,古田

工学実験Ⅰ

木村,原,佐賀,渡辺
佐々木,熊野

人文社会特講
構造力学

橋本

卒業研究

ＣＡ全員

基礎構造学

藤原

山田健△
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向

建築設計演習Ⅰ

水理学
　　佐賀　△

世界経済

中国文学

微分積分学

新田,重村

世界思想史

情報理論

小林

北野 藤原,木村,島袋

プログラミング
応用

石田

基礎物理Ⅱ

石田

数学ⅢＢ

西洋史

義永

数学ⅢＡ

日南住田村,島袋,橋本

池田光

日本語コミュニ
ケーション

森
ネットワークアー

キテクチャⅠ

渡邉基 吉田上 原 日南住 谷本

　体　育

　　　　齊藤

　　　　山本

　　　　和田
ＨＲ

神田

基礎設計製図Ⅱ

歴史 倫理

重松
日南住 大橋 渡辺,島袋,桑嶋 室長 トニー,ペリー 原田幸 中光

工学デザイン
基礎Ⅱ

数学ⅡＢ 国語総合Ⅱ 総合英語ⅠＷ

中光 渡邉基

数学ⅡＢ 化学Ⅱ 測量実習 基礎物理Ⅰ 英会話 数学ⅡＡ 総合英語ⅠＲ 測量学

百田 吉田 北野 日南住日南住 大橋 室長 神田原田幸 谷本 江口 トニー,ペリー

電気回路 倫理 総合英語ⅠＷ 数学ⅡＢ数学ⅡＢ 化学Ⅱ 基礎物理Ⅰ
データ構造

の基礎
数学ⅡＡ 国語総合Ⅱ プログラミング 英会話

北野 大橋 原田幸 伊藤

書道
佐伯

工芸
山田哲

美術
藤川

音楽
古川

工作実習Ⅱ

コンピュータ工学

守川

創造演習

総合英語ⅠＷ

トニー,ペリー 日南住 森，森崎 門脇,張間柏倉 吉田 谷本 室長

数学ⅡＢ 総合英語ⅠＲ

物
理
演
習

池田光
日南住 中光

ＨＲ 総合英語ⅠＲ 歴史

ＨＲ化学Ⅱ 数学ⅡＡ基礎物理Ⅰ 英会話 数学ⅡＢ
プログラミング

基礎
歴史 倫理

創造製作Ⅰ
国語総合Ⅱ

天内 大竹 好村 柏倉長廣 齊藤 秋吉 田村,桑嶋佐々木,木村 工藤 好村 大橋

測量学 数学ⅠＢ
基礎

英語W

谷本
佐賀 長廣

地理 国語総合Ⅰ ＨＲ 歴史保健 数学ⅠＡ 情報処理 科学基礎

一色 重村,力,新田 柏倉
工学デザイン

基礎Ⅰ
建設材料 国語総合Ⅰ

基礎
英語Ｒ

化学Ⅰ
基礎

英語Ｒ
数学ⅠＢ

奥本,原田耕 大橋 長廣 大竹

基礎
英語W

歴史

秋吉
小林 杉村,新田 齊藤 秋吉 天内 長廣 一色

地理 ＨＲ 国語総合Ⅰ
基礎

コンピュータ工学
国語総合Ⅰ 基礎プログラミング 化学Ⅰ 数学ⅠＢ

天内 大橋

基礎電気回路
コンピュータの

基礎知識
基礎

英語Ｒ
保健 数学ⅠＡ 科学基礎

基礎
英語Ｒ

数学ⅠＢ

長廣 伊藤 大竹 一色

数学
ⅠＢ

数
学
演
習

室長
森野,門脇,伊藤 池田光,張間 一色 秋吉 齊藤 柏倉

ＨＲ 化学Ⅰ
基礎

英語Ｒ
基礎

英語W
工作実習Ⅰ 地理 国語総合Ⅰ 科学基礎数学ⅠＡ 保健 歴史 数学ⅠＢ

基礎
英語Ｒ

　体　育

　　　　齊藤

　　　　田中富

　　　　和田

国語総合Ⅰ

１・２ ３・４ ５・６１・２ ３・４ ５・６ ７・８

機械の基礎 基礎設計製図Ⅰ

金　　曜　　日木　　曜　　日

７・８７・８ １・２ ３・４ ５・６５・６１・２ ３・４３・４ ５・６

月　　曜　　日 火　　曜　　日

７・８

水　　曜　　日

１・２ ７・８

数学
ⅠＢ

渡辺,島袋

基礎物理Ⅱ

室長

水力学Ⅰ

藤田

アナログ回路 基礎物理Ⅱ

室長

情報処理

山田健

国語総合Ⅱ

好村

一色

総合英
語ⅡＲ

数学ⅢＡ

藤田

数学ⅢＡ

秋吉

水理学基礎

渡辺

特別基礎
設計製図Ⅰ

藤満

設計製図Ⅰ

池田光

コンピュータ
システム概論

守川

構造力学基礎

工藤

　体　育

　　　　齊藤

　　　　田中富

　　　　和田
　測量実習

渡辺,桑嶋
　基礎工学実験

情報数学

奥本

ソフトウエア
演習

重村

木村

数学ⅢＢ

原田幸

電子工学実験

政治・経済

小川

総合英
語ⅡＲ

建築概論

計測工学

重安

構造力学基礎

電子回路Ⅰ

櫻本

ＨＲ

藤満

ハードウエア
演習

神田

工藤

英会話

トニー

工学デザイン
基礎Ⅲ

古田

ＨＲ

木村

藤田
アルゴリズムと

データ構造

義永

ＨＲ

小林

特別演習

小林

数学ⅢＢ

長廣

ディジタル
回路

神田

土質工学基礎

藤原

総合英
語ⅡW

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御

伊藤,石田,藤本,森﨑

力学 電磁気学 微分積分学 設計製図Ⅱ
プログラミング

応用
熱力学Ⅰ 工学実験Ⅱ

石田

　ソフトウエア工学

奥本

　コンピュータシステム実験

守川,重村,力,新田,原田耕

逆瀬川，櫻本 飛車 池田光,張間

材料力学Ⅱ

森野

情報通信工学

原田徳

電子回路Ⅱ

武平

電磁気学

重安

森野,櫻本,兼重,小田,池田,
石田,藤本,張間,森崎,逆瀬川

システムプログ
ラミングⅡ

重村原田幸

地盤工学

上　

ディジタル
回路応用

山田健

キャリア
ガイダンス

田村,工藤,
原,佐賀

ベクトル解析

秋吉

微分方程式

コンピュータ
アーキテクチャ

守川

測量学

日本語

琴山

ドイツ語
吉田

中国語
徳永

英語特別演習
谷國

英語特別演習
国重

上　

　体　育

　　　　齊藤

　　　　山本

　　　　和田

電気回路Ⅱ

櫻本

力学

室長

重松　　△

　古田 △

材料学Ⅱ

藤満

藤原　　△

　木村△

制御工学Ⅱ

兼重

ベクトル解析

飛車

卒業研究

ＭＥ全員

弾塑性論

河村

卒業研究

ＩＥ全員

建築施工法
野田△

  田口　　△  
  火  薬  学 

機械設計論Ⅱ

藤満

卒業研究

ＭＥ全員

機能材料

伊藤　△

流体力学計測工学

武平

生物
天内

物理化学
大橋

環境科学
小田宮

健康科学
池川

重松　△

木村 △ 佐々木△

工業英語Ⅱ

藤満,伊藤

数値解析

百田
中国語

心理学

英語講読

ＩＥ全員

ベクトル解析

秋吉

木村,工藤,佐賀,熊
野,古田渡辺,佐々木

特別講義

大成,佐賀

技術者倫理

森野

 力,池田△

佐々木△

河海工学

熱力学Ⅱ

池田光

測量学特論

原,古田

卒業研究

ＩＥ全員

卒業研究

ＭＥ全員

卒業研究

ＭＥ全員
ネットワーク

アーキテクチャⅡ

新田,重村

小林,山田健,原田徳　　　　△

池田信,奥本,松野,原田耕△

ベンチャー
ビジネス論

門脇　　△

確率・統計

飛車
社会情報
システム

松野

張間,武平　△
建築設備

卒業研究

ＣＡ全員

自　　習

応用
プログラミング

原 木村他△

卒業研究

ＣＡ全員

工学デザインⅡ

オペレーティング
システムⅡ

藤田　△

重松

ドイツ語

自　　習

熊野

自　　習

古田△

マイコン応用

言語処理

機械力学Ⅱ

櫻本

都市計画

熊野

フーリエ変換

飛車

ベクトル解析

秋吉

データベース

義永

日本語

福山

日本語

福山

日本事情
工業力学

２パ

CA製図東

２パ

CAD

IE実験

合併,ＣAD，ﾃｸﾉ地
域

化学

実習工場

１パ

CAD

合併

化学

化学 CAD

化学

1ﾊﾟ、CAD、
ﾃｸﾉ地、工場

２パ LL教室

物理

物理

LL教室

LL教室

化学 物理 ２パ

CAD

IE電算

１パ，CA製図東

化学 実習工場

IE電算

１パ 物理

物理

CAD

２パ ＩＥ実験室

CAD

ＬＬ教室 CA製図東

IE電算

CAD,1ﾊﾟ,ﾃｸﾉ
地域,工場 CAD

IE電算 IE実験,IE電算

CAD

１パ

CAD

IE電算

１パCA製図東

CAD,ﾃｸﾉ地域
,工場

２パ

CA製図東

１パ ME4

CA４

ＩＥ４

ＬＬ教室
中講義室

２－２

２－３

物理

中講義室

CAゼﾐ CAゼﾐ

CAゼﾐ

IE電算

メディア

CA製図東

IE電算 IE電算 IE電算

合併教室,１パ

IE電算

CA製図東

１パ

ＣＡＤ

IE電算

１パ

CAゼﾐ

IE実験

IE電算

中講義室

合併

ＣＡゼミ

ﾒﾃﾞｨｱ

物
理
演
習

数
学
演
習

物理IE電算IE電算

２パ

２－２

２－３

物理

CA製図東２パ

１パ

１パ

中講義室

中講義室

中講義室

中講義室

CA製図東

CAゼﾐ

２パ

CAD CAD

IE電算

IE実験

図書館横 会議室

留学生ゼミ室

留学生ゼミ室留学生ゼミ室 留学生ゼミ室

 

出典：教務係資料 

 

資料７－１－⑤－４ 編入学生に対する修学指導の実施案内及び要領 

 

平成１８年２月１３日 

関係各位 

 

機械電気工学科４年次編入生オリエンテーション 

 

徳山工業高等専門学校 

機械電気工学科４年生担任 

 

前略 下記の通り，平成１８年度機械電気工学科４年編入学生のオリエンテーションを行います。なお，参加され

ない場合は，下記連絡先に連絡を下さい。よろしくお願いします。 

                                      草々 

記 

 

１．目的 履修についてのオリエンテーションを行い，入学準備を行う。 

 

２．日時 平成１８年３月９日（木）１０時から１５時まで 

 

３．場所 徳山工業高等専門学校 

     集合場所：小会議室 研修場所：専攻科棟講義室３ 

 

４．オリエンテーション内容 

１０：００ 集合 学科主任，新学級担任の話 

午前  学校生活について説明（カリキュラム等の説明） 

＊＊＊＊＊＊＊＊昼食（入寮希望者は学寮見学＊＊＊＊＊＊＊＊ 

１３：００ 

午後  各授業担当者の説明・補講 

１５：００ 終了・解散（予定） 

 

５．資料（当日渡します） 

・学生便覧 

・平成１７年度シラバス 

・各科目資料（別紙資料による） 

 

６．持参するもの 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 238

  ・筆記用具 

  ・機械製図の教科書 

・教科書代金 別紙資料教科書１０冊 

合計 ２１，８８９円 

 

７．その他  

  ・オリエンテーションは自由参加ですが，可能な範囲で参加して下さい 

・オリエンテーション参加についての事故は参加者の自己責任とします 

・昼食を各自で用意下さい（学外でとっても結構です） 

 

８．連絡先（担当者） 

〒745-8585 周南市久米高城3538 

  徳山工業高等専門学校機械電気工学科 兼重 明宏 

  Tel(Fax)：0834-29-6282(ダイヤルイン) E-mail：kanesige@tokuyama.ac.jp 

  不明な点がありましたら，ご連絡下さい。 

以上 

出典：機械電気工学科資料 

 

資料７－１－⑤－５ 修学指導の際に配布した資料（抜粋） 

 

編入学をされる皆さんへ：英語の実力をつけるために（英語科） 

 

March 9, 2006 英語科 国重 

 

 徳山高専への編入学おめでとうございます。新年度を迎えるに当たり，英語科から皆さんへお願いしたいことが

ありますので，お読み下さい。 

 英語の実力をつけるためには，当たり前のことですが，スポーツと同じで日々の努力が欠かせません。長い春休

み中も，毎日英語の力を伸ばす努力をしましょう。春休み中に英語から遠ざかると英語力が落ちますから，毎日最

低でも１時間（できれば２時間）は英語の勉強を継続しましょう。また，平素の授業の予習・復習はもちろんです

が，徳山高専で推奨している実用英検，工業英検，TOEIC等の資格試験を受験することを決め，自分で目標を立

て，それに向かって勉強することも大切です。 

 平成18年度は，9月20日に4,5年生全員がTOEIC IPテストを受験することが決まっています。 

 大学受験を目標にしている高校生と高専生の決定的な違いは，自宅における英語学習の時間の差です。英語力

は，授業の時間だけでは決してものになりません。苦しいプロセスですが，こつこつと毎日，家で努力していくこ

とが英語力をつける最善の方法です。高専を卒業して，就職する人も，進学する人も，必ず英語は必要になりま

す。皆さんは，高い潜在能力を持っているのですから，努力すればきっとそれだけ実力がつくはずです。Slow and 

steady wins the race.さあ，頑張りましょう。 

 具体的には，次に挙げる５つの項目を確実にやっておきましょう。 

 

（１）発音記号を読めるようにしておくこと。 

※発音記号が読めないと，正しい音で英語を発音したり，英語を音声で理解したりすることができません。本日配

布したプリントでしっかり練習をして，覚えましょう。また，高校のテキストを何度も音読して，発音の練習をし

てください。 

 

（２）中学校及び高校で学習した単語・熟語を確実に覚えておくこと。 

※基本的な語彙力がないと，授業についていくことができません。本日配布したプリント（中学校レベルの重要単

語・熟語がリストしてあります）を活用して，書けるようになるまで確実に覚えておきましょう。また，高校で使

用したテキストに出てきた重要な単語や熟語も例文と共に覚えるようにしておきましょう。 

 

（３）筆記体を書いたり読んだりすることができるようにしておくこと。 

※高専の英語の授業では，筆記体で板書をすることがあります。筆記体が読めないと授業についていけませんか

ら，本日配布したプリントをよく見てしっかりマスターしておいて下さい。また，筆記体を使うと英語を書くスピ

ードも格段にアップしますから，英語の実力もつきやすくなります。その意味でも，単語や英文を書いて覚えると

きにも，筆記体を使えるようにしておきましょう。 

 

（４）辞書に慣れ親しみ，引く習慣を身につけておくこと。 

※高専で使用する英語の教科書には，単語の意味などが書かれていません。分からない単語や熟語は，自ら辞書を
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調べることによって，理解しなくてはならないのです。英語力をつけるためには，何万回も，何十万回も辞書を調

べなくてはなりません。逆に，辞書は引けば引くほど，英語力アップにつながると言っても過言ではありません。

辞書を持っていない場合は，新たに英和･和英辞書を購入し，辞書にしっかり親しみ，いろいろな単語を調べる習

慣を身につけておいて下さい。 

 ちなみに，君達と同学年の学生が購入している辞書は，フェイバリット英和辞典（東京書籍），グランドセンチ

ュリー和英辞典（三省堂）です。電子辞書については，5月の連休前後に別途案内します。 

 

（５）４年で使用する英語のテキストの予習をしっかりしておくこと。 

※高専での英語の授業は，すべて予習をしていることを前提に行われます。逆に，予習をしていないと，授業につ

いていくことはできません。教科書を購入したら，できるだけたくさん予習をしておきましょう。やり方として

は，本文を数回音読し，だいたいの意味をつかむようにします（細かく日本語に訳したりするよりも，大意をつか

むようにしましょう）。その中で，分からない英語表現が出てきたら，しっかり辞書で調べ，意味や用法を書き留

めておきましょう。単語がその英文の中ではどの意味で使われているのか，また，その単語の品詞は何かなどを考

えながら調べてメモっていくと力がつきます。 

 

出典：英語科資料 

 

資料７－１－⑤－６ 数学の課題レポート指導の記録を示す資料 

※学生名にはモザイクがかけてある。 

 

出典：数学科資料 
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資料７－１－⑤－７ 編入学生に対する補習実施予定・計画を示す資料（オリエンテーション用

別紙資料） 

※該当箇所は黄色でハイライトしてある。 

（別紙資料） 
 

１．履修科目一覧（オリエンテーション当日配布） 

２．購入教科書（オリエンテーション当日現金を（釣り銭の要らないよう）持参し、購入して下さ

い） 

・材料力学：中原一郎 、実践材料力学（養賢堂）       ３，７８０円 

・電気回路：早川義晴、 

電気回路（１）直流・交流回路編（コロナ社）       ２，４１５円 

・電子回路：伊東規之、ディジタル回路（日本理工出版会）  ２，７３０円 

・材料学：改訂 機械材料学（日本材料学会）        ３，１５０円 

 ・Ｃ言語によるＰＩＣプログラミング入門          ２，８１４円 

・設計製 図Ⅱ：3次元CADから始める製図・デザイン初版（森北出版） 

２，１００円 

 ・微分積分学：新訂微分積分Ⅰ（大日本図書）        １，６００円 

 ・新訂微分積分Ⅰ問題集（大日本図書）             ８００円 

 ・新訂微分積分Ⅱ（大日本図書）              １，７００円 

 ・新訂微分積分Ⅱ問題集（大日本図書）             ８００円 

                          合計 ２１，８８９円 

＊その他の必要な教科書については、各自書店で購入して下さい（購入する教科書は指示します） 

＊４年次より開講される教科書は入学後、購入することになります（学校で斡旋します） 

 

３．補講授業及び履修ガイダンス（予定） 

(1)材料力学（担当教員：森野）     １１時００分～ 

(2)電気回路・電子回路（担当教員：櫻本）１１時２５分～ 

(3)材料学（担当教員：藤満）      １２時００分～ 

(4)設計製図（担当教員：池田）     １３時３５分～ 

(5)プログラミング基礎（担当教員：森崎）１４時００分～ 

(6)ＰＩＣ関連補講（担当教員：伊藤）  １４時２５分～ 

４．入学前の準備（未定） 

 当日連絡します。  

出典：機械電気工学科資料 
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資料７－１－⑤－８ バリアフリー化を示す写真，図面 

（１）身障者用駐車場 

 
（２）学生昇降口スロープ 

 

（３）教室入り口自動ドア 
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（４）身障者用トイレ 

 

（５）エレベーター 
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（６）体育館入り口スロープ 

 

（７）陸上競技場入り口スロープ 

 
（８）プール入り口スロープ 
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（９）バリアフリー化のための身障者用施設，設備を示す図面 

 

出典：施設係資料（写真及び図面） 

資料７－１－⑤－９ 事前打ち合わせ会の実施要領 

※学生名，出身中学名は削除してある。 

合格後相談日程表
目的：この相談会は，入学後の必要なサポートを行うために，共通の理解を得るために実施します。

日　　時 平成１８年３月８日（水）　１０時３０分　（学年修了認定会議終了後）
場　　所 管理棟２階　会議室
出席者 入学予定学生　　

　　 入学予定学生　　保護者
　　　中学校　　 　担任教諭

本　　校 一般科目・機械電気工学科教員
教務主事・学生課長・教務係長

　　（質疑応答の内容）
１０時３０分 　一般科目を主に面談 教務主事挨拶：出席者紹介

入学生 保護者 担任教諭
教務主事 本人と保護者：聞こえの程度について，通常の聞こえ，理解度，向きなど
一般教員 一般教員 一般教員 一般教員 室長大應
学生課長 教務係長 担任教諭：学校での状況について，通学，体育，クラブ活動，

　　　　　　　　同級生のサポート

一般科目：伝えておきたいこと。英語，化学・物理実験，体育実技など

１１時００分 　機械電気を主に面談 機械電気：伝えておきたいこと。実習など
入学生 保護者 担任教諭
ＭＥ教員 ＭＥ教員 ＭＥ教員 ＭＥ教員 森崎哲也
学生課長 教務係長

１１時３０分 　保護者との質疑 入学生と担任教諭は機械電気の ０．保護者から入学後特に要望したいことを伺う
保護者 面談終了後，実習工場で実習に関 １．卒業後の進路について（学生課）

室長大應 森崎哲也 する面談を行う。 ２．授業中の配慮について（本校の試験について）（学生課）
参加希望の教員 （誘導：教務係員） ３．ＦＭ補聴器の使用について（学生課）
学生課長 教務係長 ４．入学式・合同ＨＲ・新入生合宿研修等　学年全体の行事について

５．その他
　　支援を行う目的で，関係する教職員・学生に名前と傷害の程度につ
いて知らせることについて差し支えないか確認（学生課）
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出典：教務係資料 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

 (a)課外活動 

全教員が体育系１７，文科系１４のクラブ・同好会の顧問を担当している。また，顧問担当を

決める際に，学生主事主導で，アンケート調査を行い，学生の要望，教員の希望を反映する形に

なるようにしている（資料７－１－⑥－１）。 

隔週１回，クラブ活動の日を設定し，クラブ指導の活性化を図っている。また，各教員がクラ

ブ活動支援をレビュー・改善する目的で，「自己評価委員会」が作成する年間職務の自己評価の

中でクラブ活動支援について自己評価を行っている。そのため土，日曜日も含めてクラブ活動が

活発に行われている（資料７－１－⑥－２，資料７－１－⑥－３，資料７－１－⑥－４）。 

クラブ顧問会議を開催し，クラブ活動支援のための方策を議論している。例えば，この会議を

経て対外試合遠征時に学生の旅費を軽減する目的でレンタカーの使用（使用料や高速道路料金の

一部は学校負担）が可能になった（資料７－１－⑥－５，資料７－１－⑥－６）。 

クラブ活動外部コーチ採用制度を導入している（資料７－１－⑥－７）。 

クラブ活動で顕著な成績を収めた学生に対して，表彰したり単位を認定したりしている（資料

７－１－⑥－８，資料６－１－②－１，資料７－１－⑥－９）。 

クラブリーダーを育成し，クラブ活動をさらに活性化させるため，クラブリーダー研修会を

年１回実施している（資料７－１－⑥－10）。 

 (b)学生会活動 

  ・学生主事室と学生課学生係が中心となり，学生会の指導・支援を行っている。また，その学生

会活動の場として学生会室を整備している（資料７－１－⑥－11，資料７－１－⑥－12）。 

 (c)ボランティア活動 

  ・地域でのボランティア活動を主目的とするインターアクトクラブを設置し，学生がボランティ

ア活動に参加できるよう支援している（資料７－１－⑥－13）。 

  ・徳山高専夢広場での企画・運営を行うサテライト運営委員会の委員として学生も参加できる制

度が整っており，その企画の中で学生がボランティア活動（例：パソコン若葉相談室）をするこ

とができるよう支援している（資料７－１－⑥－14，資料７－１－⑥－15）。 

  ・「周南おもちゃ病院」において学生がボランティア活動をすることができるよう，テクノセン

ターが地域共同連携業務の一環として支援している（資料７－１－⑥－16）。 

  ・学生のボランティア活動に対して，単位認定を行っている（資料７－１－⑥－17，資料７－１

－⑥－18）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  ・課外活動に対する整った支援体制が十分機能している。 

   以上のことから，学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能

している。 
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資料７－１－⑥－１ クラブ顧問 

（１）クラブ顧問担当一覧表 

平成１８年度クラブ顧問教員一覧 

                                     平成１８年５月１７日 

局名 番号 ク ラ ブ 名 
顧問教員氏名 

 

１ 陸上部 齊藤 一彦 逆瀬川 栄一 小田 和広 上  俊二 

２ 
バスケットボール部（男子）

         （女子）

原田 徳彦

山田 健仁

日南住 博 

太田 明子 

 

松野 成悟 

 

３ バレーボール部 佐賀 孝徳 国重  徹 奥本  幸  

４ ソフトテニス部 石田 浩一 原田 耕治 熊野  稔 森   徹 

５ 卓球部 原田 幸雄 桂  哲男 加田謙一郎  

６ 剣道部 兼重 明宏 柏倉 知秀 藤満 達朗 大成 博文 

７ 水泳部 杉村 敦彦 桑嶋 啓治 伊藤   尚  

重松 恒美 
８ 硬式野球部 橋本 堅一 田村 隆弘 桑嶋 啓治 

島袋  淳 

９ サッカー部 藤田 重隆 守川 和夫 張間 貴史 新田 貴之 

１０ バドミントン部 義永 常宏 江口 賢和   

１１ ハンドボール部 池田 光優 重村 哲至   

１２ テニス部 池田 信彦 櫻本 逸男 百田 正広  

１３ アーチェリー部 室長 大應 吉田  輝 天内 和人  

１４ 空手部 渡辺 勝利 原   隆 藤本  浩  

１５ 女子バレーボール同好会 天野  徹 飛車 来人   

１６ フットボール同好会 天野  徹    

 

 

 

体 

 

 

 

育 

 

 

 

局 

１７ スキー・スノーボード同好会 天内 和人    

 

１ 美術部 長廣 恭子 佐々木 伸子   

２ 音楽部 古田 健一 天内 和人   

３ 写真部 大橋 正夫 工藤 洋三   

４ 吹奏楽部 小林 明伸 古田 健一 森﨑 哲也 藤原 東雄 

５ 文芸部 秋吉 康光 一色 誠子   

６ メカトロシステム部 藤本  浩 森崎 哲也 兼重 明宏  

７ 現代文化研究同好会 門脇 重道    

８ 英語に親しむ同好会(ELA) 国重  徹 桂  哲男 熊野  稔  

９ ニューメディア同好会 力  規晃 神田 徳夫 谷本 圭司  

１０ 囲碁同好会 門脇 重道    

１１ 茶道同好会 奥本  幸    

１２ 伝統文化に親しむ同好会 長廣 恭子 木村 武馬   

 

 

文 

 

 

 

化 

 

 

 

局 

１３ インターアクト同好会 張間 貴史 藤田 重隆 新田 貴之 重安 邦之 

 １４ 模型同好会 石田 浩一    

 

連絡・代表顧問

 

出典：学生係資料 

 

（２）担当顧問を決める際に，教員・学生の希望が反映されていることが分かる資料 

クラブ顧問委嘱方法のスケジュール 

 以下のスケジュールで委嘱を行う。 

（１）学生への周知・部長の招集，方法の説明，顧問教員依頼希望書（別紙２）の配布 

    （学生主事室）：２月 
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（２）別紙２を回収し，学生主事室において「学生が希望する顧問教員一覧」（別紙３） 

    をまとめる。：随時 

（３）クラブ顧問代表者に（１）で学生から集めた結果と共に配布し，メールにより 

    教員希望調査（別紙１）を行い，「教員が希望するクラブ一覧」（別紙５）にまと 

    める（学生主事室）：３月初旬 

（４）別紙３，別紙５の双方の希望一覧表をもとに学生主事が調整し決定：３月中旬 

（５）学校長の委嘱：４月 

 

（別紙２） 

顧問教員依頼希望書 

 

学生主事 殿 

 

 

平成  年度       部・同好会 は学則を遵守し，課外活動を行うため， 

下記教員に顧問を依頼し，クラブ活動を行いことを希望いたします。 

 

     所属部： 

     部長（キャプテン）氏名： 

     学科，学年： 

 

     希望顧問教員名    ・ 

 

備考 

出典：学生係資料 

 

資料７－１－⑥－２ クラブ活動の日を全教員に伝えるメール 

 

出典：全教員に送信されたメール 
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資料７－１－⑥－３ 平成１７年度土，日，祝日におけるクラブ活動指導実績一覧表 

平成１７年度　クラブ活動指導回数（土、日、祝日）

クラブ名 指導者氏名 　 校内指導 　 校外指導 合計
陸上 上　　俊二 　 21 　 27 48

小田　和広 　 0 　 17 17
齊藤　一彦 5 14 19
逆瀬川栄一 2 11 13

バスケットボール 山田　健仁 　 11 　 3 14
原田　徳彦 　 22 　 14 36
日南住　博 　 1 　 0 1

バレーボール 佐賀　孝徳 　 57 　 25 82
国重　　徹 　 8 　 9 17
奥本　　幸 　 0 3 3

ソフトテニス 石田　浩一 1 0 1
卓球 原田　幸雄 　 50 　 37 87
　 桂　　哲男 　 4 　 14 18

長戸　喜隆 0 16 16
剣道 兼重　明宏 　 28 　 17 45
　 藤満　達朗 　 1 　 2 3

柏倉　知秀 　 0 8 8
水泳 杉村　敦彦 　 7 　 3 10
　 桑嶋　啓治 　 3 　 3 6
野球　 田村　隆弘 　 65 　 21 86

河村　進一 　 0 　 3 3
桑嶋　啓治 17 5 22
島袋　　淳 　 71 　 11 82

サッカー 守川　和夫 　 18 　 10 28
　 藤田　重隆 　 33 　 8 41
バドミントン 江口　賢和 　 1 　 1 2
 義永　常弘 　 6 　 0 6
テニス 池田　信彦 　 8 　 3 11

百田　正広 　 3 1 4
　 櫻本　逸男 　 30 　 4 34
ハンドボール 重村　哲至 　 0 　 6 6
　 池田　光優 　 2 　 8 10
アーチェリー 室長　大應 2 0 2

吉田　　輝 0 2 2
空手 渡辺　勝利 0 3 3

藤本　　浩 0 9 9
美術 天内　和人 0 2 2
ﾒｶﾄﾛｼｽﾃﾑ 藤本　　　浩 13 0 13
ｲﾝﾀｰｱｸﾄ 張間　貴史 　 1 　 2 3

 

出典：学生係資料 

 

資料７－１－⑥－４ 年間職務の自己評価５年間を振り返って（抜粋） 

 

４．クラブ活動の指導 

平成１６年度に新設された評価項目である。平成１５年度までは，「校務・クラブ活動」として上記3. 校務

と同軸で評価されてきた。評価点は，１０点（主導的に指導），５点（補助的に指導），１点（一時的に指導），

０点（指導していない）に努力内訳を乗ずる方法で算出した。 

その結果，クラブ指導の評価点は教員によるばらつきが特に大きいことが，評価を分離したことにより明確に

なった。これにより各教員のプロフィールがより鮮明になったと考えられる。まだ，１度しか実施されていないの

で，年間職務の自己評価において，校務と分離して評価する効果は確認できていない。今後の推移を見守る必要が

ある。 

なお，上述のように，教育活動が複雑・高度化し，業務遂行時間も増大傾向にある一方，クラブ活動の指導時

間が減少してきているのは本校の実情であろう。 

出典：自己評価委員会資料 

 

資料７－１－⑥－５ クラブ活動におけるレンタカーの使用要領 

 

平成18年5月8日 

各クラブ活動におけるレンタカーの使用要領 
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１． クラブ遠征などに使用できるレンタカーは，本校と契約した営業所のワゴン車（８人又は１０人

乗り）とし，運転者は本校教員に限定する。 

２．レンタカーの使用回数および経費について 

1) 使用回数は全クラブ(２８クラブ）で年間延べ６０回程度とし，その経費は公費負担とする。 

2) 回数は1日12時間（原則午前８時から午後８時まで）を1回とし，遠征等で２日（一泊二日）使用する場合

は，36時間として2回にカウントする。また，この利用時間を超えて追加料金が必要となった際は，差額分を使用

クラブの自己負担とし，学生係で清算するものとする。 

3) 使用を希望するクラブは，年度末に次年度の年間使用予定表を学生係に提出する。提出された各クラブの

年間使用予定をもとに検討後，各クラブにおける年間使用回数を決定する。 

4) レンタカーを使用した場合，顧問教員旅費相当分のうち運賃分は支出しないが，燃料費，高速道利用料金

などに係る費用は，後援会費(ｸﾗﾌﾞ指導費)から負担する。ただし，高速道利用に関しては，美祢I.C 以西もしく

は，大竹I.C 以東に遠征する場合にのみ適用する。 

5) レンタカーの年間使用回数表は学生係で管理する． 

３．鍵の受渡し等 

1) 鍵の受渡し場所は，学生係（ただし，勤務時間外及び休日の場合は宿直室警備員）とする。 

2) 車両の受取り及び返却場所は，情報処理センター前の駐車場とする。 

４．レンタカー使用時の注意事項 

1) 使用する際は，以下の書類を使用予定日の１ヶ月前までに学生係に提出すること。 

レンタカー使用届 (別紙) ，運転者の免許証のコピー，部活動指導業務従事計画書，旅行命令・依頼簿（備

考欄に「レンタカー使用」と明記すること）  

2) 当日やむを得ない事情により使用時間を超過する場合は，事前にレンタカー営業所へ連絡 

すること。 

3) 万一，事故が発生した場合は，現場での必要な処置を講じた後，直ちにレンタカー営業所へ連絡するとと

もに，事故発生時の本校連絡網（別紙参照）に従い連絡を行うこと。 

4) 事故（自損事故も含む）の補償については，公用車と同様の取り扱いとする。 

5) レンタカー返却の際は，必ず燃料を満タンにすること。 

6) 燃料費，高速道利用料金等の領収書を必ず学生係に提出すること。 

7) 事故を未然に防ぐためにも，無理な計画は立てないようにし，法定速度を遵守するようにすること。 

 

出典：学生主事室資料 
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資料７－１－⑥－６ レンタカーの使用計画及び使用実績一覧表 

（１）平成１８年度の使用計画一覧表 

1  陸上部 18 18 36 6
 バスケットボ－ル部（男
子）

0 0 0 0

体 　　　　　　　　　 （女
子）

0 0 0 0

3  バレーボール部 2 29 31 6

4  ソフトテニス部 0 0 0 0

5  卓球部 13 22 35 6

育
6  剣道部 4 4 8 6

7  水泳部 0 2 2 2

9  サッカ－部 0 10 10 6

局
10  バドミントン部 0 0 0 0

11  ハンドボ－ル部 8 8 16 6

12  テニス部 1 5 6 6

13  アーチェリー部 0 4 4 4

14  空手部 2 0 2 2

15 女子バレーボール同好会 0 0 0 0

2

平成１８年度クラブレンタカー利用予定回数

局名 番号 ク　ラ　ブ　名 ８人乗り １０人乗り 予定使用回数 使用可能回数

要望

8  硬式野球部 0 2 2 2

 

1  美術部 0 0 0 0

2  音楽部 0 0 0 0

文
3  写真部 0 0 0 0

4  吹奏楽部 0 0 0 0

5  文芸部 0 0 0 0

6  メカトロシステム部 0 0 0 0

化
7  現代文化研究同好会 0 0 0 0

8  英語に親しむ同好会(ELA) 0 0 0 0

9  ニュ－メディア同好会 0 0 0 0

10  囲碁同好会 0 0 0 0

局
11  茶道同好会 0 0 0 0

12  伝統文化に親しむ同好会 0 0 0 0

13  インタ－アクト同好会 0 2 2 2

                       154

54

6

合計利用回数

＊予備を６回とし，全クラブで54回の使用
＊利用予定回数は最大６回とする
＊利用予定回数が６回以下はそのまま

予備

 

出典：学生係資料 
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（２）平成１７年度の使用実績一覧表 

 バスケットボ－ル部（男子） 0 0 0 0

体 　　　　　　　　　 （女子） 0 0 0 0

3  バレーボール部 5 6 11 11

4  ソフトテニス部 0 0 0 0

5  卓球部 11 4 15 15

育
6  剣道部 2 0 2 2

7  水泳部 0 0 0 0

9  サッカ－部 0 2 2 2

局
10  バドミントン部 6 0 6 6

11  ハンドボ－ル部 4 0 4 4

12  テニス部 0 2 2 2

13  アーチェリー部 2 0 2 2

14  空手部 0 0 0 0

15 女子バレーボール同好会 0 0 0 0

平成１７年度クラブレンタカー利用実績

局名 番号 ク　ラ　ブ　名 ８人乗り １０人乗り 合計 利用回数

2

1  陸上部 5 9 14 14

3 38  硬式野球部 0 3

 

 

1  美術部 2 0 2 2

2  音楽部 0 0 0 0

文
3  写真部 0 0 0 0

4  吹奏楽部 0 0 0 0

5  文芸部 0 0 0 0

6  メカトロシステム部 0 0 0 0

化
7  現代文化研究同好会 0 0 0 0

8  英語に親しむ同好会(ELA) 0 0 0 0

9  ニュ－メディア同好会 0 0 0 0

10  囲碁同好会 0 0 0 0

局
11  茶道同好会 0 0 0 0

12  伝統文化に親しむ同好会 0 0 0 0

13  インタ－アクト同好会 0 2 2 2

                       
 65合計利用回数

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑥－７ 外部コーチ制度関係の資料 

（１）外部コーチ委嘱伺の例 
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（２）コーチ委嘱完了報告書の例 

 

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑥－８ 表彰制度の規則(抜粋) 

※クラブ活動に関する箇所は黄色でハイライトしてある。 

徳山工業高等専門学校内規第１号 

  徳山工業高等専門学校学生の表彰に関する内規を次のように制定する。 

  平成６年２月２４日 

                                            徳山工業高等専門学校長 

  

     徳山工業高等専門学校学生の表彰に関する内規 

 

 （趣旨） 

第１条 徳山工業高等専門学校学則第５０条の規定に基づく学生の表彰については、この 

 内規の定めるところによる。 

 （表彰対象者） 

第２条 表彰は、次の各号の一に該当する者について行う。 

 （１） 出席状況が良好で、勉学に励んだ者 

 （２） 課外活動で卓越した技能を発揮し、本校の声価を高めた者 

（３） 学校若しくは学寮又は課外活動等においてその功績が著しく、他の学生の模範 

    となった者 

（４） 社会的に顕著な功績があり、その他学生の模範として推奨できる善行のあった 

    者 

 （５） その他、校長が必要と認めた者 

２ 表彰の種別は別表に定めるとおりとし、表彰の基準は別に定める。 

 （表彰の推薦） 

第２条 学級担任又は指導教官は、前条第１項第２号及び第３号の表彰に該当すると認め 

 る者があった場合は、関係各主事を経て、表彰者推薦書（様式１）により推薦すること 

 ができる。 

 （受賞者の決定） 

第３条 受賞者の決定は、第２条第１項第１号にあっては教務委員会で、また同条第１項 

 第２号、第３号及び第４号にあっては、厚生補導委員会等の議を経て、校長が決定する。

（表彰の期日） 

第５条 表彰の期日は、別に決める。 

 （表彰の方法） 

第６条 表彰は、表彰状を授与して行う。 

２ 前項の表彰状授与にあわせて、記念品を授与することができる。 

 （事務） 

第７条 学生の表彰に関する事務は、第４条に定める委員会の事務を担当する係が所掌し、

 学生課学生係が統括する。  

出典：徳山工業高等専門学校学生の表彰に関する内規 
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資料７－１－⑥－９ 単位認定制度が機能していることを示す資料（認定者一覧） 

※学生の氏名や番号などは黒塗りにしてある。 

 

出典：学生課資料 

 

資料７－１－⑥－10 クラブリーダー研修会実施要領 

 

平成１７年度クラブリーダー研修会要項 

目  的 ： スポーツにおける栄養，水分補給，ツボ等について講演を受けることにより， 

各クラブの部員の体力及び競技力のレベルアップ並びにクラブ活動の活性化を図る。 

内  容 ： 講演「栄養，水分補給，ツボ等の提示について」 

講  師 ： 針灸治療師        氏 

日  時 ： 平成１７年１２月１７日（土）１３：３０から２時間程度 

場    所 ： メディアホール 

参 加 者 ： 各クラブの希望者および顧問 

そ の 他 : 参加者への周知は，別紙１による。 

講師への依頼は，別紙２による。 

出典：学生係資料 

 

資料７－１－⑥－11 学生会会則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校学生会会則 

 第１章 総  則                                                  

  （趣 旨）                                                                  

第１条 この会則は，徳山工業高等専門学校学生準則第１９条に基づき，徳山工業高等専門 学校学生会（以下

「学生会」という。）に関し必要な事項を定める。    

  （組 織）                                                                  

第２条 学生会は，次に掲げる徳山工業高等専門学校に在学する学生（以下「会員」とい  う。）で組織する。              

 (1) 本科会員  本科の１年生から５年生                                    

  (2) 専攻会員  専攻科の１年生から２年生                                  
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  （目 的）                                                                  

第３条 学生会は，学校の指導のもとに，学生の自発的な活動を通して，その人間形成を助 長し，次に掲げる事

項を目標としてその達成に努めることを目的とする。 

 (1) 学生生活を楽しく豊かで規律正しいものにし，良い校風をつくる態度を養う。 

  (2) 健全な趣味や豊かな教養を養い，個性の伸長を図る。                     

  (3) 心身の健康を助長し，余暇を活用する態度を養う。                        

  (4) 学校生活における集団の活動に積極的に参加し，自主性を育てるとともに集団生活に   おいて協力し，

民主的に行動する態度を養う。                        

  (5) 学校生活において自治的能力を養うとともに，公民としての生活を向上させる。     

  （遵 守）                                                                  

第４条 学生会の活動を行うにあたっては，学生準則第１９条第２項に定める遵守事項に違 反することなく会を

運営する。                                      

                                                                            

 第２章 機  関                                                   

  （機 関）                                                                  

第５条 学生会を運営するために，次の各号に掲げる機関をおく。              

  (1) 評議委員会                                                            

  (2) 執行委員会                                                            

  (3) 会計監査委員会                                                        

  (4) 選挙管理委員会                                                        

  （構 成）                                                                  

第６条 学生会は，次の役員により運営する。                                

  (1) 会長                                                            

  (2) 副会長                                                           

  (3) 評議委員                                                            

 (4) 執行委員                                                              

 (5) 会計監査委員                                                          

  (6) 選挙監理委員                                                         

  （任 期）                                                                  

第７条 役員の任期は，毎年４月当初に始まり，翌年３月末日に終わるものとする。     

２ 役員に欠員を生じた場合は，役員ごとに補充を行う。なお，役員の任期は，前任者の残 余期間とする。 

   

出典：学生便覧 

 

資料７－１－⑥－12 学生主事室と学生課学生係が学生会の指導・支援を行ったことが分かる資

料 

 

平成１８年度 学生会リーダー研修会要領 

 

 

１．目 的   学生会活動のリーダーとしての意識の高揚と学生会役員相互の交流を図る 

 

２．内 容   学生会長の司会により本年度学生会の方針・計画などについて話し合う 

 

３．日 時   平成１８年４月２１日（金）１７：１５～ 

 

４．場 所   メディアホール 

 

５．参加者   学生主事、学生主事補、学生係長、学生会（別紙２参照）  

出典：学生係資料 
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資料７－１－⑥－13 インターアクトクラブの活動報告書 

 

活動報告書 

インターアクトクラブ名 徳山高専 

発表者名 ○○ ○○ 

タイトル 2004～2005年度徳山高専インターアクトクラブの主な活動 

2004～2005年度の主な活動は以下のとおりです。 

８月 ・フレンドシップキャンプ 

     障害をもつ子供たちともたない子供たちとの交流キャンプのお手伝い。 

   ・さんさんクラブ 

     障害をもつ子供たちが外出したり活動するときのサポートをするボランティア。 

     食事や水泳のお手伝いをしました。 

   ・バスツアー 

     障害をもつ人たちと一緒にスペースワールドへ行きました。 

10月 ・芋掘り 

     徳山ロータリークラブメンバーと鼓ヶ浦整肢学園の子供たちと芋掘りをしました。 

11月 ・高専祭（バザー・献血） 

     バザーの品物はロータリークラブメンバーと本校教職員の提供。 

１月 ・書き損じハガキの回収 

     徳山ロータリークラブメンバー・本校教職員・学生に協力してもらいました。 

［その他］ 

   ・2ヶ月に1回の例会 

     徳山ロータリークラブの方に出席してもらいます。 

   ・徳山ロータリークラブ例会に出席 

     活動報告をします。 

 

出典：第 28 回インターアクト次年度指導者研修会プログラム（2005 年 6 月開催） 

 

資料７－１－⑥－14 徳山工業高等専門学校サテライト運営要項（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校サテライト運営要項 

                              平成１５年１２月１６日 

（目的） 

１ 徳山工業高等専門学校(以下「本校」という。)の教育，研究，産学連携，文化活動等に関する情報の発信及び

地域との交流拠点として活用するとともに，周南市中 心街の活性化に貢献するため，徳山工業高等専門学校サテ

ライト(以下「サテライト」 という。)を，周南市銀座２丁目９(ＴＭＯ徳山「ふれあいパーク街あい」内)に設置

する。 

 

 (名称) 

２ サテライトの名称は，「徳山高専夢広場」とする。 

 

 (サテライト運営委員会) 

３ サテライトの管理・運営を円滑に行うため，次の各号に掲げる委員をもって組織する，サテライト運営委員会

(以下「委員会」という。)を置く。 

 (1) 運営委員長              

 (2)  運営副委員長  ２名      

 (3) 運営委員   若干名      

 

 (委員以外の者の出席)                                                        

４ 運営委員長が必要と認める場合は，委員以外の者を委員会に出席させることがで 

 きる。                                             

 

（委員会の業務）                                                 

５  委員会は，次の業務を行う。 

 (1)  サテライトの運営方針の立案に関すること。 

 (2)  サテライトの利用に関する企画，立案及び推進に関すること。 

 (3)  本校内及び外部団体等との連絡調整に関すること。 
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 (4)  その他サテライトの運営に関し必要な業務。 

    

（運営委員長 ） 

６ 運営委員長(以下「委員長」という。）は，本校の教授又は助教授の中から校長が指名する。 

 (1) 委員長は，委員会の業務を掌理する。  

 (2)  委員長の任期は，１年とし再任を妨げない。 

 

 (運営副委員長) 

７  運営副委員長（以下「副委員長」という。）は，本校の学生及び教職員の中から各１名を校長が指名する。 

 (1)  副委員長は，委員長の業務を補佐する。  

 (2)  副委員長の任期は，１年とし再任を妨げない。   

 

（運営委員） 

８  運営委員は，本校の学生及び教職員の中から校長が指名する。 

 (1) 運営委員は，委員会の業務に従事する。 

 (2)  運営委員の任期は，１年とし再任を妨げない。 

 

   (雑則) 

９ この要項に定めるもののほか，サテライトの運営に関し必要な事項は，別に定める。 

 

出典：徳山高専規則集 

 

資料７－１－⑥－15 パソコン若葉相談室を学生ボランティアで行っていることが分かる資料 

（１）サテライト運営委員会議事録（パソコン若葉相談室を学生ボランティアで行うことが決定

した資料） 

※該当部分は黄色でハイライトしてある。 

 
出典：サテライト運営委員会資料 

 

（２）パソコン若葉相談室でのボランティア活動に対して単位認定の申請を行うことを示す資料 

 

平成１８年度徳山高専夢広場「パソコン若葉相談室」への 

学生ボランティア参加について 
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平成１８年度に開催する徳山高専夢広場「パソコン若葉相談室」相談員として参加した学生について，本校「外部

修得単位及び資格取得等による学習に係る単位修得の認定に関する規則」第４条第３号及び「ボランティア活動の

認定取扱要領」により特別学修の申請を行う。 

 

活動内容：夢広場に訪れた一般市民を対象として，パソコンに関する相談に対応する。 

 

活動時間：通常開催＝毎週水曜日 １７：３０～１９：００ （１．５H） 

     特別開催＝年２回の特別相談室を開催（１回 ４H） 

     年間を通して，通常開催１８回以上かつ特別開催１回以上参加した者について認定。 

そ の 他：全回に本校教職員が付き添う。 

ボランティア活動証明書は，年間の参加状況をＴＭＯ徳山の街あいスタッフが日誌に記録し，ＴＭＯ徳山代表者が

確認のうえ作成する。 

 

出典：サテライト運営委員会資料 

 

資料７－１－⑥－16 周南おもちゃ病院の実績を示す資料 

※学生名は黒塗りにしてある。 

 

出典：地域連携推進係資料 

 

資料７－１－⑥－17 ボランティア活動の単位認定規則（抜粋） 

 

ボランティア活動の認定取扱要領 

                                                      制定平成１６年４月１日 

（趣旨） 

第１条 徳山工業高等専門学校の外部修得単位及び資格取得等による学修に係る単位修得の認定に関する規則第４

条第３号により別に定めるとあるのは本要領による。 

（ボランティアの機関・活動） 

第２条 学生のボランティアの機関は，公的機関やそれと同等の信頼ができる団体等の受け 

  入れや仲介のある活動のほか次に掲げるものとする。 

 (1) 環境保全に関するもの 

 (2) 災害における救助及び復旧活動等に関するもの 

 (3) 身障者・老人などの介護に関するもの 

 (4) 国際交流に関するもの 

 (5) 地方公共団体等が主催する体育・文化などの行事に関するもの 

 (6) その他校長が特に認めたもの 

（ボランティアの時期） 

第３条 時期は授業時間外とする。ただし，校長が特に認めた場合はこの限りではない。 

（単位認定の手続き） 

第４条 ボランティアに従事する学生は，実施する日の１５日前までにボランティア活動許可願（１号様式）を学

級担任を経て校長に提出し，許可を得なければならない。 

 ２ 校長は，許可した学生にボランティア活動日誌（３号様式）を交付するものとする。 
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（単位認定） 

第５条 ボランティアに従事した学生が単位認定を希望する場合は，次の書類等を学級担任を経て教務係へ提出す

るものとする。 

 (1) ボランティア活動証明書（２号様式） 

 (2) ボランティア活動日誌 （３号様式） 

 (3) ボランティア活動報告書（４号様式） 

 ２ 単位修得の認定は１単位とし，従事時間は３０時間以上とする。   

 

出典：学生便覧 

 

資料７－１－⑥－18 ボランティア活動の単位認定制度が機能していることを示す資料（認定者

一覧） 

※学生の名前や番号は黒塗りにしてある。 

 

出典：学生課資料 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

(a)生活面 

  ・学生主事・主事補と学生課学生係が学生の指導・相談・助言を行う部署の中心として機能して

いる。 

  ・学級担任制を整備し，学級担任はクラスの学生の指導・相談・助言を行う中心として機能して

いる。 

  ・学生相談室を整備し，そのことを全学生に対して学生相談室案内及び学生便覧で通知すること

により，相談・助言を行う体制を整えている。また，学生相談室プログラムを実施することに

より，学生に対する相談・助言を行う部署として機能している。さらに，学生相談室はコミュ

ニティワークを実施し，学生の生活面に関して，協働によるサポート（相談のある学生に関係

する複数の部署が連携する形態の支援）を行っている（資料７－２－①－１，資料７－２－①

－２，資料７－２－①－３，資料７－２－①－４）。 

  ・学生相談室では，学生相談室プログラムの一環として，毎年準学士課程新入生に対してセクシ

ャル・ハラスメント防止講習会を行っている。また，相談事例が出た場合にはコミュニティワ
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ークを実施して対応している（資料７－２－①－５，資料７－２－①－６）。 

  ・セクシャル・ハラスメント防止委員会を設置し，セクシャル・ハラスメント防止の啓蒙のため

研修会を行い，実態把握のため学生・教職員に対してアンケートを実施している（資料７－２

－①－７）。 

  ・特に学生の心身に係る指導・相談・助言の場として保健室が機能している（資料７－２－①－

８，資料７－２－①－９）。 

 (b)経済面 

  ・経済的理由により修学が困難な学生に対しては，奨学金（日本学生支援機構，山口県奨学金，

各市町村奨学金制度）の斡旋，入学料の免除（全額または半額）及び徴収猶予，授業料の免除

（全額または半額），寄宿料免除の制度を整備している。また，そのことを全学生に学生便覧

で案内したり，特に準学士課程新入生とその保護者に対しては入学前の修学指導でも案内した

りすることにより，これらの制度を機能させている（資料７－２－①－10，資料７－２－①－

11，資料７－２－①－12）。 

  ・各種資格取得者に対して受験料免除の制度を導入している。 

  ・徳山高専が行う海外語学研修では，補助金を出すことにより，参加者が研修に参加しやすくな

るよう経済的に支援している（資料７－２－①－13）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  ・学生の生活に係わる指導・相談・助言を行う体制が一面的ではなく，学生相談室のコミュニテ

ィワークによって多面的に機能しており，学生支援のネットワークが形成されている。  

  ・経済面に係わる支援体制も充実しており，支援実績も十分上がっている。 

   以上のことから，学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能

している。 

 

資料７－２－①－１ 学生相談室規則（抜粋） 

 

    徳山工業高等専門学校学生相談室規則 

 （設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に学生相談室（以下「相談室」という）を置く。 

 （目的） 

第２条 相談室は，学生の抱える悩みについて相談に応じ，適切な助言を行い，もって学生の健全な育成を図るこ

とを目的とする。 

 （業務） 

第３条 相談室は，次の業務を行う。 

 (1) 学生の抱える悩みに関する相談及び助言 

 (2) 悩みを抱える学生を持つ学級担任への支援 

 (3) 相談助言に関する調査研究 

 (4) その他前条の目的達成に必要な事項 

 （構成） 

第４条 相談室に次の職員を置く。 

 (1) 室長 

 (2) 相談員 若干名 

 (3) 健康相談員 

 （室長） 

第５条 室長は，教授又は助教授の中から校長が任命する。 

２ 室長は，相談室の業務を掌理する。 

３ 室長の任期は２年とし，再任を妨げない。 
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 （相談員） 

第６条 相談員は，原則として教授，助教授又は講師の中から，校長が任命する。 

２ 相談員は，相談室の業務に従事する。 

３ 相談員の任期は２年とし，再任を妨げない。 

 （健康相談員） 

第７条 健康相談員は，本校の看護師をもって充てる。 

２ 健康相談員は，相談員とともに学生の健康に関する相談業務に従事する。 

 （カウンセラーの協力） 

第８条 室長は，業務の遂行にあたり，本校非常勤カウンセラーの協力を得ることができる。 

 （秘密保持） 

第９条 相談室の職員は，その職務上知り得た個人的情報をみだりに他に漏らしてはならない。 

 （事務） 

第１０条 相談室に関する事務は，学生課において処理する。 

 

出典：本校規則集 

 

資料７－２－①－２ 学生相談室の概要を示す資料（抜粋） 

 

出典：学生相談室報 

 

資料７－２－①－３ 学生相談プログラム 

 

平成１８年度学生相談室プログラム（新入生対象）の日程 

４月 ６日（木）新入生に対する学生相談室のガイダンス，新入生アンケート実施  

場所：メディアホール  対象：新入生全員 時間：１３：１５～１４：０５（５０分） 

※１２：３０より昼休みなので，１３:００に集合してセッティング・準備をしましょう。 

役割分担 （敬称略） 
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◎ 司会進行（桜本），パワポのセッティングや操作（原田） 

１． 相談室長より皆さんへ（桜本） 

２． スタッフ紹介（パワポに合わせ，原田，桜本，国重，近・星山，日南住，松尾の順番に紹介） 

近先生，星山先生の代理紹介（桜本） 

３． ちょっと休憩＝心理ゲーム（原田） 

４． 相談活動内容の紹介（桜本）セクハラのことや，相談件数等も口頭にて言う 

５． 利用案内（松尾） 

６． 新入生アンケート（説明＝国重，配布や回収等＝全員） 

    ※授業がある先生方も自習もしくは，変更により参加してください。 

 

４月６日（木）１４：１５～：近先生（外部カウンセラー）とスタッフの顔合わせ（於：学生相談室）クラスＨＲ

後（だいたい１６：１５前後頃），２年の新担任（池田光，神田，重松先生）と近先生とスタッフの顔合わせ

（於：学生相談室）。※担任の先生方には，桜本先生が連絡。 

〃    １４：３０～ 臨時学生相談室会議，アンケート吟味，相談に誘う学生決定 

 

４月中旬頃～約２週間程度：手紙による新入生へのコンタクト（寮生全員）及び個人面談 

アンケート集計及び学級担任等への報告 

 

４月１３日（木）１５：１５～クラスＨＲ（１年，2年，3年全クラス）で星山先生の自己紹介およびカウンセリン

グ案内。 

         ※担任の先生方へは桜本先生が連絡。 

〃     １６：１５～：星山先生（外部カウンセラー）と，スタッフ及び１年～３年までのクラス担任で希望

する先生方の顔合わせ（於：学生相談室）。※担任の先生方には，桜本先生が連絡。また，この時間帯は運営委員

会が入っているので，原田先生，日南住先生，松尾さんの３人で対応をお願いいたします（原田先生に司会進行を

お願い済みです）。 

 

５月１１日（木）１５：１５～クラスＨＲ（１年全クラス）で近先生の自己紹介およびカウンセリング案内。 

         ※担任の先生方へは桜本先生が連絡。 

 

６月８日（木）4限目：セクシュアル・ハラスメント防止講習会 於：メディアホール 

 

１０月１２日（木） ４限目：１年全クラスのＨＲでシグマ検査実施（学生相談室員が実施） 

 

１０月下旬頃：シグマ検査実施後，相談希望のある学生に対する個人面談実施 

 

１０月末頃：１年の各クラス担任と学生相談室員の話し合い（シグマ検査の結果を踏まえて） 

１０月末頃：必要に応じて１年の各学科担任と学生相談室員の話し合い（シグマ検査の結果を踏まえて） 

 

１１月１６日（木） ４限目：１年全クラスのＨＲでシグマ検査の結果（学生用）返却及び説明 

 

出典：学生相談室資料 
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資料７－２－①－４ コミュニティワークによる対応事例 

出典：学生相談室報 

 

資料７－２－①－５ セクシャル・ハラスメント防止講習会のレジメ 

「セクシュアル・ハラスメント」について考えよう！ 

２００５年 ５月１９日（木）

学 生 相 談 室

 
１．あなたの性別は？   男 ・ 女 
 
２．「セクシュアル・ハラスメント」（セクハラ）という言葉について、知っていること

を書いてください。またこの言葉を聞いてどんな場面を想像しますか？人・場所・場面

などを具体的に書いてください。 
 
 
 
 
 
３．あなたはどう思いますか？あてはまるものに○をつけてください。 
 
（  ）①セクシュアル・ハラスメント 
    は、ふざけているだけだ。 
 
（ ）②学校で大人からセクシュアル

（  ）⑥女子がミニスカートやぴった 
    りした服を着ていれば、それは 
    セクシュアル・ハラスメントを 

招くことになる  
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「セクシュアル・ハラスメント」が起こってしまったら～覚えておいて欲しいこと～ 

もし被害にあってしまったら…（どうすればいいの？） 
□ そういうことをされたり言われるのは嫌だと

いうことを、相手にはっきり伝えましょう。 
□ セクシュアル・ハラスメントの事実について、

日時・場所・具体的なやりとり、周囲の状

況・会話や電話の内容などを記録しておき

ましょう。またメールや手紙は残しておきま

しょう。 
 

□ 被害にあうと、人は追いつめられた気持ち

になり、どうしてよいか分からなくなったり、

自分はひとりぼっちだと感じたり、絶望や恐

怖を感じることがあります。被害を受けた時、

このような気持ちになるのは、当然の反応

です。自分が悪いと思うのはやめましょう。 
□ ひとりで悩んだり自分を責めたりしないで、

相談員や信頼できる人に話しましょう。 
◆ セクシュアル・ハラスメントが起きた時の状況を説明する際に、セクシュアル・ハラス

メントを受けた人の話と加害者の話が異なっていてもかまいません。セクシュアル・ハ

ラスメントは主観的なもので、ある行為がセクシュアル・ハラスメントだと決めるのは

行為を受けた側の人です。他の人と意見が一致する必要はありません。 
もし友達に相談されたら？ 
 「たいしたことではない」と受け流さずに、しっかりと話しを聞いて、相談をすすめてください。 
                                                          

★徳山高専では… 

学生のみなさんの相談窓口は学生相談室で、学生相談室スタッフが相談に応じています。プ

ラバシーは絶対に守られますので、安心して相談に来てください。 

学生相談室スタッフ名簿（平成１７年度） 

所  属 氏  名 連 絡 先 場  所 

一般科目 

（学生相談室長） 

くにしげ とおる 

国重  徹 
0834-29-6253 

kunisige@tokuyama.ac.jp 
管理棟２階 

機械電気工学科 
さかせがわ えいいち

逆瀬川 栄一 
0834-29-6275 

sakasegawa@tokuyama.ac.jp 
専門棟２階 

情報電子工学科 
はらだ のりひこ 

原田 徳彦 
0834-29-6310 

n-harada@tokuyama.ac.jp 
専門棟４階 

土木建築工学科 
ささき  しんこ 

佐々木 伸子 
0834-29-6329 

sasaki@tokuyama.ac.jp 
専門棟２階 

学生課看護師 
まつお ようこ 

松尾 葉子 
0834-29-6340 

matuo@tokuyama.ac.jp 

管理棟１階 

（保健室） 

非常勤 

  カウンセラー 

ちか  ふみひこ 

近  文彦 
＊ 毎週木曜日１４時～１８時 
カウンセリングの予約は松尾まで 

保健室内 

学生相談室 

  

出典：学生相談室資料 
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資料７－２－①－６ セクシャル・ハラスメントのコミュニティワークによる対応事例 

出典：学生相談室報 

 

資料７－２－①－７ セクシャル・ハラスメントの防止等に関する規則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校におけるセクシュアル・ハラスメントの防止等に関する規則 

                                          制  定  平成１４年９月１０日 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は，徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）における職員の職務能率の発揮及び就

労上の適正な環境並びに学生等の修学上の適正な環境を確保するため，セクシュアル・ハラスメントの防止及び排

除のための措置並びにセクシュアル・ハラスメントに起因する問題が生じた場合に，適切に対応するための措置に

関し必要な事項を定める。 

 （定義） 

第２条 この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

 (1) セクシュアル・ハラスメントとは，職員が他の職員，学生等及び関係者を不快にさせる性的な言動並

びに学生等及び関係者が職員を不快にさせる性的な言動をいう。 

 (2)  セクシュアル・ハラスメントに起因する問題とは，セクシュアル・ハラスメントのため，職員の就労

上又は学生等の修学上の環境が害されること及びセクシュアル・ハラスメントへの対応に起因し，職員が就労上又

は学生等が修学上の不利益を受けること。 

 （職員及び学生等の責務） 

第３条  本校の職員及び学生等は，この規則に従い，セクシュアル・ハラスメントを行わないよう注意しなけ

ればならない。 

 （監督者の責務） 

第４条 職員又は学生等を監督する地位にある者（以下「監督者」という。）は，就労上又は修学上の適正な

環境を確保するため，次の各号に掲げる事項に注意しセクシュアル・ハラスメントの防止及び排除に努めるととも

に，セクシュアル・ハラスメントに起因する問題が生じた場合には，迅速かつ適切に対処しなければならない。 

 (1) 日常の指導等にセクシュアル・ハラスメントスメントに関し，職員及び学生等の注意を喚起し，セク

シュアル・ハラスメントに関する認識を深めさせること。 

 (2) 職員及び学生等の言動に十分注意を払うことにより，セクシュアル・ハラスメント又はセクシュアル

・ハラスメントに起因する問題が職場に発生しないよう配慮すること。 

 （校長の責務） 

第５条  校長は，本校の職員及び学生等に対し，この規則の周知徹底を図らなければならない。 

２ 校長は，セクシュアル・ハラスメントの防止等のため，本校の職員及び学生等に対し，パンフレットの配
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布，ポスターの掲示，意識調査等により啓発活動を行うよう努めるものとする。 

３ 校長は，セクシュアル・ハラスメントの防止等を図るため，本校の職員に対し必要な研修を実施するもの

とする。 

４ 校長は，新たに職員となった者に対して，セクシュアル・ハラスメントに関する基本的な事項について理

解させるとともに，新たに監督者となった職員に対しては，セクシュアル・ハラスメントの防止等に関し，その求

められる役割について理解させるため，研修を実施しなければならない。 

 （防止委員会の設置） 

第６条  本校に，セクシュアル・ハラスメントの防止等に関し適切な対策を講じるため，セクシュアル・ハラ

スメント防止委員会（以下「防止委員会」という。）を置く。 

 （防止委員会の任務） 

第７条 防止委員会は，セクシュアル・ハラスメントに関する次の各号に掲げる事項を行う。 

 (1) 防止及び排除に関すること。 

 (2)  苦情相談体制に関すること。 

 (3)  事実関係の調査に関すること。 

 (4)  加害者に関する指導等に関すること。 

 (5)  被害者に関するカウンセリングに関すること。 

  （防止委員会の構成）                                                       

第８条  防止委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。                 

 (1)  校長    

 (2)  教務主事，学生主事及び寮務主事     

 (3)  専攻科長      

 (4)  事務部長        

 (5)  庶務課長         

 (6)  学生課長 

 (7)  その他校長が必要と認めた者     

２ 前項第７号の委員は，男・女両性の意見が反映できるよう配慮する。  

３ 前項の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の

残任期間とする。    

４ 防止委員会に委員長を置き，校長をもって充てる。     

５ 委員長に事故あるときは，委員長の指名する委員がその職務を代行する。 

 

出典：本校規則集 

 

資料７－２－①－８ 保健室の写真 
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出典：保健室資料 

 

資料７－２－①－９ 保健室での相談・対応事例 

 

保健室での相談・対応事例（平成１７年度特徴的であったもの） 

・ 外科的理由（けが）で来室した学生で，その背後に友人からの嫌がらせがあることが分かり，その後，学生相

談室についないだ。 

・ 内科的理由（倦怠感，頭痛，腹痛，睡眠不足等）で来室した学生の中にも，相談的要素の大きいもの（家庭内

の問題，進路の問題，対人関係の問題等）が数件あり，うち１名に関しては，非常勤カウンセラー及び学校医と

の連携を図った。（非常勤カウンセラーによるカウンセリング及び学校医による投薬。） 

・ 喫煙をやめたいという相談があり，周南市保健センターの保健師にアドバイスをもらい対応した事例があっ

た。（途中で来室しなくなり，禁煙には至らなかった。） 

・ 慢性疾患を持ちながらも，病気に対する自覚が乏しい学生（寮生）がおり，学生相談室，寮務主事，非常勤カ

ウンセラー等と連携を図りながら対応した。服薬管理ができておらず，また生活リズムにも変調をきたし，進路

等にも悩みを抱えていたため，複数回に渡る対応を要した。（数年前より継続） 

・ 性に関する相談（妊娠・避妊・性感染症等）が目立つ。性に関する相談は１回の時間もかかり，緊急性がある

ため，短期間で複数回に渡るという特徴がある。 

・ ２０歳以上の学生の性に関する問題について，守秘義務と保護者への連絡との兼ね合いで悩むケースが生じ

た。学生相談室との連携の結果，自己管理が十分でない状況であると判断し，まずは本人の身体を第一に考え，

病院受診させた。 

・ 対人関係の問題を抱える学生（寮生）の保護者からの相談があった。 

・  

・ 保険の手続きで来校した保護者より，進路・成績・生活面についての相談（報告）があった。 

出典：保健室資料 

 

資料７－２－①－10 授業料・寄宿料の免除及び授業料の徴収猶予に関する規則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校授業料・寄宿料の免除及び授業料の 

   徴収猶予に関する規則 

    第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 本校学則第３６条号の規定により，授業料及び寄宿料の免除並びに授業料の徴収猶予（以下「授業料

等の免除・徴収猶予」という。）については，法令の定めによるもののほか，この規則の定めるところによる。 

    第２章 授業料の免除 

 （免除の範囲） 

第２条 授業の免除は，次の各号の一に該当する場合に行うことができる。 

 (1) 経済的理由のため授業料の納付が困難であり，かつ，学習優秀と認められる場合 

(2) 学生の学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が授業料の各期ごとの納期前６

月以内（新入学者に対する入学した日の属する期分の免除に係る場合は，入学前１年以内）に死亡した場合，又は

学生若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け，授業料の納付が困難と認められた場合 

(3) 死亡又は行方不明のための学生の学籍を除いた場合 

(4) 授業料の未納を理由として学生に退学を命じた場合 
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(5) 授業料の徴収猶予を許可した場合には，授業料を免除する。 

第３条 学生の休学を許可した場合には，授業料を免除する。 

 （免除額） 

第４条 第２条第１号の規定による授業料の免除の額は，各期に納付すべき授業料について全学又は半額とす

る。  

２ 第２条第２号の規定による授業料の免除額は，災害発生の期の翌期に納付すべき授業料について全学又は

半額とする。ただし，災害発生の時期が当該期の授業料の納期以前の場合は，当期の授業料についても免除を行う

ことがある。 

３ 第２条第３号及び第４号の規定による授業料の免除の額は，未納額とする。 

４ 第２条第５号の規定による授業料の免除の額は，月割計算により退学の翌月以降に納付すべき授業料の全

学とする。 

５ 第３条の規定による授業料の免除の額は，休学当月の翌月（休学を月の初日から許可した場合はその月）

から復学当月の前月までの月割計算による全額とする。 

第５条 前条第１項及び第２項に定める免除額の総額は，文部省から指示された額の範囲を超えないものとす

る。 

 

（中略） 

 

    第４章 寄宿料の免除 

 （免除の範囲） 

第１０条 寄宿料の免除は，次の各号の一に該当する場合に行うことができる。 

(1) 学生又は学生の学資を主として負担している者風水害等の災害を受け，寄宿料の納付が困難と認められ

た場合 

(2) 死亡又は行方不明のための学生の学籍を除いた場合 

(3) 授業料の未納を理由として学生に退学を命じた場合 

 （免除額） 

第１１条 前条第１号の規定による寄宿料の免除の額は，災害の発生した日の属する月の翌月から起算して６

日間の範囲内において校長が必要と認める期間に納付すべき寄宿料の全学とする。  

２ 前条第２号及び第３号の規定による寄宿料の免除の額は，未納額とする。 

出典：本校規則集 

 

資料７－２－①－11 授業料や寄宿料の免除についての学生便覧の該当箇所 

 

 （授業料等の免除及び徴収猶予） 

第47条 入学前１年以内において，入学する者の学資を主として負担している者が死亡し， 

 又は風水害等の災害を受けた場合，その他やむを得ない事由により，入学料の納付が著し 

 く困難であると認められる場合には，入学料の全額若しくは半額を免除することがある。 

２ 経済的理由により授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合，又は 

 休学，死亡その他やむを得ない事情があると認められる場合には，授業料の全部若しくは 

 一部を免除し，又はその徴収を猶予することがある。 

３ 風水害等の災害を受けたことにより，寄宿料の納付が困難であると認められる場合には， 

 寄宿料の全額を免除することがある。 

４ 前３項に関し必要な事項は別に定める。 

 

 （寄宿料等） 

第８条  寄宿料の額は，独立行政法人国立高等専門学校機構における授業料その他の費用に 

 関する規則の定めるところによる。 

２ 寄宿料は，学寮に入寮した日の属する月から退寮する日の属する月まで毎月末日までに 

 その月の分を納付しなければならない。ただし，休業期間中の分は，休業期間前の別の定 

 める日までに納付するものとする。 

３ 寮生の生活上必要な経費で各人の負担すべきものは，別に定めるところにより納付する 

 ものとする。 

４ 寮生又は寮生の学資を主として負担している者が災害を受け，納付困難と認められる場 

 合は，別に定めるところにより寄宿料を免除することがある。 

５ 寄宿料および第３項の経費を納付しない者は，退寮させることがある。 

 

出典：学生便覧 
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資料７－２－①－12 授業料免除等の利用実績 

※関連のない項目は空白にしてある。 

－ －

授業料免除実施状況（学内実施分）

高専番号

高専名 高等専門学校

担当者名

職名

TEL

E-mail

年度 前期 後期

18 1

免除申請者数
（人）

日本人 私費留学生 合計

69 0 69

日本人
全額免除済

実施人数（人）
家計評価額の
最高額（万円）

33

日本人
半額免除済

実施人数（人）
家計評価額の
最高額（万円）

6

私費留学生
全額免除済

実施人数（人）
家計評価額の
最高額（万円）

0

私費留学生
半額免除済

実施人数（人）
家計評価額の
最高額（万円）

0

別紙７

※シートを削除しないでください。

 

出典：学生課資料 

 

資料７－２－①－13 徳山工業高等専門学校海外研修奨学金取扱要領（抜粋） 

※該当箇所は黄色でハイライトしてある。 

 

徳山工業高等専門学校海外研修奨学金取扱要領 

 （目的） 

第１条 この要領は，徳山工業高等専門学校の学生が，コミュニケーション能力の向上及 び国際理解を深めるた

めに行う海外研修を援助するための，「徳山工業高等専門学校海 外研修奨学金」（以下「海外研修奨学金」とい

う。）の適正な運用について，必要な事 項を定めることを目的とする。 

 （奨学資金） 

第２条 海外研修奨学金の資金は，徳山工業高等専門学校後援会からの寄附金をもって充てるものとする。 

 （資格） 

第３条 海外研修奨学金を受ける者（以下「海外研修奨学生」という。）の資格は，本科３年生，４年生，５年生

及び専攻科１年生，２年生に在学し，学業，人物ともに優れ，かつ語学力の向上及び国際的教養を体得することに

高い関心がある者とする。 

  （海外研修奨学金の額） 

第４条 海外研修奨学金は，海外研修奨学生１人当たり１０万円程度とする。 

出典：学生課資料 
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観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害のある学生等が考えられる。）

がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

（観点に係る状況） 

(a)留学生に対する支援 

・学級担任以外に，留学生担当教員及び学生のチューター（留学生１人つき１名）を配置し，生

活面の支援を行っている。 

  ・留学生が学校生活の支援の一つとして，学校の施設や室名には英語の表記が付けられている

（資料７－２－②－１）。 

  ・留学生の生活の場である学寮では，留学生専用フロア，留学生談話室（パソコン２台設置），

留学生専用シャワー室，イスラム教徒に配慮した補食室が整備してある。また，学寮のスタッ

フが留学生の生活面の支援を行っている（資料７－２－②－２）。 

(b)障害のある学生に対する支援 

・学内での生活に支障が出ないよう，バリアフリー化（エレベーター，身障者用トイレ，自動ド

ア設置教室，車椅子用スロープ）を実施した。 

  ・特に必要のある場合，障害のある入学生に対して，学生本人，学級担任，学生の所属する学科

の教員，教科担当の教員，学生課の事務職員，中学校の教員，保護者を交えて入学前の特別打

ち合わせ会が整備され，機能している。平成１８年３月には，聴力に障害のある新入学生に対

して，入学前特別打ち合わせ会を実施した。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  ・留学生に対しては，施設面はもちろん，留学生担当教員，学生のチューター，ホストファミリ

ーの複数のサポートネットワークが形成され十分機能している。 

・障害のある学生に対しても，施設のバリアフリー化が実施されているだけでなく，係わりのあ

る複数の部署の教職員が，入学前の特別打ち合わせ会を通して情報をシェアし，サポートネット

ワークを形成し，生活面の支援を行っている。 

 以上のことから，特別な支援が必要な者に対する生活面での支援が適切に行われている。 

 

資料７－２－②－１ 室名の英語表記を示す写真 

 

出典：自己評価委員会資料 
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資料７－２－②－２ 学寮における留学生の生活支援を示す写真 

（１）留学生専用フロア 

 

（２）留学生談話室 

  

（３）留学生専用シャワー室 
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（４）イスラム教徒に配慮した補食室 

  

 

出典：寮務主事室資料 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

 

（観点に係る状況）  

(a)生活面 

  ・学生寮を整備し，寮務主事，寮務主事補４名，寮務係長，寮母（非常勤）を中心に，寮生の指

導を行っている（資料７－２－③－１，資料７－２－③－２，資料７－２－③－３，資料７－２

－③－４）。 

  ・学寮運営委員会を組織し，学生寮の運営改善を図っている（資料７－２－③－５）。 

  ・寮生自らが日常の清掃や閉寮時の大掃除を行い，生活環境の美化に努めている。また，寮務主
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事を中心とするスタッフや宿直・日直の教員が清掃状況をチェックして指導している（資料７－

２－③－６）。 

  ・寮務主事を中心とするスタッフの指導の下，寮生会を組織し，寮生活と行事の企画・運営を担

わせている（資料７－２－③－７，資料７－２－③－８，資料７－２－③－９）。 

  ・寮生活を充実させるため，寮生会が新入寮生歓迎マッチ（それに続くバーベキューパーティ），

とおのやま登山，学寮見学旅行，予餞会を企画・運営している（資料７－２－③－10，資料７－

２－③－11，資料７－２－③－12，資料７－２－③－13）。 

  ・寮務主事を中心とするスタッフの指導の下，寮生リーダー研修会（年２回），寮生総会（年２

回），寮生合同アセンブリ（月１回程度）を開催し，よりよい寮生活の実現を目指している（資

料７－２－③－14，資料７－２－③－15，資料７－２－③－16）。 

 (b)勉学面 

  ・寮生生活時間割の中に自習時間が設定されており，その間宿直の教員の巡回指導がある。また，

集中して勉強ができるよう，自習室を貸し出している（資料７－２－③－17，資料７－２－③－

18，資料７－２－③－19）。 

 ・定期試験前には，勉強会を行っている。また，勉強会中に寮生同士で質問したり教えたりできる

よう，学習相談員制度を実施している（資料７－２－③－20，資料７－２－③－21，資料７－２

－③－22）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  ・寮務主事を中心とするスタッフ及び寮生会が協力して，生活面においても勉学の面においても

寮を有効な場としている。 

   以上のことから，学生寮が学生の生活及び勉学の場として有効に機能している。 

 

資料７－２－③－１ 学生寮の設置状況（料金体系を含む），入寮状況，施設・設備の整備状況 

（１）徳山高専学生寮の写真 

 

（２）料金体系や入寮状況，施設・設備の整備状況 
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☆ 諸経費 

 
  ・入寮費    1,000 円（入寮時） 
  ・寄宿料     700 円（月額） 
  ・寮費     6,500 円（月額） 
  ・食費   約 30,000 円（月額） 
  ・寮生会費   1,500 円（年額） 
 
 
☆ 入寮状況 

 

〇 学生寮の収容定員・現員と充足率   （４月１日現在） 

 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 

収容定員 ２０４ ２０４ １４４ １４４ １４４ 

現  員 ７９ ８２ ７１ ９１ １０６ 

 

充 足 率 ３９％ ４０％ ４９％ ６３％ ７４％ 

 

 

 １７年度 １８年度 

収容定員 １４４ １４４ 

現  員 １１８ １１４ 

 

充 足 率 ８２％ ７９％ 

 

 

※平成 14年度より、定員 144 名（男子 120,女子 24）へ改定 

 
 
☆ 施設・設備の整備状況等 

 
・談話室（テレビ・ビデオ） 

・サンルーム（卓球台） 

・浴室（高学年・低学年・女子） 

・洗濯・物干場（洗濯機・乾燥機） 

・補食室（ガスコンロ・湯沸器等） 

・食堂（パソコン、テレビ、DVD）エアコン 

  

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－２ 学生寮の管理組織に係る規定（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校学寮運営委員会規則  

   

 （設置）  

第１条 この規則は，徳山工業高等専門学校学寮規則第６条第２項の規定に基づき， 必要な事項を定めるも

のとする。  

 （任務）  

第２条 委員会は，校長の命を受け，学寮に関する次の事項を審議する。  

 (1) 入寮及び退寮に関すること。  

 (2) 寮生の福祉増進に関すること。  

 (3) 寮生の規律保持に関すること。  

 (4) 寮生の指導に関すること。  

 (5) 学寮の防災に関すること。  

 (6) 寮生の安全に関すること  

 (7) 学寮の給食業務に関すること。  

 (8) その他学寮に関すること。  

 （構成）  

第３条 委員会は，次の委員をもって構成する。  

 (1) 寮務主事  

 (2) 寮務主事補  
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 (3) 女子寮担当教員  

 (4) １年・２年の学級担任から１名  

 (5) ３年から５年の学級担任から１名  

 (6) 学生課長  

 （任命及び任期）  

第４条 前条に定める委員のうち，第５号による委員の任命及び任期は，次のとおり とする。  

 (1) 委員は校長が任命する。  

 (2) 委員の任務は１年とする。ただし，補欠を生じ任命された委員の任期は前任者   の残任期間とす

る。  

 （委員長）  

第５条 委員会に委員長を置き，寮務主事をもって充てる。  

２ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員が，その職務を行 う。  

 （運営）  

第６条 委員長は，委員会を招集し，議長となる。  

第７条 委員長は，委員会で審議した事項を校長に報告し，承認を受けなければなら ない。  

 （委員以外の者の出席）  

第８条 委員会において必要があると認めた場合には，委員以外の者を委員会に出席 させ，その意見を聴く

ことができる。  

 （庶務）  

第９条 委員会の庶務は，学生課寮務係において処理する。  

出典：学寮運営委員会規則 

 

資料７－２－③－３ 徳山工業高等専門学校学寮規則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校学寮規則 

 

  （目的） 

第１条 この規則は，学則第５３条第２項の規定に基づき，学寮の管理及び運営等に ついて定めることを目

的とする。 

第２条 学生の修学に便宜を供与し，かつ，その人間形成を助長して，教育目標の達 成に資することを目的

とする。 

 （寮生活の基本） 

第３条 学寮に入寮する学生（以下「寮生」という。）は，この規則及びこの規則に 基づいて定められた諸

規則を守り，相互に敬愛啓発して自己及び共同生活の向上充 実に務めなければならない。 

 （所管） 

第４条 学寮の管理運営に関する事項は，校長の命を受けて，寮務主事が処理する。 

 （女子寮相当教員）   

第５条 女子寮の運営等に関し，寮務主事補の業務を分掌させるため，女子寮担当教 員を置き，校長が任命

する。 

  ２ 女子寮担当教員の任期は１年とし，再任を妨げない。 

 （運営委員会） 

第６条 学寮の管理運営に関する事項を調整審議するため，学寮運営委員会を置く。 

２ 学寮運営委員会の組織及び運営に必要な事項は，別に定める。 

出典：本校規則集 
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資料７－２－③－４ 寮生心得（抜粋） 

 寮 生 心 得                    
 
 
 寮生は学寮規則を遵守するほか，次の各項によって秩序ある生活をしなければならない。 
 
 １．日  課 
（１）日課時間  
  日課時間は共同生活の基本となるべきものであるので，寮生はつぎの時間表によって行 
 動すること。  

       時              間  
 
 区  分     平     日     休  業  日 

 起  床      ※７：００      ※８：００ 

 朝 点 呼      ※７：１０      ※８：１０ 

 清    掃    ７：１０～７：４０  

 朝    食    ７：４０～８：２０    ８：１０～８：４０ 

 登校終了      ※８：３０  

 昼    食   １２：３０～※１３：００   １２：００～１３：００ 

 夕    食           １７：３０～１９：００ 

 入    浴           １７：００～２０：３０ 

 女子              １９：３０  門 
 
 限  男子      ２１：００      ２２：００ 

 女子                        ※１９：３０  夜 
 点 
 呼  男子     ※２１：００      ※２２：００ 

 自習時間           ２０：００～２２：５０ 

 消  灯             ※２３：００ 

 

 
           （※印はチャイム放送） 
（２）延燈について 
  試験勉強のために延燈する場合は，試験開始２週間前から午前１時まで，試験中は午前 
 ２時まで延燈ができる。 
 ２．学寮を勉強のできる場とするために 
（１）自習時間について 
  ア 自習時間中は静粛にし，みんなが勉学できる雰囲気を作るためつぎのことを厳守す   ること。

  ア 必要あってラジオを聞くときはイヤホ－ンを使用すること。  

出典：学生便覧  

 

資料７－２－③－５ 学寮運営委員会規則（抜粋） 

（１）学寮運営委員会規則 

 

徳山工業高等専門学校学寮運営委員会規則  

   

 （設置）  

第１条 この規則は，徳山工業高等専門学校学寮規則第６条第２項の規定に基づき，必要な事項を定めるもの

とする。  

 （任務）  

第２条 委員会は，校長の命を受け，学寮に関する次の事項を審議する。  

 (1) 入寮及び退寮に関すること。  

 (2) 寮生の福祉増進に関すること。  

 (3) 寮生の規律保持に関すること。  

 (4) 寮生の指導に関すること。  

 (5) 学寮の防災に関すること。  

 (6) 寮生の安全に関すること  

 (7) 学寮の給食業務に関すること。  

 (8) その他学寮に関すること。  

 （構成）  

第３条 委員会は，次の委員をもって構成する。  

 (1) 寮務主事  

 (2) 寮務主事補  
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 (3) 女子寮担当教員  

 (4) １年・２年の学級担任から１名  

 (5) ３年から５年の学級担任から１名  

 (6) 学生課長  

 （任命及び任期）  

第４条 前条に定める委員のうち，第５号による委員の任命及び任期は，次のとおりとする。  

 (1) 委員は校長が任命する。  

 (2) 委員の任務は１年とする。ただし，補欠を生じ任命された委員の任期は前任者の残任期間とする。  

 （委員長）  

第５条 委員会に委員長を置き，寮務主事をもって充てる。  

２ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員が，その職務を行う。  

 （運営）  

第６条 委員長は，委員会を招集し，議長となる。  

第７条 委員長は，委員会で審議した事項を校長に報告し，承認を受けなければならない。  

 （委員以外の者の出席）  

第８条 委員会において必要があると認めた場合には，委員以外の者を委員会に出席させ，その意見を聴くこ

とができる。  

 （庶務）  

第９条 委員会の庶務は，学生課寮務係において処理する。  

出典：本校規則集 

 

（２）議事録 

 

18.2.14. 

平成17年度 第３回学寮運営委員会議事録  

１. 寮生の特別指導について 

(1) 特別指導となる行為 

 玄関および居室鍵の寮外無断持ち出し 

2月8日（水）鍵の寮外無断持ち出しを行い，昼食時，日直の張間主事補に指導された。事情聴取においても反

省の姿勢が見られていない。 

該当寮生は，鍵の管理に極めてルーズであり，これまでしばしば注意を受けていたが，昨年末，玄関および居

室鍵を寮外に無断で持ち出して紛失し，保護者同伴で，主事厳重注意，鍵取り替えの経費の全額弁済，再入寮保留

の指導をうけ，鍵の管理を厳しく行うことを保護者共々確約している。 

(2) 対象者 

CA３ ○○○○ 

(3) 指導内容 

停寮５日（2月16日～19日），始末書の提出 

(4) 言い渡し期日 

平成18年2月16（木) 16時10分 学寮会議室 

(5) 立会人 

寮務主事補，保護者，担任，学生課長 

２．再入寮生について 

   在寮生の再入寮申請に基づき，該当者に寮務主事補による面接審査を実施。 

   申請者全員，入寮許可が適当であると判断した。 

 

３. 閉寮について 

 2月23日（木） 1～4年生全員および5年生の希望者 

 9時～12時 

 2月27日（火） 5年生 

 14時～16時（16時完全閉寮） 

なお，2月23日～26日については，5年生に掃除当番などの環境整備を担当させる。 

４．その他 

出典：平成１７年度 第３回学寮運営委員会議事録 
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資料７－２－③－６ 清掃終了確認表（チェックされたもの） 

※名前の部分はモザイクがかけてある。 

 

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－７ 寮生会会則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校寮生会会則 

 第１章  総      則 

  （名 称） 

第１条  本会は徳山工業高等専門学校寮生会と称する。 

  （目 的） 

第２条  本会は学寮規則第８条の規定により，寮務主事の指導監督のもとに規律ある共同生 

 活を営み，自主的な寮生活を送り，寮生相互の親和をはかり，健全な学習環境を作ること 

 を目的とする。 

  （構 成） 

第３条  本会の会員は，徳山工業高等専門学校寮生全員をもって構成する。 

 （運営機関） 

第４条  第２条の目的達成のため，本会につぎの機関をおく。 

     (1) 寮生総会    

    (2) 寮議会 

      (3) 役員会 

      (4) 階室会 

      (5) 監査委員会 

      (6) 選挙管理委員会 

 

  第２章      寮  生  総  会 

  （地 位） 

第５条  寮生総会（以下「総会」という）は，本会の最高議決機関とし，寮生会長がこれを 
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 召集する。 

  （定期総会） 

第６条  定期総会は年２回とし，４月および10月に開催するものとする。（臨時総会） 

第７条  臨時総会は，つぎの場合開催することができる。 

      (1) 会員の３分の１以上の要求があったとき。 

      (2) 寮議会が必要と認めたとき。 

      (3) 役員会が必要と認めたとき。 

  （総会の召集） 

第８条  総会の召集は，原則として５日前までに寮生会長が日時・場所・議題を掲示によっ 

  て行わなければならない。 

  （総会の議決事項） 

第９条  総会において議決を要する事項はつぎのとおりである。 

      (1) 会則の制定および改廃。 

      (2) 予算・決算の承認および当期の活動報告，次期の活動計画。 

      (3) 監査委員会のため報告 

      (4) その他の承認事項および寮生会運営上の重要事項。 

出典：学生便覧 

 

資料７－２－③－８ 寮生会役員一覧 

※名前の部分は黒塗りにしてある。 

平成17年度 寮生会役員一覧 

執 行 部 
 

 

寮 生 会 長  盗難防止会計部長 

  

寮 生 副会長 
 

内 務 部 長 

 

 

企 画 部 長 

女子寮内務美化部長  留 学 生 代 表  

美化・厚生 部長  指 導 寮 生 長  

体 育 部 長  書  記 

 
文化・広報 部長 

選挙管理委員長 

 

 

 

 

フ ロ ア ー 会  

 階  長 副 階 長 

１階   

２階  

３階  

４階  

 

副階長は従来の仕事に加え、指導寮生長と共に勉強会

運営委員となる。 

  

出典：寮務主事室資料 
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資料７－２－③－９ 高城寮行事予定表 

 平成１８年度 高 城 寮 行 事 予 定 
  
 

月 日 曜 行   事 月 日 曜 行   事 

入寮式 14:00 １ 日

開寮 8：30 
部屋替え 
後期寮生リーダー研修会 
（寮食堂 20：00） 

４ 火 
開寮   8:30 
部屋替え 
前期寮生リーダー研修会 

（寮食堂 20:00） 

２ 月 後期開始 

５ 水 始業 

10

 

５ 木 寮生総会 20：00 

11 ３ 金 寮生保護者会（個人面談） 

21 木 予餞会（夕食 17：30） ６ 木 
校長講話・新入寮生対面式 
寮生総会 20：00 

12

22 金 大掃除・閉寮 17：00 

４ 

15 土 
新入寮生歓迎寮生マッチ 
 9：00 （昼食 焼肉） 

８ 月 開寮 8：30 

２ 火 大掃除・閉寮 17：00 11 木 寮生会長・副会長選挙 

７ 日 開寮 8:30 

１

18 木 役員引継会 20：00 

11 木 高城寮避難訓練 16：10 15 木 卒寮式 
５ 

13 土 とおの山登山 23 金 大掃除・仮閉寮 12：00 

６ 24 土 寮生保護者会 

２

28 水 閉寮 17：00 

７ 20 木 大掃除・閉寮 17：00 

８ 31 木 開寮 8：30 

９ 22 金 大掃除・閉寮 12：00 

※備考 
・勉強会 
・教養講座 
・他高専寮訪問 
・留学生の夕べ（1/14） 
・寮祭（研修旅行） 
５，10，３月 学寮だより 

 
  

出典：寮務主事室資料 
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資料７－２－③－10 新入寮生歓迎マッチ実施要領 

※学生名の箇所は黒塗りにしてある。 

平成 18 年度 新入生歓迎寮生マッチ 
平成 18 年 4 月 15 日

 
9:00 第 2 体育館集合 
 
開会式 司会         

1. 開会宣言        
2. 寮務主事挨拶     池田先生 
3. 競技説明        

4. 選手宣誓        

5. ラジオ体操      

 
（準備）2 年生 
 
9:30〜11:20 各種競技スタート 
 
11:30〜12:20 団体戦 
 
12:30 寮前集合 
 
閉会式 司会        

1. 成績発表         

2. 寮務主事挨拶     池田先生 
3. 総括             
4. 閉会宣言         

 
（後片付け）1 年生 
 
4/14 中に集金 
4/14 16:00〜 バーベキュー道具準備（2 年生） 
4/14 18:00〜 買い出し（天内・張間、車 2 台）  

出典：寮務主事室資料 
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資料７－２－③－11 とおのやま登山実施計画書（案） 

とおの山登山実施計画書（案）  
 
１．目的    寮生の親睦を深め、体力を鍛える。  
２．日時    平成１７年６月４日（土） 午前７：００～  
３．参加者   教員：寮務主事、寮務主事補  
        寮生：全員  
４．実施計画  
        ６：３０ 起床  
        ６：４５ 寮生集合、点呼  
        ７：００ 寮出発  
        ７：３０～８：００ 山頂着、点呼  
        ８：００ 記念写真  
        ８：５０～９：００ 帰寮  
        ８：３０～９：３０ 朝食  
 
５．山頂での行事   （１）記念写真  
           （２）後片付け  
６．雨天の場合 中止  
７．注意事項  （１）集合時間に遅れない  
        （２）山頂に到着するまで、近隣住民に迷惑をかけないように行動する。

        （３）体調が悪くなった者や負傷した者は、速やかに申し出る。  
        （４）ゴミを出さないようにする。   

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－12 学寮見学旅行日程表 

 

学寮研修旅行（寮祭）について 

期 日 10月22日（土）～23日(日） 一泊二日 

目的地 島根県鹿島発電所，島根海洋館「アクアス」など 

宿  泊 松江温泉（すいてんかく：0852-21-4910） 

経 費 寮生負担3,000円，寮祭経費から入場料などを補助 

支 援 中国電力山口支社 

旅 程 別 紙 

携行品 常備薬，保険証，着替え，折りたたみ傘など 

引 率 寮務主事，主事補 

参加者 53名（男子43名，女子10名） 

参加者は，外泊願，欠食届は不要 

集 合 10月22日（土） 7時40分 正門 

              朝食をすませて集合のこと 

解 散 10月23日（日） 19時30分ころ 

              帰寮してから食堂で夕食をとってください。  

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－13 予餞会実施のタイムテーブル 

※個人名は黒塗りにしてある。 

 

高城寮予餞会（企画）タイムテーブル 

 

日 時：平成17年12月15日（木） 17:00～ 
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場 所：高城寮食堂 

 

企画 

進行 

 

・食堂集合 17:00 

・開会式 17:00～17:10 

・すもう大会（男子） 17:15～18:00 

・食事 18:05～ 

・山手線ゲーム（女子） 18:30～19:00 

・対抗リレー（男子・女子） 19:05～19:30 

・出し物 19:35～20:00 

・記念品贈呈および5年生あいさつ 20:05～20:50 

・閉会式 20:50～21:00 

・記念撮影・後片付け 21:00～ 

 

購入品：記念品，菓子，ジュース，クオカード等 

予餞会費用80,000から購入 

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－14 寮生リーダー研修会実施に関する資料（リーダー研修会実施要領） 

 

平成１７年度前期寮生リーダー研修会 

メインテーマ 

「 青 春 」 

             日   時 ：   平成１７年４月３日（日）１６：２０集合 

                               １６：３０開始 

         場   所 ：   高城寮食堂 

         参 加 者 ：  教 職 員           ５名   

                  寮生会役員          １５名   

                       階長・副階長         ８名  （７名） 

                                 計             のべ２８名，実質２７名   

徳 山 工 業 高 等 専 門 学 校  高 城 寮 

研 修 会 実 施 要 領 

 １．目 的： 寮生のリーダーとしての自覚を高め，寮生会活動の活性化を図る。 

        役員相互の認識を統一し，協力意識を高める。 

  ２．日 程： 

16:30     開 会 

                                寮 務 主 事 あ い さ つ 

                                寮 生 会 長 あ い さ つ 

                                全 体 会 議 

                17:50     総括 

                                寮生副会長あいさつ 

                17:55     閉会，あと片付け 

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－15 寮生総会実施に関する資料（寮生総会実施要領） 

 

平成17年度寮 生 総 会 

日時：平成17年10月6日（木）20:00～ 

場所：寮食堂 

 

１． 寮生会長あいさつ 

２． 寮務主事講話 

３．寮生会からの報告 

・前期の反省 
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・後期に向けての目標 

・各局長の抱負 

・リーダー研修会での報告事項 

・後期行事説明 

 

４．その他 

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－16 寮生合同アセンブリ実施に関する資料（アセンブリ実施要領） 

 

第七回アセンブリ資料 

日時：平成１８年２月１６日（木） 

場所：高城寮食堂 

時間：２０：００～ 

項目 

１．寮生会長あいさつ（寮生会長        ） 

２．室長寮務主事最終講話 

３．学習指導員，指導謝金 

４．連絡事項 

 

２／２３（木）の仮閉寮，２／２７（月）の閉寮について 

仮閉寮：公共場所の清掃，部屋の掃除，点検（２３日９：００～１２：００） 

注：２／２３（木）の朝食まで食事あり。仮閉寮後も寮に滞在する五年生は，滞在期間を記入し，担当教員の

許可を得る 

事。 

以下の荷物置き場は，２２日夕食までに清掃を終える事。 

荷物置き場：原則持ち帰る事 

二階：談話室，自習室 

三階：談話室，休養室 

四階：談話室 

 

女子寮：談話室 

 

点検時間 

２３日 ９：００～１２：００ 

２７日 １４：００～１６：００ 

 

入寮式 

日時：４月４日（火）１４：００～，場所：寮食堂 

 

リーダー研修会 

日時：４月４日（火）２０：００～，場所：寮食堂 

 

４／４（火）開寮日は，夕食があります。夕食の時間までに帰寮する事 

出典：寮務主事室資料 
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資料７－２－③－17 寮生時間割表 

平  日 休業日

起 床 7:00

朝 点 呼 7:10 8:10

掃 除 7:10～7:40

朝 食 7:40～8:20 8:10～8:40

登 校 完 了 8:30

昼 食 12:30～13:00 12:00～13:00

夕 食 18:00～19:30

入 浴 17:00～22：00

門限・夜点呼
男子　21:30
女子　20:00

男子22:00
女子20:00

自 習 時 間
20:00～21:30
22:00～23:30

消 灯 23:30

（2006.4.1）

高城寮日課表
（試行）

 

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－18 自習室使用簿 

※名前及び号室にはモザイクがかけてある。 

 

出典：寮務主事室資料 
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資料７－２－③－19 自習室使用規定 

 

出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－20 勉強会実施に関する資料 

（１）勉強会実施要領 

※参加者が分かる部分は緑色，学習相談員制度を取っていることが分かる部分は黄色，教員（寮

務主事・主事補）も協力して実施していることが分かる部分はピンク色でハイライトしてある。

ただし，学生の個人名は，黒塗りにしてある。 

 

高城寮勉強会要領 

 

５月２５日から中間試験が開始されます。勉強会の期間は，優秀な先輩（学習相談員）が常駐しますので，こ

の機会に，先輩方に勉強のコツを伝授してもらいましょう！ 

 

日時：４月２４日～２７日，５月８日～１１日，５月１５日～１８日 

   ２０：００～２１：３０（女子は点呼後すぐに開始，男子は点呼までに終了） 

 

場所：男子寮生は，食堂。女子寮生は，作法室。 

 

参加者：自主参加者と指名参加者で構成（以下，敬称略） 

  １年生：全員参加 

  ２年生：  

  ３年生： (ME)， (CA)， (CA) 

   上記の参加連絡等を頂いた寮生以外でも，まだ，席は十分に空いておりますので，更なる自主参加者

を募集中です！（余白に名前を書き入れて下さい） 

      但し，当然のことながら「寮生限定」ですので，寮外生の参加は，不可です。 

      （４年生，５年生は，完全に任意の参加になります） 

 

学習相談員：月曜日： (ME)， (IE)， (CA) 

  火曜日： (ME)， (IE)， (CA) 

  水曜日： (ME)， (IE)， (CA) 

  木曜日： (ME)， (IE)， (CA) 

 

参加者の皆様へ：勉強道具は，各自持参してください。（基本は，自習です。） 

自習して，分からない所をはっきりさせてから，学習相談員の人に質問して下さい。もし，分からないところ

が分からない場合は，学習相談員で対応できないことがあります。その時は，主事補の教員に相談して下さい。 

 

以下，余白。追加の参加希望者は，下にご記名下さい。 

 

（２）勉強会案内 ※担当教員（寮務主事・主事補）の協力が分かるもの 

※学生の名前は黒塗りにしてある。 
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勉強会について 
 

 後期末試験［２月７日（火）～２月１４日（火）］が始まります。そこで、後

期末試験に向けて勉強会を下記のように行います。下記参加者は良い点がとれ

るようにしっかりと勉強しましょう。 
 

参加者：１年生  

 

 

 

 

２年生  

 

３年生 

 

◆期間：平成１８年１月１０日（火）より平成１８年１月３１日（火）まで 
（但し，金・土・日曜日及び寮の行事と重なる日は実施しない） 

◆時間：２０：００（女子は点呼後すぐ）～２１：３０ 
◆場所：男子＝食堂，女子＝女子寮２階談話室 
◆指導担当学生：指導寮生長（ ） 

勉強会指導（  
） 

女子寮担当（ ） 
 
担当学生の割り当て 
１／１０（火）

１／１１（水）

１／１６（月）

１／１７（火）

１／１８（水）

１／２３（月）

１／２４（火）

１／２５（水）

１／２６（木）

１／３０（月）

１／３１（火）

担当教員の割り当て 
１／１０（火）力 
１／１１（水）張間 
１／１６（月）室長 
１／１７（火）力 
１／１８（水）桑嶋 
１／２３（月）柏倉 
１／２４（火）力 
１／２５（水）桑嶋 
１／２６（木）室長（宿直） 
１／３０（月）柏倉 
１／３１（火）張間

 
学習相談員の割り当て(1/10～1/31 の月曜日～木曜日) 

月 火 水 木 

  

 

 
 

 

  

 

（３）勉強会点呼簿 

※学生名の箇所は，モザイクがかけてある。 
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出典：寮務主事室資料 

 

資料７－２－③－21 学習相談員制度実施要領，相談員一覧，学習相談員報告日誌様式 

（１）学習相談員制度実施要領，相談員一覧 

※相談員名簿の箇所は黄色でハイライトしてある。学生の個人名は黒塗りにしてある。 

 

平成１８年度 高城寮勉強会要領 

 

期間：試験前１ヶ月～１週間前 ２０：００～２１：３０ 

   ４月・５月期は，４月２４日～２７日，５月８日～１１日，５月１５日～１８日 

 

対象者：１年生 平均点XX点以下 （前期中間は，１年生は，全員参加） 

    ２年生と３年生 平均点XX点以下 
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 上記ルールで，学生のリストアップを新田が担当する 

 

学習相談員： （CA，勉強会代表：指導寮生長） 

      （CA)， （ME）， （ME）， （IE）， （IE） 

   １日に各学科１名ずつ（計３名担当） 

            女子寮生は，作法室で行う（女子寮担当は無し。教員が出欠確認） 

 

学習相談員の業務内容：出欠確認，不在時の呼出，学習指導，日誌記載，食堂解錠・施錠 

           質問がない時は，自分の学習を行っていても良い。 

 

寮生会の輪番：今年度から廃止。（学習相談員が，寮生会の輪番に相当） 

 

担当教員：主事・主事補が輪番（１日あたり一人が担当） 

 

掲示物担当：参加者のリストを掲示（新田作成，４月２０日を目処に掲示） 

      食堂入口のホワイトボードと女子寮に掲示 

      掲示内容は，昨年同様に，寮生vs通生の比較を行う。 

 

学習相談員謝金：６名で担当の場合，一人当たり，5,000円／年の見込み 

        (寮生会費から年度末に支出) 

 

次回会合：議事か無ければ，特に予定しない。 

     ４月２４日からよろしくお願い申し上げます。 

（２）学習相談員報告日誌様式 

 
学習

相談

員－

報告

日誌 
日時 平成  年  月  日 

当番１ 

当番２ 

当番３ 

（          ）：記入者 

（          ） 

（          ） 

参加者数 

質問者数 

     人 

     人 

質問内容  

蛍光灯の確認 

エアコンの確認 

確認 ・ 未確認 

確認 ・ 未確認 
 

出典：寮務主事室資料 
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資料７－２－③－22 勉強会の成果の一部（寮生と通学生の成績の比較） 

ME1 ME2 ME3 ME4 ME5
寮生 72.5 73.4 61.7 59.2 70.1
通生 76.9 72.8 65.8 65.1 76.1

IE1 IE2 IE3 IE4 IE5
寮生 73.2 70.8 72.0 70.0 71.1
通生 76.8 73.9 68.7 71.3 73.9

CA1 CA2 CA3 CA4 CA5
寮生 69.7 68.6 73.0 72.2 74.7
通生 71.3 73.2 65.8 70.8 70.0

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生
寮生 71.8 70.4 69.5 67.1 71.8
通生 75.0 73.3 66.6 69.0 73.5

ME IE CA
寮生 67.0 71.5 71.2
通生 71.4 73.1 70.2

全体
寮生 70.2
通生 71.5

寮の環境（学校に近い、身近に先輩がいる　など）を活かして、一流の技術者を目指し、勉学に励みましょう。

２０：００～２１：３０、２２：００～２３：３０は自習時間です。
目標を定め、しっかりと学問に取り組みましょう。

平成17年度後期中間試験平均点比較

目標をしっかりと持って、勉学・部活動に取り組んでいる人が成果を挙げています。

全体の平均で寮生が通生を下回っています。後期末試験は頑張りましょう。

 

出典：寮務主事室資料 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

  ・中期計画に基づき，これまで学科単位・クラス担任中心で行われていた進路指導を，全学科共

通にサポートする進路支援室を設置し（平成１６年１０月），進路支援プログラムの実施を通

して機能している。また，進路支援室については，本校のウェブサイト上にバナーがあり，学

内外から進路支援室の全てにアクセスできるようになっている（資料７－２－④－１，資料７

－２－④－２，資料７－２－④－３，資料７－２－④－４）。 

  ・進路支援室や進路支援プログラムの内容を学生に周知徹底するため，新入生に対しては４月に

進路支援室紹介を，４年生に対しては４月と９月に講座やプログラムのガイダンスを，また専

攻科１年生に対しては，９月にプログラムのガイダンスを実施している（資料７－２－④－５，

資料７－２－④－６）。 

  ・進路支援プログラムを継続的にレビュー・評価するために，進路支援室会議を月１回，年間の

進路支援プログラムをレビュー・評価し，次年度のためによりよいプログラムを策定するため

の進路支援プログラム策定会議を年２回開催している（資料７－２－④－７，資料７－２－④

－８）。 
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  ・進路支援プログラムに組み込まれている各種講座を受講した学生に対して，その満足度をアン

ケート調査し，その結果を，プログラムのレビュー・評価に生かしている（資料７－２－④－

９）。 

  ・学生の進路状況の情報を学科間でシェアし，学科と進路支援室の連携強化を図るために，就職

・進学懇談会及び進路支援懇談会を各年１回開催している（資料７－２－④－10）。 

  ・準学士課程１年から４年までの学生の保護者に対して，進路ガイダンスを実施している（資料

７－２－④－11）。 

  ・最新の求人・編入学情報をインターネットで検索することができるよう，進路支援室のウェブ

サイト上に進路情報データベースが整備されている。これにより，学科ごとの情報を全学科で

シェアすることが可能になった（資料７－２－④－12）。 

  ・学生が進路に関する情報を検索したり，閲覧したりすることのできるキャリアサポートブース

が整備され，機能している（資料７－２－④－13）。 

  ・進路支援室の設置により，各学科とも４・５年生及び専攻科の担任及び学科主任を中心に行っ

てきた進路指導が進路支援室と協力した形の進路指導へと充実した（資料７－２－④－14）。 

・学生相談室は，進路適性検査の結果により，学生が自己理解をさらに進めたい場合や，悩みが

出てきた場合に，自己理解の補助となる性格検査を実施したり，悩みについて相談に乗ったり

することにより進路支援室をサポートし，進路支援室と共に学生サポートの両輪を形成してい

る（資料７－２－④－15，資料７－２－④－16）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  ・従来の学科ごとの進路指導に，平成１６年１０月に設置された進路支援室による全学科・全学

年対象のサポートが加わることにより，進路に関する質の高いサポートが提供できている。 

  ・進路支援プログラムについてのアンケート結果から，プログラムに組み込まれている各種講座

を受講した学生が高い満足度を持っていることが分かる。 

   以上のことから，就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能している。 

 

資料７－２－④－１ 進路支援室規則（抜粋） 

 

進路支援室規則 

   徳山工業高等専門学校進路支援室規則 

 

 （設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に進路支援室を置く。 

(目的) 

第２条 進路支援室は，低学年から専攻科まで一貫した進路支援プログラムに基づく継続的な進路支援を行う

ことにより，本校学生の就職及び進学に関するサポート体制の充実・強化を図ることを目的とする。 

 （業務）                                                      

第３条  進路支援室は，次の業務を行う。                          

 (1)  進路支援プログラムの作成及びこれに基づく活動に関すること。 

 (2) 進学及び就職に関するデータベースの作成及び管理に関すること。 

 (3)  キャリアサポートブースの運用に関すること。 

 (4)  卒業生の状況把握・支援及び卒業生との連携に関すること。 

 (5)  その他前条の目的を達成するために必要な業務。 

  （組織） 

第４条 進路支援室は，次の各号に掲げる職員をもって組織する。 
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 (1) 室長 

 (2)  キャリアアドバイザー 若干名 

 (3) 事務主査 

 (4)  その他校長が任命する者 

  （室長） 

第５条 室長は，本校の教員の中から校長が任命する。 

２ 室長は，進路支援室の業務を掌理する。  

３  室長の任期は２年とし，再任を妨げない。 

  (キャリアアドバイザー) 

第６条  キャリアアドバイザーは，本校の教員の中から校長が任命する。 

２  キャリアアドバイザーの任期は２年とし，再任を妨げない。 

  （事務主査） 

第７条 事務主査は，本校の事務系職員の中から校長が任命する。 

   (雑則) 

第８条 この規則に定めるもののほか，進路支援室の運営に関し必要な事項は，別に 

定める。 

出典：本校規則集 
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資料７－２－④－２ 平成１８年度進路支援室プログラムの表 

進路支援プログラム 進路支援室　（2006.3.30）　

１．このプログラムは,学生への進路支援活動の目標と具体的な活動項目を,学年毎に示すものです。学生が,有意義な学生生活を送るための動機付けを行い,

　　本校の教育目標を達成して,的確な進路を見いだすことを支援するもので,教員の相互理解と協力のもとに計画・実施します。

２．色つき項目：進路支援室及び学生相談室で計画実施する項目で, は,クラス全員を対象とした企画， は，進路支援室の企画です。

３．色無し項目：進路支援室以外で行う指導項目です。

学年 １　年　生 ２　年　生 ３　年　生

目標

高専生活の過ごし方
をアドバイス・学び
の楽しさを育む

キャリアガイダン
ス・将来の夢を見つ
める

キャリアガイダン
ス・高専生活を振り
返り,将来を考える

新入生オリエンテー
ション（教務,学生
主事 各専門科 進路

クラス別ＨＲにおけ
る生活指導

(4/27)(HR)進路支援
室紹介

(5/11)(HR) キ ャ リ
ア ・ ガ イ ダ ン ス ③
「 社 会 の 求 め る 人
材」

５月

進路支援
室会議

(6/29 )(HR)講話①
「高専生活の過ごし
方（４年生のアドバ
イス）」

(6/15)(HR) 講 話 ③
「高専生活の過ごし
方（専攻科生のアド
バイス）」

(6/8,6/22)(HR)キャ
リア・ガイダンス④
進路適性検査とキャ
リアプランの作成

７月

進路支援
室会議/
就職・進
学懇談会

８月
進路支援
室会議

インターンシップ報
告会（上級生の報告
を聞く）

進路支援
室会議

進路支援
室会議

11月

進路支援
室会議

12月

進路支援
室会議／
進路支援
プログラ
ム策定会
議

１月

(1/18)(HR) 講 話 ④
「公共職業安定所か
らの講話」

希８
／手
紙の
書き
方講
座

希９
／電
話の
かけ
方講
座

希８
／手
紙の
書き
方講
座

希９
／電
話の
かけ
方講
座

２月

３月

編入生オリエンテー
ション

進路支援
室会議

　※TOEICについては,ｅラーニングによる学習環境や個別指導もあり,本プログラムに掲載していません。

　※資格取得セミナーについては,随時行われるものが多いため,本プログラムには掲載していません。
　※大学合同説明会の計画をしています。
　※企業合同説明会の計画をしています。

進路支援
室会議／
進路支援
プログラ
ム策定会
議/進路
支援懇談

会

希５／
自己ＰＲ講座

希７
／面
接で
の

ディ
ス

カッ
ショ
ン対
策講
座

希
１
／
個
人
面
接
対
策

希６
／履
歴
書・
エン
ト
リー
シー
ト作
成講
座

希７
／面
接で
の
ディ
ス
カッ
ショ
ン対
策講
座

講話⑥進
路支援講
演会「卒
業生の
キャリア
体験談」

希１／個人面接対策

インターンシップ事
前教育「マナー講
習」（専攻科）

インター
ンシップ
報告会
（専攻
科）

希４／就
職総合テ
スト

（SPI)＆
自己分析
セミナー

講話⑥進
路支援講
演会「卒
業生の

キャリア
体験談」

希６
／履
歴

書・
エン
ト

リー
シー
ト作
成講
座

９月

希３／インターンシッ
プ報告会

（9/試験明け）進路支
援プログラムガイダン
ス

希
１
／
個
人
面
接
対
策

クラス別ＨＲにおけ
る生活指導  （担

任）

希２／インターン
シップ事前教育「マ

ナー講習」

(10/19)(HR)講話⑤
「社会で活躍してい
る卒業生の講話」

進路の選択（４年前
半で）

インターンシップ準
備（実習先の検討・

依頼）

希４／就職総合テス
ト（SPI)＆自己分析

セミナー

進路確定・高専生活
のまとめと船出の準
備

希１／個人面接対策

進路支援
室会議

進路ガイダンス（専
攻科）

進路ガイダンス（専
攻科）

進路支援
室会議

４　年　生

進路ガイダンス（学
科別）

会議等

本　科

１ 年 生 ２　年　生

専 攻 科

キャリアガイダンス
⑤／就職活動の流れ
／編入学受験の流れ
／情報検索について
／インターンシップ
各種講座ガイダンス

（学科別）

キャリアアップ・進
路セミナー,進路を
具体的に選択する

５　年　生

進路確定・専攻科生
活のまとめと船出の
準備

10月

(10/5)(HR)講話②
「本校顧問による講

話」

(10/19,11/16,12/14
)(HR)キャリア・ガ
イダンス②（職業興
味検査と職業情報検

索）

キャリアアップ・進
路セミナー,進路を
具体的に選択する

４月

６月

（保護者会）保護者対象の進路ガイダンス

（9/試験明け）進路
支援プログラムガイ

ダンス

希５／
自己ＰＲ講座

 

出典：進路支援室資料 
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資料７－２－④－３ プログラムの実施状況を示す資料 

（１）４年生と専攻科１年生を対象とした平成１７年度後期のプログラムスケジュール 

進路支援室の活動（平成１７年度後期進路支援プログラム）         2005.10.11 

 

進路支援室 

 

４年生と専攻科１年生を対象とした本年度後期のプログラムは以下のような予定になっています。 
なお、日時等の変更については、キャリアサポートブースに掲示します。 
 

日 曜 対象 プログラム内容 担当 場所 
10/11 火 ４年生・専攻１年 進路支援プログラムガイダンス 野頭 メディア 
10/18 火 ４年生・専攻１年 SPI 検査 佐々木 メディア 
10/21 金 CA4 インターンシップ報告会 佐々木 テクノ多目的 
11/8 火 ４年生・専攻１年 自己分析セミナー 佐々木 メディア 
11/22 火 ４年生・専攻１年 自己ＰＲ講座 佐々木 中講義室 
12/7 水 ４年生・専攻１年 履歴書の書き方講座 一色 メディア 

12/10 土 ４年生・専攻１年 講話（卒業生） 守川 メディア 
12/14 水 ４年生・専攻１年 エントリーシート書き方講座① 一色 メディア 
12/21 水 ４年生・専攻１年 エントリーシート書き方講座② 一色 メディア 
1/11 水 ４年生・専攻１年 就職に係わる電話のかけ方講座 一色 メディア 

1/25 水 
４年生・専攻１年 就職関連書類送付に係わる添え状の書

き方講座 
一色 メディア 

１月～  ４年生・専攻１年 一般面接リハーサル 野頭 適宜 
  

出典：進路支援室資料 
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（２）平成１７年度後期のプログラム申し込み一覧表（抜粋） 

sp 1 sp 2 自己PR 履歴書 ｴﾝﾄﾘｰ① ｴﾝﾄﾘｰ② 添削 電話 添え状 一般面接 集団
12月7日 12月14日 12月21日 1月11日 1月25日

1 1 1 1 1 1 1 1
2 1 1 1 1 1 1 1 1
3 1 1 1 1 1 1 1 1 1
5 1 1
6 1 1
7 1 1
8 1 1
9 1 1
10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
11 1 1
12 1
13 1 1
14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
15 1 1 1 1 1 1 1 1 1
16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
17 1
18 1 1
19 1 1 1 1 1 1 1 1
20 1 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1 1
22 1 1 1 1 1 1 1 1 1
24 1 1 1 1 1 1 1 1
25 1 1 1 1 1 1 1
26 1 1 1 1 1 1 1 1 1
28 1 1 1 1 1 1 1
29 1 1
30 1 1
31 1
32 1
33 1
34 1 1 1 1 1 1 1 1 1
35 1 1
36 1
37 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
38 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
39 1
40 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
42 1
43 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ME 8 31 28 20 20 20 17 19 20 16 7
1 1
5 1 1
6 1 1 1 1 1 1 1 1 1
7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
8 1 1 1 1 1 1 1 1 1
11 1 1
12 1 1
15 1 1
16 1
19 1 1
22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
23 1 1
24 1
25 1 1
26 1 1
27 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1
30 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1
31 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
32 1 1
33 1 1
34 1 1
35 1 1
36 1 1
38 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
40 1 1

IE 27 0 24 7 8 8 8 8 8 8 7

出席番号

 

出典：進路支援室資料 
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（３）配布資料（一部） 

 

出典：進路支援室資料 

 

資料７－２－④－４ 進路支援室ウェブページ 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/support/ 

 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 298

資料７－２－④－５ 平成１８年度進路支援室プログラムの表（抜粋） 

※該当箇所は黄色でハイライトしてある。 

学年 １　年　生 ２　年　生 ３　年　生

目標

高専生活の過ごし方
をアドバイス・学び
の楽しさを育む

キャリアガイダン
ス・将来の夢を見つ
める

キャリアガイダン
ス・高専生活を振り
返り,将来を考える

新入生オリエンテー
ション（教務,学生
主事 各専門科 進路

クラス別ＨＲにおけ
る生活指導

(4/27)(HR)進路支援
室紹介

(5/11)(HR) キ ャ リ
ア ・ ガ イ ダ ン ス ③
「 社 会 の 求 め る 人
材」

５月

進路支援
室会議

(6/29 )(HR)講話①
「高専生活の過ごし
方（４年生のアドバ
イス）」

(6/15)(HR) 講 話 ③
「高専生活の過ごし
方（専攻科生のアド
バイス）」

(6/8,6/22)(HR)キャ
リア・ガイダンス④
進路適性検査とキャ
リアプランの作成

７月

進路支援
室会議/
就職・進
学懇談会

８月
進路支援
室会議

インターンシップ報
告会（上級生の報告
を聞く）

進路支援
室会議

進路支援

希１／個人面接対策

インターンシップ事
前教育「マナー講
習」（専攻科）

インタ 希４／就

９月

希３／インターンシッ
プ報告会

（9/試験明け）進路支
援プログラムガイダン
ス

クラス別ＨＲにおけ
る生活指導  （担

任）

希２／インターン
シップ事前教育「マ

ナー講習」

(10/19)(HR)講話⑤

進路の選択（４年前
半で）

インターンシップ準
備（実習先の検討・

依頼）

希４／就職総合テス

進路確定・高専生活
のまとめと船出の準
備

希１／個人面接対策

進路支援
室会議

進路ガイダンス（専
攻科）

進路ガイダンス（専
攻科）

進路支援
室会議

４　年　生

進路ガイダンス（学
科別）

会議等

本　科

１ 年 生 ２　年　生

専 攻 科

キャリアガイダンス
⑤／就職活動の流れ
／編入学受験の流れ
／情報検索について
／インターンシップ
各種講座ガイダンス

（学科別）

キャリアアップ・進
路セミナー,進路を
具体的に選択する

５　年　生

進路確定・専攻科生
活のまとめと船出の
準備

(10/5)(HR)講話②

キャリアアップ・進
路セミナー,進路を
具体的に選択する

４月

６月

（保護者会）保護者対象の進路ガイダンス

（9/試験明け）進路
支援プログラムガイ

ダンス

 

出典：進路支援室資料 

 

資料７－２－④－６ 進路支援プログラムガイダンスの実施状況を示す資料（ガイダンス資料抜

粋） 

２００５年度進路支援プログラム
ガイダンス

２００５年10月11日（火）

メディアホール

対象　４年生　専攻科１年生

  

１．現実を生きること

• 自分の力にあった生き方をすること・・・もちろ
ん夢やチャレンジは、人生のエッセンス

• 高専で学んだことは、自分自身を生かす財産

• 新卒正社員のチャンスを無駄にする手はない。

　　（企業は、フリーターの時間を評価しない）

  

３．　進路支援室の活動と
　　　進路支援プログラムについて

（１）進路支援プログラム（希望者対象プログラム）

（２）進路支援データベース（ホームページ）

（３）キャリアサポートブース

 

４．進路支援セミナーの流れ

（１）SPI(職務適性・職務遂行能力を測定する
心理テスト ）セミナー

　　 ↓自己分析セミナー・自己ＰＲセミナー

（３）履歴書・エントリーシート作成講座

　　 ↓電話のかけ方・添え状の書き方講座

（４）面接対策講座

  

（１）SPIセミナー

　１）講座の内容(職務適性・職務遂行能力を
測定する心理テスト ）

　２）自己分析セミナー

　３）自己ＰＲセミナー

　　　　　担当：佐々木（進路支援アドバイザー）

  

履歴書・エントリーシート（自己紹
介書）作成講座ガイダンス

　１）講座の内容

　２）履歴書・エントリーシート作成講座について

　３）就職に係わる電話のかけ方講座

　４）関連書類送付に係わる添え状の書き方講座

　　　　　　担当：一色（進路支援アドバイザー）
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個人面接対策ガイダンス

　１）個人面接試験対策

　２）模擬個人面接の申込方法について

　　　　　　　担当：野頭（進路支援室事務主査）

  

おわりに

　これまでの人生（高専で学んだ時間
等）を最大限効果的に、
　これからの人生（就職や進学）に繋ぐ
ために、
　今からの準備（進路支援プログラム）
を万全にしておきましょう

　進路支援室は、応援します！
 

出典：進路支援室資料 

 

資料７－２－④－７ 進路支援室会議の実施が分かる資料及び議事録 

（１）平成１８年度進路支援室プログラムの表（抜粋） 

※進路支援室会議実施予定箇所は黄色でハイライトしてある。 

学年 １　年　生 ２　年　生 ３　年　生

目標

高専生活の過ごし方
をアドバイス・学び
の楽しさを育む

キャリアガイダン
ス・将来の夢を見つ
める

キャリアガイダン
ス・高専生活を振り
返り,将来を考える

新入生オリエンテー
ション（教務,学生
主事 各専門科 進路

クラス別ＨＲにおけ
る生活指導

(4/27)(HR)進路支援
室紹介

(5/11)(HR) キ ャ リ
ア ・ ガ イ ダ ン ス ③
「 社 会 の 求 め る 人
材」

５月

進路支援
室会議

(6/29 )(HR)講話①
「高専生活の過ごし
方（４年生のアドバ
イス）」

(6/15)(HR) 講 話 ③
「高専生活の過ごし
方（専攻科生のアド
バイス）」

(6/8,6/22)(HR)キャ
リア・ガイダンス④
進路適性検査とキャ
リアプランの作成

７月

進路支援
室会議/
就職・進
学懇談会

８月
進路支援
室会議

インターンシップ報
告会（上級生の報告
を聞く）

進路支援
室会議

進路支援
室会議

11月

進路支援
室会議

12月

進路支援
室会議／
進路支援
プログラ
ム策定会
議

１月

(1/18)(HR) 講 話 ④
「公共職業安定所か
らの講話」

希８
／手
紙の
書き
方講
座

希９
／電
話の
かけ
方講
座

希８
／手
紙の
書き
方講
座

希９
／電
話の
かけ
方講
座

進路確定・専攻科生
活のまとめと船出の
準備

10月

(10/5)(HR)講話②
「本校顧問による講

話」

(10/19,11/16,12/14
)(HR)キャリア・ガ
イダンス②（職業興
味検査と職業情報検

索）

キャリアアップ・進
路セミナー,進路を
具体的に選択する

４月

６月

（保護者会）保護者対象の進路ガイダンス

（9/試験明け）進路
支援プログラムガイ

ダンス

希５／
自己ＰＲ講座

４　年　生

進路ガイダンス（学
科別）

会議等

本　科

１ 年 生 ２　年　生

専 攻 科

キャリアガイダンス
⑤／就職活動の流れ
／編入学受験の流れ
／情報検索について
／インターンシップ
各種講座ガイダンス

（学科別）

キャリアアップ・進
路セミナー,進路を
具体的に選択する

５　年　生

進路確定・高専生活
のまとめと船出の準
備

希１／個人面接対策

進路支援
室会議

進路ガイダンス（専
攻科）

進路ガイダンス（専
攻科）

進路支援
室会議

クラス別ＨＲにおけ
る生活指導  （担

任）

希２／インターン
シップ事前教育「マ

ナー講習」

(10/19)(HR)講話⑤
「社会で活躍してい
る卒業生の講話」

進路の選択（４年前
半で）

インターンシップ準
備（実習先の検討・

依頼）

希４／就職総合テス
ト（SPI)＆自己分析

セミナー

講話⑥進
路支援講
演会「卒
業生の

キャリア
体験談」

希６
／履
歴
書・
エン
ト
リー
シー
ト作
成講
座

９月

希３／インターンシッ
プ報告会

（9/試験明け）進路支
援プログラムガイダン
ス

希
１
／
個
人
面
接

希６
／履
歴

書・
エン
ト

リー
シー
ト作
成講
座

講話⑥進
路支援講
演会「卒
業生の
キャリア
体験談」

希１／個人面接対策

進路支援
室会議／
進路支援
プログラ
ム策定会
議/進路
支援懇談

希５／
自己ＰＲ講座

希
１
／
個
人
面
接

インターンシップ事
前教育「マナー講
習」（専攻科）

インター
ンシップ
報告会
（専攻
科）

希４／就
職総合テ
スト

（SPI)＆
自己分析
セミナー

 

出典：進路支援室資料 

 

（２）議事録のサンプル 

 

平成１７年度第１６回 進路支援室会議議事録 

 

日時：平成１８年３月７日（木）１２：３０～ 

場所：管理棟１階小議室 
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参加者：守川 兼重 一色 佐々木 田村 野頭 

 

○議題： 

１．平成１７年度進路支援懇談会（３／１５）について 

 （１）内容・進行について以下のことを決めた。 

  １）１年間の活動報告（表にする） 

   ２）アンケート結果の概要 

   ３）来年度進路支援プログラム 

   ４）その他（就職情報） 

 

２）その他 

 来年度の新４・５年対象の懇談会を春休み中に実施する。 

 

２．アンケートの集計について 

 （１）来年度実施の留意点として，個人を特定した調査ではないことを明記する。 

 （２）学年別だけ無く，学科別の統計も集計する。 

 

３．現代ＧＰへの応募について 

 （１）本校の教育における特色を生かした形での申請とする。 

 （２）これについて，臨時の打ち合わせを行う。日程は後日調整。 

 

４．その他（次回会議等） 

出典：進路支援室資料 

 

資料７－２－④－８ 進路支援プログラム策定会議の実施が分かる資料及び議事録 

（１）平成１８年度進路支援室プログラムの表（抜粋） 

※進路支援プログラム策定会議予定箇所は黄色及び太字でハイライトしてある。 

12月

進路支援
室会議／
進路支援
プログラ
ム策定会
議

１月

(1/18)(HR) 講 話 ④
「公共職業安定所か
らの講話」

希８
／手
紙の
書き
方講
座

希９
／電
話の
かけ
方講
座

希８
／手
紙の
書き
方講
座

希９
／電
話の
かけ
方講
座

２月

月

編入生オリエンテー
ション

進路支援
室会議

講話⑥進
路支援講
演会「卒
業生の

キャリア
体験談」

希６
／履
歴
書・
エン
ト
リー
シー
ト作
成講
座

希
１
／
個
人
面
接
対
策

希６
／履
歴
書・
エン
ト
リー
シー
ト作
成講
座

希７
／面
接で
の
ディ
ス
カッ
ショ
ン対

講話⑥進
路支援講
演会「卒
業生の
キャリア
体験談」

進路支援
室会議／
進路支援
プログラ
ム策定会
議/進路
支援懇談

会希７
／面
接で
の
ディ
ス
カッ
ショ
ン対

希
１
／
個
人
面
接
対
策

 

出典：進路支援室資料 

 

（２）議事録のサンプル 

 

H17第１回 進路支援プログラム策定会議議事録 

 

日時：平成１６年１２月１５日（木）１６：１０～１７：１０ 

場所：管理棟２階会議室 

参加予定者：進路支援室関係者（一色，田村，守川，空課長） 

      学年担任代表（１年 吉田，２年 木村，３年 池田光，４年 藤原，５年 渡辺） 

      専攻科（原田），教務主事補（欠席），学生主事補（藤本） 

      学生相談室（原田） 以上１２名 

報告事項： 

１． 平成１８年度卒業生に対する求人状況について 

田村室長より，18年度卒業生の求人が始まったことの説明があった。また，求人票については，できるだけリ
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アルタイムでホームページに掲載するよう作業を進めるが，４年生担任に直接届いた求人票については，学生係に

原本もしくはコピーを転送することのお願いがあった。 

 

２． 平成１７年度進路支援プログラムについて（資料1-1） 

 今年度の進路支援プログラムについて，室長より大まかな経過報告があった。その後，野頭主査により，以

下の点について詳細説明と，これについての参加者の意見徴収があった。 

１）履歴書・エントリーシート等の講座（一色担当）について，参加者の現状が，一色アドバイザーから説明

があった。参加申し込みをして参加しない学生や，参加申し込みをしないのに参加する学生がいる。参加しても，

意識の高い学生と低い学生の両極端な状況があるといった状況が報告され，この状況に対する指導についてクラス

担任からの協力も得たい旨の報告があった。 

２）模擬面接について，野頭主査から報告があり，その成果について学生や教員の感想が求められた。５年担

任の渡辺教員から，臨機応変に面接試験リハーサルが実施されたことに学生も担任も感謝している旨発言があっ

た。また，一方で事務部長や各課長にも対応いただいたことにもお礼があった。 

３）SPIについては，担当の佐々木アドバイザーが不在のため，一色アドバイザーより説明があった。これま

で，学生相談室で行っていたものを，進路支援室で引き継いだ経緯について原田教員から説明があった。 

４）１年から３年までのプログラムについては，各学年とも適当であり，３年生では成果も感じられた旨，池

田教員より報告があった。 

５）インターンシップについて，藤原教員（４年生）から，進路支援室の対応について質問があった。３学科

の対応がまちまちであること（教務に相談中）や，事務の対応が整備されていないことから，未だ検討課題である

ことが説明された。 

４）コンピテンシーの開発に，本支援室の活動が成果があったかの確認については，今後，学生や教員に対す

るアンケートにより確認することとした。 

５）進路支援室の予算について，解説があった。 

 

議題： 

１． 平成１８年度進路支援プログラム（案）について， 

１）来年度進路支援プログラムについて，資料1-2に基づき説明がなされた。 

これに対して，参加者からそれぞれの立場での意見が出された。 

 １年代表（吉田教員）・・・問題ない。ただし，試験の前後にプログラムが入ることには注意が必要。 

 ２年代表（木村教員）・・・問題ない。しかし，２年生は今ひとつ進路に関する意識が低い。 

 ３年代表（池田教員）・・・性格診断テストは，結果が保護者会の１週間前くらいまでに担任が理解できる

状態にして欲しい。 

             年度始めは，クラス指導が必要なのでこれを配慮して欲しい。 

             プログラムの日程の変更は，出来るだけやめて欲しい。 

             性格診断テスト関連のＨＲは担任も参加した方がよい。 

２）来年度支援プログラムについては，これから行うアンケートや来年度の行事計画等を考慮して３月初旬を

めどに完成することとした。 

出典：進路支援室資料 

 

資料７－２－④－９ 進路支援室初年度の活動を振り返る（抜粋） 

※本報告書の全体については訪問調査時に提示。 

 

進路支援室初年度の活動（平成１６年１２月～平成１８年３月）を振り返る  

（アンケート結果の分析による報告）  

徳山高専 学生課 専門員 野頭克己 

序文  

 徳山高専のある山口県周南地方は山口県内では工業地域として位置付けられている。特に戦前に海軍の燃料

省等の軍事施設もあり，出光徳山精油所，新日鐵光製鉄所はその跡地に建設されたものである。さらに東ソー，ト

クヤマの化学メーカーがあり，コンビナート群のまちである。山口県は人口１５０万人弱の県であるが，県庁所在

地の山口市に主要産業が無く，県内に１０万人から２０万人の小都市が散在している。そのため，高専も宇部およ

び大島（商船高専）と３箇所に分散し，新幹線の駅も県内５箇所に散在している。 

 このような環境下で当校の卒業生は県内就職率２０％台で，多くの優秀な学生が県外へ流出している。た

だ，就職率は１００％と企業の人気は高く，進路支援について表面的には問題がないように見える。しかしなが

ら，学生相談室に相談を持ち込む学生の悩みのなかで進路の問題は多く，平成１６年末に進路支援室を立ち上げる

こととなった。 

 支援室は年間のプログラムを作成し，本科５年生と専攻科２年生のすべての学生を対象に活動を開始した。

プログラムは主にHRを活用した全員参加方式ものと希望講座の２種類がある。就職，進学を控えた４年生，５年生
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（専攻科１年生，２年生）は希望講座により，特に就職活動のバックアップを図っている。 

 平成１８年３月に実施したアンケートは，これらのプログラムに関する感想と（進路を中心とした）悩み，

不安についての項目を設けた。 

  

アンケート対象学生数 

本科１年生 １２６名，２年生 １２４名，３年生 １２４名， 

４年生 １２０名（うち就職 ７２名，進学 ４３名，未定 ５名） 

５年生 １１５名（うち就職 ７５名，進学 ４０名） 

専攻科１年生 ２４名（うち就職 １３名，進学 ８名，未定 ３名） 

専攻科２年生 ２０名（うち就職 １０名，進学 １０名） 

 

本文 

平成１８年３月に実施したアンケートの結果を参考として，支援室の活動を振り返る。学年毎に解説する。 

アンケートⅠ（プログラムへの感想） 

１． 低学年 

（１） １年生 

① 進路支援室（プログラム）の紹介（実施日 平成１７年５月１２日） 

支援室スタッフにより，①本校の就職・進学状況と社会状況（就職環境）の説明を交えながら解説し，②高専

生活（学ぶことの楽しさ等）の過ごし方のアドバイス，③支援プログラムの説明を行った。 

アンケート結果；理解できた学生１４％，に対して覚えてない学生が３４％，一部理解できた学生が４５％と

いう結果であった。 

かたどおりの説明で，浸透度はもう一つであるという反省もあり，１８年度は講話方式をやめて，具体的な作

業方式を取り入れることし，各自に履歴書を作成させ，今後の５年間で，空白の部分をどう埋めるかを考えさせ

た。（実施日 平成１８年４月２７日） 

② ５年生の講話（実施日 平成１７年６月２３日） 

機械電気，情報電子，土木建築の３学科の５年生による講話で彼らの学生生活を振り返り，語ってもらった。 

役だった２６％，覚えてない２３％，少し役立った４８％という結果となった。①のプログラムより，肯定的

な意見が１０％程度増加している。先輩による，より具体的な話であり，（部活での思い出，就職活動での履歴書

に記入することのないあせり，成績に可がたくさんあることの恥ずかしさ等）聞きやすさと説得力の効果がでてい

る。この講話は引き続き実施していきたい。 

③ 外部講師による講話（実施日 平成１７年１０月６日） 

本校の顧問である，三池孝道さん（周南JC前理事長，あかえ坊住職）に外部からみた高専生の感想を交えなが

ら，現在の高校生の悩みや受け付けた相談についてわかりやすく解説してもらった。結果は残念ながら役に立った

という感想は１５％，覚えてない２７％，少し役に立った４９％というもので，先輩講話ほどの反応ではなかっ

た。 

進路支援室紹介                   ５年生講話                  外部講師（三池） 

 

 

 

 

 

 

出典：進路支援室資料 

 

資料７－２－④－10 各懇談会の議事録 

（１）就職・進学懇談会議事録 

 

平成１７年度 就職・進学懇談会（進路支援室）議事録 

日時；平成１７年７月１１日（月）１６：１０～１７：３０ 

場所；管理棟２階会議室 

参加者；（敬称略） ４年担任 門脇 奥本 藤原 ；５年担任 兼重 池田 渡辺 

         上 学生主事；大橋 専攻科長；専攻幹事 西村 原田 熊野 

         進路支援室 田村室長 守川 一色 空 野頭 

欠席者；     森野 教務主事；進路支援室 佐々木 
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議題（報告および意見交換） 

１． 進路支援室の活動状況について（支援室長） 

懇談会を年２回実施したい旨説明があった。ざっくばらんな意見交換の場としたい。 

・HPの概要説明 

① 求人情報 

② 編入情報 

・ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄﾌﾞｰｽの状況説明 

 

２． 就職・進学状況について（５年担任，専攻幹事）（資料 １７年度進路内定状況） 

就職状況はほぼ終了したとの説明があった。 

・ 内定後に気が緩んでいる（ME,CA），成績の低下，補導案件等にあらわれている。この件で対策が必要（就

職した先輩からの講話を５年生にもセットしてはどうかと意見があり，検討することとした）。 

・ 身障者，女性の就職について厳しい状況あり。 

 

３． 進路指導の状況について（４年担任） 

１回目のアンケートをとった。 

・ ME 進学が１／３程度で例年通り。 

・ IE ほとんどの学生がはっきりしてない。 

・ CA キャリガイダンスを進学希望２２名（迷っている者を含む），公務員７名，民間１３名にわかれて受

講。 

 

４． ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟについて（支援室長）（別添資料により） 

① 前年度の参加状況と今年度の参加予定状況を確認した。 

・マナー講習を１５日に進路支援室で実施予定。 

・ 報告会についてＩＥ以外は実施とのこと。 

② 評価についても各学科で相違している。 

・ IEは受入企業が短期間ということでなじみにくいことから，参加者が少ない。 

③ 受入企業の開拓，交渉，事務 

（議論がでましたが，教務係と内容を確認した結果を書きます） 

・ Hyper-Campus（インターネット） 大手企業は（個別交渉の効率化から）この制度の利用が多い（県内企

業はほとんど該当ない）。学生で県外大手を希望しているものはコード等を教務で確認して検索することが望まし

い。 

・ 経営者協会（ものづくり）経由 

統一したフォームの作成が必要である。交渉力が協会は弱いので，個別折衝を学校側でする必要がある。複数の

学校を受け入れる企業は窓口を経営者協会で統一してほしい意向がある。 

・ 就職とのからみもあり，個別企業への折衝は各学科で行って欲しいが，事務手続きは教務で対応する。 

・ 覚書等の締結を希望する企業もあるし，逆に細かい書類をいやがる企業もあり，個々の企業の要望に応じ

た交渉が必要である。 

 

５． 進路支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施状況と今後の予定について（支援室長，野頭）（資料 「支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」，「進路支

援室の１２月から６月までの活動について」） 

・ 一色先生の履歴書からエントリーシートまでの集団指導，個別指導は各学科とも大変お世話になったとの

感想。 

・ 模擬面接は緊張した面接を実施できて，それなりの効果があった。 

・ IEは毎週木曜に専門面接を実施した。 

・ MEは履歴書提出から面接までの期間が短く，対応が難しかった。 

・ CAの学生は志望動機記述に悩む者が多かった。 

 

６． その他 

・熊野専攻幹事より専攻科へ多くの学生が受験することをお願いする依頼があった。 

出典：進路支援室資料 

 

（２）進路支援懇談会議事録 

 

平成１７年度進路支援懇談会議事録 

日 時：平成１８年３月１６日（木）１３：００～ 

場 所：管理棟２階会議室 



徳山工業高等専門学校 基準７ 

 304

参加者：吉田，桂，長廣，藤満，木村，池田光，重松，藤原，門脇，池田信，大成，江口，原田徳，大橋，森

野，上，室長，国重，守川，田村，兼重，一色，佐々木 

 

議 題  

１．進路支援室の活動について 

 １）平成１７年度の活動報告 

  資料１により，平成１７年度の活動を報告した。２２の進路支援プログラムと，これ以外の２６の活動につ

いて説明があった。 

 

２）来年度の進路支援プログラムについて 

  資料２（平成１８年度進路支援プログラム）について，平成１７年度プログラムと比較しながら説明があっ

た。 

 

 ３）ホームページとデータベースについて 

  ホームページの内容について，変更した点（卒業生のUターン就職のためのページ等）の説明があった。 

 

２．５年生の進路状況について（５年担任） 

  各学科の５年生担任から資料３に基づき，５年生の進路状況について近況報告があった。 

 

３．４年生の進路指導及び求人等の状況について（４年担任） 

  各学科の４年生担任から，既に企業からの求人が始まっている等の近況報告があった。 

 

４．専攻科生の進路状況（専攻科長） 

  大橋専攻科長から，専攻科学生の進路状況が報告された。 

出典：進路支援室資料 

 

資料７－２－④－11 保護者対象の進路ガイダンスで用いたパワーポイント資料（一部抜粋） 

 

出典：進路支援室資料 
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資料７－２－④－12 ウェブサイト上の進路情報データベースの部分 

 

出典：本校ウェブサイト 

 

資料７－２－④－13 徳山高専ウェブサイト上のキャリアサポートブースの使い方の部分 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/support/usage.html 
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資料７－２－④－14 学科と進路支援室による共同の進路指導実績を示す資料（抜粋） 

 

出典：進路支援室資料 
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資料７－２－④－15 進路支援室と学生相談室が連携して学生をサポートすることを示す資料 

平成１６年４月運営委員会資料                    資料２ 

 
進路支援室の設置について（案） 

 
目的 

現在，学科毎に対応を行っている進路指導を一元化し，充実発展さ 
せることにより，学生支援体制の強化を図る。 
 また，進路の相談が多数寄せられる学生相談室と連携を取り，低
学年からキャリアガイダンス等を実施することにより，学生の不安
を解消する。 

 
業務 

・就職相談・指導 
・進学相談・指導 
・学科間の連絡調整 
・キャリアガイダンスの企画，実施 
・面接指導 
・求人企業数増大のための方策の検討 
・求人票，大学編入学募集要項等の管理 
・求人情報，大学編入学募集情報の閲覧データ作成 
・就職試験必要書類，進学試験必要書類の手配 
・就職試験報告書，編入学試験報告書の管理 
・求人企業等来訪時の応対・接遇 
・卒業生の動静調査，訪問 
・その他進路指導に関すること 

 
構成 

進路支援室 
各学科 1 名の 3 名（※室長は，室員の中から互選により選出） 
学生生活・就職支援係長 
民間企業経験者スタッフ（非常勤）1 名 
事務員（パートタイム）1 名        計 6 名 

構成図 

 

学生サポートセンター 

学生相談室 進路支援室 

 

出典：運営委員会資料 

 

資料７－２－④－16 進路支援室と学生相談室が連携したケースを示す資料 

※個人名が特定される恐れのある箇所は黒塗りがしてある。 

 

IE 年（ 年 組） の相談に対する対応について 
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年9月2日 

 

◎ シェアすべき情報及びこれまでの大まかな流れ等 

新入生アンケート（入学時実施）では意欲，不本意入学等については該当せず。⇒面談実施なし 

ただし，不安（学習についていけるか等）は高かった。 

マルチ検査（H 年9月実施） 家庭不適応感＝やや高い，学校・学級不適応感＝低い，規律性＝やや低い，学習態

度＝学校，家庭ともやや打ち込めない，学習意欲＝中間，学習に対する自信＝なくしている 

 

成績：1年前中40／40（理数系，専門低い），1年前末40／40，1年後中39／39，学年末39／39 

   2年前中39／39（理数系，英語低い，専門極端に低い）平均40.3 

 

今年7月 先生経由で 先生に相談：専門が分からない 

     先生が補習をアレンジ⇒何度か補習に行くが，「分からない，教え方が悪い」などの不満。 

あまり改善せず。 

 

今年8月 先生経由で野頭さんに相談：高校へ転学したい（高専ではきついので今よりレベルの低いところへ

の転学希望） 

     転学の制度等があるかどうかを野頭さんが調査 

 

担任（ 先生）との面談⇒現実的なことを考えると3年終了を認定してもらい方向転換するのが妥当ではないか

との話をされている。 

 

 

◎ その他 

同じクラスの とよく一緒にいる。 

いろいろなことを自分で決め，はきはきとしゃべる。 

この夏休み中に をする⇒おもしろくなかった。 

補習等での先生の気付き⇒教科書を読んで理解しようとしない。 

本校での勉強をがんばるように強く勧め続けると不登校になる心配もある。（本人もそのように言っている） 

専門が苦手というレベルを超えて，完全に嫌いというレベルに達している。学習意欲もなさそうである。 

 

◎ 相談室の見解 

主訴，問題点が「高専での勉強がいやだ」ということくらいしか見当たらない。身体症状もなし。 

⇒問題点（現実）をもう一度クリアにし，その問題を解決するためには何をする必要があるかを自ら判断し，問題

解決のために自らが動くよう（現在，判断は自分で下しているようだが，具体的な活動についてはほとんど他人任

せになっている。）指導することが必要では。 

 

このままの成績では，留年。⇒勉強をもう一度やり続ける。or進路変更を考える＝具体的な方法を自ら調査し，可

能なら，その方向で自らが担任と相談しつつ動く。これくらいのオプションしか，現実にないということをしっか

り認識してもらう必要がある。 

 

ただし，身体症状や，深いところに何か別の原因があるのであれば（現在の時点では分からない），別の対応が必

要。 

 

出典：学生相談室資料 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

  ・これまで学科やクラスごとに個別に実施されてきた学生支援が，学生相談室や進路支援室の働

きにより，ネットワーク化，組織化され，協働で学生をサポートする体制が整っている点。 

  ・単位習得の認定や経済的な支援で，学生に多くのインセンティブを与えている点。 

  ・学習シートやアンケートで学生の希望や評価を積極的にくみ取ろうとしている点。 

（改善を要する点）  

  ・特になし。 
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（３）基準７の自己評価の概要 

学習を進める上でのガイダンスを全学生に対して学年別，学科別，クラス別と縦横に整備・実施し

ている。 

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制も，学生相談室のコミュニティワークによ

り，ネットワーク化している。 

個々の授業についての学習支援に関する学生のニーズは，学習シートを用いて把握している。また，

資格試験や検定試験受講，外国留学に関する学生のニーズについても英語科のアンケートや各学科の

各種資格試験受験者数調査によって把握している。 

資格試験や検定試験，外国留学のための支援体制は，十分機能している。 

留学生，編入学生，社会人学生，障害のある学生に対しては，事前指導や補習を行い，本校の環境

に適応できるようにするための学習支援を提供している。 

課外活動に対する支援体制は充実している。 

学生の生活，経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制は，学生相談室のコミュニティワークに

より多面的に機能し，支援実績も十分上がっている。 

留学生に対しては，施設面だけでなく，留学生担当教員，チューターの複数のサポートネットワー

クが形成され，十分機能している。また，障害のある学生に対しても，施設のバリアフリー化が実施

されているだけでなく，係わりのある複数の部署の教職員が，入学前の特別打ち合わせ会を通して情

報をシェアし，サポートネットワークを形成し，生活面の支援を行っている。 

学生寮は，寮務主事を中心とするスタッフおよび寮生会が協力して，生活および勉学のための有効

な場としている。 

進路指導については，従来の学科ごとの指導に，進路支援室による全学科・全学年対象のサポート

が加わることにより，支援のネットワーク化が進み，質の高いサポートが提供できている。また，進

路支援プログラムに組み込まれている各種講座に対して，学生は高い満足度をもっている。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

８－１－① 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校地，

運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のための施設，

語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育のための練習船等

の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点にかかる状況） 

平成１６年４月に独立行政法人化され，本校の教育内容を達成するために国から譲り受けた財産

として次に掲げる施設・設備を承継し，維持保全に努めながら有効に活用すると共に，教育環境の

整備に向けた保守・整備を計画的に行っている。 

 

(a)主な建物（資料８－１－①－１）及び内訳 

・教室・管理棟（１～３年生教室，物理実験室，ＬＬ教室，教官室，事務室等） 

・専門科目棟（４～５年生教室，実験室，製図室，教官室等） 

・図書館棟（閲覧室，書庫，事務室，保健室，学生談話室，講義室等） 

・専攻科棟（実験室，講義室，学生研究室等） 

・テクノ・リフレッシュ教育センター（研究室，研修室等） 

・情報処理センター（第一・第二パソコン室等） 

・実習棟（実験室，工作室，機械工場等） 

・メディアホール（視聴覚室，機器室） 

・体育施設（第一・第二体育館，武道場，柔道場，プール，庭球場，野球場，陸上競技場等） 

・学生寄宿舎（男子寮，女子寮，食堂，浴室，談話室，補食室，事務室等 

・福利厚生センター（食堂，集会室，研修室，談話室等） 

・合宿研修施設（研修室，宿泊室，教官室等） 
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資料８－１－①－１ 施設配置図 

 

出典：学校要覧 

 

 (b)各学年別教室一覧 

名称 面積 収容数 クラス等 

教室 69      44 １年１組 

教室 69 43 １年２組 

教室 68 43 １年３組 

教室 68 42 ２年１組 

教室 68 42 ２年２組 
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教室 69 43 ２年３組 

教室 69 48 土木建築３年 

教室 68 42 情報電子３年 

教室 68 42 機械電気３年 

教室 68 41 情報電子４年 

教室 69 47 機械電気４年 

講義室 68 44 土木建築４年 

講義室 68 40 機械電気５年 

教室 59 41 土木建築５年 

講義室 68 43 情報電子５年 

 

 (c)主な共通教室一覧 

名称 
面

積 
収容数 月 火 水 木 金 

第一パソコン室 119 51 4／4 2／3 2／2 2／- 3／2 

第二パソコン室 96 46 4／2 1／3 2／1 1／2 2／3 

講義室 1（専攻科） 35 24 1／3 2／3 -／- 1／3 -／- 

講義室 2（専攻科） 35 24 2／3 3／3 1／- 2／3 1／1 

講義室 3（専攻科） 35 24 2／2 3／2 -／1 1／2 3／2 

中講義室 88 50 3／1 2／1 3／2 3／3 1／2 

メディアホール 181 130 1／- -／- 2／1 -／1 -／- 

合併講義室 134 130 2／- 2／- 2／1 -／1 -／- 

物理実験室 135 66 1／3 3／2 2／1 2／3 2／1 

化学実験室 95 46 -／2 2／- 2／- 1／1 2／1 

LL 教室 101 46 2／- 3／3 -／- 1／1 -／- 

留学生ゼミ室 32 8 -／2 -／1 -／2 -／3 -／1 

※（稼働状況 月曜日～金曜日のコマ数，午前／午後） 

 

(d)共通教室の主な設備 

 ・第１パソコン室 パソコン５１台 

 ・第２パソコン室 パソコン４６台 

 ・講義室１（専攻科） プロジェクター，大型モニタ 

 ・講義室２（専攻科） プロジェクター，大型モニタ 

 ・中講義室 プロジェクター，ＤＶＤ，ビデオ，グランドピアノ 

 ・メディアホール LAN モジュールコンセント付きデスク 

 ・合併講義室 プロジェクター，大型モニタ，ビデオ，ＯＨＰ 

 ・物理実験室 実験台（水栓，ガス，コンセント付き）15 台，ＯＨＰ，プロジェクター 

 ・化学実験室 実験台（水栓，ガス，コンセント付き）12 台，ドラフトチャンバー 

 ・ＬＬ教室 ＬＬ学習システム，モニタＴＶ４台 
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 ・留学生ゼミ室 ノートパソコン，テレビ，モニタ，ラジカセ（２台） 

 

(e)施設の整備（工事・営繕関係）一覧 

昭和５０年 ３月 本校舎，寄宿舎，体育館第１期工事竣工 

昭和５１年 ３月 専門科目棟，実験実習棟，電子計算機棟，図書館第２期工事竣工 

昭和５２年 ３月 陸上競技場，野球場工事竣工 

昭和５７年 ３月 福利厚生施設，柔道場工事竣工 

平成 ３年 ３月 寄宿舎の一部を改修し，女子寄宿舎を設置 

平成 ６年 ３月 女子寄宿舎を増設 

平成 ６年 ６月 校内緑化，校内道路拡幅，陸上競技場等改修工事竣工 

平成 ６年１１月 テクノ・リフレッシュ教育センター工事竣工 

平成 ９年 ３月 専攻科棟新営工事竣工 

平成１１年 ７月 視聴覚棟（メディアホール）新営工事竣工 

平成１１年 ８月 太陽光発電設備を設置 

平成１３年 ３月 渡り廊下新営その他工事 

平成１７年 ３月 教室・管理棟校舎外壁改修工事 

平成１８年 ３月 校舎空調設備改修工事 

 

(f)主要な備品資産明細一覧 

①一般科目 

１）全自動Ｘ線回折装置（リガク，RINT-Ultima） 

・試料にＸ線を照射して分析・構造を解明する装置 

・主な用途：研究用―層状チタン酸塩の合成。教育用－情報電子工学総合演習 

②機械電気工学科 

１）三次元ＣＡＤ教育システム（コンパック） 

・三次元立体図面作成システム 

・主な用途：授業，実習 

２）ＣＮＣ立フライス盤（寿工業 KMV-4） 

・数値制御付金属加工機械 

・主な用途：授業，実習 

３）制御教育実習システム（オークママシニングセンター VR-40A） 

・自動工具交換付金属加工機械 

・主な用途：授業，実習 

４）コンピュータ制御セラミックス試験機（３点４点曲げ試験治具付き） 

・高温及び室温下におけるセラミック及び金属材料の機械的特性解析 
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・主な用途：卒業研究，特別研究 

５）複合負荷精密材料試験機（島津オートグラフ AG-100KNES） 

・金属材料の引っ張りおよびねじり強度を測定する試験機 

・主な用途：教育用－共析鋼の低サイクル疲労寿命の関係（卒業研究）工学実験， 

研究用－ラジカル窒化を施した高強度鋼の疲労特性と延性の関係 

６）電磁環境計測システム（米国アジレン社，新川電機） 

・低周波から高周波まで各種のシールド材料の遮蔽効果を計測しＬＳＩ基板から放出される電磁

波評価が可能 

・主な用途：教育用－工学セミナー，卒業研究 

研究用－専攻科総合実験，鋼板の渦電流探傷，導体板の速度測定 

③情報電子工学科 

１）先端電子回路開発システム（ソフィアシステムズ） 

・電子回路の製作技術において書き換え可能なＩＣを設計製作する技術を教育するためのシステ

ム 

・主な用途：基板設計および製作（実験実習，卒業研究） 

④土木建築工学科 

１）三軸圧縮試験機（九州丸東） 

・粘土や砂の圧密せん断特性や土の強度変形特性を調べる試験機 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究 

２）分割型圧密試験機（マルイ NIS-232-1-65-5） 

・分割された試料に対する経時的な層別圧密挙動及び間隙水圧の変化を計測する試験機 

・主な用途：研究用―卒業研究。特別研究 

３）レーザー流速計（DISA55X シリーズ） 

・流速測定及び流れの可視化をする装置 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究 

４）ドップラー流速計（ﾀﾞﾝﾃｯｸｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ社） 

・流速測定及び流れの可視化をする装置 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究 

５）500kN 万能試験機・2MN 耐圧試験機（JT ト-シ社） 

・材料・構造の強度試験をする装置 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究。共同研究 

６）サーボアクチュエータ式負荷装置（JT ト-シ社） 

・5 本のサーボアクチュエータと 10 本の油圧ジャッキによりさまざまな構造試験，振動試験を行

う装置 

・主な用途：研究用―卒業研究，特別研究。共同研究 

７）サーバーシステム（日商エレクトロニクス）[情報処理センター] 

・学生演習用のＬＡＮシステム付属サーバー 

８）キャンパス情報ネットワーク（日商エレクトロニクス） 

・高度な情報通信技術の活用による新しい教育環境を実現し，高速で新しい機能の追加や拡張性

を備えたシステム 
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（資産台帳搭載価格 1,000 万円以上を計上） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

最近の施設の改修工事としては，平成１７年３月に校舎・管理棟の外壁改修工事を行い，平成１８

年３月には校舎空調設備改修工事を行って，教育環境が大いに改善された。 

なお，本校の教育・研究環境の充実のためには，維持保全及び施設整備事業を鋭意行っていくこと

が必要であり，設置後 30 年を経過していることから老朽化改善対応，１クラス最大 48 人の学級もあ

り，教室狭隘化解消，卒業研究に専念するための部屋の整備，さらには，ゆとりスペースの確保に向

けた改善改修工事並びに安全確保のための耐震補強改修工事を計画的に行っていくことが必要である。 

これらの改善改修を計画的に実施するため平成１４年１２月に策定された「教育環境改善計画」

（資料別冊）を基に毎年，施設整備事業に係る予算要求を行っている。 

以上のことから、本校の施設・設備については，高等専門学校設置基準における基準を満たし,整備

されており有効に活用している。 

 

観点８－１－②：教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリティ

管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点にかかる状況）  

(a) 学内ネットワークとして，平成７年度に幹線を100Mbps FDDI，支線を10Mbpsイーサーネットとし

た学内LANを敷設した。その後，ネットワーク利用が急速に拡大したことから，平成１３年度末に基幹

1Gbps，支線を100Mbpsに高速化した。 

(b) 外部とのネットワークに関しては，安定な外部接続を確保するために以下のように２形態の回線

接続を行っている。 

① YSN（やまぐち情報スーパーネットワーク）を介しての山口大学との接続。 

回線速度：100Mbps 

利用目的：SINET を介してインターネットと接続。山口大学をはじめ YSN 接続機関との情報交換。 

② CTNET（中国通信ネットワーク）を利用して CCCN（CTNET の運用するプロバイダ）と接続。 

回線速度：4Mbps 

利用目的：CCCN を介してインターネットと接続。YSN 停止時の非常回線として運用。 

(c) メールサーバ用アンチウィルスソフトを平成14年12月に導入した。これにより，学外からのメー

ルを介してのウィルスの進入を防御することができるようになり，かつ，学内からのウィルスメール

も送付することができなくなった。なお，これまでに，送られてきているウィルスに関しては全て駆

除されている。 

(d) 学内の全教職員および学生は，情報処理センターのウェブサイトから，パソコン用ウィルス駆除

ソフトをダウンロードできるようになっている（資料８－１－②－１）。平成15年11月より，Windows

用のSymantec AntiVirusを，平成17年10月には，Mac OSX用およびUNIX用のSophos Anti-Virusも完備

したことにより，全てのOSについての対応が可能となった。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 インターネット利用を含め，学生のネットワーク利用状況は良い。また，学生寮にもネットワーク
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を整備しており，学生の需要を満たしている。また，ネットワークのセキュリティを確保するために，

アンチウイルスを導入するなど，ソフトウェア面からの対策は充足されている。校内ネットワーク設

備については，各部所のネットワーク機器を基幹ネットワークに直接接続する形態となっており，取

り扱いの不注意により障害が発生することがあり，必ずしも十分な設備とは言いがたい。これに関し

ては，予算要求を継続的に行っている。学生のニーズを満たす点では，校内ＬＡＮ，外部接続とも十

分である。更なる充実として，校内無線LANを計画中であり，これについても予算を要求している。 

 

 以上のことから報ネットワークが十分なセキュリティ管理の下に適切に整備され，有効に活用され

ている。 

 

以下は本校ウェブサイトからの裏づけ資料である。 

 

 

・学内のパソコン（Windows，Mac)全部にアンチウィルスソフトをインストールできるライセンスを購

入しました。アンチウィルスソフトを必ずインストールしてください。 

          アンチウイルスソフトのインストール 

・ウィルスに感染したときには，必ず，ＬＡＮケーブルを抜いて，情報処理センターに連絡してくだ

さい。 

ウィルス感染情報 

2004/01/27 W32/MyDoom-A（W32.Novarg.A@mm ）ウィルスに感染したパソコンがありました。 

（センターに報告されたウィルスだけです。） 

メールウィルス情報 

２００２年１２月にメールサーバにアンチウィルスソフトをインストールしました。 

インストールしたことにより，学外からメールを介してウィルスが進入することを防ぐことができる

ようなりました。また，学内からウィルスつきのメールを送ることもできなくなりました。ウィルス

に感染したメールを送ると戻って来ますので，そのようなことがありましたら，必ず，情報処理セン

ターの方に連絡してください。 

最近の送受信したウィルスメールを紹介します。 

 

学内からのウィルス 

年月日 ウィルス名 件数 

2004.01.27 W32/MyDoom-A 196 

2003.02.18 W32/Klez.gen@MM 205 

2003.02.17 W32/Klez.gen@MM 1224 

2003.02.16 W32/Klez.gen@MM 586 

 

学外からウィルス 
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年月日 ウィルス名 件数 

2006.04.11 W32/Netsky-D  1 

2006.04.10 W32/Netsky-Q  7 

2006.04.10 W32/Netsky-P  4 

2006.04.10 W32/Netsky-D  1 

2006.04.09 W32/Netsky-Q  25 

2006.04.09 W32/Netsky-P  4 

2006.04.08 W32/Netsky-D  2 

2006.04.08 W32/Netsky-Q  13 

2006.04.08 W32/Netsky-P  3 

2006.04.07 W32/Netsky-Q  12 

2006.04.07 W32/Netsky-P  4 

2006.04.06 W32/Netsky-P  3 

2006.04.06 W32/Netsky-Q  13 

2006.04.05 W32/Netsky-Q  12 

2006.04.05 W32/Netsky-P  4 

2006.04.05 W32/Netsky-D  1 

2006.04.04 W32/Netsky-Q  17 

2006.04.04 W32/Netsky-D  1 

2006.04.04 W32/Mytob-C  2 

2006.04.04 W32/Netsky-P  2 

2006.04.03 W32/Netsky-Q  13 

2006.04.03 W32/Mytob-C  4 

2006.04.03 W32/Netsky-P  4 

2006.04.03 W32/Netsky-D  2 

2006.04.02 W32/Netsky-P  6 

2006.04.02 W32/Netsky-Q  12 

2006.04.02 W32/Netsky-D  1 

2006.04.01 W32/Netsky-Q  17 

2006.04.01 W32/Netsky-D  1 

2006.04.01 W32/Netsky-P  2 

2006.03.31 W32/Netsky-Q  15 

2006.03.31 W32/Mytob-C  4 

2006.03.31 W32/Netsky-P  2 

2006.03.31 W32/Nyxem-D  1 

2006.03.30 W32/Mytob-C  4 

2006.03.30 W32/Netsky-Q  5 

2006.03.30 W32/Netsky-P  6 

2006.03.30 W32/Netsky-D  1 

2006.03.29 W32/Netsky-Q  9 

2006.03.29 W32/Netsky-D  1 

2006.03.29 W32/Netsky-P  4 

以下省略 
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資料８－１－②－１ アンチウィルスソフトについて 

 

出典：本校ウェブサイト 

 

観点８―２－①：図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備され

有効に活用されているか。 

 

（観点にかかる状況） 

 図書館の閲覧室には 80,151 冊の図書（内洋書 10,214 冊）と 831 種の雑誌（内，洋雑誌 248 種）な

どが，専門分野ごとに系統的に整備・分類され，創造教育や外部資格取得関係の図書は，独立コーナ

ーに利用しやすく配架してある。閲覧室には，検索用のパソコン 8 台，貸出用のノートパソコン 2 台，

視聴覚資料用の AV 機器を 4 組設置している。平成 7 年 1 月から一般公開を開始した。図書館 HP では

OPAC を公開し，平成 15 年 7 月からは山口県内横断検索にも参加している。 

時間外開館は平成 4 年 4 月から実施した。当初は日曜日を除く開館（平日 17:00～20:00・土曜日

9:00～13:00）であったが，平成 9年 4月からは日曜日の時間外開館（9:00～13:00）も開始した。 

また，図書館システムは平成 7 年度の校内ネットワークの整備に伴い，インターネットによる検索

が可能となった。さらに，平成 10 年３月には更新（丸善・PUBLIS）され，入退館システム（伊藤伊・

ILAS）も導入した。図書の発注，受入，蔵書点検，貸出，雑誌の受入，製本，廃棄，貸出，文献複写

の依頼・受付等，全て前述の図書館システムで処理している。所蔵雑誌は図書館が集中管理している

ので，散逸することなく製本がスムースにでき文献の依頼に対しても迅速に対応できる。昭和 55 年度

から情報電子工学科の協力により，内部開発による電算化をすすめ，平成 8 年学内ＬＡＮが整備され

たのに伴い，新システムを導入し業務の電算化をほぼ完了している。 

図書館システムに関しては長岡技術科学大学・高等専門学校統合図書館システムを平成 19 年 3 月よ

り導入する事とし，また入退館システムを更新するための予算要求を継続的に行っている．なお，蔵

書数は以下のとおりである。 
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               蔵書冊数    （平成 18 年 3 月 31 日現在） 

    図書 (冊)   雑誌 (種類)   視聴覚資料等(点) 

 和漢書 69,937 583 776 

 洋 書 10,214 248 163 

 合 計 80,151 831 939 

 

（分析結果とその根拠理由） 

図書館システムでは，教官室の端末から図書の注文，文献複写の依頼が出来る。図書館 HP には，

OPAC，購読雑誌のコンテンツ，ScienceDirect，JDream，NACSIS の情報サービス等が掲載されているの

で文献検索が教官室・卒研室からできる。図書・雑誌のバーコードで貸出・返却が迅速に処理され，

貸出情報で返却の督促通知や利用状況の統計処理等を行うことができる。貸出中の図書・雑誌の借り

出し予約ができる。また，年に 1 度の蔵書点検のデータ処理が迅速であり，入退館システムの導入に

より行方不明図書が激減した。 

試験前や試験中には閲覧室が満席になるほどの利用があるが，現在はワンフロアでパソコンも AV 機

器も使用しており，図書館が十分な機能を発揮するには狭隘である。 

 以上のことから図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備され有

効に活用されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・学内情報ネットワークの高速化，学外接続との高速化がなされている。 

・情報セキュリティの対応が確立されている。 

・図書館システムを通じて，インターネットによるサービスが進んでいる。 

・図書館システムによる業務の電算化で，素早い対応やきめ細かいサービスができる。 

（改善を要する点） 

・本校の教育・研究のさらなる発展を期するためには，老朽化対応，教室の狭隘化解消，卒業研究室

の整備，ゆとりスペースの確保，創造教育の充実に係る施設の計画的な施設整備事業が必要である。 

・無線ＬＡＮの新規設置の検討が必要である。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 本校の教育目標，教育課程に対応した校地・校舎・教室・図書館・情報処理センター・体育館・運

動場等の施設が整備されている。教育用の機械・器具の設備も整備されており，有効に活用している。 

 また，学内情報ネットワークについても高速化，学外接続の高速化を図っているほか，情報セキュ

リティ対応についてもウィルス対策体制が確立されており，教育研究および学生のニーズを満たすも

のとして整備され，有効に活用している。 

図書館については，学生および教員のニーズにあった図書，学術雑誌，視聴覚資料などの教育研究上

必要な資料が備えられている。また，土・日や夜間の利用にも対応するなど利便性の高い図書館とな

っており，学生も有効に活用している。
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基準９ 基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

教育活動に関するデータや資料の収集・蓄積は，学習・教育レビユー室を中心に各授業科目の成績

評価資料（全答案を含む）管理およびシラバス内容の点検が行われている（資料２－２－①－７）。

平成１２年度以降，学生からは授業アンケートを収集しているが，平成１８年度からはオンライン授

業アンケートシステムへ変更された（資料９－１－①－1）。徳山高専教育モニターも参加する公開授

業とそのレビュー会による評価資料も蓄積されている（資料２－２－①－９）。 

各教員の「年間職務の自己評価書」の提出が義務付けられ，自己評価委員会により主要結果はグラ

フによりＨＰで公開されている（資料９－１－①－２）。 

収集された資料・データは，学習・教育レビユー室のみならずFD委員会，顧問会議（資料１１－２

－①－１）や将来計画委員会・自己評価委員会，総合企画室，教務委員会，専攻科委員会，教員会議，

教室会議等の連携による点検システムが確立され（資料９－１－①－３），継続的に教育の評価改善

に反映されている。 

 

資料９－１－①－１ オンライン授業アンケートシステム 

 

出典：本校ウェブサイト（学内限定） 
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資料９－１－①－２ 年間職務の自己評価結果の公開（抜粋） 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/rader_graph.html 
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資料９－１－①－３ 教育点検システム 

 
出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/jabee/edu_system.html  

 

（分析結果とその根拠理由）  

学習・教育レビユー室を中心として「成績評価資料」，「授業アンケート」等の教育活動の実態を

示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。また，FD委員会，顧問会議や将来計画委員会・自

己評価委員会においても，各々教育の状況についての評価を適切に実施できる体制が整備されている。 

以上のことから，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積されている。教育状況に

対する継続的な評価システムが十分整備され，スパイラルに改善，発展するためにＰＤＣＡ（Plan Do 

Check Action）が機能している。 



徳山工業高等専門学校 基準９ 

 323

 

観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

（観点に係る状況）  

 学生による授業評価アンケートが各科目とも年２回（半期科目は，中間と学期末，通年科目は，前

期末と学年末）実施され，集計結果は各教員に通知され授業改善に役立てられている。ＨＰでは授業

評価が公開されている（資料９－１－②－１）。アンケート項目の検討，改善については学習・教育

レビュー室を中心に授業アンケートに関する調査を学生に対し実施している（資料９－１－②－２）。 

学生および教員に対して「シラバスアンケート」が実施され，教員研修会およびＨＰで提示され，

シラバスのブラッシュアップに役立てられている（資料９－１－②－３）。学習シートの活用による，

授業ごとの達成度評価および学生の要望の聴取がなされている（資料９－１－②－４）。 

各教員のオフィスアワー提示が教員室前およびＨＰに掲載され，活用されている（資料９－１－②

－５）。学生相談室における学生の要望聴取と指導がなされている（資料９－１－②－６）。 

卒業研究，専攻科特別研究における学生による「コンタクトタイムノート」の記載および担当教員に

よるチェックが年間を通じて行われている（資料５－７－①－１）。 

 

資料９－１－②－１ 学生による授業評価アンケート 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/self_evaluation.html 
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資料９－１－②－２ 平成１７年度授業アンケートに関する調査結果（抜粋） 

 

学生の皆さん、授業アンケートに関する調査に協力いただき、ありがとうございます。 

次ページ以降に集計結果をまとめました。いずれの項目でも、学科による違いは見られませんでしたので、学年毎に

グラフにしました。学年毎にも、各項目では大きな違いはないようです。 

以下では各項目について見てみます。 

実施回数について 

現在、実施されている 2回がよいと回答された方が、５～６割でした。 

現在の実施回数でよいと思います。 

記名について 

「反対」の意見が多いようですが、「どちらでもよい」との意見も多いようです。 

ＨＰ閲覧について 

高学年になるにしたがって、見たことがある人が多いようです。 

まだまだ、改善をする必要があると思います。 

回答に真剣に記入しているか 

大多数の方が、真剣に記入していると答えています。 

自由記述欄には、「いい加減に答えている人が多い」と書かれた意見も多く見られました。 

改善に役立っているか 

33％近くの人が、改善に役に立っていると答えています。この数字の妥当性は分かりませんが、改善されていますの

で、授業アンケートは続けたいと考えています。 

学習・教育レビュー室 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/review/index.html 

 

資料９－１－②－３ 平成１７年度実施シラバスアンケート集計結果（抜粋） 

 

シラバスアンケートの集計について            学習・教育レビュー室  

学生、教員の皆さん、シラバスに関するアンケートに協力いただき、ありがとうございました。  

次ページ以降に集計結果をまとめました。一つは1年生から3年生と、4年生から専攻科の学生の２つの集団で集計

し、他方は1年生から5年生と、専攻科の学生の２つの集団で集計を行いました。専攻科学生の結果は、本科学生との

結果と一部異なる傾向が見られますが、全体的には同じ傾向を示しています。  

また、2003年度にも、同じ内容でアンケートを実施した部分がありますが、その結果と比較しても、同じ傾向が見

られました。  

問３の各項目で重要度を比較するために、レーダチャートにしました。グラフは最後のページにあります。  

回収率を以下の表に示します。  

1年生  2年生  3年生  4年生  5年生 専攻科 学生全員 

回収率（％）  ９８  ９４  ８５  ８６  ７８ ７１ ８７  

 
 

教員の回収率（％）  ５８ 

 
 

要望の中から、以下の改善案を教務主事室へお願いしたいと考えております。  

 1. コンパクト化（軽く、薄く、学科別、学年別、クラス別）を検討する。  

 2. 分かりやすい表現での記入、評価法の詳しい（テスト以外の評価法も）記入を、お願いする。  

  

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/review/index.html  
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資料９－１－②－４ 学習シートの活用による，授業ごとの達成度評価および学生の要望の聴取

（例） 

 

建築構造設計(学習シート#01)    ＣＡ４番号  氏名          

 

建築構造力学の基本の理解の程度に関する次の質問項目の□にチェックして答えて下さい。 

 

１． 単純ばりや片持ちばりの反力をもとめることができますか。 

□ できる。 

□ 簡単なものならできる。 

□ できない。 

 

２． 単純ばりや片持ちばりの曲モーメント図（M 図）、せん断力図（Q 図）、軸力図（N 図）が描くことができま

すか。 

□ できる。 

□ 簡単なものならできる。 

□ できない。 

 

３． 曲モーメントの１回微分はせん断力になり、せん断力の１回微分は分布荷重になることを理解しています

か。 

□ 理解している。 

□ なんとなく理解している。 

□ 理解できない。 

 

４． 曲モーメントは引張り側を正（＋）、せん断力は時計回りを正（＋）、軸力は引張りを正（＋）とすること

を理解していますか。 

□ 理解している。 

□ なんとなく理解している。 

□ 理解できない。 

 

５．授業に関する疑問点や感想等を自由に書いて下さい。 

 

出典：建築構造設計学習シート 
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資料９－１－②－５ 各教員のオフィスアワー提示（抜粋） 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/office_hour.html 

 

資料９－１－②－６ 学生相談室における学生の要望聴取と指導 
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出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/campuslife/counseling_center.html 

 

（分析結果とその根拠理由）  

授業評価や満足度評価，および教育環境のソフト面については，よく学生の意見が聴取され，改善

に反映されている。 

以上のことから，学生の意見の聴取が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切 

な形で反映されている。 

 

観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況） 

顧問会議（資料11－２－①－４），卒業生アンケート（資料９－１－③－１）および企業アンケー

ト（資料９－１－③－２）等による外部評価および検討がなされている。 

 アンケートの結果及び顧問会議の提言を受けて，将来計画委員会・総合企画室で審議し，例えば，

社会との連携，国際交流等の課題を「中期計画」（資料９－１－③－３）に反映させ，その具体的方

策としてインターンシップの推進・大学との連携・国際交流等（資料５－１－②－２）を実施するな

ど教育状況の改善を図った。 

 

資料９－１－③－１ 高専卒業生アンケート集計結果（抜粋） 

 

出典：徳山高専卒業生アンケート 
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資料９－１－③－２ 企業アンケート集計結果（抜粋） 

 

出典：企業アンケート 

 

資料９－１－③－３ 「中期計画」の該当箇所 

 

Ⅳ．社会との連携，国際交流等に関する事項 

１．社会との連携に関すること 

○ 地域社会等との連携・協力，社会サービス等に関する具体的方策 

テクノ・リフレッシュ教育センター，徳山高専テクノ・アカデミア（地元企業の本校への支援組織）が協力して地域

に根ざした高専づくりを行い，地域連携を発展させる。具体的には，月例の講演会，シンポジウム，産業技術フォー

ラム in 山口，各種人材養成講座，公開講座などを発展させる。 

また，小中学生を対象とした「夏休み小学生工作体験教室」，中学生を対象とした「大学等地域開放特別事業」のほ

か，小学生から一般社会人を対象とした公開講座をさらに充実発展させる。 

さらに，地方公共団体，周辺大学等と連携し実施している周南サテライトカレッジ，周南オプーンカレッジについて

も今後継続し発展させるとともに，山口県をはじめとした地元自治体，山口県産業技術センター及び周南地域地場産
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業振興センター，徳山大学等との連携を強化する。 

○ インターンシップの推進など教育に関する産学連携の推進のための具体的方策 

本校では，徳山高専テクノ・アカデミア参加企業との産学連携を軸とした教育研究をすでに実施しており，今後更に

産学連携の強化を図る。 

○ 広報の充実に関する具体的方策 

総合企画室でタイムリーな広報物の企画・発行を行う。同時に，すべての広報物の目的，対象，効果を調査・検討

し，その見直しと統一的管理を行う。その際，電子媒体と冊子の使い分け，重ね合わせを行うことにより広報物の改

善と広報効果の効率化を図る。また，2002 年度に「Live & Active」と銘打って全面改訂を行ったホームページ及び

周南市街地に開いた徳山高専サテライト「徳山高専夢広場」を活用して，学外の意見を収集するとともに，教育，研

究，文化活動に関するリアルタイムな情報発信を行う。 

 

２．高専間または高専・大学間交流，国際交流等に関すること 

○ 国立高等専門学校間交流，大学・国立高等専門学校間交流に関する具体的方策 

高専間の交流を実施し，近隣大学との単位互換協定をはじめとした交流を更に推進する。 

○ 留学生交流，その他の国際交流に関する具体的方策 

検討されている留学生交流センター（仮称）を活用し教職員，学生，留学生間の交流を推進す 

る。また，本科生（３～5 年生），専攻科生のシドニー工科大学への語学研修を推進し，教職員のシドニー工科大学

への海外研修を実施する。今後，姉妹校として提携し，相互の人的交流を推進する。 

出典：中期目標 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学外関係者の意見をアンケートと顧問会議により聴取し，「中期目標」の策定に反映し，教育環境

・教育システム等の改善に役立てている。 

以上のことから，学外関係者の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映され

ている。 

 

観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

教務委員会，専攻科委員会を中心に学科会議，科目間調整会議，タスクワークの密な連携によるカ

リキュラムの検討が継続的に行われている（資料９－１－④－１）。自己評価委員会では教員に各自

の年間職務の自己評価の提出を義務付けている（資料９－１－④－２）。 

教員研修会において，学生と教員による「授業評価アンケート」，「シラバスアンケート」実施結

果および学習シートなどの「実施例」の報告，検討がなされている（資料９－１－④－３）。 

内部教員と外部の教育モニター参加による「公開授業」とその「レビュー会」，「学生からの意見

聴取」が実施されている（年間１６回）（資料９－１－④－４）。また，学生に直接インタビューを

行うプレレビュー会（公開授業実施前）とポストレビュー会（公開授業実施後）により，授業改善が

行われたかどうかの確認を行っている（資料９－１－④－５）。これらの公開授業レビュー会などの

議事録は学習資料室に保管され，閲覧できる。さらに，定期試験の全答案および模範解答，学習シー

トなどが学習資料室に保管されており，他の教官も過去の資料を閲覧でき，授業改善に役立てられて

いる（資料９－１－④－６）。 
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資料９－１－④－１ 教員間連絡ネットワーク組織 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/jabee/curri_combi.html 
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資料９－１－④－２ 年間職務の自己評価 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/self_evaluation.html 
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資料９－１－④－３ 平成１５年度第３回 教官研修会プログラム（抜粋） 

 

出典：教務係資料 

 

資料９－１－④－４ 公開授業の様子（平成 18 年 5 月 18 日「測量学特論（土木建築工学科 5

年）」） 

  

授業風景と授業参観者 

  

レビュー会の様子（授業を記録したビデオで検討） 

出典：学習・教育レビュー室資料 

 

資料９－１－④－５ 平成１８年度 公開授業実施計画（抜粋） 

 

 実施計画 

 平成15年度、自己評価委員会の担当により公開授業の試行が実施され、検討がなされた。その結果、公開授業を継

続的に行っていくことが提案された。その後、平成16年度に公開授業を担当する学習・教育レビュー室においても検

討を行い、公開授業は本校の授業改善に役立つとの結論に達した。以下に実施計画案をまとめる。 
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公開授業の目的： 授業方法の継続的改善を行うこと 

 

・ 公開授業は、学科単位で行い、各学期２回（各試験前に１回、講師以上１２名が３年周期）を目安に行う。公

開授業は、原則として教室で行い、ビデオ撮影を行う。 

・  

・ 参加者は、関連授業担当教員（１名）、その他学科内教員（２名）、他学科教員（１名）、教育モニター（１

～２名：外部から募集）とする。 

・ レビュー会は、上記参加者により原則として当日開催する。その際、撮影されたビデオを用いる。レビュー会

後、授業担当教員は、評価結果を踏まえての改善方策を学習教育レビュー室へ提出する。 

・ クラス学生を対象にプレレビュー会およびポストレビュー会を実施する。 

・ 参加者は、評価チェックシートおよび評価シートに記入し、公開授業後提出するものとする。 

・ 公開授業責任者は、原則として各科主任とする。なお、各科の学習・教育レビュー室エグザミナーの代行も可

能とする。各科主任とエグザミナーは、連絡を密にし、以下のことを行う。 

・ 学科内から、公開授業講師を決定し依頼する。 

 

 公開授業およびレビュー会の日時を決定し、公表する。 

 参観者の決定と依頼を行う。 

 評価チェックシート等の集計を行う。 

 レビュー会の議事録をまとめ、学習・教育レビュー室に提出する。 

 関係部署との諸連絡を行う。 

 

公開授業に関しての総括を年度末に行い、次年度への改善提案を行う。 

 

（以下略） 

出典：学習・教育レビュー室資料 

 

資料９－１－④－６ 学習資料室の保管状況 

 

出典：学習・教育レビュー室資料 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学習・教育レビュー室の主導により，評価結果のチェックがなされ，FD委員会，教務委員会，専攻

科委員会，科目間調整会議などの議論を経て教育の質の向上，改善が図られている。 

以上のことから，教育の質の向上，改善に結び付けられるようなシステムが整備され，具体的かつ

継続的な方策が講じられている。 

 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 
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（観点に係る状況）  

学生による授業アンケート結果は，学内LAN上で公開され，各教員からは，自己評価としての授業ア

ンケートに教員の予想点を示し公開している(資料９－１－⑤－１)。 

各教員の年間職務の自己評価結果を前年度と比較して評価・公開することとしている(資料９－１－

④－２)。自己評価委員会として５年間の報告を取りまとめ,改善状況を把握している(資料９－１－⑤

－２)。 

シラバスに関しては，学習・教育目標との整合性を図るため，学習・教育レビュー室にて再確認を

行った(資料９－１－⑤－３)。教育課程に関しても，平成１７年度の教務委員会において一部改定を

行った(資料９－１－⑤－４)。 

 

資料９－１－⑤－１ 平成 17 年度前期末本科アンケート集計結果一覧表（抜粋） 

 ・土木建築工学科

基礎工学デザイン 先生の予想 2.9 2.8 2.7 2.9 2.8 2.8 2.9 2.7 2.7
土木建築工学科１年学生の回答 2.95 2.62 2.76 2.51 3.03 2.78 2.78 2.78 3.51

情報処理 先生の予想 3 2 3 2 3 3 3 3 3
土木建築工学科２年学生の回答 3.14 2.69 3 2.69 3.19 3.21 3.33 3.26 3.38

創造演習 先生の予想 3 2.5 2.5 2.5 2.8 3 3 2.8 3
土木建築工学科２年学生の回答 3.75 3.57 3.64 3.45 3.59 3.5 3.48 3.48 3.7

測量学 先生の予想 3 3 3 3 3 3 3 3 3
土木建築工学科２年学生の回答 3.15 2.48 2.95 2.63 3.18 3.03 3.33 3 3.4

 

出典：本校ウェブサイト  

 

資料９－１－⑤－２ 年間職務の自己評価 ５年間を振り返って（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校 

平成 17（2005）年度 

自己評価委員会 

 

0．はじめに 

平成 12（2000）年度から始めた「年間職務の自己評価」は平成 16（2004）年度分までで，５年間の実績を達成し

た。そこで，この５年間を振り返り，その意義について検討した。評価項目や基準点は毎年，自己評価委員会によっ

て少しずつ見直されてきたため，数値などの評価内容を単純に比較するのは困難である。委員会として，どのような

総括が適当か検討した結果，最近の動向について，平成 16（2004）年度の評価対象の 7 項目にわたって分析するのが

妥当との結論にいたった。自己評価を行うことによる効果とは一概に言い切れない部分もあるが，教員が自己評価を

行うことによって，それぞれの分野における毎年の努力目標が明確化され，学校教育研究活動全体の活性化が進んで

きているものと考えられる。 

出典：自己評価委員会 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/education/self_evaluation.html 

 

資料９－１－⑤－３ 学習・教育レビュー室 meeting (2003/11/26)議事録（抜粋） 

 

（中略） 

検討事項 

 シラバス・カリキュラムについて 

・ 来年度の運営委員会メンバーがほぼ決定し,授業配当表の作成が可能となった。現在，教務サイドで検討している
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とのことであった。 

・ 数学関連と物理関連の内容に関しての検討が科目間調整会議で行われる。数学関連は,原田(幸)先生により取りま

とめられる予定である。物理については未定である。数学関連は,現時点でほぼまとまっており，シラバスに反

映は可能であるとのことであった。この件に関してはレビュー室の手を離れ,科目間調整会議にお願いすること

となった。 

・ シラバスに関してアンケートを学生と教官に実施することになった。12 月上旬に実施予定。(池田(光)先生に案の

作成をお願いすることになった) 

・ アンケート結果で,すぐに実施可能な事柄は来年のシラバスに反映させる方向でまとまった。基本的には,1 年経過

をみてから変更を考える。今年度は，半期 1ページで記入をお願いする程度か。 

（以下略） 

 

出典：学習・教育レビュー室議事録 

 

資料９－１－⑤－４ 平成１７年度 第５回教務委員会議事録（抜粋） 

 

     日時 平成１８年２月２日（木） １６時１０分～１８時 

     場所 １Ｆ小会議室 

 

（中略） 

 

２．授業終始時刻のパターンについて［教務主事］               (資料) 

・通常パターンについて、本科 3･4 時限と専攻科３時限は昼休憩 45 分が取れないため連続できないことや、寮当直

者の専攻科 1 限目担当が困難であることなどの説明があり、協議の結果、時間割作成及び寮当直割り振り時の調整で

対応を検討することとした。なお、短縮授業及び閉寮パターンについては、就業規則等を考慮の上、別途検討するこ

ととした。 

 

（中略） 

 

４．進級・留年規程の改正について［教務主事］                (資料) 

・学修(大学)単位導入に伴うカリキュラム改訂で開設単位数が学科ごとに大きく異なることから、課程の修了要件に

ついて見直しを行い、同様の卒業単位及び進級規程を作成している沼津高専等の例を参考に教務規則第 11 条第 2 項

第 2号の変更を検討した。留年該当者のシミュレーション等資料も加味し、各学科に持ち帰り検討することとした。 

・卒業認定に関する第 13 条において、第１項に字句を追加し第 2 項を削除する案については、学生課で他高専の状

況を調査した後、改めて検討することとした。 

・留年の場合の特別措置に関する内規の改正について 

高校卒業要件に合わせ、１．(4)として「第 3 学年での修得単位数合計 74 単位以上とする」を追加する案を各学科に

持ち帰り検討することとした。 

 

（以下略） 

出典：教務委員会議事録 

 

（分析結果とその根拠理由）  

個々の教員は学生の授業アンケートによる評価結果に基づいて，教育の質の向上を図り，教授内容 

等の継続的改善を行っている。授業アンケートによる評価結果及び授業の改善状況は，学内LANで公開

されている。さらに，毎年自己評価を行い,前年度と比較した改善状況を把握している。 

以上のことから，十分な質の向上と継続的改善を行っており，その状況を学校として把握している。 

 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

各教官の研究活動は，５年生の卒業研究，専攻科生の特別研究，低学年の創造演習，創造製作，課

題研究などのテーマ選択，および指導に寄与している。ここでは，具体例として教員研究テーマのう
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ち，「教育用マイクロプロセッサに関する研究」，「教育支援システムに関する研究」に関係する卒

業研究のテーマを示した(資料９－１－⑥－１)。これらの研究成果は授業改善にもつながる。 

教育改善に関する具体的な研究活動については[高専教育]などの論文誌に発表されている(資料９－

１－⑥－２，３)。 

実際の授業内容の改善の試みとして，「基礎関数の概念導入における，従来のスタンスにとらわれ

ない教科書構成の独自の取り組み」などがなされている(資料９－１－⑥－４)。 

専攻科生に学会発表が義務付けられているが(資料９－１－⑥－５) ，これによって研究活動の成果

が学生のプレゼンテーション能力向上に寄与している。 

 

資料９－１－⑥－１ 教員の研究活動が５年生の卒業研究のテーマ選択,指導および教育改善に寄与

する例 

点字楽譜作成支援システムの改良
自律分散型警備ロボットの開発とシミュレート

ＡＤＳＬを使ったおとしよりみまもりシステムの開発と製品化
Ｗｅｂカメラと電光掲示板による監視システムの開発
定期試験時間割作成システムの開発
バスケットボール作戦システムの作成

Ｗｅｂカメラと電光掲示板による監視システムの開発

平成17年度卒業研究テーマ名（情報電子工学科）
ベイジアンネットによる図書推薦システムの作成
WebClassを利用した基本情報処理技術者を目指す学生のための学習支援教材の制作
Ｗｅｂカメラと電光掲示板による監視システムの開発

H8マイコンを用いた遠隔実験室の構築
入出力動作を視覚化するPICシミュレータ
ステレオ視に基づくスリット光を用いた被写体の凹凸の検出
白線検出による並列駐車シミュレータの検討
自己組織化マップを用いた顔画像認証システム
Ｗｅｂを利用した就職・進学支援システムの開発
X Window Sysntem 上で動作する PICシミュレータ
ＦＰＧＡを用いたニューラルネットワークのハードウェア化
バスケットボール作戦システムの作成
ＵＮＩＸ上で動作する教育用オペレーティングシステムの開発
教育用マイコンを利用したディジタル信号処理学習機器の開発
ヘシアン行列を用いた効率的学習法に関する考察
WebClass による学習支援ツールの試作
順序最小完全ハッシュ法について
インターネットを利用した家電製品の遠隔操作装置の製作
２次元電気泳動法によるタンパク質検出
Davio 展開を用いた５変数関数の論理合成
PPPoEプロトコルのH8ボードマイコンへの実装
画像処理によるひずみの計測
５変数AND-EXOR最小論理式の合成
制御機器学習用自走型倒立振り子システムの開発
FPGAボードを用いたマイクロコンピュータの開発
Mutation-mutationを考慮したHIVモデルにおけるエイズ治療に関する研究
USBカメラを用いた人物の動き検出
Ｗｅｂカメラと電光掲示板による監視システムの開発
ＩＣタグを用いたファイル管理

授業時間割作成システムの開発

論理マッチングに基づく道路標識情報の認識
バスケットボール作戦システムの作成
データベースを用いた汎用制御器の開発

FPGAボードを用いたマイクロコンピュータの開発

脳波インタフェースに関する考察

ＡＤＳＬを使ったおとしよりみまもりシステムの開発と製品化
教育用コンピュータの改良

 

出典：教務係資料 
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資料９－１－⑥－２ ハードウェア記述言語を用いた教育用マイクロプロセッサの開発 

 

出典：「高専教育」25 号（2002） 
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資料９－１－⑥－３ Linux を利用した遠隔制御基礎実験システムの開発 

 

出典：「高専教育」27 号（2004） 

 



徳山工業高等専門学校 基準９ 

 339

資料９－１－⑥－４ 基礎数学における概念導入について 

 

出典：日本数学教育学会誌 Vol.82 臨時増刊号 
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資料９－１－⑥－５ 「設計情報工学」プログラム修了要件（抜粋） 

 

１～３ （略） 

４ TOEIC において 400 以上のスコアを取得し、情報関連等外部資格を取得し、学協会での発表を行うこと。 

（以下略） 

出典：本校ウェブサイト 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の研究や学生の学会発表などが積極的に行われ，テクノセンターを中心とした学外との共同研

究・受託研究の実績も重ねてきている。これらの成果が学生の卒業研究や専攻科特別研究に反映され，

専門科目の授業内容にも活かされている。 

以上のことから，研究活動が教育の質の改善に十分寄与している。 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

ファカルティ・ディベロップメント（FD）については，JABEE受審のために設置された技術者教育認

定対策会議は，十回に及ぶ本会議と，９つの小委員会による精力的な活動により，２年間にわたり，

ＦＤ組織としての機能を果たしてきた。平成１６年度からは，ＦＤ委員会（ＪＡＢＥＥ認定対策会議

の発展的組織）が設置され，教育の質の向上と授業の改善に取り組んでいる（資料２－２－①－３）。 

数学，物理など基幹となる科目と関連する専門科目相互の連携をはかる科目間調整会議により，教

員の学科間相互乗り入れ，総合的なカリキュラム内容の検討が行われている（資料５－１－①－２）。 

また，教員研修会におけるＦＤ講習会，ワークショップ形式の討議，知的財産セミナー等の教職員

の質的向上を図るＦＤ活動を実施した（資料９－２－①－１）。 

学外においては，定期的に開催される高等専門学校教員研究集会，高等専門学校新任教員研修会等

に教員代表者が参加して，その報告会を開催し，学校全体として教員の質的向上を図ることにしてい

る（資料９－２－①－２）。 

 

資料９－２－①－１ 徳山高専教官研修会実施一覧 

 

【平成１２年度】 

  ○第１回 平成１２年６月１２日 

      １．「１９９９年度将来計画委員会報告事項について検討」 

       報告・討論 … ＣＡ大成、一般小田宮 

       ２．「日本技術者認定機構（ＪＡＢＥＥ）問題は本校を発展させ得るか， 

その逆か報告・討論 … ＭＡ森野 

    ３．「クラブ活動の重要性について」講演 

            講師  鹿児島高専教授  山崎  亨氏 

  ○第２回 平成１３年３月１９日 

    １．「心肺蘇生法の実技講習」… 徳山消防署 

    ２．「最新の日本技術者教育認定制度について」講演 

          講師 （社）日本工学教育協会専務理事 椿原 治氏 

【平成１３年度】 

  ○第１回 平成１３年６月１３日 

    １．「新学習指導要領の課題」 講演 

           山口大学附属山口中学校教諭 阿部 正二郎氏 
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       ２．「本校に関する教官の意識について」集計報告 … ＣＡ田村 

    ○第２回 平成１４年３月２０日 

    １．「クラブ活動における選手の健康および栄養管理について」講演 

      （株）周南スイミングクラブ 佐野村 学氏 

    ２．「国家公務員の服務について」… 事務部長 

    ３．「学生相談室の活動状況について」… 学生相談室長 

【平成１４年度】 

  ○第１回 平成１４年６月１１日 

    「産学連携における技術移転とＴＬＯ活動について」講演 

     山口大学工学部機能材料工学科教授 松浦 満氏  

    ○教職員特別研修会   平成１４年１０月７日(月) 

          「セクシュアル・ハラスメントの防止について」 

【平成１５年度】                                                       

    ○第１回 教官研修会 平成１５年６月１２日(木) 

         「労働基準法等講演会」 

            社会保険労務士 東 晴美氏  

「徳山高専のこれからについて」 

         「ＪＡＢＥＥ受審に関する現状報告と今後の準備について」 

  ○第２回 教官研修会 平成１５年９月１７日(水)  

「特許セミナー」     

     (社)発明協会広島県支部参与 坂本 重道氏          

    ○教職員特別研修会  平成１５年１２月１８日(木) 

          「セクシュアル・ハラスメント」～予防に向けて全力を～ 

            椙山女学園大学現代マネジメント学部 上田 純子氏                    

     ○第３回 教官研修会   平成１６年３月２２(月)                   

          「ＦＤの基本理念についての講演会」            

           山口大学教育センター助教授 沖 裕貴氏                                 

【平成１６年度】                                                          

    ○第１回 教員研修会 平成１６年６月８日(火)                     

         「学生の学習意欲を向上させるには」  

   山口大学教育センター助教授 沖 裕貴氏 

○著作権に関する講演会  平成１７年１月２０日(木) 

          「教育機関における著作権について」 

            文化庁長官官房著作権課課長補佐 山中 弘美氏                      

    ○第２回 教員研修会 平成１７年３月１８日(金)                     

         「ｅラーニングの概要」 

         熊本大学総合情報基盤センター教授 中野 裕司氏 

         「ｅラーニングの教育研究での取り組み」 

         米子高専電気情報工学科助教授 新田 陽一氏  

【平成１７年度】 

○第１回 教員研修会 平成１７年５月２７日（金） 

「研究のための特許検索」 

      (財)やまぐち産業振興財団 特許情報活用支援アドバイザー 有馬 興一郎 氏 

○第２回 教員研修会 平成１８年３月６日（月） 

「認証評価に係る訪問説明会」 

大学評価・学位授与機構 評価研究部教授 野澤 庸則氏 

出典：教務係資料 

 

資料９－２－①－２ 平成１７年度高等専門学校新任教員研修会及び事務系職員民間派遣研修報告

会の開催について（通知） 

 

標記の研修報告会を下記により開催しますので、出席願います。 

 

記 

 

１．日  時  平成１８年２月１日（水）１６時１０分～ 

２．場  所  メディアホール 
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３．対  象  全教職員 

４．内  容 

（１）平成１７年度高等専門学校新任教員研修会報告 

一般科目    助教授 齊 藤 一 彦 

機械電気工学科 助教授 飛 車 来 人 

（２）事務系職員民間派遣研修報告 

学生課教務係主任    岡 田 栄 三 

会計課出納係主任    高 村 浩 二 

庶務課庶務係主任    田 中 幹 夫 

会計課出納係主任    杉 岡 啓 子 

庶務課人事係主任    大 谷   幸 

会計課総務係主任    大 橋 磨由美 

庶務課図書係主任    玉 野 綾 子 

学生課学生係主任    金 子 由己子 

会計課用度係主任    兼 本   潔 

庶務課地域連携推進係主任  村 重 清 司 

出典：学内電子メール 

 

（分析結果とその根拠理由）  

FD委員会が平成1６年度から設置され，学内では「授業の公開」，各委員会と連携したFD研修会，講

演会等を組織として適切な方法で実施し，学外ではFD研修会への積極的な参加と全教員への報告を推

進している。 

以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施され

ている。 

 

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況）  

教員研修会で提案，検討された事項（学習シートの有効性分析）が次年度に生かされている（資料

９－２－②－１）。非常勤教員との懇談会が教育の質の改善に役立っている（資料３－１－①－３）。 

科目間調整会議により提案された授業内容の検討や担当教員の変更などが実施されている（資料５

－１－①－２）。英語教育改善をめざす基本方針が出され,TOEIC の実施，ACEの導入が決定され平成

１８年度より実施される（資料９－２－②－２）。 

また，教育の質の向上や授業の改善については，「成績評価資料」に記載されている担当教員から

のコメント（資料９－２－②－３）から確認できる。 
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資料９－２－②－１ 教員研修会で提案，検討された事項が次年度に生かされている例 

平成１５年度第３回教員研修会報告書（抜粋） 

 

出典：教務係資料 

 

資料９－２－②－２ 平成１７年度  第７回教務委員会議事概要（抜粋） 

 

   ① 日  時   平成１８年２月８日（水） １５：００～１６：００ 

                     １６：３０～１８：００ 

   ② 場  所   管理棟１階 小会議室 

   ③ 出席者   森野，石田，杉村，古田，谷本 

           藤満，小林，木村，和田，学生課長，教務係長 

   ④ 欠席者   なし 

 

     議 事 概 要                            

 

  （中略） 

 

３．「英語教育改善に関する答申」への対応について 

  TOEIC 賛助会員入会，TOEIC 本科 4･5 年生全員の年１回受験及び ACE を導入し年１回本科全員への受験について

審議の結果，実施を了承した。 

  なお，経費の徴収方法は各クラス会計係担当の学生が行う。ACE は後期中間試験で実施する。ただし，TOICE の

受験時期は英語科教員の意向により実施する。 

 

  「学年毎の学年修了要件への追加目標」及び４年次の学年修了要件への追加は，来年度の受験状況を調査のう

え，引き続き検討することとした。 

 

（以下略） 

出典：教務係資料 
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資料９－２－②－３ 「成績評価資料」に記載されている授業改善についての担当教員からのコメ

ント（例） 

選択 通年

学科

受講者数 講義回数 学生の総欠席時数

23人 32回 15時間

JABEE基準

優 良 可 不可

80点以上 79点?60点 59点?50点 49点以下

人数 14 9 0 0

アンケート平均点 学生自身の自己評価 アンケート平均点 学生自身の自己評価

教員の予想 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0

学生の回答 #DIV/0! 0 #DIV/0! 0

特記
１）最終成績評価式

２）成績の分析及び本年度の授業自己評価

80.2点

前期の構造力学に比べて、後期に行った鉄筋コンクリート構造の構造設計は質量ともに高水準
であるため、授業時間に不足が感じられた。要点を絞った印象深い授業をすることに努めた。計
算を一覧表にまとめるような計算練習をしたほうがよい。

中間評価 最終評価
授業アンケート

最終評価点＝（前期中間＋前期末＋後期中間＋学年末＋演習問題100点満点）/5

成績評価

科目名 建築構造設計

徳山高専基準

土木建築工学科 4年

2単位

合 否

最終成績平均点

度数分布

0

1

2

3

4

5

6

7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90点　数

人
　

数

授業評価（中間評価）

0

1

2

3

4
言葉が聞きとれる

理解しやすい

適切なレベル

黒板OHP 

シラバスと一致

参加意識向上

学習シートの活用

授業構成の工夫

教員の予想

学生の回答

授業評価（最終評価）

0

1

2

3

4
言葉が聞きとれる

理解しやすい

適切なレベル

黒板OHP 

シラバスと一致

参加意識向上

学習シートの活用

授業構成の工夫

教員の予想

学生の回答

 

出典：平成１7年度成績評価資料；建築構造設計 

 

（分析結果とその根拠理由）  

授業方法の改善に対する取組状況についての意見は，「授業アンケート」や「成績評価資料」の教

員による講評等により教育の質の向上や授業改善への取組が確認できる。また，授業の公開や教育に
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関する科目間調整会議等のFD活動が教育の質の向上や授業の改善に結びついている。 

以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントが教育の質の向上や授業の改善に結び付いて

いる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

教育の質の向上及び改善のために，つねにＰＤＣＡを意識したシステムとしてよく整備されている。

シラバス作成および改善，学習シートの活用，公開授業のレビュー会など積極的に教育改善に取り組

んでいる。 

（改善を要する点） 

学生にさらなる参加意識をもたせる工夫が望まれる。このことは，ＦＤがいかに教育改善に結びつ

いたかの証左をうることにもつながる。 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

教育活動の点検・改善のための学習・教育レビユー室は，学生による「授業アンケート」，教員に

よる「成績評価資料」等の資料を収集・蓄積し，その評価結果を教務委員会・ＦＤ委員会等の各種委

員会に報告している。各種委員会は，学習・教育レビユー室からの報告に加え，顧問会議の結果をも

とに教育活動についての改善を実施する体制をとっている。 

教務委員会，専攻科委員会，ＦＤ委員会は教育活動について恒常的な点検改善を行っている。各種

委員会の議事の概要は学内ＬＡＮ上で公開され，点検改善活動のため，積極的にフィードバックされ

ている。 

学生による授業アンケート結果は学内ＬＡＮ上ですべて公開されており，個々の教員はその評価結

果にもとづいて教育の質の向上を図り，教授内容等の継続的改善を行っている。各教員からは「年間

職務の自己評価」の提出が義務づけられており，それにより個々の教員の改善状況を学校として把握

している。 

教員の研究や学生の学会発表などが積極的に行われているとともに，テクノ・リフレッシュ教育セン

ターを中心とした学外との共同研究・受託研究の実績も重ねてきており，これらの成果が学生の卒業

研究や特別研究に反映され，専門科目の授業内容にも活かされている。また，公開授業や教育に関す

る科目間調整会議等のＦＤ活動が教育の質の向上や授業の改善に結びついている。 
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基準１０ 財務 

（１）観点ごとの分析 

10－１ 学校の目的を達成するために，教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定して遂行できる

だけの財務基盤を有していること。 

10－１－① 学校の目的に沿った教育活動を安定して遂行できる資産を有しているか。また，債務が

過大ではないか。 

 

（観点にかかる状況） 

本校の資産は，文部科学省から出資された土地及び建物・構築物などであり，教育研究活動を将来

に渡って適切かつ安定して遂行するため，高等専門学校設置基準に基づいて整備されている。平成１

８年３月末現在におけるその資産現在額は次のとおりである。 

(a)固定資産 

 土地  面積    128,111㎡  2,892,200,000円 

 建物  延面積   24,904㎡  1,408,060,387円 

 構築物                     148,198,117円 

            （価格は，すべて減価償却後の期末残高を計上） 

 

(b)所属別工具器具備品資産等一覧                      （点） 

所  属 工具器具備品資産 少 額 合 計 備  考 

一 般 科 目    15 295 310  

機械電気工学科    15   598 613  

情報電子工学科     2   397    399  

土木建築工学科    19   672    691  

専  攻  科      0    17     17  

情報処理ｾﾝﾀｰ      4    46     50  

ﾃｸﾉ･ﾘﾌﾚｯｼｭ教育ｾﾝﾀｰ      1   32     33  

事  務  部     13   572    585  

合     計     69 2,629  2,698  

※工具器具備品資産＝取得価格５０万円以上，少額資産＝取得価格１０万円以上５０万円未満 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 平成１６年度４月に国から現物出資を受けた資産について，時価評価を行い，独立行政法人国立高

等専門学校機構会計規則第３１条の３「固定資産は，その増減及び異動を帳簿によって物件別に管理

するものとする。」に基づいて資産管理している。 

また，財務会計管理については，損益計算書，貸借対照表などの財務諸表類により財政状態及び運

営状況を明らかにしており，過大な債務はなく，健全な財政管理及び運営となっている（資料10－１

－①－１，資料10－１－①－２）。 
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資料 10－１－①－１ 貸借対照表 

 

出典：財務会計システムより抜粋 

 

資料 10－１－①－２ 損益計算書 

 

 

出典：財務会計システムより抜粋 

 

以上のことから、学校の目的を達成するために，教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定して

遂行できるだけの財務基盤を有しており、活動を安定して遂行できる資産を有している。 

また，債務が過大ではない。 

 

10－１－② 学校の目的に沿った教育活動を安定して遂行するための，経常的収入が継続的に確保さ

れているか。 

 

（観点にかかる状況） 

 高専機構から配分される運営費交付金及び授業料収入等を教育研究活動の基本的財源とし，これら

に加え奨学寄附金，共同研究・受託研究，科学研究費補助金などの外部資金の獲得により経常的収入

を確保している。 
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 また，全学的に外部資金獲得に向けた取組として科学研究費補助金獲得への学内説明会を実施する

とともに，関連の助成金情報を学内のウエブサイト上で公開し，教員等へ周知を図っている。 

 

・国費等関係         予算・決算額（年度別）        （単位：千円） 

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成 17 年度 

1,264,973 1,246,580 1,183,285 1,256,753 1,203,367 

※平成１６年度以降は，独立行政法人となり運営費交付金，施設整備費補助金等及び自己収入によ

る総事業費（支出ベース）を計上。 

・自己収入 

           授業料・入学料・検定料（年度別）       （単位：千円） 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成 17 年度

授業料 137,358 136,115 143,124 130,075 152,632

入学料及検定料 20,384 22,580 22,773 22,235 20,003

 

・外部資金関係 

         奨寄附金受入件数・受入額(年度別)       （単位：件，千円） 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成 17 年度

受入件数 32 28 82 56 32

金    額    14,014   8,000     19,121      20,939   15,080

 

共同研究･受託研究受入件数・受入額(年度別)      （単位：件，千円） 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成 17 年度

共同受入件数 9 5 10 13 20

金       額     4,180    2,100    3,050       4,790       8,409

受託受入件数 2 1 1 0 2

金        額       650    1,050      600       0         670

 

科学研究費補助金申請・採択・交付額(年度別)     （単位：件，千円） 

 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成 17 年度

申請件数        25            19            29            38            40

採択件数        6        4        6         12           8

交付金額   8,200   9,500    1,200       31,410     20,660

 

（分析結果とその根拠理由） 

 運営費交付金及び自己収入を基本的財源として，文部科学省をはじめ日本学術振興会，その他の機

関が行っている各種公募型競争的資金などに応募するなど外部資金獲得へ積極的に取り組んでいる。 

外部資金の獲得について，特に科学研究費補助金の採択状況は，１６，１７年度は，特に多い状況

となっている。また，寄附金・共同研究等を合わせた外部資金は，全事業費の４％弱となっている。 

 

以上のことから、学校の目的に沿った教育活動を安定して遂行するための，経常的収入が継続的に確
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保されている。 

 

10－２－① 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画等が策

定され，関係者に明示されているか。 

 

(観点に係る状況) 

  本校の中期計画に基づき，総合企画室長を中心として，収入・支出計画を定めるとともに，財務内

容改善のための具体的施策(外部資金の導入強化，経費の節減，業務の改善及び効率化等)を検討して

いる。その審議内容及び決定事項については，随時，運営委員会や諸会議を通じて，また，本校ウェ

ブサイトのTCT-infoに掲載し，その周知を図っている。 

 施設の改善計画については，教育環境改善計画（平成１４年１２月策定）を見直すこととして「将

来計画委員会」で取り上げて検討しており，耐震，狭隘，老朽化対策に向けて，年次改善計画を策定

中である。 

・収入・支出計画 

収入                            （単位：百万円） 

金               額 
区        分 

17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 計 

 運営費交付金 979 974 969 964 959 4,845 

 施設整備補助金 19         19 

 国立大学財務経営センター施設費交付金   29       29 

 自己収入           0 

  授業料及び入学検定料収入 173 173 173 173 173 865 

  雑収入 7 7 7 7 7 35 

 産学連携等研究収入及び寄附金収入           

  今年度収入額 29 31 33 35 37 165 

  前年度繰越額 47 49 48 45 41 230 

計 1,254 1,263 1,230 1,224 1,217 6,188 

支出       

金            額 
区        分 

17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 計 

 業務費             

  教育研究経費（教育支援経費含む） 1,068 1,068 1,068 1,068 1,068 5,340 

  一般管理費 91 86 81 76 71 405 

 施設整備費 19         19 

 国立大学財務経営センター施設費交付金   29       29 

 産学連携等研究経費及び寄附金事業           0 

  今年度事業費 27 32 36 39 42 176 

  次年度繰越額 49 48 45 41 36 219 

計 1,254 1,263 1,230 1,224 1,217 6,188 
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  (分析結果とその根拠理由) 

  財務に係る計画等については，本校の中期計画に示され，その具体的施策についても効率化ワーキ

ンググループによる検討結果や学校の全構成員が取組を行うような省エネ対策・経費削減策が随時TCT

－info及びウェブサイトに公表されている。また，施設・設備に係る整備計画についても既に作成・

公表されている。 

       資料：本校ウェブサイトTCT-info参照（学内限定のため訪問調査時に参照） 

            「教育環境改善計画(キャンパスプラン)」 (別冊) 

 

 以上のことから，学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画

等が策定され，関係者に明示されている。 

 

10－２－② 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点にかかる状況） 

予算に基づく計画的な執行を念頭に置いて，財務会計システムにより常に予算を把握しながら執行

を行っている。また，教員に対しては，年に数回執行状況を通知することにより，適切な予算計画と

経費支出に努めており支出超過は生じていない。 

 

資料 10－２－②－１ 財務会計システムメニュー画面 

 

出典：財務会計システムより抜粋 

 

（資料10－１－①－１「貸借対照表」参照） 

 

  (分析結果とその根拠理由) 

財務会計システムにより常に予算を把握しながら執行を行っている。 

このことから、収支の状況において，過大な支出超過となっていない。 
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10－２－③ 学校の目的を達成するため，教育活動（必要な施設・設備の整備を含む）に対し，適切

な資源配分がなされているか。 

 

（観点にかかる状況）  

学内の予算配分では，限られた資源を効果的に配分するため，競争的資金を確保するとともに各学

科，情報処理センター，図書館，事務部等へ毎年事業年度の状況に応じ重点配分している。校長裁量

経費（特別研究促進費，特別教育設備費，学外共同研究推進費，特別科学研究費補助金制度並びに学

会発表に係る経費の補助）により教育研究活動の活性化とその環境の整備を図っている。競争的資金

による研究には，本校の目的を達成する有効な手段であると同時に共同研究への発展や科学研究費補

助金への応募が見込まれるなど，外部資金を獲得する上でも有効に働いている。 

 

資料 10－２－③－１ 平成１７年度予算配分 

 

 

出典：運営委員会付議資料（平成１７年６月） 

 

（分析結果と根拠理由） 

 学内の予算配分では，教育研究活動の活性化を図るため競争的環境を創出し，その質の向上と充実

した教育環境の整備を行い，適切な資源の重点配分を行っている。 

・学内基礎配分状況   平成17年度当初配分 

 人件費             883,392,000円 

 物件費 

  非常勤人件費       28,866,000円 

  教育研究費        105,413,180円 

  教育研究支援経費   14,870,600円 

  一般管理費        101,680,220円 

(合計)          1,134,222,000円 

・学内競争的資金の採択状況 
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     平成17年度                                       (単位:円) 

種        別 予算額 申請 申請金額 採択 採択金額 

特別研究促進費 26 32,073,000  15 14,501,000

論文掲載料助成 
15,000,000

8     412,528 8    288,500

特別教育設備整備費  5,435,000  9   11,847,000  6  5,435,000

学外共同研究推進制度  2,500,000 15   4,607,000  15  3,100,000

競争的資金応募者助成制度   1,500,000 9   2,700,000  3  900,000

 合        計 24,435,000 67  51,639,528 47 24,224,500

 

 以上のことから，学校の目的を達成するため，教育活動に対し，適切な資源配分がなされている。 

 

10－３－① 学校を設置する法人の財務諸表が適切な形で公表されているか。 

(観点に係る状況) 

高専機構全体の財務諸表が，機構本部のウェブサイト上で公表されている。 

（http://www.kosen-k.go.jp/documents/zaimusyohyo.pdf） 

 

（分析結果と根拠理由） 

 公表されている。 

機構本部が法人全体の財務諸表等を公表している。 

 

10－３－② 財務に対して会計監査等が適正に行われているか。 

 

(観点に係る状況) 

支払契約決議，振替伝票，支出伝票により日常監査をおこなっている。 

また会計監査実施規程による財務諸表類の定期監査を毎年１回実施している。 

 

資料 10－３－②－１ 内部監査実施報告 

 

 

出典：会計課資料 
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（分析結果と根拠理由） 

 内部監査に関して規程が制定されており，当該規程に基づいた内部監査が適正に実施されている。 

このことから、財務に対して会計監査等が適正に行われている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学習・教育目標を達成するための財源確保並びに予算の重点的配分など，適正かつ効率的な予算の

獲得並びに執行に対する努力を行っている。 

外部資金の確保に関し目標を定めるとともに外部資金の獲得のための補助金を補償するなど外部資

金獲得に積極的に取り組んでいる。 

（改善を要する点）  

今後，文部科学省や日本学術振興会の科学研究費補助金あるいは各種財団の教育・研究助成等の申

請及び採択率を上げるための取組みを行い，より一層外部資金獲得に向けた取組をする必要がある。 

 

（３）基準１０の自己評価の概要 

 本校が中期計画で掲げている教育研究事業を，将来にわたって適切かつ安定して遂行するためには，

基本的に必要な施設である校地，校舎，各種設備の資産を有するとともに，国立高等学校機構からの

運営費交付金ならびに自己収入である授業料，入学検定料，入学料などの基盤財源に加えて，外部資

金（奨学寄附金，共同研究，受託研究，科学研究費補助金など）獲得に積極的に取り組み，安定して

事業を遂行できる財務基盤を有している。 

 財務に関する将来の収支計画が作成されてウェブサイト上で公開されており，予算配分については，

限られた予算をより効果的に配分するため，校長のリーダーシップのもとで総予算の約１８％を競争

的資金として重点配分を行っている。このことは，教育研究活動の活性化とその環境整備の向上を図

るとした共同研究や地域社会との連携強化を推進する上でも有効な配分となっている。 

 また，財務会計処理に関する監査においては，監査法人にある監査が実施されており，適正な財務

会計処理を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



徳山工業高等専門学校 基準11 

 354

基準１１ 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点 11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 

（観点にかかる状況） 校長の役割は，学校教育法第７０条の７（資料 11－１－①－１）で明記さ

れ，高等専門学校においては，学校の管理運営等についての最終意思決定をすることとなっており，

本校においても教学，研究，経営等の最高責任者として，学内コンセンサスに留意しながら，学校の

管理運営を行っている。 

教務，学生，寮務の３主事については，徳山工業高等専門学校学則第９条（資料 11－１－①－２）

によりその役割を規定しており，教務主事は教育計画の立案や教務に関する業務，学生主事は学生の

厚生補導に関する業務，寮務主事は学寮における学生の厚生補導に関する業務を掌理し，校長を補佐

している。 

本校においては，本校の中期計画の目的と目標を達成するための具体的方策として，校長を補佐し

機動的な学校運営を行うために「総合企画室」を設置し，情報収集・分析，学校運営の企画・経営方

針等について，長期的視点から総合的に企画・立案，調整を行い，教育・研究活動の経営基盤の強化

を図っている（資料 11－１－①－３）。 

また，校長の下に専攻科長，各学科等主任，図書館長，テクノ・リフレッシュ教育センター長及び

情報処理センター長等を置き，それぞれの組織における管理・運営に携わっている（資料 11－１－①

－４）。 

なお，校長と３主事，専攻科長，総合企画室長，テクノ・リフレッシュ教育センター長，事務部長

及び各課長で構成する「主事連絡会」を毎週定例的に開催し，校長を補佐するとともに意思の統一と

情報の共有を図っている。 

また，運営委員会をはじめとする１５の委員会を設置するとともに適宜ワーキンググループを設け，

専門的分野での立案，検討及び調整を図りつつ，校長は学校運営の重要課題等については，「運営委

員会」で意見を聴取しながら管理運営を行っている（資料 11－１－①－５）。 

これらの決定事項等（議事録）は，全教職員に迅速に周知するために学内の情報共有システム

（TCT-info.）（資料 11－１－①－６）を整備し，閲覧できる体制となっている。 

 

資料 11－１－①－１ 学校教育法（抜粋） 

 

第 70 条の７ 高等専門学校には，校長，教授，助教授，助手及び事務職員を置かなければならない。 

２ 高等専門学校には，前項のほか，講師，技術職員その他必要な職員を置くことができる。 

３ 校長は，校務を掌り，所属職員を監督する。 

４ 教授及び助教授は，学生を教授する。 

５ 助手は，教授又は助教授の職務を助ける。 

６ 講師は，教授又は助教授に準ずる職務に従事する。 

 

出典：学校教育法 

 

資料 11－１－①－２ 徳山工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

第９条本校に，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 
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３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属する 

ものを除く｡)を掌理する。 

４ 寮務主事は，校長の命を受け，学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

第 10 条本校に，庶務，会計及び学生の厚生補導に関する事務を処理するため事務部を置く。 

第 11 条前２条に規定するもののほか，本校の内部組織は，別に定めるところによる。 

出典：本校規則集 

 

資料 11－１－①－３ 徳山工業高等専門学校総合企画室規則（抜粋） 

制  定  平成１５年４月１日 

                                             最終改正  平成１６年４月１日 

 （設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に総合企画室を置く。 

 （目的） 

第２条 総合企画室は，本校の運営・経営方針について，長期的視点から総合的に企画・立案することにより，本校

の教育・研究活動及び経営基盤の強化を図ることを目的とする。 

 （業務）                                                      

第３条  総合企画室は，次の業務を行う。                          

 (1)  中・長期計画の企画・立案及び管理・評価に関すること。 

 (2) 教育・研究及び管理業務の総合調整に関すること。         

 (3)  対外的な業務（広報を含む。）の企画・立案及び調整に関すること。ただし，テクノ・リフレシュ教育セン

ターの業務に属することを除く。 

 (4)  その他前条の目的達成に必要な業務。 

 （組織） 

第４条 総合企画室は，次の各号に掲げる職員をもって組織する。 

 (1) 総合企画室長 

 (2)  総合企画室事務主査 

 (3) 総合企画室主務 

 （総合企画室長） 

第５条 総合企画室長（以下「室長」という。）は，教授又は助教授の中から校長が任命する。 

２ 室長は，総合企画室の業務を掌理する。  

  (総合企画室事務主査) 

第６条  総合企画室事務主査（以下「事務主査」という。）は，本校の事務系職員の中から校長が任命する。 

２  事務主査は，総合企画室の業務に従事する。  

  （総合企画室主務） 

第７条  総合企画室主務（以下「主務」という。）は，本校教職員の中から校長が任命する。 

２ 主務は，総合企画室の業務に従事する。 

   (雑則) 

第８条 この規則に定めるもののほか，総合企画室の運営に関し必要な事項は，別に定める。 

 

出典：本校規則集 
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資料 11－１－①－４ 組織図 

 

出典：学校要覧 

 

資料 11－１－①－５ 徳山工業高等専門学校内部組織規則（抜粋） 

 

   第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規則は，徳山工業高等専門学校学則に基づき，徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）の内部

組織を定めることを目的とする。 

  （職及び任命） 

第２条 本校に，学則第９条に定める教務主事，学生主事及び寮務主事のほか，次の職を置き，校長が任命する。                 

  (1) 専攻科長，専攻幹事及び教養・専門基礎科目担当幹事                       

  (2) 学科主任及び一般科目主任                                               
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  (3) 図書館長，図書館長補及び図書館参事                                      

 (4) テクノ・リフレッシュ教育センター長，テクノ・リフレッシュ教育センター副センター長（以下「テクノ副セ

ンター長」という。）及びテクノ・リフレッシュ教育センター参事（以下「テクノセンター参事」という。） 

  (5) 情報処理センター長，情報処理センター副センター長（以下「副センター長」という。）及び情報処理センタ

ー参事 

 (6) 総合企画室長及び主務 

 (7) 学習・教育レビュー室長及びエグザミナー  

  (8) 学生相談室長及び相談員 

  (9) 進路支援室長及びキャリアアドバイザー 

 (10) ｅラーニング推進支援室長及びインストラクター 

  (11) 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補 

  (12) 学級担任                                                      

  （任期） 

第３条 前条に定める職の任期は，第１号のうち専攻科長，第２号，第４号のうちテクノ・リフレッシュ教育センタ

ー長，第６号から第１０号は２年，その他は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員補充者の任期は，前任者の

残任期間とする。   

 

     第２章 専攻科長，専攻幹事及び教養・専門基礎科目担当幹事 

  （資格） 

第４条 専攻科長は，専攻科担当の教授をもって充てる。 

２ 専攻幹事は，専攻科担当の教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，専攻科特別研究担当の助手をもって

充てることができる。 

３ 教養・専門基礎科目担当幹事は，専攻科教養・専門基礎科目担当の教授，助教授又は講師をもって充てる。 

  （職務） 

第５条 専攻科長は，専攻科の運営に関することを掌理する。 

２ 専攻幹事は，当分の間，研究，教務及び学生担当を分担し，各専攻１，２年生の指導教員を兼務する。 

３ 教養・専門基礎科目担当幹事は，教養科目及び専門基礎科目並びに放送大学等に関する連絡調整を行う。 

 

  第３章 学科主任及び一般科目主任 

  （資格） 

第６条 学科主任及び一般科目主任は，教授をもって充てる。 

  （職務） 

第７条 学科主任及び一般科目主任は，当該学科又は一般科目の運営，教務，及び学生指導等について，代表者とし

て連絡調整に関することを行う。     

 

  第４章 図書館長，図書館長補及び図書館参事 

  （資格） 

第８条 図書館長は，教授又は助教授をもって充てる。 

２ 図書館長補は，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

３ 図書館参事は，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

  （職務） 

第９条 図書館長は，図書館の運営，図書の選定及び図書利用の指導等に関することを行う。 

２ 図書館長補は，図書館長の職務を補佐する。 

３ 図書館参事は，図書館の運営に関する事項を審議する。 

   

  第５章 テクノ・リフレッシュ教育センター長，テクノ副センター長及びテクノセンター参事 

  （資格） 

第 10 条 テクノ・リフレッシュ教育センター長は，教授又は助教授をもって充てる。 

２ テクノ副センター長は，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

３ テクノセンター参事は，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

  （職務） 

第 11 条 テクノ・リフレッシュ教育センター長は，テクノ・リフレッシュ教育センターの運営に関することを行

う。 

２ テクノ副センター長は，テクノ・リフレッシュ教育センター長の職務を補佐する。 

３ テクノセンター参事は，テクノ・リフレッシュ教育センターの業務を遂行する。 

 

  第６章 情報処理センター長，副センター長及び情報処理センター参事 

  （資格） 

第 12 条 情報処理センター長は，教授又は助教授をもって充てる。 
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２ 副センター長は，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

３ 情報処理センター参事は，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

  （職務）  

第 13 条 情報処理センター長は，情報処理センターの管理運営，情報処理教育の充実及び利用計画等に関すること

を行う。 

２ 副センター長は，情報処理センター長の職務を補佐する。 

３ 情報処理センター参事は，センターの業務を行う。 

   

   第７章 総合企画室長及び主務 

  （資格） 

第 14 条 総合企画室長は，教授又は助教授をもって充てる。 

２ 主務は，教員並びに事務職員及び技術職員をもって充てる。 

  （職務） 

第 15 条 総合企画室長は，総合企画室の業務を掌理する。 

２ 主務は，総合企画室の業務を行う。 

   

   第８章 学習・教育レビュー室長及びエグザミナー 

  （資格） 

第 16 条 学習・教育レビュー室長は，教授又は助教授をもって充てる。 

２ エグザミナーは，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

  （職務） 

第 17 条 学習・教育レビュー室長は，学習・教育レビュー室の業務を掌理する。 

２ エグザミナーは，学習・教育レビュー室の業務に従事する。 

   

   第９章 学生相談室長及び相談員 

  （資格） 

第 18 条 学生相談室長は，教授又は助教授をもって充てる。 

２ 相談員は，原則として教授，助教授又は講師をもって充てる。 

  （職務） 

第 19 条 学生相談室長は，相談室の業務を掌理する。 

２ 相談員は，相談室の業務に従事する。 

 

    第１０章 進路支援室長及びキャリアアドバイザー 

 （資格） 

第 20 条 進路支援室長は，教授又は助教授をもって充てる。 

２ キャリアアドバイザーは，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

  （職務） 

第 21 条 進路支援室長は，進路支援室の業務を掌理する。 

２ キャリアアドバイザーは，進路支援室の業務に従事する。 

   

   第１１章 ｅラーニング推進支援室長及びインストラクター 

  （資格） 

第 22 条 ｅラーニング推進支援室長は，教授又は助教授をもって充てる。 

２ インストラクターは，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，助手をもって充てることができる。 

  （職務） 

第 23 条 ｅラーニング推進支援室長は，ｅラーニング推進支援室の業務を掌理する。 

２ インストラクターは，ｅラーニング推進支援室の業務に従事する。 

   

   第１２章 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補 

  （資格） 

第 24 条 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補は，教授，助教授又は講師をもって充てる。ただし，学生主事補

及び寮務主事補は，助手をもって充てることができる。 

  （職務） 

第 25 条 教務主事補，学生主事補及び寮務主事補は，それぞれの主事の職務を補佐する。 

   

   第１３章 学級担任 

  （資格） 

第 26 条 学級担任は，教授，助教授又は講師をもって充てる。  

  （職務） 
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第 27 条 学級担任は，当該学級の運営，学生指導及び特別教育活動等に関することを行う。 

   

   第１４章 会議及び委員会 

  （設置） 

第 28 条 本校に次の会議及び委員会を置く。 

 (1) 運営委員会 

 (2) 教員会議 

 (3) 教務委員会 

 (4) 専攻科委員会 

  (5)  入学試験委員会 

 (6) 厚生補導委員会 

 (7) 学寮運営委員会 

 (8) 自己評価委員会 

 (9) 将来計画委員会 

  (10) ＦＤ委員会 

  (11) 知的財産委員会 

 (12) 情報セキュリティ委員会 

 (13) 情報公開委員会 

 (14) 安全衛生委員会 

  (15) セクシュアル・ハラスメント防止委員会 

  (16) 紀要編集委員会 

 (17) その他校長が必要と認める会議及び委員会 

２ 前項各号に定める会議及び委員会に関することは，別に定める。 

出典：本校規則集 
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資料 11－１－①－６ 学内の情報共有システム（TCT-info.）イメージ 

階層順表示(件名を押せば，対象イベントが閲覧できます)教職員トップページに戻る 

• ルートフォルダ  

o 評価関係資料  

o 広報  

o TCT 情報共有システム  

 お知らせ  

 報告  

 地域貢献活動  

 研究活動関係  

 学内規則の制定，改廃等  

 人事異動等の記録  

 中期計画  

 法人評価関係  

o 協定関係  

o 一時保管  

o 情報処理センター（部署別の利用例）  

o 校長  

o 一般科目  

o 機械電気工学科  

o 情報電子工学科  

o 土木建築工学科  

o 事務部長  

o 庶務課  

o 会計課  

o 学生課  

o 教育研究支援センター  

o テクノ・リフレッシュ教育センター  

o 学習・教育レビュー室  

o 進路支援室  

o 学寮関係  

 学内情報共有システム 情報閲覧ページ (Ver0.2 RC1) 

(Directed by 総合企画室, System provided by 情報処理セン

ター)  

出典：本校ウェブサイト（学内限定） 

 

（分析結果と根拠理由） 

本校の最高責任者である校長の責務は多岐にわたるため，３主事，専攻科長，総合企画室長等が

配置され，各種委員会等の組織も整備されている。校長は校務全体を把握するための運営委員会を

定期的に開催し，校長の運営方針等が具体的施策に反映できるよう意見の聴取及び情報の共有が行

われ，学校の目的を達成するために効果的な意思決定を行える態勢となっている。 

以上のことから本校の目的を達成するために校長，各主事及び委員会の役割が明確になっており

効果的な意思決定がなされている。 
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観点 11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点にかかる状況） 本校では，校長が「運営委員会」で管理運営に関する重要事項について意

見を聴きながら最終決定しているが，その他管理運営に関する委員会として「自己評価委員会」，

「将来計画委員会」等各種委員会を設けて，それぞれの専門的分野について検討し，計画・実施して

いる。各委員会には事務部から事務部長又は担当課長が委員として出席し，委員会の決定事項を所掌

事務担当係に周知している。 

また，委員会とは別に組織された「総合企画室」は，教員５名及び職員２名の計７名で構成し，教

育・研究及び事務を全校的観点から検討することとしており，校長と総合企画室メンバーで打ち合わ

せを行う「コアタイム」（毎週木曜日）と，総合企画室メンバーで検討を行う「ミーティング」（毎

週水曜日）を開催し，必要に応じその検討結果等をさらに所掌する各委員会等で専門的に検討するこ

ととしている。 

なお，校長と３主事，専攻科長，テクノ・リフレッシュ教育センター長，総合企画室長，事務部長

及び各課長で構成する「主事連絡会」（毎週金曜日）を開催し，運営方針の周知や情報の共有を図っ

ている。 

事務組織については，庶務課，会計課，学生課の３課を設置し，事務系職員４５名が教員と緊密な

連携・協力体制をとりつつ，全校一体となって運営しており，事務組織の職務内容及び事務分掌は

「徳山工業高等専門学校事務組織規則」（資料 11－１－②－１）及び「徳山工業高等専門学校事務分

掌内規」（資料 11－１－②－２）に明記されている。 

技術系職員については，平成９年度に「教育研究支援センター」を設置し，機械工作部門，計測制

御部門，ネットワーク部門の３部門に分かれ，その職務及び所掌事務は「徳山工業高等専門学校にお

ける技術職員の組織に関する規則」（資料 11－１－②－３）に規定され，それぞれ教員と協力しなが

ら学生の指導にあたるほか，自主的な研究活動も行うなどその成果を取りまとめた「教育研究支援セ

ンター報告書」（資料：別冊訪問調査時に提示）を毎年刊行している。 

また，高専の第３の活動である「地域貢献」を充実させるため，庶務課に地域連携推進係を設置し，

地域との連携窓口を統合するとともに教育・研究に対する情報発信の一元化を図った。 

平成１８年度には人事，給与及び共済業務を一係内に統合し，業務の効率化を図るとともに所掌事

務の見直しを行い，活性化のための組織の再編成などを検討している。 

 

資料 11－1－②－１ 徳山工業高等専門学校事務組織規則（抜粋） 

全部改正  昭和５２年４月１日 

                                          最終改正  平成１８年４月１日 

 （目的） 

第１条 この規則は，徳山工業高等専門学校学則第１０条に定める徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）

事務部の事務組織を定めることを目的とする。 

 （組織） 

第２条 本校に事務部を置き，庶務課，会計課及び学生課を置く。 

第３条 庶務課に次の係を置く。 

  (1) 庶務係 

 (2) 人事係 

 (3) 総合企画室事務係 

  (4) 地域連携推進係 

 (5) 図書係 

２ 会計課に次の係を置く。 
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  (1) 総務係 

 (2) 出納係 

 (3) 用度係 

  (4) 施設係 

３ 学生課に専門員並びに次の係及び専門職員を置く。 

  (1) 教務係 

 (2) 学生係 

 (3) 専門職員（寮務・留学生担当） 

 （事務部長及び課長） 

第４条 事務部に事務部長を，課に課長を置く。 

２ 事務部長及び課長は，事務職員をもって充てる。 

  （専門員） 

第５条 課に専門員を置くことができる。 

２ 専門員は，事務職員をもって充てる。 

 （技術専門員） 

第６条 学生課に技術専門員を置くことができる。 

２ 技術専門員は，技術職員をもって充てる。 

 （専門職員） 

第７条  課に専門職員を置くことができる。 

２ 専門職員は，事務職員をもって充てる。 

 （技術専門職員） 

第８条 学生課に技術専門職員を置く。 

２ 技術専門職員は，技術職員をもって充てる。 

 （係長） 

第９条 各係に係長を置く。 

２ 係長は，事務職員又は技術職員をもって充てる。 

 （主任） 

第１０条 課及び係に主任を置くことができる。 

２ 主任は，事務職員又は技術職員をもって充てる。 

 （職務） 

第１１条 事務部長は，校長の命を受け，事務部の事務を処理する。 

２ 課長は，上司の命を受け，課の事務を処理する。 

３ 専門員は，上司の命を受け，課の所掌事務のうち高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を直

接処理するとともに専門的見地から課長を補佐する。 

４ 技術専門員は，上司の命を受け，極めて高度な専門的技術を必要とする技術に関する職務を処理する。 

５ 専門職員は，上司の命を受け，専門的知識若しくは経験を必要とする特定又は一定範囲の分野の事務を直接処理

する。 

６ 技術専門職員は，上司の命を受け，高度な専門的技術を必要とする技術に関する職務を処理する。 

７ 係長は，上司の命を受け，係の事務を処理する。 

８ 主任は，上司の命を受け，課又は係の事務を処理する。 

 （雑則） 

第１２条 各課における所掌事務並びに技術専門員，技術専門職員及び学生課に所属する技術職員の組織及び業務に

ついては，別に定める。 

出典：本校規則集 

 

資料 11－１－②－２ 徳山工業高等専門学校事務分掌内規（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校事務分掌内規 

                                           制  定  平成１８年６月１６日 

 

第１条 徳山工業高等専門学校事務組織規則第１２条に基づく各課における所掌事務 については，この内規の定め

るところによる。 

第２条 庶務課庶務係においては次の事務をつかさどる。 

 (1) 本校の事務に関し，総括及び連絡調整すること。 

 (2) 機密に関すること。 

 (3) 儀式，会議，その他諸行事に関すること。 

 (4) 学則その他諸規則の制定及び改廃に関すること。 
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 (5) 法人文書等の接受，発送及び整理保存に関すること。 

 (6) 公印の管守に関すること。（会計機関の公印に関することを除く。） 

 (7) 宿日直の委託業務に関すること。ただし，学寮に関するものを除く。 

 (8) 教職員の出張及び休暇等に関すること。 

 (9) 情報公開に関すること。 

 (10) 本校及び庶務に関する調査，統計その他諸報告に関すること。 

 (11) その他，他の課，係の所掌に属しない事務を処理すること。 

第３条 庶務課人事係においては，次の事務をつかさどる。 

 (1) 教職員の人事，給与，勤務評定及び服務に関すること。 

 (2) 教員資格審査に関すること。 

  (3)  教職員の労働時間に関すること。（休暇に関することを除く。） 

 (4) 教職員の安全保持，健康管理及び校内環境の整備に関する専門的事項に関すること。 

 (5) 教職員の福利厚生及びレクリエーションに関すること。 

 (6) 共済組合及び退職手当に関すること。 

 (7) 栄典及び表彰に関すること。 

  (8) 教職員の研修に関すること。 

 (9) 人事記録の作成及び保管に関すること。 

  (10) 労働組合に関すること。 

 (11) 人事に係る調査，統計その他諸報告に関すること。 

 (12) 教職員の身分に係る証明に関すること。 

  (13) その他，人事に関すること。 

第４条 庶務課総合企画室事務係は，次の事務をつかさどる。   

 (1) 中・長期計画に関すること。 

 (2) 総合企画室の事務に関すること。 

 (3) 広報に関すること。 

 (4) 評価に関する連絡調整に関すること。 

 (5)  個人情報保護に関すること。 

 (6) 事務用電子計算機に関する連絡調整に関すること。 

 (7) 事務の情報処理に係る啓蒙及び研修に関すること。 

第５条 庶務課地域連携推進係は，次の事務をつかさどる。 

 (1) 地域社会との交流及び連携に関すること。  

 (2) 科学研究費補助金等の申請及び報告に関すること。  

 (3) 受託研究及び共同研究に関すること。 

 (4) 学内競争的資金に関すること。 

 (5) 研究協力に関すること。 

  (6) サテライトオフィスに関すること。 

  (7) 知的財産に関すること。 

  (8) 研究集会及び講習会等に関すること。 

 (9) テクノ・リフレッシュ教育センターの運営に関すること。 

 (10) 生涯学習に関すること。 

 (11) 地域連携及び外部資金に関する調査，統計その他諸報告に関すること。 

第６条 庶務課図書係においては，次の事務をつかさどる。 

 (1) 図書館資料の受入れ並びに整理及び保存等に関すること。 

 (2) 図書館資料の閲覧，貸出等利用に関すること。 

 (3) 文献の交換及び複写に関すること。 

 (4) 図書の検索指導及び読書相談等に関すること。 

 (5) 紀要の編集及び発行に関すること。 

 (6) 寄贈図書に関すること。 

 (7) 図書に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 

 (8) その他，図書館に関すること。 

第７条 会計課総務係においては，次の事務をつかさどる。 

 (1) 会計課の事務に関し，総括及び連絡調整すること。 

 (2) 予算及び決算に関すること。 

 (3) 会計の監査に関すること。 

 (4) 会計機関の公印の管守に関すること。 

 (5) 会計に関する諸規則及び内規に関すること。 

 (6) 資産の使用及び貸付に関すること。 

 (7) 教職員宿舎に関すること。 

 (8) 会計に関する調査，統計及び諸報告に関すること。 
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 (9) その他，会計事務で他の係の所掌に属しないこと。 

第８条 会計課出納係においては，次の事務をつかさどる。 

 (1) 収入，支出に関すること。 

 (2) 給与，旅費及び謝金等の支払に関すること。 

 (3) 債権の管理に関すること。 

 (4) 科学研究費等外部資金及び寄付金の経理に関すること。 

 (5) 共済組合の支払に関すること。   

 (6) その他出納に関すること。 

第９条 会計課用度係においては，次の事務をつかさどる。 

 (1) 固定資産（備品）の管理等に関すること。 

 (2) 物品の購入契約，役務契約に関すること。 

 (3) 物品の取得，供用，貸付及び処分に関すること。 

 (4) 物品の寄附受，管理換及び譲渡に関すること。 

 (5) 電話，ガス，電気及び給排水等の支出契約に関すること。 

 (6) 科学研究費等にかかる物品の購入契約及び物品管理に関すること。 

 (7) 自動車の整備運行に関すること。 

 (8) 用度に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 

 (9) その他，用度に関すること。 

第１０条 会計課施設係においては，次の事務をつかさどる。 

 (1) 施設整備に関し，総括及び連絡調整すること。 

 (2) 固定資産の管理及び処分に関すること。 

 (3) 施設及び環境の整備並びに計画に関すること。 

 (4) 営繕に関すること。 

 (5) 土地，建物等の寄付及び借入れに関すること。 

 (6) 防火，その他災害対策に関すること。 

 (7) 施設に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 

第１１条 学生課専門員（就職支援担当）は，次の事務をつかさどる。 

 (1) 進路支援室に関すること。 

 (2) 専攻科の入学者の選抜及び教務に関すること。 

 (3) その他，学務に係る所掌事務のうち，重要な調査，企画及び連絡調整に関すること。 

第１２条 学生課教務係においては，次の事務をつかさどる。 

 (1) 学生課の事務に関し，総括及び連絡調整すること。 

 (2) 入学者の選抜に関すること。 

 (3) 教育課程の編成及び授業並びに評価に関する企画・立案に関すること。 

 (4) 学生の入学試験改善のための基本方針の企画・立案に関すること。 

 (5) 学生の修学に関すること。 

 (6) 年間の授業計画及び年間行事計画に関すること。 

 (7) 学生の学籍に関すること。 

 (8) 学生の身分証明書，成績証明書及び卒業証書等に関すること。 

 (9) 学生の教科書，教具及び教材に関すること。 

 (10) 学生の校外実習及び工場見学に関すること。 

 (11) 学生便覧等刊行物に関すること。 

 (12) 教務に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 

 (13) 研究生，科目等履修生及び聴講生に関すること。 

 (14) その他，学生関係事務で他の係の所掌に属しないこと。 

第１３条 学生課学生係においては，次の事務をつかさどる。 

 (1) 学生の課外教育及び厚生事業に関すること。 

 (2) 学生及び学生団体の指導監督に関すること。 

 (3) 学生の集会，掲示及び印刷物等に関すること。 

 (4) 入学料，授業料の減免，猶予及び奨学金に関すること。 

 (5) 学生の表彰及び懲戒に関すること。 

 (6) 課外活動施設及び厚生施設の管理に関すること。 

 (7) 日本スポーツ振興センターに関すること。 

 (8) 学生の旅客運賃割引証に関すること。 

 (9) 学生の保健衛生及び相談に関すること。 

 (10) 学生に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 

 (11) その他，学生の厚生補導に関すること。 

第１４条 学生課専門職員（寮務・留学生担当）は，次の事務をつかさどる。 

 (1) 外国人留学生の受け入れに関すること。 
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 (2) 学寮の管理運営に関すること。 

 (3) 学生の入退寮に関すること。 

 (4) 寮生の寮生活に関すること。 

 (5) 寮費等の経理に関すること。 

 (6) 寮生の保健衛生に関すること。 

 (7) 学寮の委託業務に関すること。 

 (8) 学寮宿日直に関すること。 

 (9) 学寮の防災警備に関すること。 

 (10) 寮生の郵便物接受及び配布に関すること。 

 (11) 学寮及び留学生に係る調査，統計及び諸報告に関すること。 

 (12) その他，寮務・留学生に関すること。 

出典：本校規則集 

 

資料 11－１－②－３ 徳山工業高等専門学校における技術職員の組織に関する規則（抜粋） 

 

      徳山工業高等専門学校における技術職員の組織に関する規則 

 

  （目的） 

第１条 この規則は、徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）における技術専門員、技術専門職員及び技術

職員（以下「技術職員等」という。）の技術に関する専門的業務を組織的かつ効率的に行うとともに、その能力、資

質等の向上を図り、優れた人材を確保するため、技術職員等の組織に関し必要な事項を定めることを目的 とする。 

 （センター等） 

第２条 前条の目的を達成するため、本校に「教育研究支援センター」（以下「センター」という。）を設置する。 

２  センターは、第一技術室（機械工作部門）、第二技術室（計測制御部門）及び第三技術室（ネットワーク部門）

の３室で構成する。 

３ センターにおいては、技術職員等の勤務部署との連絡を緊密に図り、技術職員等の研修、実験・実習室及び工場

の設備及び備品の維持管理並びに地域社会との連携及び技術協力を行うとともに、各室においては、次表に掲げる業

務を行う。 

 
 （センター長） 

第３条 センターにセンター長を置き、テクノ・リフレッシュ教育センター長をもって充てる。 

２ センター長は、センターの業務を統括する。 

 （技術長等） 

第４条 センターに、次の各号に掲げる職員を置き、本校の技術職員等の中から校長が任命する。 

 (1)  技術長 

 (2) 技術室長 

 (3)  技術室員 

２ 技術長は、センター長を補佐し、各技術室の業務を統括するとともに技術室長及び技術室員の技術的な指導・助

言並びに技術業務を行う。 

３ 技術室長は、技術室の業務を整理するとともに技術室員の技術的な指導・助言並びに技術業務を行う。 

４ 技術室員は、技術業務を行う。 

 （事務） 

第５条 技術職員等の組織に関する事務は、学生課において処理する。 

 （雑則） 

第６条 この規則に定めるもののほか、技術職員等の組織に関し必要な事項は、別に定める。 

 

出典：本校規則集 
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（分析結果と根拠理由） 

本校の目的を達成するために校長の管理・運営方針が的確に示され，各委員会等において諸課題

の審議・検討がなされており，教学に係る各種委員会等と管理運営組織等との連携も円滑に行われ

ている。 

教員組織と事務組織が緊密な協力体制をとり，全教職員が連携協力してその業務を遂行しており，

効果的な活動が行われている。 

以上のことから管理運営に関する各種委員会及び教員組織と事務組織が適切に役割を分担し，効

果的に活動している。 

 

観点 11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点にかかる状況） 学校の管理運営に関する諸規則については，「徳山工業高等専門学校学

則」，「顧問規則」，「内部組織規則」，「運営委員会規則」等のほか各種委員会規則等が整備され

ており，学内の事務部ウェブサイト（学内限定）（資料 11－１－③－１）で全教職員が閲覧すること

ができる。 

 

資料 11－１－③－１ 本校諸規則一覧 

第１章 学  則 

 １．徳山工業高等専門学校学則 （PDF） 

第２章 組織及び運営 

 １．徳山工業高等専門学校顧問規則 （一太郎）・（PDF） 

 ２．徳山工業高等専門学校内部組織規則 （一太郎）・（PDF） 

 ３．徳山工業高等専門学校運営委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

 ４．徳山工業高等専門学校教員会議規則 （一太郎）・（PDF） 

 ５．徳山工業高等専門学校図書館規則 （一太郎）・（PDF） 

 ６．徳山工業高等専門学校テクノ・リフレッシュ教育センター規則 （一太郎）・（PDF） 

 ７．徳山工業高等専門学校情報処理センター規則 （一太郎）・（PDF） 

 ８．徳山工業高等専門学校総合企画室規則 （一太郎）・（PDF） 

 ９．徳山工業高等専門学校学習・教育レビュー室規則 （一太郎）・（PDF） 

１０．徳山工業高等専門学校学生相談室規則 （一太郎）・（PDF） 

１１．徳山工業高等専門学校進路支援室規則 （一太郎）・（PDF） 

１２．徳山工業高等専門学校ｅラーニング推進支援室規則 （一太郎）・（PDF） 

１３．徳山工業高等専門学校職員相談室規則 （一太郎）・（PDF） 

１４．徳山工業高等専門学校将来計画委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

１５．徳山工業高等専門学校自己評価委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

１６．徳山工業高等専門学校 FD 委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

１７．徳山工業高等専門学校教務委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

１８．徳山工業高等専門学校専攻科委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

１９．徳山工業高等専門学校入学試験委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２０．徳山工業高等専門学校厚生補導委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２１．徳山工業高等専門学校学寮運営委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２２．徳山工業高等専門学校安全衛生委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２３．徳山工業高等専門学校知的財産委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２４．徳山工業高等専門学校情報公開委員会規程 （一太郎）・（PDF） 

２５．徳山工業高等専門学校事務情報化推進委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２６．徳山工業高等専門学校事務情報化推進室設置要項 （一太郎）・（PDF） 

２７．徳山工業高等専門学校紀要編集委員会規則 （一太郎）・（PDF） 

２８．徳山工業高等専門学校における技術職員の組織に関する規則 （一太郎）・（PDF） 

２９．徳山工業高等専門学校環境建設工学センター規則 （一太郎）・（PDF）  

出典：本校ウェブサイト（学内限定） 
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（分析結果と根拠理由） 相応である。 

管理運営に関する諸規則は適切に整備され，全教職員に周知するための方策として事務部ウェブ

サイト（学内限定）が整備されている。 

 

観点 11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点にかかる状況） 平成１２年度に徳山工業高等専門学校顧問規則（資料 11－２－①－１）を制

定し，教育研究分野に精通した大学等教育研究機関の教員，産業界の動向に精通した者，地域関係者

で教育に識見を有する者等で組織する「顧問会議」を開催して外部有識者の意見等を学校の管理運営

に反映させている。 

顧問会議は，年１，２回定例的に開催され，当該年度ごとにテーマを掲げ，本校の目的を達成する

ための指導・助言を求めている。その意見等に基づき，「運営委員会」をはじめとする各種委員会等

で検討され，改善を図っている。 

近年では，「国立高等専門学校機構の中期目標，中期計画及び本校の中期計画について」と「高等

専門学校機関別認証評価（試行的評価）の受審について」（資料 11－２－①－２）及び「地元企業と

の交流」（資料 11－２－①－３）をテーマに本校の地域連携活動について指導と助言を求めた。 

一例として，顧問会議からの意見（資料 11－２－①―４）を受けて「公開授業」（資料９－１－④

－５）を本格実施し，平成１４年度に４回，１５年度に８回，１６年度及び１７年度には１６回実施

し，公開授業終了後に担当教員，レビュー教員，教育モニター（外部者）（資料２－２－①－９）を

交えてのレビュー会を行い，公開授業終了後１週間以内に，授業の在り方や改善方法等を提案してい

る。 

 

資料 11－２－①－１ 徳山工業高等専門学校顧問規則（抜粋） 

 

 （設置） 

第１条 本校に，徳山工業高等専門学校学則第１条の２第４項の規定に基づき，自己点検・評価の結果について検証

を行うため，顧問を置く。 

 （任務） 

第２条 顧問は，校長の諮問に応じ，本校の教育研究活動等の状況について本校が行う自己点検・評価の結果につい

て意見を述べ，検証を行う。 

 （委嘱） 

第３条 顧問は，次の各号に掲げる者のうちから校長が委嘱する。 

 (1) 教育研究分野に精通した大学，高等専門学校等教育研究機関の教員等 

 (2) 産業界の産業動向に精通した者 

 (3) 本校の所在する地域の関係者で，教育に関し，広く，かつ，高い識見を有する者 

  (4) その他高等専門学校に関し，広く，かつ，高い識見を有する者 

２ 顧問は，若干人とする。 

３ 顧問の任期は２年とし，再任を妨げない。 

出典：本校規則集 

 

資料 11－２－①－２ 平成１６年度第１回顧問会議日程表 

日 時 平成１６年 ５月１９日（水） １４：００～１６：3０ 

場 所 徳山工業高等専門学校 メディアホール 

 開 会   ・司 会：事務部長 

 議 事 

  ● 14:00 学校紹介ＤＶＤ上映  

                                                  【資料 1-1】  【資料 1-2】 
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  ● 14:15 独立行政法人国立高等専門学校機構の中期目標及び中期計画について      校  長 

  ● 14:25 徳山工業高等専門学校の中期計画（案）について 【資料２】       総合企画室長 

  ● 14:50 ＪＡＢＥＥ技術者教育プログラムの認定について 【資料３】         教務主事 

  ● 14:55 高等専門学校機関別認証評価（試行的評価）の受審について 【資料４】 自己評価委員長 

  ● 15:05 学習・教育レビュー室について 【資料５】          学習・教育レビュー室長 

    15:15 ～ 15:25 《 休憩 》 校長室 

  ● 15:30 意見交換 （パネルディスカッション）※顧問及び本校関係者の紹介  司会 総合企画室長    

  ● 16:25 閉会挨拶  16:30 《 終了 》 

出典：顧問会議資料 

 

資料 11－２－①―３ 平成１７年度第１回顧問会議日程表 

 

日 時 平成１８年 ３月 ７日（火） １４：００～１６：3０ 

場 所 徳山工業高等専門学校 メディアホール 

出席顧問 小 野 英 輔  (株)サマンサジャパン代表取締役社長 

          柏 原 伸 二   柏原塗研工業(株)代表取締役社長 

         小 泉 達 也   (社)山口県技術交流協会会長 

     松 爲 宏 幸  豊橋技術科学大学副学長 

三 池 孝 道  (社)周南青年会議所直前理事長 

村 中 民 義  徳山地区中学校長会代表 岐陽中学校長 

 開 会  司 会：総合企画室長 

 議 題   「地元企業との交流（企業との商品化）」                                             

  ● 14:00 ・地元企業との交流について  （ﾃｸﾉ･ﾘﾌﾚｯｼｭ教育ｾﾝﾀｰ長） 土木建築工学科 教授 原  隆 

  ● 14:15 ・足マウスの開発について            機械電気工学科 教授 門 脇 重 道 

  ● 14:30 ・お年寄り見守りシステムについて 

       ・席替えルーレット「どこどこ」について     情報電子工学科 教授 重 安 邦 之 

  ● 14:55 ・竹チップを利用した舗装材の開発について    土木建築工学科 教授 藤 原 東 雄 

  ● 15:10 ・マイクロバブルを用いた新たな取り組みについて 土木建築工学科 教授 大 成 博 文 

    15:25 ～ 15:40 《 休憩 》 校長室 

  ● 15:４0 意見交換 （顧問及び本校関係者の紹介）        司 会：総合企画室長 

● 16:25 閉会挨拶 校 長 16:30 《 終了 》 

出典：顧問会議資料 

 

資料 11－２－①－４ 平成１６年度 第１回顧問会議議事概要（抜粋） 

 
 日 時  平成１６年 ５月１９日（水） １４：００～１６：３０ 

 場 所  徳山工業高等専門学校メディアホール 

 出席者  有馬  弘  徳山地区中学校長会，富田中学校長 

      伊藤 俊昭  山口県商工労働部長                   

      小野 英輔  徳山高専テクノ・アカデミア会長     

      三池 孝道  (社)周南青年会議所理事長               

          三木 俊克  山口大学工学部長 

 

【中期計画等について，顧問からの意見】（抜粋） 

  

三池孝道氏 

 『世界に通用する実践力のある開発型技術者を目指す人材の育成』，この教育理念は何も言うことがない。具体的

な評価の基準として，英語はわかりやすいが，その他のことは基準がよくわからない部分もある。巣立っていく学生

さんの仕上がり具合を確認させて頂くためにも，実際の学生の状況（授業等）がみてみたい。 

 

【評価に関して】 

 

三池氏 

 ＪＡＢＥＥは非常に良いので，このまま続けたらよい。学生アンケートの評価では，この年代の子供達は教員を好

き嫌いで判断することもあるので，参考程度で捉えて良い思う。 
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 学習・教育レビュー室での公開授業等は，をもう少しＰＲされてはいかがか。 

 

出典 平成１６年度第１回顧問会議議事概要 

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成１２年から設けられた「顧問会議」を定期的に開催し，産官学各界から広く意見・要望等を求

めるとともに，その提言については，「総合企画室」，「運営委員会」，「将来計画委員会」，「学

習・教育レビュー室」等で実施方法及び改善策等を検討し，具体化を図っているなど，外部の意見が

反映されている。 

以上のことから外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されている。 

 

観点 11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点にかかる状況） 教育及び研究等に関する評価については，顧問会議，JABEE による第三者

評価や教員個々による年間職務の自己評価，自己評価委員会が行う自己点検・評価，教員及び学生に

よる授業評価，公開授業等を実施している。特に，平成１２年度から教員全員に対して行っている

「年間職務の自己評価」で教育・研究・地域貢献に対する自己評価として，①学生による授業評価②

教育活動③校務④クラブ活動指導⑤研究活動⑥地域貢献⑦外部資金導入の７項目について自ら評価を

行っている。これらの評価結果については，自己評価委員会等が取りまとめ，各種報告書として公表

するとともに，ウェブサイト上でもグラフにして公開するなど，各教員の自己研鑽を促し，本校の教

育・研究水準の向上を図っている。 

この年間職務の自己評価については，「自己評価委員会」が過去５年間について分析し，「年間職

務の自己評価 ５年間を振り返って」として取り纏めた報告を行い，ウェブサイトでも公開している

（資料９－１－⑤－２）。 

平成１５年度には日本技術者教育認定機構（JABEE）から，JABEE 技術者教育プログラムとして認定

（認定プログラム名：「設計情報工学」，認定分野：「工学（融合複合・新領域関連分野）」）され

ている。 

平成１６年度には大学評価・学位授与機構による高等専門学校機関別評価（試行）を受審し，

そ の 評 価 結 果 は ， 大 学 評 価 ・ 学 位 授 与 機 構 の ウ ェ ブ サ イ ト で 公 開 さ れ て い る 。

（http://www.niad.ac.jp/sub_hyouka/ninsyou/hyoukahou/houkoku.pdf） 

また，「総合企画室」では，本校の総合的な活動状況の点検・評価として本校が定めた中期計画の

達成状況について毎年度の達成状況を検証し，今後の活動について継続的に審議・検討を行っている。

（学内限定：訪問調査時に提示） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の総合的な状況に関する自己点検評価として，本校が定めた中期計画に基づく年度計画を策

定し，その達成状況について年度毎に確認と検証を行っている。またその結果等はウェブサイトで

公表している。この他，学生による授業評価，公開授業等を精力的に実施しており，特に教員の

「年間職務の自己評価」については，教育及び研究，地域貢献等学校全体の取り組み及び活動の成

果に対して，評価項目を設定して自己評価を行い，その結果等についても広く公表されるとともに
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過去５年間の検証・評価が行われている。 

また，大学評価・学位授与機構による高等専門学校機関別評価（試行）や JABEE プログラム

に認定されるなど，本校の目的を達成するために外部機関による評価を積極的に受審し，総合的な

評価が行われている。 

以上のことから本校の教育研究活動については，総合的な評価が適切に行われ，かつ，その評価

結果は公表されている。 

 

観点 11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されているか。 

 

（観点にかかる状況） 本校の中期計画において，社会への説明責任に関する目標（資料 11－３－

②－１）及び社会への説明責任に関する目標を達成するためにとるべき措置（資料 11－３－②－２）

を定めており，顧問会議における意見や助言については，「総合企画室」で取り纏め，「運営委員

会」で報告するとともにその改善事項により「学習・教育レビュー室」，「教務委員会」，「専攻科

委員会」，「自己評価委員会」，「将来計画委員会」及び「ＦＤ委員会」等において検討し，実施を

図っている。 

教育・研究に関する評価結果に基づく具体的な改善システムについては，顧問会議からの意見（資

料 11－２－①―４）を受けて「公開授業」（資料９－１－④－５）を本格実施し，平成１４年度に４

回，１５年度に８回，１６年度及び１７年度には１６回実施し，公開授業終了後に担当教員，レビュ

ー教員，教育モニター（外部者）（資料２－２－①－９）を交えてのレビュー会を行い，公開授業終

了後１週間以内に，授業の在り方や改善方法等を提案している。 

「自己評価委員会」の活動状況については，学内の情報共有システム（TCT-info.））で議事録を公

開しており，平成１７年度には過去５年間の総括を行っている。その結果として前年度の業務の見直

しとともに，必然的に翌年度の新たな目標設定の機会が生まれ，各教員が職務全般に対する問題意識

を持つようになり，学校教育研究活動の活性化が図られ改善されている。 

また，中期計画の達成状況については，「総合企画室」において項目ごとに達成状況を調査し，そ

の内容は毎年ウェブサイトに掲載することにより学内に周知されているが，更なる改善に向けて検討

を行っている。 

大学評価・学位授与機構による高等専門学校機関別評価（試行）で指摘のあった準学士課程と専攻

科課程の学習・教育目標については，「ＦＤ委員会」で審議し，明確に定めている（資料 11－３－②

－３）。 

 

資料 11－３－②－１ 社会への説明責任に関する目標（抜粋） 

 

２．目標 

○ 社会への説明責任に関する目標 

ホームページの充実，情報公開内容の検討と可能な限りの開示の徹底，授業や卒業研究の成果の公開，シラバスの

内容，授業評価の内容などの公開，教員の研究成果などの開示を通して，社会に対する説明責任能力を高める。 

出典：中期計画 
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資料 11－３－②－２ 社会への説明責任に関する目標を達成するためにとるべき措置（抜粋） 

 

６．社会への説明責任に関する目標を達成するためにとるべき措置 

（１）評価の充実に関する目標を達成するための措置 

○ 自己点検・評価や第三者評価の方法・内容に関する改善方策 

1) 自己点検・評価機能を改善するために，自己評価委員会の活動をより活発化する。 

2) 自己評価及び授業評価の結果を公開する。 

3) 継続的な教育改善のための評価を学習・教育レビュー室が実施する。 

4) 顧問会議の充実を図る。 

5) JABEE 認定を受審する。 

    ○ 評価結果を高専運営の改善に活用するための具体的方策 

顧問会議，JABEE による外部評価及び自己評価（年間職務の自己評価，授業評価等）の結果を総合企画室が収集・分

析し，高専運営を改善するために，各種委員会に改善策立案を依頼し，実施を図る。 

（２）情報公開等の推進に関する目標を達成するための措置 

   ○ 情報公開体制の在り方に関する具体的方策 

1) 総合企画室を中心に，情報公開項目を精査し，その公開機能の充実を図る。 

2) 必要な情報をホームページで公開するとともに，ホームページの充実を図る。 

3) 周南市街に設置のサテライト「高専夢広場」における高専の PR 及び情報発信を図る。 

出典：中期計画 

 

資料 11－３－②－３ ＦＤ委員会議事概要 

 

日 時  平成１８年５月８日（月）１７：０５～１７：４０ 

場 所  ２階会議室 

議事 

１． 準学士課程及び学士課程における到達目標について 

別紙資料（案）により，審議の結果一部修正を行い次回運営委員会で審議・決定することとした。なお，準学士課程

の表現について一部疑義がでたため，修正案を各委員へメールで照会することとした。 

 

出典：ＦＤ委員会議事概要 

 

（分析結果と根拠理由）  

 評価結果に基づき，「総合企画室」，「学習・教育レビュー室」，「各種委員会」等によって改

善が図れるよう，システムが整備され，継続的に改善が行われている。 

大学評価・学位授与機構による高等専門学校機関別評価（試行）で指摘のあった改善項目は，

「ＦＤ委員会」で審議し，改善している。 

 「自己評価委員会」の活動状況についても過去５年間の総括を行うなど積極的に改善に取り組ん

でいる。 

 以上のことから本校の目的を達成するための改善システムは整備され，有効に運営されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点）  

各主事，総合企画室，各種委員会等の管理運営体制及び事務組織が整備され，その役割も果たさ

れている。また，外部有識者の意見が反映されるシステムも整っている。また，教育，研究に関す

る自己点検・評価も適切に実施し，これらの評価結果についてはウェブサイト等に公表している。 

（改善を要する点） 

該当なし 
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（３）基準１１の自己評価の概要 

 学校の目的を達成するため，校長が最高責任者としての意思決定を行っている。 

 そのための補佐体制として，教育計画，学生の厚生補導，学寮の厚生補導について３人の主事を置

くとともに，専攻科長，各学科等主任，図書館長，テクノ・リフレッシュ教育センター長，情報処理

センター長および事務部長を配置し，それぞれの組織における体制を整備している。 

また，機動的な学校運営を行うために総合企画室を設置し，中長期的視野においての情報収集・分析，

経営方針等について企画・立案，調整を行い，教育・研究活動の経営基盤の強化を図っている。 

 校長は，重要案件については運営委員会の意見を参考に管理運営を行うととともに，目的に応じて

各種委員会を設置し，諸規則を整備している。各種委員会の審議内容は，学内の情報共有システム

（TCT-info.）を通じて情報の共有化ができるように整備され，教職員の意識統一を図っている。 

 事務組織も教員と緊密な連携・協力体制をとりつつ全校一体となった運営を行っており，また，地

域連携推進係を新設し，地域との窓口を統一するなど，業務の見直しを積極的に行っている。 

 自己点検・評価として毎年度教員自身による「年間職務の自己評価」として実施し，平成１７年度

には「過去５年間の年間職務の自己評価」として取りまとめ，報告された。学外有識者による「顧問

会議」を開催し，本校の管理運営について改善に取り組んでいる。「公開授業」はその取り組みの成

果であり，学習・教育レビュー室において，授業のあり方や改善方法等を提案している。 

 本校が実施または受審した自己評価あるいは各種外部機関からの評価については，TCT-info.により

学内に周知されているが，教育・研究に関しては，その改善事項により，総合企画室や学習・教育レ

ビュー室など，当該委員会において検討し，実施に移している。 

中期計画の達成状況については，総合企画室において項目ごとに達成状況を調査し，その内容を

学内に周知し，さらなる改善に向けて検討を行っている。 
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選択的評価事項に係る目的 

（選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的） 

 

 本校の中期計画では，徳山高専において取り組むべき研究領域は，「開発型研究，ものづくり型研究，地域密着型研

究及びそれらの基盤となる研究」であり，研究活動の目的を次のとおり定めている。 

 

１．徳山高専に適した効果的な教育を実現し，特色のある創造教育を推進する。 

２．研究資金を確保し，地域社会に貢献する。 

 

具体的には，以下の活動に結びつく研究を行う。 

・地域密着型研究，開発型研究，ものづくり型研究で得られた最先端技術，社会的ニーズなどを授業に生かす。 

・専攻科生の特別研究や本科の卒業研究に地域企業との共同研究を積極的に取り入れる。 

・従来の専門分野での共同研究に加え，複合領域にまたがる地場企業のニーズを「テクノ・リフレッシュ教育センタ

ー」を通じて調査し，技術相談，共同研究に教員が共同で対応する。 
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（選択的評価事項Ｂ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的） 

 

１. 地域社会等との連携・協力，社会サービス等の推進 

「テクノ・リフレッシュ教育センター」，「徳山高専テクノ・アカデミア」（地元企業の本校への支援組織）が協力

して地域に根ざした高専づくりを行い，月例の講演会，シンポジウム，産業技術フォーラムin山口，各種人材養成講座，

公開講座などを発展させる。 

また，小中学生を対象とした「夏休み小学生工作体験教室」，中学生を対象とした「大学等地域開放特別事業」のほ

か，小学生から一般社会人を対象とした公開講座をさらに充実発展させる。 

さらに，地方公共団体，周辺大学等と連携し実施している周南サテライトカレッジ，周南オープンカレッジについて

も今後継続し発展させるとともに，山口県をはじめとした地元自治体，山口県産業技術センター及び周南地域地場産業

振興センター，徳山大学等との連携を強化する。 

 

２．インターンシップの推進など教育に関する産学連携の推進 

「徳山高専テクノ・アカデミア」参加企業との産学連携を軸とした教育研究をすでに実施しており，今後更に産学連

携の強化を図る。 

徳山大学，長岡技術科学大学，豊橋技術科学大学との連携を強化する。 

 

３．広報の充実 

「総合企画室」でタイムリーな広報物の企画・発行を行う。同時に，すべての広報物の目的，対象，効果を調査・検

討し，その見直しと統一的管理を行う。その際，電子媒体と冊子の使い分け，重ね合わせを行うことにより広報物の改

善と広報効果の効率化を図る。また，2002年度に「Live & Active」と銘打って全面改訂を行ったウェブサイトおよび周

南市街地に開いた徳山高専サテライト「徳山高専夢広場」を活用して，学外の意見を収集するとともに，教育，研究，

文化活動に関するリアルタイムな情報発信を行う。 
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選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備さ

れ，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 中期計画で定めた「開発型研究，地域密着型研究及びそれらの基盤となる研究に積極的に取り組

む」ことを実現するため，以下の体制を整備してきた。 

・テクノ・リフレッシュ教育センター（資料Ａ－１－①－１，１－①－２） 

・テクノ・アカデミア（資料Ａ－１－①－３，１－①－４） 

・地域連携推進係（資料Ａ－１－①－５） 

・知的財産委員会（資料Ａ－１－①－６，１－①－７） 

 

資料Ａ－１－①－１ 徳山工業高等専門学校テクノ・リフレッシュ教育センター規則（抜粋） 

 （目的） 

第１条 徳山工業高等専門学校テクノ・リフレッシュ教育センター（以下「テクノセンター」という。）は，リフレ

ッシュ教育等を中心とする人材育成事業及び学内外の共同研究等を推進することにより，徳山工業高等専門学校（以

下「本校」という。」）の教育研究の充実発展に寄与し，併せて地域社会に貢献することを目的とする。 

 （業務） 

第２条 テクノセンターは，前条の目的達成のため次の業務を行う。 

 (1) 地域における民間団体等との協力，交流事業に関すること。 

 (2) 生涯学習並びにリフレッシュ教育を通じて，地域における人材育成事業の推進に関すること。 

 (3) 学内外の共同研究を充実発展させ，教育研究及び地場産業の発展に寄与すること。 

 (4) 高専・大学等の諸機関と情報交換，連絡協議に努め，そのネットワーク化に関すること。 

 (5) 徳山高専事業の推進に関すること。 

 (6) その他テクノセンターの目的を達成するために必要な業務。 

 （組織） 

第３条 テクノセンターに，次の各号に掲げる者を置く。 

 (1) テクノセンター長 

 (2) テクノセンター副センター長（２名） 

 (3) テクノセンター参事（各学科（一般科目を含む）から２名） 

２ 前項に掲げる者の任命及び任期は，次の各号のとおりとする。 

 (1) 前項第１号に掲げる者は，校長が任命する。 

 (2) 前項第２号及び第３号に掲げる者は，テクノセンター長の推薦に基づき校長が任命する。 

 (3) 前項第１号に掲げる者の任期は２年，同項第２号及び第３号に掲げる者の任期は１年とし，再任を妨げな

い。補欠を生じ任命された者の任期は前任者の残任期間とする。 

３ 第１項に掲げる者の職務は，次の各号のとおりとする。 

 (1) テクノセンター長は，テクノセンターの業務を掌理する。 

 (2) テクノセンター副センター長は，テクノセンター長の職務の補佐及びテクノセンター業務を整理する。 

 (3) テクノセンター参事は，テクノセンターの業務を遂行する。 

 （運営） 

第４条 テクノセンターの運営を円滑に行うため，テクノセンター運営会議を置く。 

２ テクノセンター運営会議は，前条第１項に掲げる者及び庶務課専門職員（企画調査担当）をもって構成する。 

３ テクノセンター運営会議は，テクノセンター長が主宰する。ただし，テクノセンター長に事故あるときは，あら

かじめ指名されたテクノセンター副センター長がその職務を代行する。 

４ テクノセンター運営会議は，次に掲げる事項を審議する。なお，重要と認める事項については，運営委員会に報

告し了承を得るものとする。 

 (1) テクノセンターに関する予算要求に関すること。 

 (2) テクノセンターに関する施設，設備の整備に関すること。 

 (3) テクノセンターの運営・事業計画に関すること。 

 (4) テクノセンターの活動・研究成果に関すること。 

 (5) 地域の企業，団体，機関等から要請された第２条各号に関すること。 

 (6) 徳山高専事業の企画・実施に関すること。 

 (7) その他テクノセンターの運営に関すること。 
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出典：本校規則集 

 

資料Ａ－１－①－２ テクノ・リフレッシュ教育センターの位置づけ 

 

出典：本校ウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/techweb/techcenter/index.htm 

 

資料Ａ－１－①－３ 徳山高専テクノ・アカデミア会則（抜粋） 

  （名称及び事務局） 

第１条 本会は，徳山高専テクノ・アカデミアと称し，事務局を周南市川端町２丁目１７番地サマンサジャパン株式

会社内に置く。 

２ 徳山工業高等専門学校に，円滑な連絡事務を行うため，連絡所を置く。 

  （目的） 

第２条 本会は，徳山高専と地域産業界等との交流を深めることにより，地域産業の発展に寄与するとともに，徳山

高専の教育研究の振興を図ることを目的とする。 

  （事業） 

第３条 本会は，第２条の目的を達成するため次の事業を行う。 

  (1)  徳山高専と地域産業等との交流に関すること。  

  (2)  技術研究開発及び技術者リフレッシュ教育等企業の育成支援事業に関すること。  

  (3)  徳山高専の教育研究に振興に関すること。  

  (4)  その他，本会の目的を達成するため適当と認められる事業  

  （構成） 

第４条 本会は，次の各号に掲げる会員で構成する。 

  (1)  一般会員 本会の趣旨に賛同した企業で，役員会の承認を受けたもの  

  (2)  特別会員 本会の趣旨に賛同した学識経験者，行政機関等の役職員で役員会の承認を受けたもの  

  (3)  協賛会員 本会に賛同した企業，団体又は個人で役員会の承認を受けたもの  

  （役員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

  (1)  会長  

  (2)  副会長 ２名  

  (3)  理事 若干名  

  (4)  監事 若干名  

第６条 会長はこの会を代表し，会務を統括する。 

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときはその職務を代理する。 

３ 理事は，必要に応じて会務を分担する。 

４ 監事は，会務の監査にあたる。監事は他の役員を兼ねることができない。 

  （役員の選出及び任期） 

第７条 役員は，総会において選出する。ただし，再任を妨げない。 

２ 役員の任期は，２年とする。 

  （顧問） 

第８条 本会に顧問若干名を置き，役員会の推薦を経て会長が委嘱する。 
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２ 顧問は，必要に応じ，会の組織・運営状況について報告を受けるとともに会長の諮問に応じる。 

３ 顧問は，総会及び役員会に出席して意見を述べることができる。 

  （会議） 

第９条 会議は，総会，役員会及び専門部会とする。 

第１０条 総会は，当該年度中に少なくとも１回開催するものとし，会長が招集する。 

２ 総会において審議する事項は，次のとおりとする。 

  (1)  事業計画並びに予算決算  

  (2)  役員の選出  

  (3)  会則の改正  

  (4)  その他，本会運営上の重要事項  

第１１条 役員会は，必要に応じ会長が招集する。 

２ 役員会において審議する事項は，次のとおりとする。 

  (1)  本会の事業の企画運営及び総会に提出する議案  

  (2)  その他，会務遂行上必要と認められる事項  

  （専門部会） 

第１２条 専門部会に部会長を置く。 

２ 専門部会は，第３条第１号及び第２号に掲げる事項に関する諸事業を行う。 

  （経費等） 

第１３条 本会の経費は，会費，寄付金その他の収入をもって充てる。 

２ 会費は，１口１０万円とし，一般会員は１口以上負担するものとする。 

第１４条 本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。 

出典：徳山高専テクノ・アカデミア会則 

 

資料Ａ－１－①－４ テクノ・アカデミア会員一覧 

○徳山高専テクノ・アカデミア一般会員 

赤坂印刷株式会社  

式会社アステック入江 光支店  井森工業株式会社  

株式会社インフォコム西日本  江村建設株式会社  

柏原塗研工業株式会社  勝井建設株式会社  

株式会社兼清電子  鋼鈑工業株式会社  

サマンサジャパン株式会社  周南マリコム株式会社  

新生商事株式会社  新立電機株式会社  

綜合緑化株式会社  多機能フィルター株式会社  

時盛建設株式会社  徳機株式会社  

永岡鋼業株式会社  日立笠戸エンジニアリング株式会社  

弘木工業株式会社  株式会社ブンシジャパン  

株式会社ミヤベ  洋林建設株式会社 

○徳山高専特別会員  宇部工業高等専門学校長  

大島商船高等専門学校長  オフィス・エフ代表  

下松市経済部産業振興室長  下松商工会議所専務理事  

（財）周南地域地場産業振興センター専務理事  新南陽商工会議所専務理事  

前徳山高専会長  周南市経済部商工観光課次長兼課長  

徳山商工会議所会頭  光市経済部商工観光課長  

光商工会議所専務理事  元東洋鋼鈑株式会社専務取締役下松工場長  

（財）やまぐち産業振興財団産学公連携コーディネーター  

山口県商工労働部新産業振興課長  山口大学工学部長  

 

○徳山高専テクノ・アカデミア協賛会員  

株式会社西京銀行  株式会社新周南新聞社  

株式会社日刊工業新聞社西部支社北九州支局  株式会社山口銀行徳山支店  

株式会社山口新聞社東山口支社  山口放送株式会社 

出典：徳山高専テクノ・アカデミア資料 

 

資料Ａ－１－①－５ 地域連携推進係設置に関する規則（抜粋） 

全部改正昭和５２年４月１日 

最終改正平成１８年４月１日 
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（目的） 

第１条この規則は，徳山工業高等専門学校学則第１０条に定める徳山工業高等専門 

学校（以下「本校」という）事務部の事務組織を定めることを目的とする。。 

（組織） 

第２条本校に事務部を置き，庶務課，会計課及び学生課を置く。 

第３条庶務課に次の係を置く。 

(1) 庶務係 

(2) 人事係 

(3) 総合企画室事務係 

(4) 地域連携推進係 

(5) 図書係 

出典：本校規則集 

 

資料Ａ－１－①－６ 徳山工業高等専門学校知的財産委員会規則（抜粋） 

（設置） 

第１条 徳山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，知的財産委員会（以下「委員会」という。）を置く。  

 （審議事項）  

第２条 委員会は，本校の知的財産の取扱いに関する次の事項について審議する。  

(1) 知的財産の創出に関すること。  

(2) 知的財産としての発掘，評価に関すること。  

(3) 知的財産の帰属に関すること。  

(4) 知的財産の管理，活用に関すること。  

(5) 知的財産創出のための教育・普及活動に関すること。  

(6) その他知的財産に関する必要な事項  

（組織）  

第３条 委員会は，次の委員をもって組織する。  

(1) テクノ・リフレッシュ教育センター長  

(2) 教務主事  

(3) 専攻科長  

(4) 総合企画室長  

(5) 校長が指名する本校の教員 若干人  

(6) 校長が委嘱する学外の知的財産に関する有識者  

(7) その他校長又は委員長が必要と認めた者  

２ 前項第５号から第７号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じた場合の後任の

委員の任期は，前任者の残任期間とする。  

出典：本校規則集 

 



徳山工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 379

資料Ａ－１－①－７ 知的財産委員会フローチャート 

 

出典：知的財産委員会資料 

 

 これらの中で，テクノ・リフレッシュ教育センターは，地域産業界との技術交流事業を展開して

いる。（財）やまぐち産業振興財団が，平成１４年度から山口県の支援を受けて開催している「地

域別産学官技術交流会」にも協力し，平成１４年および１６年には本校が中心となって「産学公技

術交流会 in 周南」を開催した（資料Ａ－１－①－８）。ウェブサイトにおいても，技術相談や産

官学共同研究に関する受付フォームを公開し，受け入れを行っている（資料Ａ－１－①－９，10，

11，12）。 
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資料Ａ－１－①－８ 産学公技術交流会 in 周南 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター資料 
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資料Ａ－１－①－９ テクノ・リフレッシュ教育センター技術相談フォーム 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センターウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/cgi-bin/academia/mail.cgi 

 

資料Ａ－１－①－10 産官学共同研究申込フォームダウンロードページ 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センターウェブサイト 

http://www.tokuyama.ac.jp/techweb/techcenter/sangakuken.htm 
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資料Ａ－１－①－11 平成１７年度技術相談受入一覧 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 
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資料Ａ－１－①－12 平成１７年度共同研究一覧 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 

 

 テクノ・アカデミアは，徳山高専テクノ・リフレッシュ教育センターの活動をさらに推し進め，

独自の共同研究制度を設けている（資料Ａ－１－①－13，14）。また，地域の企業ニーズを集積し，

産業振興のブレークスルーとなるような製品・商品の開発を目指して，テーマ別に小人数からなる

研究会・勉強会を開催している（資料Ａ－１－①－15）。 

 

資料Ａ－１－①－13 テクノ・アカデミア共同研究 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センターウェブページ 

http://www.tokuyama.ac.jp/techweb/academia/research/research.htm 
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資料Ａ－１－①－14 平成１７年度テクノ・アカデミア共同研究テーマ 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 

 

資料Ａ－１－①－15 平成１７年度技術研究会 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 

 

 地域連携推進係は，地域産業界との交流窓口であるとともに，学内への外部資金獲得のための情

報を周知し（資料Ａ－１－①－16），関連の事務を担当する。さらに，学内の競争的資金の周知

（資料Ａ－１－①－17）やその成果報告会（資料Ａ－１－①－18，19）を開催する。 
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資料Ａ－１－①－16 外部資金獲得のための情報 

 

出典：本校ウェブサイト（学内限定） 

 

資料Ａ－１－①－17 学内への競争的資金の周知 

Subject: 平成１８年度特別研究促進費の募集について 

Date: Mon, 23 Jan 2006 10:36:45 +0900 

 

   教員各位 

 

               地域連携推進係 

 

  平成１８年度特別研究促進費の募集について 

 

 このことについて，下記のとおり募集しますので，応募される方は申請書を地域連携推進係へ提出願

います。 

 なお，４月１日から採用となる教員も対象になります。 

 

               記 

 

１．先端的，独創的な発想により社会の要請に応える研究 

 への助成 

   限度額：個人研究１５０万円，共同研究３００万円 

   期間：１～３年 

   提出期限：平成１８年２月２０日（月） 

   （新任等教員の場合）４月２０日（木） 

２．論文発表を促進するための助成 

 （査読付論文で掲載料等を支払った場合に限る） 

  限度額：１件につき４万円 

  提出期限：支払いの都度 

出典：地域連携推進係からのメール 
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資料Ａ－１－①－18 成果報告会の案内 

From: 地域連携推進係 <tiren@tokuyama.ac.jp> 

To: 学生全員 <gak@tokuyama.ac.jp>, 

 全員 <kan@tokuyama.ac.jp> 

Subject: 平成１６年度特別研究促進費成果報告会の開催について【案内】 

Date: Tue, 25 Oct 2005 10:18:33 +0900 

                                       平成１７年１０月２５日 

           各 位 

                                           地域連携推進係 

 

  平成１６年度特別研究促進費研究成果報告会の開催について 

 

このことについて，下記のとおり開催いたしますので是非ご聴講願います。 

 

               記 

第１回 

 日 時：平成１７年１２月 ７日（水）１６：１０～ 

 場 所：メディアホール 

 プログラム      座長：機械電気工学科 小田 和広 

 16:10～  開会挨拶（総合企画室長） 

  16:15～ ①ショウジョウバエを用いた神経変性疾患の研究 

               一般科目    天内 和人 

  16:35～ ②誘導電動機の速度センサレス制御システムの開発 

               機械電気工学科 逆瀬川 栄一 

  16:55～ ③剥離流れの三次元性を利用した橋桁の非定常流体 

         力低減効果に関する数値流体解析 

                              土木建築工学科 河村 進一 

  17:15～ 閉会挨拶 

第２回 

 日 時：平成１７年１２月 ８日（木）１６：１０～ 

 場 所：メディアホール 

 プログラム          座長：一般科目 長戸 喜隆 

 16:10～  開会挨拶（総合企画室長） 

  16:15～ ①排他的論理和ゲートを含む組合わせ論理回路の自動 

                 合成に関する研究 

                                情報電子工学科 神田 徳夫 

  16:35～ ②Idiotypeネットワーク仮説の数理的検証と理論免疫 

                 学の構築へ向けて 

                                情報電子工学科 原田 耕治 

  16:55～ ③自己検証非決定性チューリングマシン及びプッシュ 

                 ダウンオートマトンに関する諸特質の解明 

                                情報電子工学科 義永 常宏 

  17:15～ ④電子工学実験における工学教育手法の開発 

                                情報電子工学科 神田 徳夫 

  17:35～ ⑤Ni基超合金の中高温における疲労強度向上の機構解明 

                       機械電気工学科 森野 数博 

 17:55～ 閉会挨拶 

出典：地域連携推進係からのメール 
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資料Ａ－１－①－19 特別研究促進費成果報告会新聞記事 

 

出典：平成１８年６月１３日（火）【日刊新周南】 

 

 一方，特色のある創造教育を推進するため，創造教育推進プロジェクト（資料Ａ－１－①－20，

21）が発足した。その他の教育改善の方策として，以下の活動が行われている。 

・学習シートを用いた教育改善の試み（資料５－６－①－２ ＜P.165＞） 

・e-Learningシステムの運用方法の検討（資料Ａ－１－①－22） 

・コンピュータ教育に利用するための教育用コンピュータの開発（資料５－２－①－③） 

 

資料Ａ－１－①－20 創造教育推進共同プロジェクト設立の議事録 

 

 

出典：教務・専攻科合同委員会議事録 

 

資料Ａ－１－①－21 創造教育推進プロジェクト委員会の開催通知 

平成１８年６月２０日 

委員各位 
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創造実践教育 

推進共同プロジェクト委員長 

門脇重道 

第４回 創造実践教育推進共同プロジェクト 

委員会の開催について 

 

このことについて，下記のとおり開催しますのでご参集願います。 

 

              記 

 

日 時 ： 平成１８年６月２９日（木）１６：１５～ 

場 所 ： 管理棟２階 会議室 

 

会議の趣旨 

これまでの会議の内容を踏まえて，具体的な提案があれば提示していただきたいと思います。 

これまで確認されたこととしては， 

 

①各科のこれまでの創造教育の取り組みは，それぞれ目標とするところに違いがあるが，それぞれの学科の取り組み

を認め尊重し，発展させる方向であること。 

 

②取り組みとして進んでいるＭＥのものを参考として取り組み内容を検討する。そのためＭＥの取り組みを含めて各

科の取り組みを紹介する。（５月１日の会議） 

 

③各科の取り組みを尊重した上で，共通で取り組めるものがあれば共通で行うことを考える。 

 

 これらのことを踏まえて，各科の創造教育を発展させるためのカリキュラムなどにおける提案があればお願いしま

す。 

出典：教務係からの開催通知 

 

資料Ａ－１－①－22 e-Learningシステムの導入に関する要求書 

 

出典：一般科目資料 
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 教員グループによる教育・研究活動を支援するため，特別研究促進費ならびに特別教育設備整備

費の制度が整備され，研究資金の配分および研究成果の発表に対する支援が行われている（資料Ａ

－１－①－23，24，25）。 

 

資料Ａ－１－①－23 徳山工業高等専門学校における競争的資金に関する運用方針 

徳山工業高等専門学校における競争的資金に関する運用方針 

平成１４年５月１４日 

運 営 委 員 会 決 定 

改正平成１４年１０月８日 

１ 目的 

予算を重点的に配分することにより，教育研究の競争的環境を創出し，本校における教育研究活動の活性化とその質

の向上を図るとともに，地域社会との連携の強化を推進する。 

２ 競争的資金 

(1) 特別研究促進費 

ア 先端的，独創的な発想により社会の要請に応える研究への助成 

イ 論文発表を促進するための助成 

 （査読付論文で掲載料等を支払った場合に限る） 

(2) 特別教育設備整備費 

     先進的，国際的な教育を推進するための設備整備への助成 

(3) 学外共同研究推進制度 

   民間等外部機関との共同研究への一部助成 

(4) 特別科学研究費補助金制度 

若手教官（助教授以下）の研究活動への助成 

３ 助成期間 

原則として単年度とする。ただし，特別研究促進費のアについては年次計画に基 

づき，最長３年間助成することができる。 

４ その他 

  詳細については各実施要項によるものとする。 

 

特別研究促進費及び特別教育設備整備費助成に係る実施要項 

平成１４年５月１４日 

運 営 委 員 会 決 定  

改正平成１４年１０月８日 

１ 助成予定額                                                          

 (1)  特別研究促進費    ２，０００万円（論文掲載料助成を含む）   

 (2)  特別教育設備整備費     ７７０万円（本省積算の一般分を充当） 

２ 申請方法 

    助成を希望する者は，次の書類を校長に提出するものとする。 

 (1)  特別研究促進費（別紙様式１） 

 (2)  論文掲載料助成（別紙様式２)  

 (3)  特別教育設備整備費（別紙様式３） 

３ 申請額 

 (1)  特別研究促進費 

   個人研究ついては１５０万円，共同研究については３００万円を限度とする。 

 (2)  特別教育設備整備費 

      一学科（一専攻）は１５０万円，複数学科（複数専攻）は３００万円を限度とする。 

 (3)  論文発表を促進するための助成 

   一件当たり４万円を限度とする。 

４ 申請期限 

申請期限は，特別研究促進費に関するものは２月２０日，特別教育設備整備費に関するものは１０月末日とする。た

だし，論文掲載料助成についてはその都度申請するものとする。 

５ 選考方法等 

校長は，運営委員会の議を経て決定するものとする。ただし，論文掲載料助成は随時決定するものとする。 

６ 助成を受けた者の義務 

 (1)  助成を受けた者は，翌年度４月末日までに特別研究促進費等実施報告書（別紙様式４）を提出するとともに，

本校ウェブサイト等において公表するものとする。ただし，論文掲載料助成は除く。 

(2)  年次計画に基づく助成を受けた者は，中間報告を上記に準じて提出するものとする。 
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７ その他 

 (1) この要項は，平成１４年５月１４日から施行し，平成１４年４月１日から適用する。 

 (2)  平成１４年度は，特別研究促進費については７月末日を申請期限とする。 

 (3)  この要項に係る事務は，会計課総務係において処理する。 

 附 則 

    この要項は，平成１４年１０月８日から施行し，平成１４年４月１日から適用する。 

出典：徳山高専規則集 

 

資料Ａ－１－①－24 研究成果の発表に対する支援 

 

出典：運営委員会資料 

 

資料Ａ－１－①－25 平成１７年度特別研究促進費採択状況 

 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 

 

（分析結果とその根拠理由） 研究の目的を達成するための実施体制および支援体制が整備されて

おり，機能している。 

 地域産業界との連携のため，テクノ・リフレッシュ教育センターおよびが設置され，教員の研究
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活動に対する情報提供や共同研究推進の窓口として地域連携推進係が組織され，機能している。ま

た，研究成果を特許につなげるための知的財産委員会も設置され，すべての研究成果の特許出願の

可能性について検討されている。教員の教育研究活動に対する支援体制としては，特別研究促進費

ならびに特別教育設備整備費の制度が整備されている。 

 

観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況）  

 本校中期計画では，「教員の教育研究活動を活発化し，学会誌等への教育研究論文の掲載数を2倍

化させる（年間60件）。教員（学生も含む）による特許を年間少なくとも10件申請し，その半数の

取得をめざす。また，文部科学省科学研究費補助金の申請においては一人1申請以上を実現し，学校

全体として，年間，インパクトファクター10点の取得をめざす」としている。 

 過去５年間の研究活動についてみると，研究実績は現状を維持しており（資料Ａ－１－②－１），

インパクトファクターの全教員の合計値は増加し，中期計画で定めた10点に近い値を示している

（資料Ａ－１－②－２）。科研費についても，５年前に比べて採択件数および交付金額は増加して

いる（資料Ａ－１－②－３）。民間企業との研究契約件数（資料Ａ－１－②－４）および外部資金

導入額（資料Ａ－１－②－５）も増加している。 

 

資料Ａ－１－②－１ 研究実績の推移 
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出典：自己評価委員会資料 
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資料Ａ－１－②－２ インパクトファクターの合計値 
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出典：年間職務の自己評価 

 

資料Ａ－１－②－３ 科学研究費補助金 
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出典：地域連携推進係資料 

 

資料Ａ－１－②－４ 研究契約件数の推移 
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出典：徳山高専テクノ・リフレッシュ教育センター資料 
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資料Ａ－１－②－５ 外部資金導入額の推移 
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出典：地域連携推進係資料 

 

 共同研究において教員が行った研究の成果を資料Ａ－１－②－６に，その新聞報道を資料Ａ－１

－②－７に示す。また，共同研究を卒業研究に取り入れており，その事例を資料Ａ－１－②－８に

示す。 

 

資料Ａ－１－②－６ 共同研究において教員が行った研究の成果（抜粋） 
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出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 

 

資料Ａ－１－②－７ テクノ・アカデミア共同研究中間報告会 

 

出典：平成１８年３月２０日（月）【日刊新周南】 
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資料Ａ－１－②－８ 共同研究の卒業研究への取り入れ 

 

出典：卒業研究論文集 

 

 創造教育推進の結果，以下の事例が学生による商品開発や特許出願につながった。 

・ゆがまないラジコン車台（資料Ａ－１－②－９） 

・商品開発事例（資料Ａ－１－②－10） 

・足マウス（資料Ａ－１－②－11） 

・ピッキング防止錠（資料Ａ－１－②－12） 
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資料Ａ－１－②－９ ゆがまないラジコン車台 

 

出典：平成１８年２月２５日（土）【中国新聞】 

 

資料Ａ－１－②－10 席がえルーレット・みまもり君 

 

出典：平成１７年１２月１５日（木）【読売新聞】 

 

資料Ａ－１－②－11 足マウス 
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出典：平成１７年１１月２９日（火）【読売新聞】 

 

資料Ａ－１－②－12 ピッキング防止錠 

 

出典：平成１６年１２月２６日（金）【日刊新周南】 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の目的に沿った成果が得られている。 

 研究実績，共同研究ならびに外部資金獲得額は，この５年間ですべて増加している。共同研究は

卒業研究および専攻科特別研究に取り入れられている。共同研究や卒業研究を含むすべての研究成

果は，知的財産委員会を中心に特許出願の可能性が検討されている。本校がこれまで行ってきた創

造教育の成果は，商品開発や特許取得として現れている。 

 

観点Ａ－１－③：  研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備

され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

 研究活動の点検・評価と活性化方策は，以下の体制によって行われる。 

・学内の競争的資金制度（特別研究促進費，特別教育設備整備費，学外共同研究推進制度，特別科

学研究費補助金制度）（資料Ａ－１－①－23） 

・上記競争的資金の成果報告会（資料Ａ－１－①－18，19） 

・共同研究報告（資料Ａ－１－③－１） 

・知的財産委員会（資料Ａ－１－③－２） 

 

資料Ａ－１－③－１ 共同研究中間報告会 

 

Subject: 徳山高専テクノ・アカデミア交流会 「アカデミア共同研究中間報告会」の開催について 

Date: Thu, 9 Mar 2006 16:08:27 +0900 
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  各 位 

      

                                                           地域連携推進係 

 

徳山高専テクノ・アカデミア交流会 

「アカデミア共同研究中間報告会」の開催について 

 

 アカデミア共同研究中間報告会を下記のとおり開催いたしますので，ご参加いただける方で未連絡の方がおられま

したら地域連携推進係までご連絡よろしくお願いいたします。 

記 

 

日  時 平成１８年３月１７日(金) １８：００～ 

 

第１部 アカデミア共同研究中間報告（18：00～19：20） 

（各報告: 20分(質疑応答を含む。) 

 場所：徳山工業高等専門学校 メディアホール 

 「ＦＰＧＡボードへの組み込みＬｉｎｕｘの移植」   ㈱兼清電子 山城利勝， 徳山高専 力 規晃，重村哲至，

山田健仁 

 「高齢者福祉施設における計画策定ガイドラインの作成」   時盛建設㈱ 時盛 真，   徳山高専 熊野 稔 

 「工場内の見学通路掃除ロボットの開発」    ㈱アステック入江 光支店 浅本秀樹，徳山高専 兼重明宏 

 「長周期地震動によるタンクの制振技術」    勝井建設㈱ 勝井 優，勝井勇次， 徳山高専 原 隆 

 

第２部 意見交換会（19：30～20：30） 第２部のみの参加も可能です。 

 場所：徳山工業高等専門学校 学生食堂 

    （参加費１，０００円は，当日受付にてお支払い願います。ソフトドリンクも準備いたします。） 

    ※お問い合わせ先（窓口） 

      庶務課地域連携推進係 石飛，村重，椛村，山本 

      [Tel: 0834(29)6399・6227／E-mail: academia@tokuyama.ac.jp] 

出典：地域連携推進係からのメール 

 

資料Ａ－１－③－２ 知的財産委員会による研究成果内容の審査票 

出典：知的財産委員会資料 
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（分析結果とその根拠理由） 問題点の把握の把握と改善を図るための体制が整備され，機能して

いる。 

 すべての研究成果は知的財産委員会において特許出願の可能性が審査され，競争的資金によって

予算配分されるとともに，その成果報告会で研究内容についての確認が行われている。成果報告会

では，成果のレビューをするとともに，学外からも出席者を募集し，成果を公表している。これに

よって，問題点の把握と改善が行われる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・中期計画において数値目標を掲げ，インパクトファクター10点に近い実績を挙げている。 

・研究成果発表会を開催し，成果のレビューと公開に努めている。 

（改善を要する点）  

・知的財産の創出，取得，管理，活用の促進および自己収入の増加。 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

  教員個々の教育研究活動に対して，学内における資金的な支援体制と情報提供の制度が整備され，

研究実績，共同研究ならびに外部資金獲得額の増加につながっている。 

  地域産業界との連携に関しては，テクノ・リフレッシュ教育センターならびにテクノ・アカデミ

アを通じて交流を行い，研究成果の実用化や発明の成果をあげている。その他すべての研究成果も

特許出願を視野に入れた取り組みが行われている。 

 教員の教育研究成果は学生への指導に反映され，学生による商品開発や特許取得が行われている。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が非常に優れている。 
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選択的評価事項Ｂ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生

以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の中期計画の中の「目的及び目標」において，地域に根ざした高専づくりが目標に盛り込まれ

ている。 

資料Ｂ－１－①－１ 教育，研究，社会との連携，国際交流等に関する目標 

Ｉ．目的及び目標 

２．目標 

○ 教育，研究，社会との連携，国際交流等に関する目標 

    既成概念にとらわれずチャレンジ精神を持って教育・研究に取り組むとともに，地域に

根ざした高専づくりを推進し，世界に認められる個性をもった教育界のオンリーワンをめ

ざす。 

 出典：中期計画

 

この中期計画では，社会との連携に関することで，以下の３項目を掲げている。 

１）地域社会等との連携・協力，社会サービス等の推進 

２）インターンシップの推進など教育に関する産学連携の推進 

３）広報の充実 

 

資料Ｂ－１－①－２ 地域社会等との連携・協力，社会サービス等に関する具体的方策 

Ⅳ．社会との連携，国際交流等に関する事項 

１．社会との連携に関すること 

○ 地域社会等との連携・協力，社会サービス等に関する具体的方策 

 テクノ・リフレッシュ教育センター，徳山高専テクノ・アカデミア（地元企業の本校へ

の支援組織）が協力して地域に根ざした高専づくりを行い，地域連携を発展させる。具体

的には，月例の講演会，シンポジウム，産業技術フォーラム in 山口，各種人材養成講

座，公開講座などを発展させる。 

また，小中学生を対象とした「夏休み小学生工作体験教室」，中学生を対象とした「大

学等地域開放特別事業」のほか，小学生から一般社会人を対象とした公開講座をさらに充

実発展させる。 

さらに，地方公共団体，周辺大学等と連携し実施している周南サテライトカレッジ，周

南オプーンカレッジについても今後継続し発展させるとともに，山口県をはじめとした地

元自治体，山口県産業技術センター及び周南地域地場産業振興センター，徳山大学等との

連携を強化する。 

○ インターンシップの推進など教育に関する産学連携の推進のための具体的方策 

本校では，徳山高専テクノ・アカデミア参加企業との産学連携を軸とした教育研究をすで

に実施しており，今後更に産学連携の強化を図る。 
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○ 広報の充実に関する具体的方策 

総合企画室でタイムリーな広報物の企画・発行を行う。同時に，すべての広報物の目的，

対象，効果を調査・検討し，その見直しと統一的管理を行う。その際，電子媒体と冊子の

使い分け，重ね合わせを行うことにより広報物の改善と広報効果の効率化を図る。また，

2002年度に「Live & Active」と銘打って全面改訂を行ったホームページ及び周南市街地

に開いた徳山高専サテライト「徳山高専夢広場」を活用して，学外の意見を収集するとと

もに，教育，研究，文化活動に関するリアルタイムな情報発信を行う 

出典：中期計画

 

以上のとおり，本校では社会との連携や地域社会に対する教育サービスを中期計画により，本校の

目的として明示している。また，中期計画そのものは本校のウェブサイトでも公開している。 

資料Ｂ－１－①－３ 高専機構および本校の中期計画等 

 

出典：本校ウェブサイト

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/information/what_is/aim_plan.html

 

 これらの実施例として，地域審議会などへの参加，徳山高専テクノ・アカデミアにおける活動，各

種研修･セミナー等の企画・実施状況，および施設・設備の開放状況について示す。 

 

(1) 地域審議会などへの参加 

山口県や周南市などの要請に応じ，校長をはじめ教職員が各種委員・講師として対応している

（資料Ｂ－１－①－４）。ものづくり推進委員会委員（校長，山口県）をはじめ，公的機関を対象に

したものだけでも年間約 50 件にのぼり，地域の要請に応えている。 

 

(2) 徳山高専テクノ・アカデミア（以後アカデミアと称す） 

アカデミアは平成 9 年 12 月に地場の中小企業 24 社の会員企業で創設され，会員の異動はあるもの

の現在も 24 社で運営している。地場企業への貢献として，以下の事業を教職員が企画運営している。 

(a) 若手技術者と社員のスキルアップを目的とした人材養成講座 

(b) 中堅技術者のスキルアップのための技術研修会 

(c) 企業からの技術相談（技術相談は直接に依頼があるものと，年 2 回の定期的な企業訪問における

相談事例の引き起こしの 2 種類がある） 
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(d) 企業との共同研究のトライアルとしてのアカデミア共同研究 

(e) 会員企業を中心に会員外の企業も含めたグループとしてのアカデミア研究会 

(f) 会員に関心のある事柄についてのセミナー，講演会の開催と学会等の CPD 事業のサービス 
また，企業から高専へのサービスとしては以下の事柄が行われている。 

(g) 専攻科学生の学会発表についての派遣の補助 

(h) 学生の各種コンテストへの参加補助 

(i) 学生のインターンシップ受け入れ 

 

資料Ｂ－１－①－５に過去 3 年のアカデミア事業の実施状況を示す。 

・ 件数，参加者数とも人材養成講座を除き，増加傾向にある。また，人材養成講座については，新

規採用者の減少もあって，講座内容と希望者についてやや不一致が見られ，改善の余地がある。 

・ CPD(Continuous Professional Development)は近年，学会等を中心に推進されており，広島，九

州に比べて受講機会の少ない県内企業（会員会員外を問わず）にできるだけ提供できるように努

力している。 

・ 会員各社ともに独自技術の模索をしており，アカデミア共同研究から共同研究，コアビジネスへ

発展させている企業が数例ある。 

・ 企業からの支援の結果として，会員企業の援助により，専攻科学生の研究活動や，創造教育の発

現としての各種コンテストに対する成果が得られているが，詳細は別項を参照されたい。 

 

資料Ｂ－１－①－４ 地域からの依頼による各種委員・講師等（平成１７年度） 

依 頼 機 関 

Requested by ～ 

内       容 

Name of the Committee or the Course 
期  間 

山口県 
技能五輪・アビリンピック山口大会推進協議会総務企画専門

委員会委員 
H17. 4. 1-H18. 3.31

山口県 自然環境保全審議会委員 H17. 9. 1-H19. 8.31

山口県 建築審査会委員 H16. 5.12-H18. 3.31

山口県 大規模小売店舗立地協議会委員 H16. 6. 1-H18. 3.31

山口県 屋外広告物審議会委員 H16. 5.12-H18. 3.31

山口県 県営住宅入居者資格審議会委員 H18. 4. 1-H20. 3.31

山口県 公共事業再評価委員会委員 H17. 4. 1-H19. 3.31

山口県 山口県産業科学技術振興賞選考委員会委員 H17.10. 4-H18. 3.31

山口県 木屋川川づくり検討委員会委員 H17. 9.20-H18. 9.19

山口県 柳井川川づくり検討委員会委員長 H17. 9.20-H18. 9.19

山口県 錦川川づくり検討委員会委員 H17. 9.20-H18. 9.19

山口県 土穂石川川づくり検討委員会委員長 H18. 2. 1-H19. 1.31

山口県 技術アドバイザー H17.10.21-H20. 3.31

山口県産業技術センター 運営協議会委員 H17. 4. 1-H18. 3.31

山口県産業技術センター 山口県中核技術研究開発事業課題選定委員会委員 H16. 6.10-H18. 3.31

山口県産業技術センター 技術アドバイザー H17. 8. 1-H19. 7.31

山口県産業技術センター ＹＳＮ活用生産技術支援事業推進委員会委員 H16.11. 1-H19. 3.31

周南市 国民健康保険運営協議会委員 H17. 4.21-H18. 3.31

周南市 周南市都市計画審議会委員 H17. 4.28-H19. 3.31

周南市 周南市ごみ対策推進審議会委員 H17. 7. 8-H19.12. 1

周南市 徳山地区地域審議会委員 H17.10. 1-H19. 9.30

周南市 周南市男女共同参画審議会委員 H17.11. 1-H19.10.31

周南市 周南市行政改革推進委員会委員 H16. 2.17-H18. 2.16

周南市 徳山駅周辺整備推進検討委員会委員 H17. 8.10-H19. 8. 9

周南市 周南市環境基本計画策定委員会委員 H16. 8.25-H18. 3.31

周南市 周南市生活交通活性化委員会委員 H16. 8. 1-H18. 3.31
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周南市 周南市公共施設省エネルギー改修プラン策定協議会委員 H16. 8. 1-H17. 2.28

周南市 周南市市民参画検討委員会委員 H17. 7. 1-H19. 6.30

周南市 周南市住宅マスタープラン検討委員会委員 H17.10. 1-H19. 9.30

周南市 徳山駅周辺整備事業計画検討委員会委員 H17. 8.10-H19. 8. 9

周南市ひと・輝きプロジェクト

公募事業委員会 
周南市ひと・輝きプロジェクト公募事業委員会委員 H17. 4.21-H18. 3.31

周南市市民交流センター ビジネスサポートコーナーブース入居者審査委員会委員 H17. 4. 1-H18. 3.31

周南市教育委員会 周南市公民館運営審議会委員 H16. 1.19-H17.11.30

周南市教育委員会 周南市スポーツ振興計画策定委員会委員 H17.10.17-H18. 3.31

(財)周南市ふるさと振興財団 周南市ふるさと振興財団評議員 H17. 5.23-H18. 3.31

下松市 下松市洪水ハザードマップ検討委員会委員 H18. 3. 1-H18. 6.30

防府市 防府市まちづくり委員会委員 H17. 7.13-H18. 3.31

下関商工会議所 長府地区産業振興ビジョン策定委員会委員 H17. 9. 1-H18. 3.31

光市 光市環境審議会委員 H17. 3.22-H19. 3.31

光市 光市自然敬愛推進検討委員会委員（座長） H17. 9.28-H18. 3.31

やまぐち産業振興財団 技術開発等審査委員会委員 H17. 5.30-H18. 3.31

やまぐち県民活動きらめき財団 県民活動出前アドバイザー H16. 5.25-H18. 3.31

山口県バレーボール協会 山口県バレーボール協会グローアップシステム事業選考委員 H17. 7. 4-H19. 3.31

(財)山口県体育協会 スポーツ医・科学サポート委員会科学専門部会委員 H16. 7.30-H18. 7.29

山口地方裁判所 専門委員 H16.10. 1-H18. 9.30

(社)土木学会中国支部 幹事会幹事 H17. 5.20-H18. 5.13

(社)地盤工学会中国支部 役員（地域幹事） H17. 5.25-H18. 5. 1

出典：本校学校要覧

 

資料Ｂ－１－①－５ アカデミア活動状況 

アカデミア活動状況(括弧内は述べ参加者) 

 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 

部門交流(回) 1(41) 1(50) 2(78)  

セミナー(回) 1(44)  1(42) 1(45) 1(41)

技術研修(回) 4(172) 4(121) 6(194) 1(45) 3(5)

人材養成(回) 8(139) 8(115) 7(96) 12(140) 3(49)

共同研究(件) 2 5 4 4 5

研究会（会)  2 5 5 4

CPD(件) 1(40) 1(74) 2(89) 1(112) 1(140)*1)
 

*1) ISEC-03 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 

 

(3) 各種研修･セミナー等の企画・実施状況 

・公開講座  

教育・研究の成果を広く社会人に公開し，地域社会の教育文化の向上に資することを目的とする。 

年 度 件数 総日数

平成１２年 5 8 

平成１３年 6 13 

平成１４年 11 18 

平成１５年 7 13 

平成１６年 8 10 

平成１７年 6 8 
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・周南サテライトカレッジ（主催：周南市） 

周南市では，平成１３年度より，ＪＲ徳山駅ビル内の市民交流センターにおいて，山口大学，山

口県立大学，徳山大学，徳山女子短期大学(平成１５年度まで)，山口キャリアデザイン専門学校

（平成１６年度より）および本校が共同で行なっている。 

年度 件数 総日数

平成１３年 5 9 

平成１４年 7 23 

平成１５年 5 23 

平成１６年 3 24 

平成１７年 3 24 

 

・周南オープンカレッジ（主催：周南市生涯学習センター） 

周南市では，市民への生涯学習事業の一環として，多様化，高度化する市民の学習要求に応え，

高等教育機関に集約された教育機能や研究成果を広く地域社会に還元するため，徳山大学，山口大

学，および本校との共催で行なっている。 

年度 件数 総日数

平成１２年 2 7 

平成１３年 2 7 

平成１４年 2 7 

平成１５年 2 9 

平成１６年 2 8 

平成１７年 2 8 

 
・夏休みジュニア科学教室（主催：夏休みジュニア科学教室実行委員会） 

山口県内の産官学で組織された｢夏休みジュニア科学教室実行委員会｣は将来に無限の可能性をも

つ子供たちに科学の面白さを知ってもらうため，大学や高専，企業の研究所などの協力と，山口県

や山口県教育委員会などの講演を得て，小学５年生から中学校３年生を対象に開講している。 

年度 件数 

平成１２年 2 

平成１３年 2 

平成１４年 2 

平成１５年 2 

平成１６年 2 

平成１７年 2 

 

・ソラールにおける協力事業 

平成 10 年防府市に子供から大人まで科学に触れ会う機会を提供できる身近な生涯学習施設とし

て，防府市青少年科学館（通称ソラール）がオープンした．常設展を中心に，企画展や科学教室な

ど多彩な行事を行っている．毎年夏休みに企画している青少年のための科学の祭典｢おもしろサイ

エンス in ソラール｣に平成１４年からは徳山高専も毎年参加をし青少年の科学に対する興味を駆り

立てている．高専ロボットコンテストに出場し優秀な成績を収めたロボットを実際に子供たちに操

作してもらう企画や，物理や科学の身近な題材をテーマとした企画などで参加している． 
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年  度 テ ー マ 

平成 10 年 競技用ロボットを動かしてみよう 

平成 12 年 コンデンサで遊ぼう 

平成 14 年 動かしてみよう競技用ロボット，放射線の飛行機雲，燃料電池と電気分解 

平成 15 年 競技ロボットを動かしてみよう，磁気カードの秘密，水素のちから 

平成 16 年 競技ロボットを動かしてみよう，水の不思議(よろず運びます)，錬銀術？銀の鏡をつ

くろう 

平成 17 年 競技用ロボットを操縦してみよう，ペーパークラフトで学ぶ橋のしくみ，色の魔術師

クロマトグラフィー 

 

資料Ｂ－１－①－６ ソラールにおける協力事業 

 
出典：おもしろサイエンス in ソラール 2004 実験解説集 

 

・ ひと・輝きプロジェクト（主催：周南市企画課） 

周南市は「ひとづくり」のための施策を市民や市に所在する団体から募集している。この施策

は市と提案した者との協働により実施される。平成１７年度に採択された 10 テーマのうち 6 テ

ーマまでが，本校教職員が関係した企画であった。 
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資料Ｂ－１－①－７ ひと・輝きプロジェクト 

 

出典：平成１７年度 ひと・輝きプロジェクト公募事業 採択プロジェクト一覧 

 

・専門研究部会/技術研修会，人材養成講座（主催：徳山高専） 

地域産業界との技術交流として，各種講演会，技術研修会や人材養成講座を企画し実施している。 

   専門研究部会/技術研修会 人材養成講座 計 

年 度 件数 総日数 件数 総日数 件数 総日数 

平成１２年 ７ １ ９ ４４ １６ ４５

平成１３年 ９ １ ９ ２７ １８ ２８

平成１４年 ４ ８ ８ ３７ １２ ４５

平成１５年 ６ １４ ９ ２５ １５ ３９

平成１６年 １ １ １２ ３３ １３ ３４

平成１７年 １ ３ ３ １７ ４ ２０

 

・徳山高専夢広場 

平成１４年 7 月，徳山商工会議所のまちづくり機関「TMO 徳山」が中心商店街の空洞化対策や起業

化の支援のために，徳山市銀座旧サティ２階にチャレンジショップとくやま『街あい』をオープンし

た。家賃は無料でオープン当時，飲食・食品，物販・展示，サービスなどの２１店舗が集まっていた

が，徳山高専もこの一角を借り受け，徳山高専夢広場を開設した。ここで徳山高専を広く市民に知っ

てもらうため既設学科の紹介や，学生会活動の展示などほぼ 1 週間単位ごとのローテーションでさま

ざまな展示をしてきた。平成１５年には場所を市内の旧電気販売店跡地に場所を移し，新たに｢イン

グリッシュルーム｣という英会話を楽しむ企画を加え，毎週金曜日に市民も含めた大勢の参加者でに



徳山工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 407

ぎわっている。最近では在学あるいは卒業した留学生のふるさとを紹介する企画なども行われている。

平成１６年より「パソコン若葉相談室」を開設し，市民を対象としたパソコン使用時のささいな疑問

や予期せぬトラブルなどへの対応を開始し，現在では，週１回の開催となっている。 

 

・ イングリッシュルーム 

平成１６年２月より始めた周南市街地に開いた徳山高専サテライト｢徳山高専夢広場｣にて，本校英

語科の教員による英会話教室を週 1 回 1 時間程度開催している。英語のみの会話に徹する教室で実施

している。参加者は本校の「英語に親しむ同好会」のメンバー，専攻科生，教職員が中心で，毎回数

名の市民の参加もある。平成１８年５月に１００回目を達成した。 

 

・地域ロボコン 

平成１６年度より，ロボコンの街「周南」において，市民の方がロボットに触れる機会を増やし，

実際に製作する体験を通して，ロボットと共存する２１世紀社会を実現することを目的とした地域交

流事業として実施している。 今後も，様々な年齢層の方々が参加できる数種類のコンテストの実施

によって，ものづくりに親しむ 文化的土壌づくりを行う予定である。 

平成１６年 2004 年度小学生ロボコン 中国新聞防長本社杯「木星探査大作戦」 

平成１７年 中国新聞防長本社杯 ロボットコンテスト 2005 in 徳山高専「ONI ごっ

こ」 

 

・出前講座 

 平成１７年度には，徳山小学校へ教員６名が出向き，ＬＥＧＯを用いた出前講座を行った。その際，

本校情報電子工学科所有のＬＥＧＯの貸し出しも同時に行った。 

 

・徳山高専中学校連携講座 

本校が近隣の中学生を対象として科学技術に関する興味・関心と知的探求心等を高める機会を充実

するために開催するものであり，中学生が未来を支える先端技術について理解と関心を深めるととも

に，未来に対する夢を醸成することを目的としている。 

平成１６年 日本科学未来館毛利館長に聞く－科学技術の進歩－ 全２回 

平成１７年 棒のぼりロボット製作講座 全３回 

 

・周南テクノキッズ 

 小学生高学年を対象に夏休み１泊２日で，自然や科学に触れる機会を提供し，楽しみながら理科に

関する興味と関心を深める。 

平成１７年 徳山高専理科大好き夏休み体験教室 周南テクノキッズ －科学で遊ぼう

－ 

 

・資格関係講座 

講座名 補 講 模擬試験

ボイラー技師資格試験講座 ２回/年

工業英語検定受験講座 ４回/年 ２回/年

実用英語検定面接指導 ３回/年
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(4) 施設・設備の開放状況 

・体育館，運動場，その他（野球場，テニスコート） 

年 度 件 数 のべ利用者数 

平成１３年 １３０ ３４７９

平成１４年 １４７ ２４７９

平成１５年 ８０ １３９２

平成１６年 ５４ １３９３

平成１７年 ６５ ２０９６

 

・図書館 

   図書館の利用を申し出た学外の一般の利用者にも図書館の利用を開放している。 

曜日の別 平 日 土曜日，日曜日 

開放時間 ９：００～２０：００ ９：００～１３：００ 

 

また，正規課程以外の学生受け入れとして，以下の「研究生制度」，「聴講生制度」，「科目等履

修生制度」の３制度があり，さらに，徳山大学との「単位互換」による学生受入れや，長岡技術科学

大学と本校による「高専との連携教育」による大学院生受け入れを行っている。 

 

○「研究生制度」  特定の研究あるいは専門事項の研究を希望する者に対し，校長が，本校の教育

研究に支障のない場合に限り，選考の上研究生として入学を許可する制度である。 

○「科目等履修生制度」 一般科目及び専門科目の中の一又は複数の授業科目を履修し単位の修得を

希望する者に対し，校長が，本校の教育に支障のない場合に限り，選考の上科目等履修生として入学

を許可する制度である。 

○「聴講生制度」  一般科目及び専門科目の中の一又は複数の授業科目について聴講を希望する者

に対し，校長が，本校の教育に支障のない場合に限り，選考の上聴講生として入学を許可する制度。 

 

資料Ｂ－１－①－８ 徳山工業高等専門学校研究生規則（抜粋） 

徳山工業高等専門学校研究生規則 

 

 （趣  旨） 

第１条  徳山工業高等専門学校学則第54条の規定に基づき，徳山工業高等専門学校研究生 

 （以下「研究生」という。）については，この規則の定めるところによる。 

 （入学資格） 

第２条  研究生として入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

  (1) 高等専門学校を卒業した者 

  (2) 本校が前号に準ずる研究能力及び学力があると認めた者 

 （入学志願の手続） 

第３条 入学志願者は，原則として，学年又は学期の開始の２週間前までに次の各号に掲げ る書類に検定料を添

えて，校長に願い出なければならない。 

 (1) 願書（別紙様式） 

  (2) 履歴書 

  (3) 資格を証明し得る書類（最終学校の卒業証明書，修了証明書，成績証明書等） 

  (4) 健康診断書 

 (5) 現に職を有している者は，勤務先の長の許可書 

 （入学許可） 

第４条  入学志願者に対しては，選考の上，校長が入学を許可するものとする。 

２ 入学を許可された者は，所定の期日までに，誓約書及び校長が定めた書類を提出しなければならない。 
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出典：学生便覧

 

資料Ｂ－１－①－９ 徳山工業高等専門学校聴講生規則（抜粋） 

徳山工業高等専門学校聴講生規則 

 

 （趣  旨） 

第１条  徳山工業高等専門学校学則第55条の規定に基づき，徳山工業高等専門学校聴講生 

 （以下「聴講生」という。）については，この規則の定めるところによる。 

 （入学資格） 

第２条  聴講生として入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

  (1) 高等学校を卒業した者 

  (2) 本校において，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

 （入学志願の手続） 

第３条 聴講を希望する者は，次の各号に掲げる書類に検定料を添えて，校長に願い出なけ ればならない。 

 (1) 願書（別紙様式） 

  (2) 履歴書 

  (3) 資格を証明し得る書類（最終学校の卒業，修了証明書等） 

  (4) 健康診断書 

 (5) 現に職を有している者は，勤務先の長の許可書 

 （願書の受付） 

第４条 願書の受付期間は，次のとおりとする。 

 前学期 ３月20日から３月31日まで 

 後学期 ９月20日から９月30日まで 

 （入学許可） 

第５条  聴講を希望する者に対しては，選考の上，校長が入学を許可するものとする。 

 

出典：学生便覧

 

 

資料Ｂ－１－①－10 徳山工業高等専門学校科目等履修生規則（抜粋） 

 

徳山工業高等専門学校科目等履修生規則 

 

 （趣  旨） 

第１条  徳山工業高等専門学校学則第55条の２第３項の規定に基づき，科目等履修生に関し 

 必要な事項は，この規則の定めるところによる。 

 （入学資格） 

第２条  科目等履修生として入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

  (1) 高等学校を卒業した者 

  (2) 本校が前号と同等以上の学力があると認めた者 

２ 専攻科の科目等履修生として入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者と する。 

  (1) 高等専門学校を卒業した者 

  (2) 本校が前号と同等以上の学力があると認めた者 

 （入学志願の手続） 

第３条 科目等履修生として入学を志願する者は，学年又は学期の開始の２週間前までに次 の各号に掲げる書類

に検定料を添えて，校長に願い出なければならない。 

 (1) 科目等履修生入学願書（別紙様式１） 

  (2) 履歴書 

  (3) 履歴書に記載された学歴等を確認し得る書類（最終学校の卒業証明書又は修了証明書，  成績証明書等） 

  (4) 健康診断書 

 (5) 勤務先所属長の承諾書（現に職を有している者に限る。） 

 （入学許可） 

第４条  入学志願者に対しては，選考の上，校長が入学を許可する。 

２ 入学の許可に際しては，所定の期日までに入学料を納付しなければならない。 

３ 入学を許可された者は，所定の期日までに誓約書（別紙様式２）を提出しなければなら ない。 
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出典：学生便覧

 

資料Ｂ－１－①－11 徳山大学との単位互換 

（１）単位互換の推進 

   大学側から別紙１「徳山大学と高専との単位互換に関する打ち合わせ（第 1 回）」 

  が提示，説明され協議が行われた。 

   両者間で大きく食い違ったのは単位の認定方法で，大学は高専で認定された単位を大学の単位として認定す

るのに対し，高専側はまず答案用紙を受け取り，学内で採点， 

  単位認定という希望であった。結論として，審査員に説明が出来るよう優・良・可・不可の評価ではなく，素

点で評価することになった。大学の問題点として，評価の配分が人によって違うので整備するよう検討することと

なった。また，科目によっては試験をしない場合があるのでその際は，あらかじめ協議することとなった。 

   高専の寄附講義「経営管理」（大学科目名「実践ビジネス講座」）は 14：30 開始予定であったが，大学側

の受講に配慮して 15：00 開始となった。今年度は 90 分授業で来年は 100 分授業の予定との報告があり，18 年度

はカリキュラムを大幅に変えるので単位互換について本格的に検討するとのことであった。 

   その他，システム関係の履修を希望する場合，体系的に履修できるようモデルを作ることとなった。 

出典：徳山大学との協力協定第２回運営会議議事概要 

 

資料Ｂ－１－①－12 長岡技術科学大学からの学生派遣（長岡技術科学大学からの依頼） 

 

出典：高専との連携教育による学生の派遣依頼 
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資料Ｂ－１－①－13 長岡技術科学大学からの学生派遣（徳山高専の回答） 

 

 

出典：高専との連携教育による学生の教員派遣について 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスは，単に研究生，聴講生，科目等履修生な

どの受け入れ制度だけではなく，地域に根ざした高専づくりや社会との連携の一環として推進してい

る。このことは，中期計画に目標の一つとして掲げ，その具体的方策を策定している。その内容は，

ウェブサイトなどを通じて広く公表している。 

具体的な活動としては，地域審議会などへの参加や，徳山高専テクノ・アカデミアによる地元企業

との連携および各種研修・講座の開催，地域機関主催の各種公開講座などへの協力，本校主催の地域

イベント，さらに施設・設備の開放などを，毎年計画的に企画し，数多く実施している。これらの内

容は，企業向けの先端技術や最近の技術に関するものから，一般市民の生涯学習の一環として位置づ

けられるものや，小学生・中学生を対象とした自然や科学に対する興味に応えるものまで，広範囲に

わたっている。 

また，徳山高専夢広場などの街中拠点の整備や，大学学部生や院生の受け入れなど新しい試みも

おこなわれている。以上のことから，本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスは，そ

の目的や具体的方策を明確に定め，数多くの教育サービスを計画的に実施することができている。 
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以上のことから，正規課程の学生以外に対する教育サービスは，十分計画的に実施されている。 

 

観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。

また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

各項目に対する人数，回数およびアンケート結果を以下に示す。 

 研究生数 

年 度 人数 

平成１２年 ４ 

平成１３年 ３ 

平成１４年 ４ 

平成１５年 ２ 

平成１６年 ２ 

平成１７年 ２ 

    

 科目等履修生数 

年 度 人数 

平成１４年 １ 

平成１５年 ２ 

平成１６年 ２ 

平成１７年 ５ 

 聴講生数 

  近年なし 

 

 徳山大学からの学生の受け入れ 

年 度 人数 

平成１７年 １ 

 

 長岡技術科学大学からの学生の受け入れ 

年 度 人数 

平成１７年 １ 

 

各種研修・セミナー等の参加者数 

 ・公開講座 

年 度 件数 総日数 受講者数

平成１２年 ５ ８ １５１

平成１３年 ６ １３ ２８４

平成１４年 １１ １８ ３５３

平成１５年 ７ １３ ７４

平成１６年 ８ １０ １４２

平成１７年 ６ ８ ９５
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平成 1７年度公開講座｢夏休みものづくり教室｣アンケート結果 

資料Ｂ－１－①－14 平成１７年度公開講座アンケート集計表 
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出典：夏休みものづくり教室 アンケート集計表 

 

・周南サテライトカレッジ（主催：周南市） 

年 度 件数 総日数 受講者数

平成１３年 ５ ９ ４６

平成１４年 ７ ２３ １５９

平成１５年 ５ ２３ １２０

平成１６年 ３ ２４ ２２２

平成１７年 ３ ２４ ７６
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・周南オープンカレッジ（主催：周南市生涯学習センター） 

年 度 件数 総日数 受講者数

平成１２年 ２ ７ ２１３

平成１３年 ２ ７ ２２５

平成１４年 ２ ７ １９３

平成１５年 ２ ９ １９３

平成１６年 ２ ８ １４９

平成１７年 ２ ８ ２０９

 

周南オープンカレッジアンケート結果 

 

資料Ｂ－１－①－15 周南オープンカレッジアンケート集計表 
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出典：「漱石はいつでも新しい―『門』を読む」受講アンケート結果 

 

 

・夏休みジュニア科学教室（主催：夏休みジュニア科学教室実行委員会） 

年 度 件数 総日数 受講者数

平成１２年 ２ １ ８０
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平成１３年 ２ １ ４８

平成１４年 ２ １ ６０

平成１５年 ２ １ ４６

平成１６年 ２ １ ４２

平成１７年 ２ １ ４６

 

夏休みジュニア科学教室アンケート（平成１７年度） 

 

資料Ｂ－１－①－16 夏休みジュニア科学教室アンケート集計表 
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出典：第 17 回「夏休みジュニア科学教室」アンケート集計表 

 

・専門研究部会/技術研修会，人材養成講座（主催：徳山高専） 

 

 専門研究部会/技術研修会 人材養成講座  計 

年 度 件数 総日数 受講者数 件数 総日数 受講者数 件数 総日数 受講者数

平成１２年 ７ １ １５０ ９ ４４ ８６８ １６ ４５ １０１８

平成１３年 ９ １ １７２ ９ ２７ ４０５ １８ ２８ ５７７

平成１４年 ４ ８ １６９ ８ ３７ ５５６ １２ ４５ ７２５

平成１５年 ６ １４ ４２９ ９ ２５ ３７８ １５ ３９ ７０７

平成１６年 １ １ ４５ １２ ２２ １４０ １３ ２３ １８５

平成１７年 １ ３ ５ ３ １７ ４９ ４ ２０ ５４
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資格関係講座 

・ボイラー技師資格試験講座 

補講回数/年 受講者数 合格者数 

２ ３４ ２６ 

 

･工業英語検定受験講座 

級 受講者数 

４級 ８０ 

３級 ３０ 

２級 ２ 

 

級 ４級 ３級 ２級 

平成１５年度 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 

１回目 ７１ ５２ １９ ９ ３ １ 

２回目 ５０ ２８ ２２ ２ ２ ０ 

受講者のうち３級は２０％，４級は７０％の者が合格した。 

 

・実用英語検定 面接試験のための模擬試験 
受講者数 ６人中５人が合格した。 
 

･イングリッシュルーム参加者数 

平成 18 年 5 月までの実施全 13 回の参加者人数 

 

回  88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 

人数 23 24 33 24 19 21 20 20 43 26 

 

回  98 99 100 

人数 23 26 56 

 

施設・設備の利用実績 

・体育館，運動場，その他（野球場，テニスコート） 

    

年度 件数 のべ利用者数

平成１３年 １３０ ３４７９ 

平成１４年 １４７ ２４７９ 

平成１５年 ８０ １３９２ 

平成１６年 ５４ １３９３ 

平成１７年 ６５ ２０９６ 

 

 ・図書館 

年度 のべ利用人数 

平成１４年 ６９ 

平成１５年 ９４ 

平成１６年 ２８ 

平成１７年 １１９ 
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改善のためのシステム 

テクノ・リフレッシュ教育センターをはじめ，関係の部署にて，各企画でのアンケート結果をもと

に，次回の企画について検討がなされている。一例を挙げれば，徳山高専テクノ・アカデミアにおけ

る人材養成講座で実施している，Ｊａｖａ関係の講座内容は，アンケート結果をもとにその内容を要

望されているものへ対応できるものにしている。 

 

資料Ｂ－１－①－17 人材養成講座アンケート集計表 
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出典：平成１６年度 人材養成講座「Java 言語プログラミング講座」アンケート結果 

 

資料Ｂ－１－①－18 人材養成講座名 

 
人材養成講座（平成１６年度） 

建築学講座（全４回） 

構造工学講座（全３回） 

バイオテクノロジー基礎講座 I（全３回） 

技術士（建設部門）受験基礎講座 

土質工学基礎（全３回） 

水理学講座（全３回） 

ACCESS によるデータベース構築（全３回） 

MOT 研修－実践ファイナンスコース（全２回） 

コミュニケーション・センス講座（全２回） 

制御工学の基礎（全３回） 

Java 言語プログラミング講座（全３回） 

PIC 初級講座－ワンチップマイコン PIC を用いた機械制御入門－（全３回） 



徳山工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 422

 

人材養成講座（平成１７年度） 

バイオテクノロジー基礎講座 II 

機械製図の基礎講座（全６回） 

Eclipse による Java プログラミング講座（全６回） 

出典：テクノ・リフレッシュ教育センター年報 

 

（分析結果とその根拠理由）  

前項の分析結果から，地域連携の成果は上がっているように判断できる。毎年 2 回の企業訪問ア

ンケート調査からも，年を追って要望，相談事項が増加していることがわかる。平成 18 年現在では，

大企業の業績回復の観測がなされているが，中小企業にとってはそれに伴う資材の不足高騰，製品価

格低下といった経営環境の悪化は顕著であり，本校が何らかの力添えになれるよう努力している。 

各種研修･セミナー等の実施状況，参加者数の状況と照らし合わせて十分な成果が上がっている。

特に資格講座については，合格者の数から見て十分と思われる。公開講座については，アンケートの

結果から内容は子供や保護者にも充実しているものであることが伺え期待が大きいと思われる。周南

オープンカレッジについては，内容や受講料の適正なことがアンケート結果から判断できる。夏休み

ジュニア科学教室については子供たちの興味に適合した内容で実施され十分満足の得られる内容であ

る事がわかる。また，市民への教育サービスとして，英会話が気軽に楽しめる広場｢イングリッシュ

ルーム｣を提供していることは，本校の広報活動にも大きく貢献していると思われる。広報の充実の

ため，平成14年度7月にJABEE対策会議において本校のウェブサイトの改訂が決定され，リニューアル

版が公開されている。このウェブサイトは徳山高専の現在の状況を常に新しい情報として広く公開す

ることを基本コンセプトとするものである。中心には学校の今を紹介する記事を写真入で掲載し，月

単位での更新がなされる。他にニュース，イベントに加えウイークリートピックコーナーでは週代わ

りのシリーズものの掲載がなされる。掲載内容については情報処理センターに情報収集システムが稼

動し広範囲からの情報提供を促し，学校が主催する各種イベント（公開講座，人材養成講座，技術研

修会等）の開催については随時提供される情報をもとに掲載している。 

以上のことから，正規課程の学生以外に対する教育サービスの成果は十分に上がっており，さらに

改善のためのシステムもあり，機能している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 正規課程の学生以外に対する教育サービスは中期計画に明確に位置づけ，専門分野を中心に幅

広 

く継続的に企画・実施されている。 

・ 街中に徳山高専夢広場という活動拠点を持っている。 

（改善を要する点） 

・市民の希望に対し応えられる範囲には限界があるが，可能な限りの企画を考えることが必要である。 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

正規課程の学生以外に対する教育サービスを，地域に根ざした高専づくりとして本校中期計画のな

かで明確に目的として示している。またその具体的な方策も中期計画のなかに示している。 
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テクノ・リフレッシュ教育センターや徳山高専テクノ・アカデミアとの連携で行っている，技術研

修，人材養成は，地場企業の要請に対応する内容を計画的に実施している。また，各種公開講座は，

一般市民の生涯学習に関係するものから，小中学生に対する自然や科学に対する興味関心を引き出す

ものまで，幅広く計画的，持続的に実施している。また，本校ウェブサイトを用いた広報活動も適宜

行われ，十分な情報を発信している。 

周南市の市街地に徳山高専夢広場という活動拠点をもち，そこで，本校学生も参加した，一般市民

を対象としたイベントを定期的に開催している。また，市民の目に触れやすいという特色を生かし，

各種の情報発信も積極的に行っている。 

 これまでに開催した各種公開講座，研修会，セミナーなどは，開催回数，参加者数，アンケート結

果などで十分な成果を上げ，その目的を達成している。また，アンケート結果から希望する講座内容

を次回に反映させるなど，テクノ・リフレッシュ教育センターや徳山高専テクノ・アカデミアを中心

とした，改善のためのシステムがあり，有効に機能している。 

 大学学部生，院生の教育に関する大学との連携も始まっており，今後の発展が期待される。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が非常に優れている。 

 




